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東南アジア大陸部諸言語の名詞句構造

東南アジア諸言語研究会編

慶應義塾大学言語文化研究所



まえがき

東南アジア諸言語研究会は、 慶應義塾大学言語文化研究所の共同研究プロジェクトとし

て、 1998年4月に発足した。 研究会の目的は東南アジア、 とりわけ大陸部の主要言語を対

象とした記述研究にある。 その最初の成果は『東南アジア大陸部諸言語の「行く ・ 来る」』

(2003年：慶應義塾大学言語文化研究所刊）として結実した。 本書はそれに次ぐ第2冊目

の論文集である。

東南アジア諸言語に関する記述研究の現状は、 主要言語に限っても、 なお絶対的に不足

していると言わざるをえない。 我々の研究会はその欠を補うべく、 より多くの言語現象に

ついて記述を行い、 将来の研究のための基礎を築くことを目指している。

本書では、 言語の構造のなかでも最も基本的な構造のひとつと考えられる名詞句構造を

取り上げ、 東南アジア大陸部6言語（ベトナム語、 クメ ール語、 タイ語、 ラオ語、 ビルマ

語、 ロンウォ ー語）を対象として分析 ・ 記述を行う。 本書が今後、 この分野の基本文献と

して長く活用されることを願ってやまない。

研究会参加者は次の通りである。（五十音順）

上田広美 岡田知子 岡野賢二 春日 淳 澤田英夫 嶋尾 稔 鈴木玲子

三上頂光 峰岸真琴

東南アジア諸言語研究会

代表者 三上直光
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東南アジア大陸部の言語

ロンウォ ー語

ビルマ語

゜
タイ語



1 本書の目的

本書の目的と記述の内容

三上直光

本書は東南アジア大陸部で話される6言語（ベトナム語、 クメ ール語、 タイ語、 ラオ語、

ビルマ語、 ロンウォ ー 語）の名詞句構造の記述を目的としている。 特定の現象や構造を、

複数の言語を対象として記述する場合、 言語相互の対照を念頭に置くか、 置かないかによ

って、 記述の内容は大きく変わってくるが、 本書では前者の立場に立ち、 可能な限り各言

語の記述内容を統一するように努めた。 具体的には、 いずれの論文も次章「名詞句構成要

素の分類」に掲げられている日本語の用例の対応表現を検討することを記述の出発点とし

ている。 つまり、 本書は個々の言語の特徴に加えて、 言語間の異同もより簡単に確認でき

るような記述を目指そうとしている。

2 記述の内容

名詞句構造の記述に当たってまず問題にすべきことは、 名詞句とは何か、 ということで

ある。 しかしながら、 それを明確に述べることは難しく、 本書で扱う言語においても今後

の研究に侯つところが大きい。そこで、本書ではとりあえず「名詞を主要部 (head) とし、

それに修飾語句が付け加えられた統語的単位」を名詞句と考え、 次の表現を含む名詞句を

取り上げている。

(1)複数表現

(2)量化表現

(3) 所有者表現

(4) 指示表現

(5) 名詞的修飾表現

(6)動詞的修飾表現

(1) ~ (6)の名称は日本語の用例に基づいたものであり、 言語によっては日本語とは異

なった表現形式で表されることもある点に注意されたい（たとえば、 日本語では名詞的修

飾表現で表されるものに、 言語によっては動詞的修飾表現が対応する、 など）。

いずれの論文も上記の分類に従って記述が進められるが、 記述の内容で特に注目される

のは、 主要部の名詞（以下、 主要名詞と呼ぶ）と修飾語句との結合形態とその意味に関わ

る問題である。 結合形態は、 それを大まかに分類すると、 修飾語句が主要名詞と直接結び

つく形式と修飾語句が主要名詞を修飾することを示す何らかの標識（所有者標識、 修飾節

標識など）を伴う形式の 2 種類になる。上記 (3) (5) (6) の表現においては、 いずれの言

語も、 ひとつの修飾表現に対して両方の形式が扱われている。 したがって、 各々の形式が

どのような意味を表すか、 という結合形態と意味との関係が明らかにされるような記述が
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求められることになる。

結合形態は単位認定の問題とも無関係ではない。 ある要素の結合が語か、 句か、 節か、

あるいはそれ以外のものかの認定については、 程度の差こそあれ、 どの言語においても絶

対的な基準を設けることは容易ではない。 ことに孤立語の類型に属する言語では、 形態的

基準に多くを期待できないだけに、 いっそう困難をきわめる。 本書で扱う、 ベトナム語、

クメ ー ル語、 タイ語、 ラオ語はその典型例である（膠着語的性格の強いビルマ語、 ロンウ

ォ ー語にもその種の問題は存在する）。 とはいえ、 形式的な手がかりが全くないというわけ

ではない。 数少ない手がかりのひとつが、 上に述べた主要名詞と修飾語句との結合形態で

ある。 一般に主要名詞と修飾語句が直接結びついた形式が複合語（複合名詞）として、 そ

して両者の関係を示す標識が介在した形式が句として認定されることが多いからである。

しかし、 これはあくまで傾向として言えることであり、 意味的基準なども含めた認定基準

が検討される必要がある。

名詞句構造の記述には、 名詞句の構成要素間の共起関係や位置関係（語順）に関する制

約も含まれなければならない。 この点も、どの結合形態が選ばれるかによって左右される。

このように、 主要名詞と修飾語句との結合形態は様々な問題と関連しており、 多角的に

分析されるべき課題のひとつである。 本書所収の論文はいずれも結合形態をめぐる上記諸

問題に記述の重点を置いている。
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名詞句構成要素の分類

澤田英夫

本書に含まれる各論文では、 主名詞の前後に置かれ主名詞とともに名詞句を形成する要素

を、 次の6つに分類する。

グルー プ1 ：複数表現

名詞句の表す対象が複数であることを表示する形態素。 この形態素を伴う主要部名詞を持つ

名詞句は、 複数個体を指示する。 具体的な数量には言及しない。

グルー プ2:量化表現

l. 名詞句の表す対象の具体的な数量を特定する数詞を含む表現：日本語の「1つの」「2つ

の」「約200の」「何十もの」などに当たるもの。

2. 名詞句の表す対象の、 数量の範囲（多少、 全体の中の割合など ）を表す表現：「多くの」

「わずかな」「全ての」「ほとんど の」「いくつかの」などに当たるもの。

本論集では、 l.として日本語の「1冊の」「2冊の」および疑問の「何冊の？」に、 2.として

「ある」「全ての」「ほとんど の」「数冊の」「わずかなJ「たくさんの」に対応する各言語の形式

を取り扱う。

グルー プ3:所有者表現

典型的には、 名詞句の表す対象の持ち主を表す表現。（名詞句の主名詞が動詞から派生した

出来事名詞である場合はその出来事の主体を表すが、 本書 では割愛。）

1. 人称の区別を担うもの：日本語の「私（たち）の」「あなた（たち）の」「彼（女）（ら）

の」および「誰の」「誰かの」などに当たるもの。

2. 固有名を含むもの：日本語の「xx先生の」「ウー ＝マウンマウンの」などに当たるもの。

3. 特定的な名詞句を含むもの：日本語の．「彼の弟の」「あの先生の」などに当たるもの。

4. 特定性の低い名詞句を含むもの：日本語の「バンコク市民の」などに当たるもの。

名詞（句）と、 主名詞に対する関係を表示する、 いわゆる「属格」 の形態素の組み合 わせに

よって作られることが多い。

本論集では、 日本語の「私の」「あなたの」「彼の」「彼女の」「母の」「その金持ちの」などに

対応する各言語の形式を取り扱う。
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グルー プ4:指示表現

名詞句の表す対象の、 話し手 」「聞き手に対する位置関係や遠近の度合を表したり、 聞き手

に選択肢の中 からの選択を求めたりする表現：日本語の「こ（れら）の」「そ （れら）の」「あ

（れら）の」；「どの」「ど ちらの」に当たるもの。

具体物を指示する「直示的」用法と、 文脈中に現れた名詞句を指示する「照応的」用法が

ある。

本論集では、 日本語の「こ（れら）の」「そ （れら）の」「あ（れら）の」「どの」「誰の」 など

に対応する各言語の形式を取り扱う。

グルー プ5:名詞的修飾表現

主名詞を修飾する表現のうち、 名詞句 そのもの、 あるいは、 名詞句＋主名詞に対する関係を

表示する形態素の組み合わせから なるもの。

グルー プ6 ：動詞的修飾表現

主名詞を修飾する表現のうち、 動詞そのもの、 あるいは、 動詞 （ 句）＋主名詞に対する関係

を表示する形態素の組み合わせから なるもの。 後者の典型例 は「名詞修飾節」である。

修飾表現のどれがグルー プ5に属し、 どれがグルー プ6に属するかは、 言語依存的なもので

ある。 日本語の例を挙げる。

グルー プ5: 「外国の」「ラオ語の」「言語学の」「子供向けの」「ベトナム人の」「医者の」（「医

者である」という意味において） 「 ぼろぼろの」「金持ちの」

グルー プ6: 日本語の「分厚い」「大きい」 「 高価な」「古い」「難しい」「背の高い」「古い」

「親しい」「親切な」 「 良い」「悪い」「昨日買った」「父がくれた」「机の上にある」「まだ

読んでいない」「昨日会った」「一緒に住ん でいる」「しばら く 会っていない」 などに当た

るもの。

本論集では、 グルー プ5の例として、 日本語の「外国の」「xx語の」（ 言語名） 「 言語学の」

「子供向けの」（以上、主名詞が無生物「本」の場合）；「xx人の」（民族・国家名）「医者の（＝医

者である）」 （以上 、 主名詞が有生物 「友人 」の場合） などに対応する各言語の形式 を取り扱う。

また、 グルー プ6の例としては、 「 分厚い」「大きい」 「 高価な」「古い」「ぼろぼろの」「難し

い」「昨日買った」「父がくれた」「机の上にある」 「 まだ読んでいない」（主名詞が「本」の場

合）；「背の高い」 「 古い」「裕福な」「親しい」 「親切な」「良い」「悪い」「昨日会った」「一緒に

住んでいる」「しばら く 会っていない」（主名詞が「友人」の場合）などに対応する各言語の形

式を取り扱う。
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はじめに

本稿は、 ベトナム語の名詞句の構造について、 澤田「名詞句構造調査の手引き」 （暫定

版） （2003)に従ったインフォ ーマントヘの聴き取り調査から得られた結果を分析、記述し、

ベトナム語の句構造の研究、 文法研究への貢献を目指したものである。 本稿で名詞句の中

心を成すものとして扱った名詞は、 その意味範疇からは主にく生物＞を表す名詞の中のく

ヒト＞を表す名詞、 ＜ヒト以外の生物＞を表す名詞、 く無生物＞を表す名詞で、 このほか

の、 時を表す名詞、 位置を表す名詞、 心理 ・ 感情 ・ 知覚を表す名詞、 事柄を表す名詞など

は扱っていない。

1 ベトナム語概要、 本稿での表記

ベトナム語は、 系統的にはオー ストロアジア語族中のモン ・ クメ ール語族の 一語派であ

る ベト ・ ムオン語派に属する。主に ベトナム国内に話され、国内ではその人口約78,700,000

人(2001年現在） のおよそ86％にあたるキン族が母語とし、 それ以外の民族も公用語とし

て使用している。 ベ トナム以外では、 カンボジア、 ラオス、 タイなどにも 一定数の話者が

しヽる。

1. 1 ベトナム語の音韻構造

本稿の中のベトナム語の表記は、 現行の ベトナム語正書法による表記を用いる。 以下、

音節構造、音素目録を示す。 音節構造の中の（ ）は、その音素の有無両方の可能性を表す。

音素表記の隣の （ ） 内は綴り字である。音素目録中の声門破裂音／？／を表す綴り字はない。

声調の欄の（ ）内は、 文字 aに声調記号をつけたものである。

[I]音節構造 C1(w)V(C2)/T [C 1 :頭子音， w:介母音， V:主母音， ら末子音， T:声調］

[2]頭子音

p(p) t(t) t�(tr) c(ch) k(k/c/q) ?(zero) 

th (th) 

6(b) cf(d) 

m(m) n(n) J1(nh) IJ(ng/ngh) 

f(ph) s(x) �(s) h(h) 

v(v) z(d/gi) z{r) y(g/gh) 

1(1) 

[3]主母音

単母音 i(i) UI(lf) u(u) 

e(e) ;}(a)/i'l(ii) o(o) 

E(e) a(a)厖(a) ::i(o) 

二重母音 i;i(ie/ye/ia) W3(U'o/u•a) u;;i(uo/ua) 

[4]介母音 w(o/u) 

[5]末子音 p(p) t(t) k(c/ch) 
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m(m) n(n) IJ(ng/nh) 
w(o/u) j(i/y) 

[6]声調

中平 (a) 

低降 位）
降昇 (a) 

高昇＋喉頭化 ほ）
一尚升日 (a) 

低降＋喉頭化 (a) 

1. 2 ベトナム語の統語構造
ベ トナム語はいわゆる単音節言語であり、 「1音節＝1形態素＝1語」を基本としている。

2音節以上の語はその複合形式または派生形式として構成されている。 語は、 語形変化を

一切しない。 修飾の語順は、 被修飾語を修飾語が後ろから修飾する。 ただし、 ベ トナム語

に多く存在する漢語語彙の場合は、 1語内のレ ベルでは、 漢語そのものの修飾語順を保存

したまま使われているものが多い。 被修飾語＋修飾語の修飾語順は、 名詞句のみならず、

動詞句においてもいえることである。 文中の主語、 動詞、 補語の語順はSVO型である。 以

下これらの例を示しておく。

語の構成と修飾語順：

(I) bo 

牛

(2) bo dlfC 

牛 雄の

雄牛

(3) tru切1g 珈i h9c Qu6c gia 

学校 大学

［場］ ［大学］

ハノイ国家大学

語の複合あるいは派生：

(4) sua 

直す、 修理する

国家

［国家］

HaN9i 

ハノイ

［河内］ ([ ］内は相当する漢字）
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(5) chfra 

直す、 治療する、 修理する

(6) sll'a chC'ra 

直す、 修理する

(7) vui 

楽しい

(sfra とchua の複合形式）

(8) vui ve (vuiの派生形式）

楽しく

動詞句中の修飾語順：

(9) Ha no, l nhanh. (nhanhがn6iを修飾）

（人名）話す 速い

ハ ーは速く話す。

(JO) Ha so
＇ 

ng vu1 .ve, 

（人名） 住む 楽しく

ハ ーは楽しく暮らしている。

文中の語順(SVO)

(11) Ha sua chfra xe dl;lp. 

（人名）修理する 自転車

ハ ーは自転車を修理する。

2 インフォ ー マント、 資料

(vui veがsbngを修飾）

インフォ ーマントはヴー・ ダン・ クエ(Vu Dang Khue) 氏(1952年生まれ、 男性）に

お願いした。 繰り返し同じ項目について聞かれるという煩わしさにもかかわらず、 快くご

協力いただいたことに心より感謝申し上げたい。聴き取り調査に用いた調査票は澤田(2003)

である。 本稿に現れる句や文の例は、 筆者があらかじめ用意しインフォ ーマントのチェッ

クを受けたものか、 調査の中でインフォ ーマントから直接得られたものである。

3 先行研究

これまで、 ベ トナム語研究の歴史の中で名詞にあたる語句に語源、 意味、 文中の構成成
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分としての役割などの点から言及した研究は数多いが、ベ トナム語の文法範疇の中で名詞
を他の品詞と区別して取り上げ、それを名詞句という枠組みの中で詳細に分析した研究と
し て は Nguyen Tai dn (1975)が最初でも っ とも包括的な研究である。 そ の後この
N.T.dn(l975)の成果を受けてこれを再検討、批判する形でCao Xu釦Hi.io (1982)および(1994)
などが現れ、最近ではHoang DUng, Nguyen Thi Ly Kha (2004)、 Nguyen Tuong Hung (2004)、
Tr�n Di.ii NghTa (2005)などの研究がある。H.Dilng, N.T.Ly Kha(2004)は名詞句中名詞に後置さ
れる要素について分析し、T.D.NghTa(2005)は N.T.dn(l975)の中で示された名詞句中の構成
要素の範疇と語順との関係の問題を改めて取り上げ検討したもので、N.T.Hung(2004)は生成
文法の視点から名詞句全体の再分析を試みたものである。

4 ベトナム語の名詞句構造
4. 1 ベトナム語の名詞句の基本構造

ベ トナム語の名詞に何らかの要素が前置、あるいは後置され一つの名詞句を成すとき、
その基本構造はつぎのようなものである。

量化表現／複数表現＋ （焦点標識） 1 +（類別詞） ＋匝勇＋名詞的修飾表現＋動詞的修飾表
現2 十所有者表現＋指示表現

上の基本構造を成す名詞句の各要素の出現には、以下のような条件が付加される。
l)量化表現と複数表現は一部の語を除いて基本的には共起せず、どちらかが起こる。 た

だし、後に見るように量化表現の中hftu hもtくほとんど＞、tilt ca＜すべての＞などは複数表
現とも共起することができる。

2)焦点標識(cai)は、名詞句の中心となる名詞になんらかの理由で焦点が当たる場合に
のみ現れる。

3)類別詞は、量化表現や複数表現との共起の際、名詞の意味範疇によって現れる場合も
現れない場合もある。

4)名詞的修飾表現が動詞的修飾表現の後ろに起こることもある。
5)動詞的修飾表現のうち修飾節は所有者表現の後ろに起こるのが基本的な語順である。
6)指示表現は後に見るように所有者表現の前に起こることもあるが、基本的な位置は名

詞句末である。

以下では、名詞に前置あるいは後置する要素について、その基本的意味・用法とともに
他の要素との共起の可能性について具体的な例を示しながら検討する。

4.2 名詞に前置する要素
4. 2. 1 複数表現
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ベトナム語の複数表現の最も代表的なものは、cacとnhiingである心cacは漢語のく各＞

に由来し「複数あるものをすべて数え上げたその全体」を指す語である。 一方nhiingは「あ

る限定を受けて不特定多数あること」 を表し、 名詞に後置される限定句（修飾表現、 所有

者表現、 指示表現）とともに用いるのが基本的用法である。 後に 4.2.5 節で見るようにこ

れら2つの複数表現はどちらも、 量化表現の中の hdu hもtくほとんど＞、tfitca＜すべての＞

とも共起する。

名詞のもつ意味範疇がく生物＞の中のくヒト＞を表す名詞の中(12)のようにく人＞を表

すng曲i にcacが直接前置する場合、 (13)が示すようなくお前たち＞という特別なニュアン

スの用法となる。

(12) cac ngum ` 

人

お前たち

(13) T6i no,t . cho cac ng“" nghe nhe ! Day 

わたし 言う ～ために お前たち 聞く ［文末詞］これ

khongphai la chuy�n dua. 

［否定］ ［繋詞］ 話 冗談

お前たちに言っておく。 これは冗談ではないぞ。

くヒト＞を表す名詞の中でもbanく友人＞は(14)のようにcac が直接前置し名詞の後ろに

なんの限定句もない場合、 (15)のようにくみなさん＞という意味の呼称として用いられる4
0

(14) 

(15) 

cac b�n 

友人

みなさん（呼称として用いる）

Xin chao cac bfn. 

［丁寧］ あいさつする みなさん

みなさんこんにちは。

一方(16)のように名詞の後ろに限定句がある場合は、複数の友人すなわちく友人たち＞の

意味となる。

(16) cac bi;tn &y 

友人 その
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その友人たち

sinh vienく学生＞などの語は(17)のように名詞にcacが直接前置した形が複数を表すく学

生たち＞の意味で普通に用いられる。

(17) cac sinh vien 

学生

学生たち

くヒト以外の無生物＞を表す名詞の場合は(18)のように直接前置することはなく、(19)の

例のように名詞との間に類別詞を介するのが基本的な用法である。

(18) * ca' c bo nay 

牛 この

(19) cac con bo nay 

［類別詞］牛 この

この牛たち

名詞がく無生物＞を表す場合も、(20)のように類別詞を介さないでcacが名詞に直接前置

する形は口語表現の場合を除いては言わず、(21)のように類別詞を介するのが基本的な用法

である。

(20) *cac sach 

本

（この表現を(21)と同様の意味で言う人もいる）

(21) cac quyとn sach 

［類別詞］ 本

（複数ある）本（全体）

くヒト＞を表す名詞については上の(12)~(15)および(17)で見たように cacは前置する名

詞が何を示しているかその範囲が明らかな場合は類別詞などを介さず名詞に直接前置詞し

名詞の後ろに限定句がない形で用いられる。 前置する名詞の範囲を明らかにするためには

(16)のように限定句がつく。 ＜ヒト以外の生物＞やく無生物＞を表す名詞には、名詞が種類

を表し個体を直接表してはいないという性格上、 個体として捉えられたものの集合全体を
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表すために(19)、（21)のように類別詞を介すると考えられる。

一方 nhu·ng は以下(22)~(35)で見るように名詞に後置される限定句とともに用いられるの

が基本的な用法である。

ng曲iく人＞に前置した形では(23)のように限定句を伴えばく～の人＞という意味となる。

(22) * nhfrng ngu.0、1

人

(23) nhfrng ngum ` ’ 

nay 

人 この

この人たち

bi,lnく友人＞に nhCing が前置され、 名詞の後ろの限定句によって限定を受けた(24)~(28)

ではく～の人たち＞の意味となり、 話し手の友人を直接示してはいない。

(24) 

(25) 

(26) 

(27) 

(28) 

nh面g ban nay 

友人 この

この人たち

nhung ngu•O、 I ban ＋限定句

人 友人

～の人たち

Day la nh師gng直ri bl}n ma t6i 

これ ［繋詞］ 人たち ［閉係詞］私

g�p 6 Nh�t Ban. 

会う ～で 日本

これは日本では一度も会ったことのない人たちだ。

nhGng nguO"i br.in nay 

［複数］人 友人 この

この人たち（親しみを込めた表現， 話し手の友人ではない）

Nhfrng ng面ri b�n nay 

この人たち

滋t t6t 
, ．  

VOl 

とても よい ～に対して

-12-
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この人たちはベトナム人にとても親切だ。

sinh vienく学生＞などの語には直接前置するが、この場合も名詞の後に限定句があるのが

基本的な用法である。

(29) nh帥g sinh vien nay 

学生 この

これらの学生

(30) nh帥g sinh vien Vi�t Nam 

学生 ベトナム

ベトナムの学生

nh面gがくヒト以外の生物＞を表す名詞に前置する場合は(32)のように類別詞を介さなく

てはならない。

(31) * nh面g bo 

牛

(32) nh帥g con 

nay 

この

bo nay 

［類別詞］牛 この

これらの牛

く無生物＞を表す名詞の場合は(34)のように類別詞を介さない形もあるが、(35)のように

類別詞を介するのが基本的な用法である。

(33) * nh師g sach 

本

(34) nh面g sach nay 

本 この

これらの本

(35) nh面g quye
スn sach nay 

［類別詞］本 この

これらの本
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限定句がない(36)のような用法や数詞とともに用いられた(37)は数が多いことを強調して

言う用法である。

(36) nh珈g muoズl la ITIUOI "· 

蚊 ［繋詞］ 蚊

たくさんの蚊

(37) an nh師g na m bat cmn dfiy 

食べる 5 茶碗 飯 満ちた

山盛りの飯を5杯も食べる

4.2. 2 量化表現5

量化表現の中、 hdu hもtくほとんど＞、tdt ca＜すべての＞は複数表現とも共起するが、 そ

の他の量化表現は一般に複数表現とは共起しない。

4. 2.2. 1 数詞、 m的＜いくつかの＞、 m9t s6＜若干の＞

以下で見るように数詞およびm§.yくいくつかの＞が名詞に対し似たような現れ方をする

のに対し、m9t s6＜若干の＞はかなり異なった現れ方をする。 一般に、数詞およびm§.y につ

いては名詞がくヒト以外の生物＞あるいはく無生物＞を表す場合、 類別詞の介在する方が

基本的で文法的な用法である凡この場合の類別詞は、 名詞を数える際の助数詞としての働

きをする。

数詞はnguaiく人＞に前置しくヒト＞を数える＜～人＞という意味になる。

(38) ni◊t ng曲i

1 人

1人

bi;inく友人＞は(39)のように数詞が直接前置する場合と(40)、（41)のように ng曲iや親族名

称由来の語を介する場合とがあるがく一人の友人＞を表す意味に大きな違いはない。

(39) m(>t ban 

1 友人

1人の友人
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(40) 

(41) 

m◊t ngtr面 ban

1 人 友人

1人の友人((39)より自然な言い方）

mc)t 

1 

anh 

兄

bi.i.n 

友人

1人の友人（親しみを込めた表現）

sinh vienく学生＞などの語は(42)のように数詞が直接前置するのが基本的な用法であるが、

親しみを込めた表現では(44)のようなものもある。

(42) m9t sinh vien 

1 学生

1人の学生

(43) ?7 m(>t nguoi sinh vien 

1 人 学生

(44) m(>t anh sinh vien 

1 兄 学生

1人の学生さん

親族名称を表す語の場合は(45)、（46)のように数詞が直接前置する場合とng曲iを介する

場合とあるが意味に大きな差のない場合と(47)と(48)のように意味に大きな差の生じる場合

とがある。

(45) mf)t anh 

1 兄

1人の兄

(46) mi)t ngu面 anh 

1 人 兄

1人の兄

(47) m{>t con 

1 子（親に対する）
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(48) 

1人の子（子の年齢が小さい場合）

m9t nguもi con 

1 人 子（親に対する）

1人の子（子の年齢が大きい場合）

m的の現れ方は数詞とよく似ている。banには(49)のように直接前置する形と(50)のよう

にngu祈を介する形とがあり、sinh vienく学生＞のような語には(51)のように直接前置する。

(49) 

(50) 

(51) 

miiy ban 

いくつかの 友人

数人の友人／みなさん（呼びかけ）

may ngu·01 ` ． 

ban 

いくつかの 人 友人

数人の友人

m的 sin h vien 

いくつ 学生

何人かの学生

以下くヒト以外の生物＞を表す名詞の場合とく無生物＞を表す名詞について数詞とmay

の現れ方を同時に見るが、 いずれも類別詞を介するということで共通しているのがわかる。

(52) 

(53) 

(54) 

(55) 

＾ mot con bo 

1 ［類別詞］牛

1頭の牛

may con bo 

いくつかの ［類別詞］牛

数頭の牛

*ma' y bo 

いくつかの 牛

mo＾ t quyeスn sach 
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(56) 

(57) 

(58) 

(59) 

1 ［類別詞］ 本

1冊の本

m◊t quyen 

1 ［類別詞］

1冊

＊ mo＾ t sach 

1 本

呻y

いくつかの

数冊の本

＊ ma； y 

いくつかの

quyeスn sach 

［類別詞］本

sach 

本

一方、m(lt s6＜若干の＞は数詞やm的と異なりく生物＞であってもく無生物＞であっても

(60)、（62)、（64)、（66)のように類別詞を介さず名詞に直接前置するのが基本的な用法である。

しかし中には(61)のような表現や(65)のように類別詞を介した形で現れるものがある凡

(60) m9t so ban 

若干の 友人

数人の友人

(61) m9t so ’ ngu•G｀ I ban 

若干の 人 友人

数人の友人

(62) m(>t s6 ’ sinh vien 

若干の 学生

数人の学生

(63) * mo^ t so ； con bo 

若干の ［類別詞l牛

数頭の牛
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(64) m9t s6 bo 

若干の 牛

数頭の牛

(65) m◊t s6 quyとn sach 

若干の ［類別詞］本

数冊の本

(66) m◊t s6 sach 

若干の 本

数冊の本

4.2.2.2 h釦h白＜ほとんど＞、t�tcaくすべての＞、 mQiくあらゆる＞

hduhもtは(67)~(69)で見るようにくヒト＞を表す名詞の中ではng曲iく人＞やb?Il＜友人＞

には直接前置しないがsinl1 vienく学生＞のような語句9ならば直接前置する。

(67) * ha
‘

u he
’ 

t ng曲i

ほとんど 人

(68) * ha`u he
’ 

t b抑

ほとんど 友人

(69) ha`u he
’ 

t sinh vien 

ほとんど 学生

ほとんどの学生

曲ca＜すべての＞ 10は(70)のように ng曲iく人＞には直接前置せず、 banく友人＞にも (71)

のような直接前置した形は基本的には許容しがたく、 (72)のように ng曲iを介した形は許さ

れない。 一方sinh vienく学生＞のような語では、 (73)のように 直接前置する。

(70) * tilt ca nguai 

すべての 人

(71) ? tfit ca b�n 

すべての 友人
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(72) * ta
＇ 
t ca ngu祈 b卯

すべての 人 友人

(73) ta
’ 
t ca sinh vien 

すべての 学生

すべての学生

m9iくあらゆる＞については、これを(74)のように nguaiく人＞に直接前置させたm9i nguai 

の形は く皆＞という意味となり"、banく友人＞には(75)、（76)のように直接前置することも、

ng曲iを介した形も許されない。 それに対しsinh vienく学生＞などの語には(77)のように直

接前置する 12

(74) 

(75) 

(76) 

(77) 

mol 

あらゆる

皆

* mot · 

あらゆる

* mol · 

あらゆる

mol 

ng曲i

人

ban 

友人

ng曲i b..in 

人 友人

sinh vien 

あらゆる 学生

すべての学生

これまで見てきたように、 h§.u h紅ぽtca、 m9iの中、h§.u hもtと姐tcaは単独ではよく似た

現れ方を示す 13。 これはこれら2つの語がそれぞれ「ある範囲にある集団」の くほとんど＞

あるいはくすべて＞を表し、 nguoiく人＞や banく友人＞という語はこの範囲を認識しにく

い語であるために直接前置できず、sinh vienく学生＞という語はこの範囲が認識されやすい

語であるために直接前置することができるのではないかと考えられる 14。一方m9iはh§.u h�t 

ゃぼtcaと異なり、 直接前置する語も ng曲iく人＞、khiく時＞、 noiく場所＞、 diさuく事＞な

ど一般的で限定を受けないものが多い。

4. 2. 2. 3 itく少ない、 わずかな＞、 nhiさuく多い、 たくさんの＞
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itく少ない、 わずかな＞、 nhiさuく多い、 たくさんの＞は名詞の意味範疇に関わらず名詞に

直接前置する。

(78) it ngum 、 ．

わずかな 人

わずかな人（人がわずか）

(79) nhie
｀ 

u ng曲i

たくさんの 人

たくさんの人

(80) it sinh vien 

わずかな 学生

わずかな学生（学生がわずか）

(81) 
｀ 

nhieu sinh vien 

たくさんの 学生

たくさんの学生（学生がたくさん）

(82) it sach 

わずかな 本

わずかな本（本がわずか）

(83) nhie
｀ 

u sach 

たくさんの 本

たくさんの本

itはb1;1nに前置する場合、 (85)のようにng曲iを介さず直接前置するのに対しnhiさuは(86)、

(87)のようにng曲iを介する場合と介さない場合とがある。

(84) * it 

わずかな

ngu面 ban

人 友人

(85) t
 

,
1
 

bi;in 

わずかな 友人

わずかな友人（友人がわずか）
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(86) nhie
｀ 
u ngua` I · bi:in 

たくさんの 人 友人

たくさんの友人

(87) nhie
ヽ

u ban 

たくさん 友人

たくさんの友人

it十名詞の表現には(88)のような名詞句としての用法の他に(89)のようなく～がわずかし

かない＞という意味の叙述表現としての用法もある。

(88) Toi c6 it ban Nh?t. 

私 ある わずかな友人 日本

私には日本人の友人がわずかしかいない。

(89) T6i t
 
,
l
 

b:,n Nh�t ぽm.

私 わずかな友人 日本 とても

私には日本人の友人がとてもわずかしかいない。

nhiさu十名詞の表現にも上で見たit十名詞の表現と同様、(90)のような名詞句としての用法

のほかに(9l)のようなく～がたくさんある＞という叙述表現としての用法もある。

(90) Toi 

私

閲m.

｀ 
c6 nhieu 

ある たくさんの

b:Jn Vi�tNam 

友人 ベトナム

6 My 

～に アメリカ

とても

私はアメリカにベトナムの友人がとてもたくさんいる。

(91) Anh的 vui tinh nen 

彼 陽気な ～なので

｀ 
nhieu b�n lam. 

たくさん 友人 とても

彼は陽気な性格なので友人がたくさんいる。

4.2. 2.4 名詞の意味的な単数／複数と量化表現

名詞がbanく友人＞のように意味的に単数を表している場合と、b?n be＜友人（一般）、

友人たち＞のように意味的に複数を表している場合とでは、 量化表現との共起に違いが見
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られる。

数詞や m的＜いくつかの＞との共起では(92)~(95)のように意味的に単数の ban が数詞や

m的と共起できるのに対し(96)~(99)のように意味的に複数の b1,1n beは数詞や mliy と共起で

きない。

(92)＝既出(39)

(93)＝既出(40)

(94)＝既出(49)

(95)＝既出(50)

(96) ＊ m9＾ t b�n be 

1 友人

(97) ＊ mo＾ t ngu祈

1 人

(98) * mfiy 

いくつかの

(99) * m§.y 

いくつかの

＾ mot b?Il 

1 友人

1人の友人

mQt ng曲i b�n 

1 人 友人

1 人の友人 ((92)より自然な言い方）

m§.y b邸

いくつかの 友人

数人の友人／みなさん（呼びかけ）

叫y

いくつかの

数人の友人

b邸 be

友人

b�n be 

友人

ngu祈 b皿be

人 友人

ng曲i b即

人 友人

ぼt ca＜すべての＞との共起では、直接前置できるのが(IOI)のように b�n beのみであるが、

複数表現の cac との共起は(102)のように ban とも (103)のように b�n be とも可能である。
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(100)＝既出 (71) ? ta
’ 

t ca ban 

すべての 友人

(101) ta
’ 

t ca ban be 

すべての 友人

すべての友人

(102) ta
， 

t ca cac ban 

すべての 友人

すべての友人

(103) ta
＇ 

t ca cic b:;tn be 

すべての 友人

m9i くあらゆる＞との共起については(104)~(107)に見るように、 b"1n、 b"1n beいずれとも、

m9i を直接前置した形や ng曲i を介した形での共起はない。

(104)＝ 既出 (75) * mot ban 

あらゆる 友人

(105) * m9i b�n be 

あらゆる 友人

(106)＝既出 (76) * m9i ` ’  

nguai b1;1n 

(I 07) * m9i 

あらゆる

あらゆる 人

ng曲i b;;tn be 

人 友人

友人

また、 tit ca 、 m9i、 h釦 hSt くほとんど＞の組み合わせとの共起については、 つぎの

(108HI23)が示すように bgn はこれらの組み合わせとの共起には制限があり nguai を介せば

共起するものがある。 一方 ban be は(110)、（114)、（118)、（122)のように tぷt cam9i、 hfiu hさt t紅

ca、 hfiuhSt m9i、 hfiu hもt tit ca m9i のいずれとも共起する
15

0

(I 08) ? t�t ca m9i b1;1n 

(109) tllt ca m9i 
` ` 

nguai b�n 
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(112) 

(113) 

(114) 

(115) 

(l 16) 

(117) 

(118) 

(119) 

(120) 

(121) 

(122) 

(123) 

tat ca 
’ 

* tat ca 

t

t

t

t
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u
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＊

m91 

m01 
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,a
,a
,a

 

c

c

c

c

 

t
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,^
a

,^
a
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9̂
a

 
t

t

t

t

 

mot 

m01 

m01 

m01 

tat ca 

tat ca 

tat ca 
’ 

tat ca 

｀ ＇  

* hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

* hiiu het 
‘ ’  

? hiiu het 
｀ ＇  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
｀ ＇  

* hiiu het 

bl;ln be 
`. ngum 

ban 
`. ngu•Ol 

b,;1n be 
｀ ・

ngu•Ol 

ban 
`. ngml 

b.;in be 
、 .

ngtrm 

m01 

m01 

m01 

m01 

b(ln be 

ban 

bl;ln be 

ban 

b�n be 

ban 

ngu’Oi 

ban be 
｀ ＇ 

ngu•Ol 

ban 

b\ln be 

4. 2. 2. 5 名詞の意味範疇（集合体／構成員）と量化表現

名詞の中にはgia dinhく家族＞、 nha＜家＞、 c6ng tyく会社＞、16'µ＜クラス＞、 nu•6cく国

＞のように、 1つの集合体を意味する場合とそれを構成する成員（全員）を意味する場合

とがあるものがある。 このような名詞はこの2つの意味範疇（使用上の意味）の相違に応

じて量化表現との共起に違いが生じる。例えばgiadinhく家族＞には、(124)~(126)のように

1つの集合体としての「家族」を意味する場合と、(127)のようにその構成員（全員）を意

味する場合とがある。nha＜家＞という語を(128)のように1軒の「家」として用いる場合と、

(129)のように「家」を構成する構成員（全員）として用いる場合も同様である。

giadlnhが1つの集合体としての「家族」

tiit ca (124) 

(125) 

(126) 

を意味する場合：

すべての

すべての家族

m91 

あらゆる

すべての家族

cac giadlnh 

家族

gia dinh 

家族

tat ca moI giadinh 
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すべての あらゆる 家族

すべての家族

giadinhが「家族」の構成員（全員）を意味する場合：

(127) t�t ca gia dinh 

すべての 家族

家族全員

nhaが1軒の「家」を意味する場合：

(128) Sau tr�n d◊ng dii
’ 
t ta

’ 
t ca cac nha dさu c6 

後 ［類別詞］地震 すべての 家 どれも ある

vao bao hie
’’ 
m. 

入る 保険

地震の後すべての家が保険に入った。

nhaが「家」を構成する家族の成員（全員）を意味する場合：

(129) Tdt cii nha di
 

vang. 

すべての 家 行く いない

家族全員外出している。

4.2.3 焦点標識

名詞句の中心となる名詞で表されるものに対して話し手がなんらかの評価を下しその名

詞に焦点が当たる場合、 焦点標識としてのcaiが現れることがある。 この焦点標識はcaiと

いうただ1つの形で現れ、 他に同じ機能を担う語はない。 この caiはつぎの(130)~(132)の

ように焦点の当たっている名詞の前に現れ、 類別詞、 複数表現、 量化表現と共起する場合

は類別詞の前、 複数表現や量化表現の後に現れる凡

(130) t且tca nhilng cai con ngu祈

すべての ［焦点標識］人間

そのずる賢い人たちすべて

(131) t且tca ba 

すべての 3 

cai con ｀ meo den 

［焦点標識］類別詞 猫

その黒い3匹の猫すべて

(132) Cai th恥g nay may lam 

bi;tc ac §.y 

ずる賢い その

(N.T.Cdn(l975)中の例）

黒い
的

その

(H.Diing, N.T.Ly Kha(2004)中の例）

gi thも ？・
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［焦点標識）坊主 この お前 する 何 そう

こいついったい何をするのだ。

4.2.4 類別詞

ベトナム語の類別詞は、 すでに4. 2. 2. 1節で見たように数詞十類別詞の組み合わせで現

れるとき、 名詞の数を数える助数詞として働く。 下の(133)、（134)でも同様である。

(133) ba con bo 

3 ［類別詞］牛

3頭の牛

(134) ba con nay 

3 ［類別詞］この

この3頭

(135)~(137)のように数詞、 複数表現、 量化表現とともに現れるのではない場合も、 数の

点では名詞で表されるものが1つ（場合によっては1対、 1組） あることを表していると

考えられる。

(135) con bo nay 

［類別詞］牛 この

この牛

(136) Con nay la 

［類別詞］この ［繋詞］

これは牛だ。

(137) quye久n sach nay 

［類別詞］本 この

この本

con bo. 

［類別詞］牛

量化表現や複数表現との共起では、 名詞の意味範疇によって現れ方が異なる。 く無生物

＞を表す名詞の場合は(138)、（139)のように類別詞を介するのが基本的な用法である。

(138) ぼt ca cac quyen sach 

すべての ［類別詞］本
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すべての本

(139) t丘tca 

すべての

これらすべての本

nhfrng quyもn s ach 

［類別詞］本

nay 

この

すでに 4.2. 2. 1節で見たように一般にく無生物＞またはくヒト以外の生物＞を表す名詞

の場合には類別詞が現れ、 くヒト＞を表す名詞の中 banく友人＞のような語の場合には

ngu祈く人＞やanhく兄＞など親族名称由来の語が名詞の前に現れる場合とまたはそれらも

現れず量化表現が名詞に直接前置する場合とがあるが、sinh vienく学生＞、bacsTく医者＞、

nha khoa h9cく科学者＞のような語＂には量化表現が直接前置する。

4.2.5 2つ以上の要素の共起

以下名詞に前置する要素が2つ以上共起する場合について検討する。

くヒト＞を表す名詞の中b�nく友人＞と量化表現との共起については、すでに4.2.2.4節

でhflu hさtくほとんどの＞、t且tca＜すべての＞、mQiくあらゆる＞の組み合わせとの共起を検

討した。

ここでは量化表現と複数表現が共起する場合について見ておく。

つぎの共起がいずれも可能である。

(140) 

(141) 

(142) 

(143) 

(144) 

(145) 

(146) 

(147) 

(148) 

(149) 

’ 

tat ca 

tat ca 
` ’  

hiiuhet 
` '  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 
` ’  

hiiu het 

cac 

nhfrng 

cac 

cac 

nh師g

nhfrng 

tat ca 
’ 

珀tca 
’ 

tat ca 

tat ca 

ban 

ban 

ban 
、 ·ngu•OI 

ban 
｀ ・ngum 

cac 

cac 

nhfrng 

nh面g

nay 

ban 

nay 

ban 

ban 
、 ·ngum 

b\ln 
` ． ngu'(JI 

nay 

ban 

nay 

ban nay 

sinh vienく学生＞などの語には、 すでに4.2. 2.2節の(69)、（73)、（77)で見たように、 量化

表現の中hiu hさtくほとんどの＞、ぽtca＜すべての＞、 m9iくあらゆる＞は直接前置する。 こ

の中、 韮u h�t とぼt caは、 同種の名詞に前置する場合(150)~(153)のように複数表現のcac

やnhungを伴う場合もある。
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(150) 

(151) 

(152) 

(153) 

(154) 

(155) 

(156) 

(157) 

(158) 

随u hf:t 

ほとんどの

ほとんどの学生

hilu hさt

ほとんどの

これらのほとんどの学生

tilt ca 

すべての

すべての学生

ぼt ca 

すべての

これらすべての学生

つぎのような共起も可能である。

` ’  

hau het 
‘ ’  

hau het 
` ’  

hau het 
` ’  

hau het 
‘ ’  

hau het 

"a

a
"a

"a
 

c

c

c

i

c

 

t

t

t

c .
t

 

,
＾a
,̂
a
,^
a

n
,^
a

 

t

t

t

t
 

c:ic 

nh師g

cac 

nh面g

sinh vien 

学生

sinh vien 

学生

nay 

この

sinh vien 

cac 

nhl1ng 

sinh vien 

m01 

sinh vien 

学生

sinh vien 

学生

nay 

この

sinh vien 

sinh vien nay 

sinh vien 

く無生物＞を表す名詞ではすでに4.2.4節の(138)、（139)で見たように複数表現十類別詞

の組み合わせと共起する。 また、 つぎの(159)、（160)のような共起も可能である。

(159) 

(160) 

‘ ’  

hau het tat ca 

すべて

ほとんどすべての本

ほとんど

ほとんど

cac 

すべての

これらほとんどすべての本

ス
quyen 

［類別詞］本

` ’  

hau het tat ca nh師g

sach 

quyen 

［類別詞］本

sach nay 

この

これまで既に見てきたように、 名詞に前置する要素の中、 複数の要素の共起を許すもの
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は、一部の量化表現同士(h恥 hSttit ca, h�u hSt m9i, h恥 hさtぼtca m9i)、量化表現と複数表現(t紅

ca cac韮tca nhilng)、複数表現と類別詞(cac quySn, nhilng quyさn など）、 量化表現と類別詞(m9t

quyさn,m的quySn など）の組み合わせがそれぞれ起こる。以下に、要素 1 つの場合と複数の要

素の共起する場合を名詞 b�n く友人＞、 sachく本＞を例にまとめておく。

cac ban 

［複数］

nhCing (ng的i) b;:tn 限定句

［複数］ 人

m9t (ngu祈） bi:in

1 人

叫y (ngu•むi) bi:in 

いくつかの 人

m◊t so 
’ 

(ng曲i) b\ln 

若干の 人

it (ngu面） ban 

わずかな人

nhi・e｀^ u (ngu祈） ban 

たくさんの 人

tat ca cac ban 

すべての［複数］

ta
， 

t ca nhilng (ng曲i) bl;ln 限定句

すべての［複数l 人

ta
’ 

t ca m01 ngum `. b::in 

すべての あらゆる 人

ha`u he
’ 

t cac (ng曲i) b"1n 

ほとんど ［複数］ 人

hà u he
’

t ta
’ 

t ca cic (ng曲i) bi;tn 

ほとんどすべての［複数l 人

hìl. u he
’ 

t nhu·ng (ngui:Ji) b�n 限定句

ほとんど ［複数］ 人 友人

hà u he
’

t ta
’ 

t ca nh師g (nguもi) b;;tn 限定句

ほとんどすべての［複数］

ha`u he
’ 

t m01 ng曲i ban 

ほとんど あらゆる 人

ha` u he
9

t ta, t ca mo1 ngu•O` · l ban 
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ほとんどすべてのあらゆる 人

cac quye
ス n 

［複数］ ［類別詞］

nhung quye
入n 

［複数l ［類別詞］

mo＾ t quye
ス n 

1 ［類別詞l

ma
’ 

y quye
久n 

いくつかの［類別詞］

mo
＾ t so 人

若干の

(m9t s6 quye
スn 

若干の ［類別詞l

it 

わずかな

nhie
｀ 

u 

たくさんの

ta
’ 

t ca cac 

すべての［複数］

ta
’ 

t ca nh面g

すべての［複数］

hiiù he
’

t ta
’ 

t ca cac 

ほとんど すべての［複数］

ha` u he
9

t ta, t ca nhfrng 

ほとんど すべての［複数］

4. 3 名詞に後置する要素

4. 3. 1 名詞的修飾表現

quye
入n 

［類別詞］

quye
； n 

［類別詞］

quye
スn 

［類別詞］

quye
スn 

［類別詞］

sach 

sach 限定句

sich 

sach 

sach 

sach 限定句）

sach 

sach 

sach 

sach 限定句

sach 

sach 限定句

被修飾語となる名詞にはく生物＞を表す名詞の中くヒト＞を表す名詞として banく友人

＞、くヒト以外の生物＞を表す名詞として boく牛＞、く無生物＞を表す名詞として sach<

本＞を例に、他の名詞がこれらを修飾した具体例を以下に示す。

ban を bac SI＜医者＞が修飾してく医者である友人＞の意味の名詞句となる場合、(161)の

ように bac SIを直接後置させた形と(162)のように繋詞の laを介した形とがある。
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(161) ban bac SI 

友人 医者

医者の友人、 医者である友人

(162) ban la bac sI 

友人 ［繋詞］ 医者

医者の友人、 医者である友人

ntr&c ngoaiく外国＞、 nguai ntr&c ngoaiく外国人＞、 Phap＜フランス＞、 nguaiPhap＜フラ

ンス人＞などの語によって修飾される場合は直接後置する。

(163) ban nu6c ngoai 

友人 外国

外国の友人

(164) b�n ngum 、 ． nuもC ngoai 

友人 人 外国

外国人の友人

(165) ban Phap 

友人 フランス

フランスの友人

(166) ban ngu面 Phap 

友人 人 フランス

フランス人の友人

くヒト以外の生物＞またはく無生物＞をVi�t Namくベトナム＞などの語が修飾する場合

も被修飾語に直接後置する。

(167) bo Vi�tNam 

牛 ベトナム

ベトナムの牛

(I 68) sach Vi�t Nam 

ベトナムの本
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つぎの(169)と(170)のように被修飾語と修飾語の間に修飾関係を説明する語((170)のvも）

の有無があり得る場合、 これのない(169)の表現の方が被修飾語の名詞と修飾語の間の意味

的な結合の度合いが強いと考えられる。

(169) sach ngon ngfr h9c 

本 圭幸邑
口n口子

言語学の本

(170) sach vさ

本 ～について

言語学についての本

4.3.2 動詞的修飾表現

ngon ngfrh9c 

言語学

4.3. 2. 1 修飾節以外の動詞的修飾表現

この範疇に属する例としては、 く生物＞を表す名詞の中くヒト＞を表す名詞のbl,lnく友人

＞を修飾するものとしてcaoく（背が）高い＞、 giau c6く裕福な＞、thanく親しい＞、cu<

古い＞を用いる。 また、 く無生物＞を表す名詞のsachく本＞を修飾するものとしてdayく厚

い＞、 CUく古い＞を例にとる。

(171) b邸 cao

友人 高い

背の高い友人

(172) bi;tn giau c6 

友人 裕福な

裕福な友人

(173) b1;1n than 

友人 親しい

親しい友人、 親友

(174) b�n ci1 

友人 古い

古い友人、 旧友
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(175) sach day 
本 厚い
厚い本

(176) sach cu 

本 古い
古い本、 古本

上の(l 71)~(176)の例では形式上修飾表現の部分が名詞に後置しそれぞれの意味を付加し

ているという点で同等な資格で現れている。
この中(176)では、 名詞に後置される修飾表現cuがく古い＞という意味を単に名詞に付加

してく古くなった本＞という意味の名詞句を構成している場合とsachcuが一つのよりまと
まった意味をもった名詞句としてつぎの(177)と(178)の例のように日本語のく古本＞の意味
にもなっている場合とがある。

(177) hi�u sach cfi 

店 本 古い

古本屋

(178) Hi�u sach nay b細 ca sach mm , ． l袖 sach 

店 本 この 売る ～も 本 新しい ～も 本
cil. 

古い
この本屋は新刊書も古本も売っている。

4.3.2.2 修飾節
修飾節が名詞に後置する場合に問題となるのは、 関係詞maの介在である。 つぎの(179)~

(192)の例では関係詞のある／なしどちらも可能で、 句の意味に差はない。 ただしmaが現れ
る句は、 現れない句に比べると修飾節が担う名詞への意味の付加がより随意的であり、 名
詞についての説明を求められそれに対して明示的な答えとして言われたときには現れる傾
向がある。

(179) b�n horn qua gi;ip 

友人 昨日
昨日私が

会

った友人

toi 

私 スノ

会
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(180) ban ma horn qua t6i 蒻p

友人 ［関係詞］昨日 私 ムェつ-

咋日私が会った友人

(181) ngum 、· bi.in lau ぽm toi khong g(lp 

人 友人 久しい とても 私 ［否定］ ヘ
云

つ-

長い間会っていない友人

(182) ngum ` ban ma lau la
＇ 

m t6i khong 緑p

人 友人 ［関係詞］久しい とても 私 ［否定］ ヘ
云

つ-

長い間会っていない友人

(183) b� cung so人 ng vm ,. toi 

友人 一 緒に 住む ～と 私

私と一緒に住んでいる友人

(184) b:;tn ma cung song V
(JI ，． t6i 

友人 ［関係詞l 一緒に 住む ～と 私

私と一緒に住んでいる友人

(185) quyeスn sach horn qua t6i mua 

［類別詞］本 昨日 私 買う

昨日買った本

(186) quyeスn sach ma horn qua t6i mua 

［類別詞］本 ［関係詞］昨日 私 買う

昨日買った本

(187) quye
， 

n sach bo ’ toi cho t6i 

［類別詞］本 私の父 与える 私

父が私にくれた本

(188) quye久n sach ma b6
’ 

t6i cho t6i 

［類別詞］本 ［関係詞］私の父 与える 私

父が私にくれた本
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(189) quye
； 

n sach dも 6 tren b抑

［類別詞］ 本 置く ～に 上 机

机の上に置いてある本

(190) quye
， 

n sach ma (toi) dさ 6 tren ban 

［類別詞］本 ［関係詞］私 置く ～に 上 机

（私が）机の上に置いた本

(191) quye
スn sach toi chua dQC 

［類別詞］本 私 ［未然］ 読む

まだ読んでいない本

(192) quye
ス

n sach ma t6i chua d9c 

［類別詞］本 ［関係詞］私 ［未然］ 読む

まだ読んでいない本

4.3.3 名詞的修飾表現と動詞的修飾表現の共起

名詞的修飾表現と動詞的修飾表現が共起するとき、 その語順は名詞的修飾表現＋動詞的

修飾表現が基本的なものである。 以下では b卵＜友人＞ lBと sachく本＞への修飾を例に検討

する。

つぎの(193)、（194)のように名詞的修飾表現＋動詞的修飾表現の語順で名詞を修飾する場

合は、 名詞にそれぞれの要素が繋詞などを介することなく連続する。 ただし(193)の表現は

このままでは何を表しているかが明確ではない。 (194)のように文の中に入ればその意味は

明らかとなる。

(193) b�n bac si cao cao 

友人 医者 高い

背の高い医者である友人

(194) Cai anh 

［焦点標識］兄

晶y.

［文末詞l

bfn bac si cao cao kia 

あの

あの背の高いお医者さんはとても有名なのですよ。
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名詞的修飾表現のbac sI＜医者＞が動詞的修飾表現のcaocaoく（背が）高い＞に後置され

る場合は、(195)や(196)のように繋詞laを介する必要がある。

(195) bi;tn cao cao la bac SI 

友人 高い ［繋詞］ 医者

医者である背の高い友人

(196) Cai anh 

［焦点標識］兄

d!y. 

bfn cao cao la bac si kia 

あの

［文末詞］

あの背の高いお医者さんはとても有名なのですよ。

. ,  

noi tieng ぽm

有名な とても

名詞的修飾表現と動詞的修飾表現の可能な組み合わせという点からは、 それぞれ1つの

語からなる単純な組み合わせについても、 どのような組み合わせであっても共起できるわ

けではなく、 以下の(197)~(200)の例のようにその共起を許さないものも多い。

(197) * b�n bac SI gia u c6 

友人 医者 裕福な

(198) * b皿 bac si th細

友人 医者 親しい

(I 99) * b抑 bac sI cu 

友人 医者 古い

(200) * b\!Il bac sI xtu 

友人 医者 悪い

これらは、 名詞的修飾表現と動詞的修飾表現がそれぞれ一つの語からなっていて連続す

る場合、4.3.2.2節で見た関係詞のmaを介することはできないという構造上の制約とともに

修飾語同士の意味的な結合の概念あるいは被修飾語となる名詞と修飾語との間の意味的な

関係の概念をネイテイヴスピ ー カ ーが認めるかどうかということが働いていると考えられ

る。 つまり(197)~(199)が言えないのは＊bac si giau c6く裕福な医者、裕福で医者である＞、

* bac si thanく親しい医者、 親しくて医者である＞、＊bac si cU＜古い医者、 古くて医者であ

る＞という概念がないからであり、(200)が言えないのは＊b抑 xduく悪い友人＞という概念
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がないからであると考えられるのである巴

4.3.4 所有者表現

所有者表現には、所有の標識語となるcua<～の＞を介する場合と介さない場合とが起こ

る。 その中にはつぎの(201)~(203)のようにCl.laを介さない形が普通の表現もある。

(201) nha toi 

家 私

私の家、 私の夫／妻

(202) b6 t6i 

父 私

私の父

(203) que toi 

故郷 私

私の故郷

つぎの(204)~(207)の例では所有の標識語のcua を介しても介さなくても後の語が所有者

を示すという点で大きな差はない。

(204) b1;1n toi 

友人 私

私の友人

(205) b邸 cua t6i 

友人 ～の 私

私の友人

(206) ban ai 

友人 だれ

だれの友人

(207) b抑 cua ai 

友人 ～の だれ

だれの友人
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toiく私＞が所有者となってく私の本＞を表す(208)と(209)では(209)のように cua を介した

方が自然な表現である。

(208) sach t6i 

本 私

私の本

(209) sach cua t6i 

本 ～の 私

私の本 ((208)よりも自然な表現）

所有者が単純な 1 語からなる t6iく私＞ではなくそれ自体修飾関係をもった b6 toiく父＋私

（私の父） ＞である場合は(210)のように cua のない形は許されず、 (211)のように cua を介

さなくてはならない。

(210) * sach b6 t6i 

本 父 私

(211) sach cua b6 toi 

本 ～の 父 私

私の父の本

4.3.5 指示表現

ベトナム語において nayくこの＞、 §.yくその＞、 d6くその＞、 kiaくあの＞などの指示表現

は名詞句の最後尾に位置するのが基本的な語順である。

(212) ban nay 

友人 この

この友人

(213) b皿 giauc6 nay 

友人 裕福な この

この裕福な友人

(214) b皿 cao cua toi nay 

友人 高' い ～の 私 この
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この背の高い私の友人

(215) b1;1n cua t6i 

友人 ～の 私

あの背の高い私の友人

｀ ・

ngu(Y)cao cao 

背の高い

kia 

あの

ただし、所有者表現と共起し、名詞に後置する他の修飾表現が共起しない場合に(216)、（217)

のように指示表現＋所有者表現の語順をとる20

(216) ban nay cua t6i 

友人 この ～の 私

私のこの友人

(217) quye
ス

n sach nay cua toi 

［類別詞］本 この ～の 私

私のこの本

naoくどの＞は不定のくどれか＞の意味で動詞的修飾表現と共起するとき (218)のように
nao十動詞的修飾表現の語順をとる。これは giく何＞が(219)のように不定のく何か＞の意味

で動詞的修飾表現に先行するのと同様の語順である。

(218) C6 sach nao hay khong ？ 

ある 本 どれか おもしろい ［否定］

何かおもしろい本がありますか。

(219) C6 chuy�n gi mO,I khong ？ 

ある 話 何か 新しい ［否定］

何か新しいことがありましたか。

4.3. 6 複数の要素の共起

以下、 名詞に後置される複数の要素の共起の仕方についていくつかの例で検討する。

(220)は名詞十名詞的修飾表現＋動詞的修飾表現＋所有者表現というもっとも基本的な修

飾構造をもった句である。

さらに要素の数の増した(221)と(222)では、 同じく父がくれた私のこの言語学の本＞とい

う意味の名詞句が異なった 2 つの語順をとっている。 (221)では指示表現が句の末尾である

のに対し、 (222)では所有者表現の前に位置している。 これらのことは、 一般的に指示表現
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は句末、ただし所有者表現と共起するとき所有者表現の前に現れることがあるという原則
に合致するものである。また、どちらの場合も動詞的修飾表現が修飾節であり、所有者表
現とともに現れるとき所有者表現十修飾節の語順をとっているが、これも基本的な語順で
ある。

(223)は所有者表現が名詞的修飾表現や動詞的修飾表現よりも前に位置する例である叫

(220) quyen sach ng6n ngfr h9c day cf)m cua t6i 

［類別詞］ 本 号口 吾叩五 己子 分厚い ～の 私

私の分厚い言語学の本

(221) quyen sach ngon ngfr hQC cua toi ma b6
’ 

t6i cho 

［類別詞］本 言ロ 圭n五口だ子 ～の 私 ［関係詞］私の父 与える
toi nay 

わたし この

父がくれた私のこの言語学の本

(222) quyen sach ngon ngfr h9c nay cua t6i ma bo 
’ 

toi 

［類別詞］本 圭口 圭叩五 邑子 この ～の 私 ［関係］ 私の父
cho t6i 

与える 私
父がくれた私のこの言語学の本

(223) ca,l ong ban ci'.1a t6i ngu面cao cao 

［焦点標識］ 祖父 友人 ～の 私 背の高い
gia• `u co ’ ma anh g�p horn qua 

裕福な ［関係詞］ あなた 4 云？ 昨日

あなたが昨日会った背の高い裕福な私の友人

5 まとめ
ベトナム語の名詞句は基本的につぎのような構造をもつ。

量化表現／複数表現＋ （焦点標識） ＋ （類別詞） ＋届琶』＋名詞的修飾表現十動詞的修飾表
現＋所有者表現＋指示表現

名詞に前置される要素のうち量化表現は一部を除いて複数表現とは共起しない。量化表
現内では 2 つ以上の要素が連続して現れることもある。複数表現のうち nhGng は名詞に後
置される限定句とともに現れるのが一般的である。類別詞は量化表現や複数表現を伴わず
に表れることもある。類別詞が量化表現や複数表現と共起する場合は、類別詞は名詞を数
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えるための単位となっている。

名詞に後置される要素のうち基本的に最も末尾（名詞句末）に位置するのが指示表現で

ある。 ただし、 所有者表現との共起の際、 指示表現が所有者表現の前に現れることがある。

名詞的修飾表現と動詞的修飾表現とが共起する際、 この順序に現れるのが一般的である。

動詞的修飾表現のうち修飾節は所有者表現の後ろに現れるのが基本的な語順である。 所有

者表現には所有者の標識語cuaが介在する場合と介在しない場合とが起こる。

なお、 焦点標識(cai)が起こるのは名詞に何らかの評価が加わり焦点が当たっている場合で

ある。

名詞に前置される要素の語順が固定的であるのに対し、 名詞に後置される要素の語順に

ついては上で述べたように共起する要素によって基本的な語順と異なったり、 いくつかの

語順を許したりするものがあり、 さらに検討を要する。

6 おわりに

本稿では、 インフォ ーマントの聴き取り調査から得られた結果から、 ベ トナム語の名詞

句の基本的な構造を記述した。 名詞に前置する複数の要素の共起を決定する条件、 名詞に

後置する要素の語順を決定する条件、 所有者表現の所有者の標識語の有無とそれによる意

味的な相違、 修飾節の関係詞maの有無とそれによる意味的な相違など、 より細かい問題に

ついては、 稿を改めて論じてみたい。

注

] 「焦点標識」とはN.T.C細1975)で名詞句中の構成要素として指摘された(pp.235-250)も
ののことで、 N.T.Hung( 2004)ではfocusmarkerと呼ばれているもののことである(pp.43-50
およびpp.112-114)。 具体的には、話し手が名詞句中の中心となる名詞に焦点を当てている
場合に、 強勢を伴って発音されるcaiという語のことであるが、 これは形式上はく無生物＞
を表す名詞に前置する類別詞と同じ形をしている。 しかし機能の面からは別のものであり、
く無生物＞の類別詞のcaiとは共起しないが、 ＜生物＞の類別詞con などとは共起する。 た
だし、 これは焦点標識としての機能のみを担う要素で、 名詞句中の他の要素と同列に扱う
ことには疑問も残る。 このcaiが用いられるのは、 多くの場合、話し手が焦点を当てている
名詞で表されるものに「軽視」の心理が働いているという複数のネイテイヴスピ ー カ ーの
指摘もある。 本稿ではこの要素の名詞句中の存在を認めるにとどめ、 その機能の分析や他
の要素との共起の問題を詳しく扱うことはしない。
2動詞的修飾表現には修飾節が含まれる。
3複数表現にはこれらのほかに、 名詞に前置しくヒト＞や動物の集合体を表すb9n、chung、

luなどの語(b9nminh < b9n十自分（私たち）＞、ch血g toi<chung十私（私たち）＞、lutre < 
lu十若い（若者たち）＞、 Iiichu◊t < Iii十ネズミ（ネズミたち）＞もある。 また、 ベ トナム
語においては語の重複形が複数の意味をもつことは極めて少なく、ngucringucriく人 十人（だ
れも（が））＞、 ngay ngayく日十日（来る日も）＞などの重複形は、 その意味・用法から
は複数を表すとは言いがたい。
4 b�nという語自体が単独で二人称の呼称 くあなた＞の意味をもつ。
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5量化表現には 4.2.2 節の中で取り上げたもののほかに、 名詞に直接前置する m6iく毎、 ～

ごと＞（m6ing曲i<m6i十人（一人ひとり）＞、 m6i nam<m6i十年（毎年）＞）や tung<~
ごと＞（t血gng⑩im9t <tung十人＋ 1 （一人ずつ）＞）などもあるが、 本稿では扱わない。
6 m的とよく似た現れ方をする量化表現に m9tvaiく二二の＞がある。
7例の前に付された記号？は、 その例をインフォ ー マント自身は言わないが「言う人もい
る」とインフォ ー マントが判断したことを示す。
8 (65)の表現はこのままでは完全に許容できるとは言い切れず、Vも kinh 応＜経済についての
＞などによって限定を受けた m9t s6 quyもn sach ve kinh tS＜経済についての何冊かの本＞と
いうような表現ならば問題なく言える。
，これらの名詞は N.V.Hu郎(2003)では「単位名詞」（英訳 countable noun)と呼ばれるもので、
類別詞や一部の名詞などの助数詞としての用法をもつ語を介さずに数詞が直接前置して数
えられるものである。 ＜ヒト＞を表す名詞の中では主に職業名を表す名詞がこれに当たる。
10姐t ca はつぎのように単独で主語にも補語にもなる（いずれも N.V.Hu�.2003 中の例）。
薗 cadi ． くすべて十行く（すべて（の人）が行く）＞Toi mua t且t ca.＜私＋買う＋すべて（私
はすべてを買う） ＞。
11 叩iくあらゆる＞と n邸aiく人＞の直接結合した m9i ng曲i は全称的なく皆＞という意味
になり、 つぎのように単独で主語にも補語にもなることができる。 M9i nguai ctさ ubiもt.＜皆＋
だれも＋知っている（皆が知っている）＞、 Toi eta bao cho m9i nguai biさt.＜私＋［已然］十知
らせる＋～に＋皆＋知る（私はすでに皆に知らせた） ＞。
12 叩iは khiく（～する）時＞、 lucく（～する）時＞、 ngayく日＞、 noiく場所＞、diさ uく事
＞などの語にも直接前置する。
13 ただし Tぷt ca bi;tn be ．くすべて十友人（すべての友人たち）＞は言えて ＊ H§.u hもtbi;tn be.< 
ほとんど＋友人（ほとんどの友人たち）＞は言えないなど異なる点もある。
14 ngu祈く人＞が何の限定も受けない(70)は言えないのに対し ng曲i Nh�tく日本人＞の場合
は tiit ca ng曲iNh菰tくすべての日本人＞と言えること、 banく友人＞が何の限定も受けない
(71)が許容されにくいのに対し、ban の範囲を限定したban t6iく私の友人＞の場合はぼt ca 

bant6iくすべての私の友人＞と言えることなどもこれを裏付ける。
1s * ng曲ibanbe の形を含むものはいずれも言えないが、 これはそもそも「集合名詞」であ
るbi;tnbe と「単位名詞」としての ngu祈 が意味的に矛盾する＊ nguo·ibi;tn be という連続を許
さないためだと考えられる。
16 cai が用いられるときは、(130)や(132)のように焦点が当たっている名詞で表されるものに
話し手がネガテイヴな評価を下していることが多い。
17 注 9 でも触れたように、 これらの語は N.V.Hu�(2003)の中で「単位名詞」と呼ばれるもの
である。
18 banく友人＞という語には文字通り話し手のく友人＞を意味する用法の他、 言及してい
る＜ヒト＞である対象に親しみを込めて用いる用法がある。 (194)および(196)ではこの用法
である。
19 これらに対し、 名詞的修飾表現がbac SIく医者＞で動詞的修飾表現が身体の特徴を表す

beoく太っている＞、 g的＜やせている＞などの場合は、被修飾語十名詞的修飾表現＋動詞的
修飾表現の間の結合に意味的な問題は生じずbi;tnbac SI beo kiaくあの太った医者の友人＞、

bi;tn bac SI g的 kiaくあのやせた医者の友人＞のように言える。
20 この語順では意味的に名詞句と文が区別されない。 (216)はくこの友人は私の友人だ＞と
いう文にもなり、 (217)はくこの本は私のだ＞という文にもなる。 ただし、 文の場合は発音
上 cua の前に短いポ ー ズが観察される。
21 (223)の中の修飾表現 nguもicao caoく背の高い＞は ngu祈くからだ＞＋caocaoく麻い＞と
いう構造をもつもので、 他の動詢的修飾表現とは異なる形式である。
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参考文献

はじめに

クメ ー ル語1の名詞句は、［被修飾要素＋修飾要素］という語順で構成される。 修飾要素

の前に修飾節が始まることを表す／dael/2や、所有を表す／rぬ切h／などの語が付加され

ることもあるが、 いずれも必須の要素ではない。 以下に名詞句の例を示す。

(I) si:ivph�v (rお加h) kj1om 

本

く私の本＞

の物 私
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(2) si�vph:}V 

本

く私が買った本＞

(dael) kJ1om teJ1 

私 買う

本稿では、 まず先行研究を概観した後、 被修飾語である名詞がモノを表わす場合とヒト

を表わす場合に分け、 更に「名詞句構造調査の手引き 修飾要素のグルー プ分け」（澤田

2005)に従い、 名詞句の構造について詳細に検討する。 次章以下、 クメ ー ル語の名詞句中

の修飾要素の語順とその用法について、 基本的に下記のことを明らかにする。

① 指示表現は、 常に名詞句末に位置する。

② 複数の修飾要素が共起する場合、 指示表現以外の修飾要素の語順の入れ替えは可能で

ある。 常にすべての修飾要素が現れるわけではない。 原則として、 名詞的要素、 所有

表現、 動詞的要素、 量化表現、 指示表現という語順が好まれる。

③ 上述の原則から語順を入れ替える場合には、 下記に示すような、 修飾要素の役割を明

確にするような語を前置する。

修飾要素が所有者を表す名詞である場合には、 ／rお加h／を前置する。

修飾節頭には／dael／を付加する。

名詞的修飾要素には、 ／pnaek/＜分野＞等の語を前置する。

動詞的修飾要素には、 ／d33/ ［形容詞の強調］、 ／jaaIJ/＜～のように＞等の語

を前置する。

④ モノを表す名詞よりヒトを表す名詞の方が、 その名詞の修飾要素の語順の入れ替えに

制限が少ない。

⑤ 修飾要素の語順を入れ替える場合には、 その文脈で最も強調される要素が名詞句末に

位置する。 しかし指示詞が共起する場合には、 指示詞が名詞句末に位置する。

⑥ ③に示した／rおb3h／や／dael／等の文法的要素の生起は随意ではなく、 修飾関係に

影響を与え、 名詞句の意味に差異を生じさせる。

なお、 本稿は、 1章を岡田が、 その他の部分を上田が担当した。

1 クメ ール語概要

クメ ー ル語は、 系統としてはオーストロアジア語族のモン ・ クメ ー ル語族に属す。 現在

の正確な使用人口は不明であるが、カンボジア王国の公用語であり、同国の推定人口1,300

万人の9割以上の他、 タイ、 ベトナム、 ラオス国内に合わせて約200万人、 また米、 仏、

豪、加日本等への定住者が約23万人と推定されている。

以下に音素一覧を示す。
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母音音素

短母音

長母音

二璽母音

緊喉母音 弛喉母音

lli u 

e 3 ゜ e う 6 

E a 3 e う

11 mm uu 

ee 33 00 ee ぷ) 00 

aa 33 註 ぉ

13 UI3 uo eg 

ae 33 ぬ

ag 

ao 

子音音素

唇歯音 両唇音 歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音

無声閉鎖音 p C k 

有声閉鎖音 b d 

弄卓
= 日 m n J1 IJ 

弱摩擦音 V j 

ふるえ音 r 

両側音

摩擦音 s 

声門音

？ 

h
 

クメ ール語には活用や曲用等の語形変化が存在せず、類型論的には孤立語に分類される。

基本語順は、［主語＋述語＋補語］ （例 3) 、［被修飾語＋修飾語］ （例 4) 、［付属語＋自立語］

（例 5) である。 以下に例を示す。

(3) kjlom Jlam baaj 

私 食べる ご飯

＜私はご飯を食べる＞

(4) baaj CIJaJl 

ご飯 おいしい

くおいしい食事＞

(5) mrun Jlam 

［否定］ 食べる

＜食べない＞
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2 インフォ ー マント、 資料

本稿の用例は、 先行研究中から引用したもの以外は、 直接インフォ ーマントから得たも

のである。 インフォ ーマントとして、 ウンサー ・マロム氏にご協力いただいた。 本研究の

ために多くの貴重な時間を割いていただき、 忍耐強く質問に答えていただいたことに、 こ

の場を借りて心からの感謝を捧げたい。

ウンサー ・マロム氏は、 1964年2月15日、 カンボジアのタケオ州生まれの男性で、 両

親もタケオ州出身である。 ウンサー ・マロム氏は、 首都プノンペンで育ち、 家族構成は、

姉2人、 弟1人である。 初等教育からプノンペンで教育を受け、 その後キュ ー バ国立ピナ

ルデナリオ大学大学院で、 農芸学を専攻した。 キュ ー バから帰国した後、 カンボジア農業

省技官を勤めている。1996年に、千葉大学大学院自然科学研究科への留学のため来日した。

既習言語は、 英語、 スペイン語である。 キュ ー バでの7年間、 日本での9年間を除き、 プ

ノンペンに在住していた。

3 先行研究

本章では、 先行研究におけるクメ ー ル語の名詞句構造に関する記述を紹介する。 名詞句

を主たる分析対象として論じた研究としてはSak-Humphry (I 996)があるが、Lexicase理

論を用いて名詞句中の要素を分類し、 その依存関係を分析、 記述したもので、 本稿で扱う

修飾要素の語順についての言及はない。 他には、 下記に挙げる文法書、 入門書中に若干の

記述があるのみである。

先行研究中の例には、 それぞれの著者による独自の表記方法が採用されていたが、 煩雑

さを避けるため、 以下、 すべて坂本(1988)の音韻表記に統一した。 また、 逐語訳、 全文

訳ともに、 日本語訳は本稿のために新たに付加したものである。 先行研究中の訳に誤りが

あると思われそれを訂正した場合には注を付けた。

3. 1 Jacob 

クメ ー ル語の入門書である、Jacob(1968 : 64)は、 名詞句の構造について、 修飾要素と

して動詞、 名詞、 数詞、 数詞十単位が後置され得ること（例6-9)、 それらの修飾要素の語

順は定められていないこと（例10-14)を述べ、 下記の例3を挙げている。

(6) pfrah thorn 

家 大きい

＜大きな家＞
(7) ptぬh taa 

家 祖父

［名詞＋動詞4]の例

＜祖父の家＞ ［名詞十名詞］の例
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(8) ptぬh b3j 

家 3 

く3軒の家＞ ［名詞十数詞］の例

(9) mおnuh buon ne::ik 

人間 4 人

く4人の人間＞ ［名詞十数詞＋単位］の例

(IO) mおnuh thorn 加j nぬK

人間 大きい 3 人

く3人の大人＞5 ［名詞＋動詞十数詞＋単位］の例

(I I) cav k_pom pram nぬk

孫 私 5 人

く5人の孫＞ ［名詞十名詞十数詞＋単位］の例

(12) pte;:ih thorn tmgj 

家 大きい 新しい

く新しい大きな家＞ ［名詞＋動詞＋動詞］の例

(13) b:)ntop tooc illUOJ 

部屋 小さい 1 

くある小さな部屋＞6 ［名詞＋動詞十数詞］の例

(14) bJJIJ pl
．
1 nぬk kJlom 

兄 2 人 私

く2人の兄＞7 ［名詞十数詞十単位十名詞］の例

Jacob (1968 : 64)は、 修飾要素の語順は自由であり、 数詞であれ名詞であれ、 属性を表

す動詞の前にも後にも位置し得るとしているが、 同書中には、 修飾要素の語順を入れ替え

た例は示されていない。 本研究で調査した結果、 語順は自由ではなく、 入れ替え可能なも

のであっても名詞句の表す意味が変わることがわかった。 以下に例を示す。

（例10)は、［名詞＋動詞十数詞十単位］の例であり、Jacob Cl 968)の述べたように修

飾要素の語順が自由なのであれば、［名詞十数詞＋単位＋動詞］と入れ替えた（例 15)が

同じく3人の大人＞という意味の名詞句と解釈されるはずであるが、実際には、 ／thorn/

く大きい＞が述語である<3人は大柄だ＞という文であると解釈される＼

（例10)の再掲

m:'bnuh thorn b�j nぬk

人間 大きい 3 人

く3人の大人＞
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(15) mおnuh bgj nぬk thorn 

人間 3 人 大きい

く3人は、 大柄だ＞

（例ll ）は、［名詞十名詞十数詞＋単位］の例であり、Jacob (1968)の述べたように修

飾要素の語順が自由なのであれば、［名詞十数詞＋単位十名詞］と入れ替えた（例16)が
可能なはずであるが、 実際には不自然な句であると受け取られる（）。 また、Jacobの挙げた
（例14)も（例I6)と同様の例であり、Jacobは可能としているが、 本研究の調査では不

可能な例である。

（例11)の再掲
cav kJ1om pram nぬK

孫 私 5 人

く5人の孫＞
(16) * cav pram nぬk kJ1om 

孫 5 人 私 10

以上のことから、 修飾要素の語順は完全に入れ替え可能なのではなく、 何らかの制限が
あると考えられる。

また、（例12)11のような名詞句は、 次の（例17)のような文中に現れる場合、 二つの
解釈が可能である。 一つは、 文末の修飾要素／tm;ij/＜新しい＞が名詞を修飾している、

「新築の大きな家」という意味、 もう一つは、 述語部分の動詞／teJ1/＜買う＞を修飾して

いる、 「（中古かもしれないが）大きな家を新しく買った」という意味である。 どちらの意
味であるかは文脈によって決定される 12が、 このような文中での意味の多様性について、

Jacob (1968)中では説明されていない。

（例12)の再掲
ptぬh thorn tm;ij 

家 大きい 新しい
＜新しい大きな家＞

(17) teJ1 P向h thorn tm;ij 
買う 家 大きい 新しい
＜新築の大きな家を買った／大きな（中古の）家を新たに買った＞

一方、 指示を表わす修飾要素については、Jacob (1968 : 64)では、 ／nih／くこれ＞、

/nuh/＜それ、 あれ＞、 ／？ae tigt/＜その他の＞13の三語を挙げ、 いずれも名詞句末に

現れるとして、 下記の例を挙げている。
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(I 8) m:iJnuh thorn nuh 

人 大きい あれ
くあの大柄な人＞ ［名詞＋動詞＋指示詞］の例

(19) mぬnuh thorn b;ij nbk nih 

人 大きな 3 人 これ
くこの3人の大柄な人＞ ［名詞＋動詞十数詞＋単位＋指示詞］の例

(20) b:,ntop nih 

部屋 これ
くこの部屋＞ ［名詞＋指示詞］の例

(2 I) b:intop kJ10m illUOJ nih 

部屋 私 1 これ
＜私のこの部屋＞ ［名詞十名詞十数詞＋指示詞］の例

(22) ptぬh tooc ?ae ti訊

家 小さい 他の
＜他の小さい家＞ 14 ［名詞＋動詞＋指示詞］の例

(23) ptぬh tm:aj kJlom nuh 

家 小さい 私 それ
く私の小さいその家＞ ［名詞＋動詞十名詞＋指示詞］の例

Jacob O 968 : 64-65)は、 上述の名詞とその修飾要素について、 文中では、 全体として
名詞として機能すると述べている。

3. 2 Khin 
フランス語話者向けのクメ ー ル語文法書であるKhin 0999: 518)は、 名詞句中の修飾

要素の順番について、（例24-26)を挙げつつ、 下記のように述べている。

① 被修飾語は修飾語に先行する。
② 修飾語は、 一般に［材質／種類＋性＋所有者＋大きさ＋色／状態十数十類別／単位十

指示］の語順となる。

(24) koo Jlll ．． kJ1om thorn kmav mu0J kbaal nuh 

牛 雌 私 大きい 黒い 1 頭 それ

くその1頭の黒い大きな私の雌牛＞ 15

(25) ptぬh tm33 kぬt tooc (p33) !Ul:}l) ffiUOJ kn33IJ nuh 

家 石 彼 小さい 色 黄色い 1 軒 それ
くその1軒の黄色い小さな彼の鉄筋の家＞
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(26) sraa 

酒

tampぬtJbaajcuu vi;:i muoj kaev nih 

葡萄 彼 ー杯 これ

くこの一杯の彼のワイン＞

（例 24) について、Khin (1999) は、［大きさ］を表す修飾要素は、 ［色／状態］を表す修

飾要素に先行するとしているが、本研究のインフォ ー マントは、牛を識別する要素として、

l)性、 2)色、 3)大きさが一般的であるとして、［色／状態］を表す修飾要素が［大きさ］

を表す修飾要素に先行しないと、 不自然な文であるとした。

（例 24) から修飾要素の語順を入れ替えた例

koo J1ii kJ10ffi kmav thorn muoj kbaal nuh 

牛 雌 私 黒い 大きい l 頭 それ

くその1頭の大きな黒い私の雌牛＞16

また、 本研究の調査では、（例 25) の 「家」に関しても、 材質（鉄筋か木造か）によっ

て分類するか、 形態（集合住宅か一戸建てか）によって分類するかで修飾要素の語順が異

なる。 即ち、 被修飾要素である名詞の意味するものに対して、 その文脈で最も一般的な分

類方法にあたる修飾要素が名詞の直後に位置するのだと考えられる。同じく（例26)の 「酒」

に関しては、 一般に種類 （米酒かワインか）で分類されることが多いため、 それを示す修

飾要素が名詞の直後に位置する。 また、 「服」に関しては、［材質（綿か絹か） ＋形態（長

袖か半袖か） ＋色］の順に修飾要素が配列される ＂。 以上のことから、［材質／種類］、［大

きさ］、［色／状態］を表わす修飾要素の語順については、 被修飾要素である名詞との意味

的なつながりが深いため、 固定された語順の規則に従うのではなく、 その名詞の表すもの

に関して文脈上一般的だと考えられる分類方法を表す修飾要素が先行するのだと考えられ

る。

その他の修飾要素の語順に関して、Khin (1999: 518) は、 次の（例27-28) も挙げ、

① ［大きさ］、［色／状態］を表す修飾要素は入れ替え可能である。

② ［所有］を表す修飾要素は、 名詞の直後、 もしくは材質、 種類を表す修飾要素の直後

に位置し、 ／rう油油／を前置することもある。

③ ［所有］を表す修飾要素が指示詞の直前にある場合には、 その指示詞は名詞ではなく

所有を表す修飾要素を限定している。

④ ［性］を表す修飾要素／sr:ij/＜女＞、 ／proh/＜男＞、 ／J1ii/＜雌＞、 ／cmool/

＜雄＞は、 大きさ、 色を表す修飾要素に先行する。

⑤数詞は、 類別詞または単位を表す修飾要素に先行する。

と述べている。

(27) koon sr3j r泊b:ih k⑳t pu nぬk nuh 

子 女 の物 彼 2 人 それ

＜彼のその2人の娘＞
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(28) koon 

子

sr::ij 

女

pll 

2 

＜彼のその2人の娘＞18

nぬk r:i::ib::ih k⑳t nuh 

人 の物 彼 それ

この Khinの語順の規則のうち、 ⑤については名詞句中の修飾要素間の語順というより、

数詞とそれに付加する類別詞もしくは単位の中の語順を示しており、 妥当なものだと考え

られる。しかし、名詞句中の修飾要素間の語順を詳細に決めた①、②、③、④については、

他の先行研究、 本研究で収集した例と一致せず、 十分な説明とは言いがたい。

まず、修飾要素の語順の入れ替え可能性を示した①に関しては、（例24-26)に関して述

べた通り、［材質／種類＋性＋所有者＋大きさ＋色／状態十数十類別／単位＋指示］という
一定の語順があって、 その一部が入れ替え可能であるとは考えにくい。 そもそも修飾要素

の分類方法にも疑問が生じる。

次に、 ［所有］を表す修飾要素について示した②に関しては、 「／rぬ恥h／を前置するこ

ともある」ことは疑う余地がないが、 どのような場合に／rぬb3h／が前置されるかについ

ての説明がない。

また、 ③については、（例27-28)の差異として、（例27)はく彼のあの2人の娘＞、（例28)は

くあそこにいる彼の、 2人の娘＞となり、 指示詞／nuh/＜それ＞という指示詞が修飾す

る名詞が異なるとしている。 しかし、 本研究の調査では、（例27-28)のいずれも指示詞

/nuh/＜それ＞は名詞句頭の名詞／koon sr::ij/＜娘＞を修飾していると解釈された。 従

ってこの例からは、 「 ［所有］を表す修飾要素が指示詞の直前にある場合には、 その指示詞

は名詞ではなく所有を表す修飾要素を限定している」という説明は受け入れがたい ID。 た

だし、 6章で後述するように、 修飾要素が代名詞ではなく名詞の場合には、 その名詞に

/r泊加h／を前置することで指示詞との修飾関係が変わることもある。

［性］を表す修飾要素の位置について示した④については、 ／koon srnj/＜子＋女＞が

＜娘＞という複合名詞であるとも考えられる。

以上、 先行研究を紹介しその説明に関して検討したが、 先行研究中では、 名詞の修飾要

素の語順について定まった語順がある(Khin)か、自由である0 acob)か、 二つの考え方

がある。 本稿では、 修飾要素の語順は完全に自由ではなく一定の制限があり、 望ましい語

順は存在するが、 文脈によって語順は入れ替わり、 その語順によって異なる意味を表わす

こと、 また語順が入れ替わる場合には文法的要素が用いられることが多いと考える。

次章以降は、 本研究のために収集した例のうち、 名詞がモノを表す場合とヒトを表す場

合に分け、 更に、 修飾要素を複数表示、 量化表現、 所有表現、 指示表現、 名詞的修飾、 動

詞的修飾の6種類に分けて、 それぞれの特徴(4章） と複数の修飾要素の語順がどのよう

に決定されるのか(5章）、 また、 文法的要素の生起について(6章）検討する。
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4 修飾要素
前述のように、クメ ー ル語の名詞句は、［被修飾要素＋修飾要素］の語順をとる。 本章で

は、 被修飾要素である名詞がモノを表す場合とヒトを表す場合に分けて、 それぞれにどの
ような修飾要素が現れ得るのか、 またそれぞれの修飾要素にどのような特徴があるのかを
考察する。

4. 1 複数表現
クメ ー ル語では、 形式的に名詞の単数、 複数の区別をすることはなく、 単独の名詞が文

脈によって単数にも複数にも解釈されるが、 「単数ではない」ことを特に示すいくつかの要
素がある。 本節では、 このような、 複数を表示する修飾要素とみなされるものについて、
名詞の前に付加される形式、 名詞の後ろに付加される形式、 名詞の反復形式の順に考察す
る。

4. 1. 1 名詞の前に付加される形式
複数であることを表示する形式として、 ／komn:i:i/＜山＞、 ／VOOIJ/＜群＞、

/puok/＜集団＞等の語を、（例29-32)に示すように名詞の前に付加することができる。

これらの語は、 「複数」というよりは 「集団」であることを示すもので、 単独でも名詞とし
て用いることができる。（例 33)のように、 ヒトを表す名詞の一部は、 4. 1. 3で述べ
る名詞の反復形としても使うこともできる。
(29)komnう3

山
＜本の山＞

(30) dom tmoo 

塊 石

si:)vph初

本

＜石がたくさんかたまったもの＞
(31) VOOIJ tr:;,j 

群 魚
く（水の中で泳いでいる）魚の群＞

(32) puok kruu 

集団 先生
＜先生の集団＞

(33) puok 

集団

kruu kruu 

先生
＜先生たちの集団＞

しかし、 いかなる名詞にも前置できる複数表示形式は存在せず、 名詞との結合には意味
的な制限がある。 一般には、 次の（例34-37)に示すように、 ／puok／はモノには前置で
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きず、 ／komnぬ／＜山＞や／dom/＜塊＞はヒトに前置できない。

(34) *PUOk tmoo 

集団 石

(35) *PUOk nom 

集団 菓子

(36) *komnう3 mう:inuh

山 人間

(37) *dom sr9j 

塊 女

特殊な文脈がある場合には、 次の（例 38-40) に示すように、 ヒトであっても動かない

死体であれば／komnう3/＜山＞を前置させることができたり、 ／tr3j/＜魚＞も動物に前

置する／VOOIJ/＜群＞以外にも、 食物として／dom/＜塊＞を、 擬人化して／puok/＜集

団＞を前置することもできる。

(38)komnう:, kmaoc 

山 死体

＜死体の山＞

(39) dom tr:ij 

塊 魚20

く（ス ー プの中に）魚の塊（が入っている）＞ 

(40) puok tr:ij 

集団 魚

＜魚たち（擬人化した場合のみ可能）＞ 

更に、 ヒトに関しては、（例 41-42) に示すように／kruu/＜先生＞や／tajkoIJlaan/

＜運転手＞と異なり、 ／puokmaak/＜友人＞に／puok/＜集団＞を前置することができ

ない。 これは、 ／puokmaak/＜友人＞という語の中に既に／puok/＜集団＞という語が

含まれているためであると考えられる。

(41) puok tajkoIJlaan 

集団 運転手

＜運転手たち＞

(42) * puok 

集団

puokmaak 

友人

以上のように、 名詞の前に付加する複数表示形式は、 単に「複数」を表わすものではな

く、 同じ種類のモノ・ヒトが集団として存在することを表すもので、 一般的な形式は存在

せず、 名詞との意味的制約が強いものである。 また、 ある名詞に対して常に同じ複数表示

形式が用いられるのではなく、 文脈によってさまざまな形式を使い分けるものだと考えら
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れる。

4. 1. 2 名詞の後ろに付加される形式

単に複数である というより「多くの種類がある」ことを示したい場合には 、 ／ni;:ini;:i/

くいろいろな＞、 ／pseelJ pseelJ ／くいろいろな＞、 ／klah／くいくつかの＞等の語を名詞

の後ろに付加することが可能である。

まず、 モノを表す 名詞として／sigvphぷ／＜本＞と ／nom/＜菓子＞の例を挙げる。（例

43)と（例45)、（例44)と（例46)は同じ意味であるが、（例43-44)は文語的 、（例45-46)

は口語的表現である。 どちらの例 も「いろいろ」と は、 いろいろな分野の本であっても、

いろいろな形状、 大きさの本や菓子であっても使用可能である。

(43) sigvphぷ nignig 

本 いろいろな

くいろいろな本＞

(44) nom nig nig 

菓子 いろいろな

くいろいろな菓子＞

(45) sigvphi\v pseeJJ pseeJJ 

本 いろいろな

くいろいろな本＞

(46) nom pseeIJ pseeIJ 

菓子 いろいろな

くいろいろな菓子＞

次の（例 47-50) も、 本や菓子が複数存在することを示す ものであるが、 前述の通り、

/si:ivphぷ／＜本＞、 ／ndm/＜菓子＞などの名詞単独でも文脈によって複数の本、 複数

の菓子を表すことが可能である。

(47) si:ivphぷ klah21

本 いくつかの

＜数冊の本（本のうちのある ものは） ＞ 

(48) nom 

菓子

klah 

いくつかの

＜数個の菓子（菓子のうちのあるものは） ＞ 

(49) si:,vphぷ tぬ1J laaj 

本 いろいろな

くいろいろな本＞

-56-



(50) nom tぬIJ laaj 

菓子 いろいろな

くいろいろな菓子＞

（例51) のように、 4. 2で後述する量化表現を使って複数であることを示すこともでき

る。

(51) sigvphふv muoj dam 

本 l 塊

くー 山の本＞

また、 ／nom/＜菓子＞については、（例 52) に示すように随伴語／neek／をつけるこ

とで複数であることを表すこともできる。 クメ ー ル語の名詞は随伴語をつけることで、 名

詞の総称を表すことができるが、 全ての名詞に随伴語が存在するわけではない巳

(52) nom neek 

菓子 （随伴語）

くいろいろな菓子＞

次に、 ヒトではない生物を表す名詞／trgj/＜魚＞について示す。 ／trgj/＜魚＞は食物

を表す場合もあり、（例53-56)に示すように、／sigvphぷ／＜本＞と同じ結果が得られた。

(53) trnj n13 n13 

魚 いろいろな

くいろいろな魚＞

(54) trgj pseeIJ pseeIJ 

魚 いろいろな

くいろいろな魚＞

(55) trgj klah 

魚 いくつかの

＜数匹の魚＞

(56) trgj te叩laaj

魚 いろいろな

くいろいろな魚＞

次にヒトを表す名詞として／kruu/＜先生＞の例を挙げる。 モノを表す名詞の場合と同

じく、（例57-58)は同じ意味であるが、（例57)は文語的、（例58)は口語的表現である。

(57) kruu ma ma 

先生 いろいろな

くいろいろな先生＞
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(58) kruu pseeJJ pseeJJ 

先生 いろいろな

くいろいろな先生＞
(59) kruu klah 

先生 いくつかの

＜数名の先生たち（何かの特徴をもった先生は指さない） ＞ 

(60) kruu tbl) laaj 

先生 いろいろな

くいろいろな先生たち（先生の一 団だが、 一人一人の担当教科は異なる） ＞ 

同じくヒトを表す名詞として／puokmaak/＜友人＞、 ／tajkoJJlaan/＜運転手＞の例を

挙げる。 ／kruu/＜先生＞の場合とほぼ同じ結果が得られた。

(61) puokrnaak ni:i ni:i 

友人 いろいろな

くいろいろな友人＞

(62) tajkoJJlaan ni:i ni:i 

運転手 いろいろな

くいろいろな運転手＞

(63) puokrnaak pseeJJ pseeJJ 

友人 いろいろな

くいろいろな友人＞
(64) puokmaak klah 

友人 いくつかの

＜二人以上の友人＞
(65) tajkol)laan klah 

運転手 いくつかの

＜二人以上の運転手＞
(66) puokrnaak t詞laaj

友人 いろいろな

くいろいろな友人たち＞

以上のような、 名詞に後置させる形の要素は、 単に複数であることを表すというより、

多くの種類のものがあることを示していると考えられる。

4. 1. 3 名詞を反復する形式

（例67-68)に示すように、 モノを表す名詞を反復させることはできない見（例69-70)

のような、 ヒト以外の生物を表す名詞も反復できない。
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(67) * si;:ivpMv Si:)Vphふv

本

(68) ＊n6m nom 

菓子

(69) Hrnj tr:ij 

魚

(70) *ckae ckae 

犬

しかし、（例 71-73) に示すように、 モノを表す名詞であっても、 それに後置する形容詞

を反復させて複数であることを表現することはできる叫ただし、（例 74-75) のように、

形容詞の反復が複数を表わすのではなく、 形容詞の強意を表し、 名詞は単数と解釈される

こともある。［名詞＋形容詞の反復］という同じ連続が複数の名詞を表わすか、 形容詞の強

意と解釈されるかは、 名詞と形容詞の意味的な関連と文脈によるものと考えられる。

(71) si;:)vph�v krah krah 

本 厚い

く分厚い本（がたくさん）＞ 

(72) ckae kmav kmav 

犬 黒い

＜黒い犬（がたくさん）＞ 

(73) kafee CIJaJ1 CIJaJ1 

コ ー ヒー おいしい

く（いろいろな味の）コ ー ヒー（がたくさん）＞ 

(74) kafee kdav kdav 

コ ー ヒー 熱い

くあつあつのコ ー ヒー（が一杯）＞ 

(75) mhoop prai praj 

料理 塩辛い

くとても塩辛い料理（が一種類）＞ 

一方（例 76-77) に示すように、 ヒトを表わす名詞は反復することで複数を表すことが

可能である。 しかし、 名詞によっては反復できないものもある。（例 78-79) が不可能であ

るのは、 多音節であり反復しづらいためとも考えられるが、 同じように多音節の（例 80)

は反復可能であるため、 使用頻度によるのかもしれず、 更に調査が必要な点である。

(76) kruu kruu 

先生

＜先生たち＞
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(77) koon koon 

子ども

＜子どもたち＞

(78) * puokmaak puokmaak 

友人

(79) * mうJnuh mぬnuh

人間

(80) tajko]Jlaan tajko]Jlaan 

運転手

＜運転手たち＞

以上のことから、 名詞の反復による複数表現は、 ヒトを表す名詞の一部について可能で

あることがわかる。

4. 2. 量化表現

本節では、 量化表現として、 1冊の ・ 2冊の 。 何冊の、 ある ・ 全ての 。 ほとんどの、 数

冊の ・ わずかな 。 たくさんの等の修飾要素について考察する。

まず、 モノを表す名詞についての（例81-83) を下記に挙げる。［被修飾要素＋修飾要素］

の語順はかわらない。 クメ ー ル語に類別詞は存在するが、 名詞句にとって必須の要素では

なく、 使用頻度は高くない。 類別詞を用いる場合には、［数詞＋類別詞］が修飾要素となっ

て、［名詞十数詞十類別詞］という語順になる。 また、 指示詞を付ける場合には、 量化表現

に後続する。

(81) sigvph�v muoj (kbaal) 

本 （冊）

く1冊の本 （ある本） ＞ 

(82) sigvph�v muoj nuh 

本 1 それ

くその1冊の本＞

(83) si::ivphぷ ponmaan 

本 いくつ

＜何冊の本＞

（例47)の再掲

si::ivphぷ klah 

本 いくつかの

kbaal 

冊

＜数冊の本（本のうちのあるものは） ＞ 

次にヒトを表す名詞についての （例84-86)を下記に挙げる。 モノを表す名詞の場合と
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同じく類別詞を用いる場合には、［数詞＋類別詞］が修飾要素となって、［名詞十数詞十類

別詞］という語順になり、 指示詞を付ける場合には、 量化表現に後続する。

(84) kruu muoj nぬk

先生 人

く 1 人の先生（ある先生）＞ 

(85) kruu muoj nぬk

先生 1 人

くその 1 人の先生＞

(86) kruu ponmaan 

先生 いくつ

＜何人の先生＞

（例59)の再掲

kruu klah 

先生 いくつかの

nuh 

それ

nぬk

人

く数名の先生たち（何かの特徴をもった先生は指さない）＞ 

前述のように類別詞は必須の要素ではない。（例87) では、 類別詞によって、 「 1 人」で

あることが明示されているが、（例 88) のように、 類別詞を使わずに数詞だけ用いる場合

には、 単位が示されていないのであるから、 示された数量が 「 1 」であっても 「 1 人」と

は限らず、 複数名の先生を指すこともある。（例 89) では、 複数名の先生を一つの集合と

とらえている。

(87) kruu 

先生

mnE;:ik naa 

1 人 どれ

くどの(1人の）先生？＞％

(88) kruu muoJ naa 

先生 l どれ

くどの(1人の／ 1 団の）先生？＞

(89) kruu klah naa muoJ 

先生 いくつか どれ 1 

くどの先生たち？＞

一方、 数詞を用いず類別詞のみを使う場合を（例91)に示す。 4. 4で後述する指示詞

とともに、 数詞を用いず類別詞のみを用いることがある。 類別詞のみを用いた（例91) は

数量ではなく、 他の本との対比をする場合に用いられると考えられる。 モノではなくヒト

を表わす名詞を用いた（例93) は許されない。

(90) si:ivphgv muoj kbaal nih 

本 1 冊 これ

くこの 1 冊の本＞
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(91) siavph;}V kbaal nih 

本 冊 これ

くこの本＞

(92) kruu mu01 neak nih 

先生 1 人 これ

くこの一人の先生＞

(93) *kruU nぬk nih 

先生 人 これ

くこの先生＞

「たくさんの、 わずかな」等の数の多少を表わす修飾要素も、 名詞に後続する。 ヒトを

表わす名詞の例を（例 94-99) に挙げる。

(94) kruu cra::in 

先生 多い

＜多数の先生＞

(95) kruu cra::)n nぬk

先生 多い 人

＜多数の先生＞

(96) kruu c:,mnuon cra:)n 

先生 数 多い

＜多数の先生＞

(97) kruu t�c 

先生 少ない

く少数の先生＞

(98) kruu tac nむK

先生 少ない 人

く少数の先生＞

(99) kruu c:,mnuon t:)C 

先生 数 少ない

く少数の先生＞

以上のように、 量化表現は名詞に後続するが、類別詞を用いる場合には、［名詞十数詞十

類別詞］という語順となる。 類別詞は必須のものではなく、 類別詞を用いずに数詞だけ用

いる場合には、 基本的に固体の数を表わす。 しかし、 文脈によっては、 集合を表わすこと

もある。
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4. 3. 所有者表現

本節では、 所有者を表す修飾要素である、 私の•あなたの ・ 彼の ・ 彼女の ・ 母の•その

金持ちの、 誰のについて考察する。

まず、 モノを表す名詞についての（例 l00-IOl）を下記に挙げる。 所有者を表す修飾要

素は名詞に直接後続している。 また、 名詞との間に、 所有関係を明示する／rお恥h／が介

在することもある21i。 更に（例 lOl）のように所有者を表す修飾要素が、［母十私］という二

つの名詞の連続となることもある。

(I 00) siavph:lv (rおboh)

本 （の物）

kJ1om 

私

＜私の本（私が所有する／書いた本）＞ 27 

(l O l) Si:)Vphav 

本

く私の母の本＞

（例 100) は、私が所有する本のみを表わすわけではなく、 「私が書いた本」も表わす叫

(rお加h)

（の物）

mdaaj kJ1om 

母 私

次に、 ヒトを表す名詞について検討する。 モノを表す名詞についての場合と同じく、 所

有者を表す修飾要素は名詞に後続している。 また、 名詞との間に、 所有関係を明示する

/rおboh／が介在することもある。 ヒトの場合には、 所有関係というよりは、 続柄や、

「教わっている」 「付き合っている」 「雇っている」等の人間関係を表わすことが多いが、

/rお切h／を介在させることも可能である。

002) kruu (rお加h) KJ10m 

先生 （の物） 私

く私の先生：私が教わっている先生＞

(103) kruu 

先生

(rおb3h)

（の物）

mdaaj kJ1om 

母 私

(104) 

(105) 

(106) 

＜私の母の先生：母が教わっている先生＞

puokmaak (rお加h) kJ1otn 

友人 （の物） 私

＜私の友人＞

puokmaak (rお切h) mdaaj k.Jlom 

友人 （の物） 母 私

＜私の母の友人＞

tajkoIJlaan (r3ob3h) kJ10m 

運転手 （の物） 私

＜私の運転手：常時雇っている運転手29>
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(107) tajkoIJlaan (rお加h) mdaaj kJ1om 

運転手 （の物） 母 私

く私の母の運転手：常時雇っている運転手＞

(108) kruu nぬk naa tふv srok kmae 

先生 誰 行く 国 カンボジア

＜誰の先生がカンボジアに行くのですか？＞

以上のように所有者表現は名詞がモノを表わす場合もヒトを表わす場合も、 ／rお恥h/

を介在させる表現とさせない表現があり、 どちらも、 所有関係だけではなく続柄などを示

すこともある。

4. 4. 指示表現

本節では、 指示表現、 この ·その •あの ・ どの、 これらの •それらの •あれらのについ

て検討する叫

まず、モノを表す名詞についての例を下記に挙げる。 指示を表す修飾要素は、 名詞に後

続する。次章で示すように、他の修飾要素に先行することはなく、常に名詞句末に現れる。

(I 09) sigvph�v nih 

本 これ

くこの本＞

(I I 0) sigvphぷ tぬnわh nih 

本 全て これ

くこの全ての本＞

(111) sigvphふv naa 

本 どれ

くどの本＞

ヒトを表す名詞についても同様で、 指示表現の修飾要素は常に名詞句末に位置する。

(112) kruu nih 

先生 これ

くこの先生＞

(113) kruu tegIJわh nih 

先生 全て これ

くこの全ての先生＞

(114) kruu naa 

先生 どれ

くどの先生＞
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(115) puokmaak nih 

友人 これ

くこの友人＞

(I 16) puokmaak tbl) ?:,h nih 

友人 全て これ

くこの全ての友人＞

(II 7) puokmaak naa 

友人 どれ

くどの友人＞

4. 5. 名詞的修飾表現

本節では、名詞的修飾表現、 外国の ・ タイ語の ・ 言語学の ・ 子供向けの（本）、 日本人の ・

医者の ・ 裕福な （友人） について考察する。

まず、 モノを表す名詞についての （例118-121)を下記に挙げる。名詞的修飾表現は名

詞に直接後続させることもできるが、（例120-121)のように、修飾関係を明示する名詞や

前置詞を介在させることもできる。

(118) si�vpMv b:,:,r:,:,teeh 

本 外国

＜外国の本＞

(119) si::ivphav pe::isaa thai 

本 タイ語

くタイ語の本＞

(120) si;}vph;Jv (pnaek) 

本 （分野）

＜言語学の本＞

(121) 函vph;}v (s:,mrap) 

本 （ための）

＜子ども向けの本＞

pぬsaasaah

言語学

ko?maa 

子ども

次に、 ヒトを表す名詞についての例を下記に挙げる。 モノを表す名詞の場合と同様に、

名詞的修飾表現は名詞に後続している。（例122-124)の／c:,n ceat capon/＜人＋民族＋

日本＞のように修飾要素が二語以上の連続となることもある。

(122) kruu c:5n ceat capon 

先生 日本人

＜日本人の先生：日本人である 先生31 >
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(123) puokmaak dn ce;;,t capon 

友人 日本人

＜日本人の友人：日本人である友人＞

(124) tajkol)laan dn cegt capon 

運転手 日本人

＜日本人の運転手：日本人である運転手＞

（例 122-124) のような名詞的修飾表現は、一般に、 「日本人である先生／友人／運転手」

のような属性を表すと解釈され、 「日本人を教える先生」、 「日本人に仕える運転手」 などの

意味には解釈されない。（例 125) も同様であり、 言い換えるとすれば、（例 126) の意味と

なる。

(125) puokmaak kruu p註t

友人 医者

＜医者の友人：底者である友人＞

(126) puokmaak (dael) tvgg kruu p粒t

友人 する 医者

＜底者をしている友人＞

しかし、（例 127-128) :,zのような名詞的修飾表現は、文脈によって、 「裕福な先生／友人」

を表す場合 と、 「裕福な人を教える先生」、 「裕福な人のもつ友人」 を表す場合がある。（例

129) が 「裕福な運転手」 と解釈されないのも、 現在のカンボジア社会では、 「運転手」が

裕福であるとは想像しにくい
33

という言語外の常識のみによるものである。

(I 27) kruu nE;;ik me;;in 

先生 裕福な

＜裕福な先生：裕福である先生／裕幅な人を教える先生＞

(128) puokmaak ne:ik me:in 

友人 裕福な

＜裕福な友人：裕福である友人／裕福な人のもつ友人＞

(129) tajkol)laan nぬk mぬn

運転手 裕福な

＜裕福な人に仕える運転手＞

以上のように、 名詞的修飾要素は、 名詞に直接後続することもできるが、 修飾要素と名

詞との意味的な関係は文脈によって解釈されると考えられる。

4. 6. 動詞的修飾表現

本節では、 動詞的修飾表現、 分厚い ・ 大きい ・ 高価な ・ 古い ・ ぼろぼろの ・ 難しい ・ 昨
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日買った ・ 父がくれた ・ 机の上にある ・ まだ読んでいない（本）、 背の高い ・ 古い ・ 親しい ・

親切な ・ 良い ・ 悪い ・ 昨日会った ・ 一緒に住んでいる ・ しばらく会っていない （友人） に

ついて考察する。

まず、 モノを表す名詞についての（例 130-131)を下記に挙げる。 動詞的修飾表現は

名詞に後続している。 修飾要素を名詞に直結させる場合と 、 修飾節が始まることを明示す

る／dael ／を介在させる場合がある。 6 章で 後述するように、 この／dael ／の有無によっ

て意味の差異が生じること もある。

(130) siavphav (dael) krah 

本 厚い

く分厚い本＞

(13 1) si�vph;}v (dael) teJl ms;:,l m;:,Jl 

本

＜昨日買った本＞

買う 昨日

次に、 ヒトを表す名詞についての（例132-155)を下記に挙げる。 モノを表す名詞の場

合と同様に、 動詞的修飾表現は名詞に後続している。（例132-134)のように、 文脈によっ

て意味が異なるものもある。

(132) kruu cah 

先生 古い

＜古い先生：経験のある／年老いた先生＞

(133) puokmaak cah 

友人 古い

＜古い友人：長年の／年老いた友人＞

(134) tajkoIJlaan cah 

運転手 古い

＜古い運転手：経験のある／年老いた運転手＞

(135) kruu cwt snat 

先生 親しい

＜親しい先生＞

(136) puokmaak cwt sn;:,t 

友人 親しい

＜親しい友人＞

(137) tajkoIJlaan crot snat 

運転手 親しい

＜親しい運転手＞
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(138) kruu C9t l?33 

先生 親切な

＜親切な先生＞

(139) puokmaak C3t l?33 

友人 親切な

＜親切な友人＞

(140) tajkoIJlaan C3t l?33 

運転手 親切な

＜親切な運転手＞

(141) kruu l?33 

先生 良い

＜良い先生＞

(142) puo血aak l?33 

友人 良い

＜良い友人＞

(143) tajkoIJlaan l?33 

運転手 良い

＜良い運転手＞

(144) kruu ?aakr3k 

先生 悪い

＜悪い先生：心の曲がった叩＞

(145) puokmaak ?aakr::,k 

友人 悪い

＜悪い友人＞

(146) tajko]Jlaan ?aakr:,k 

運転手 悪い

＜悪い運転手：心の曲がった＞

(147) kruu (dael) cuop msal m:iJl 

先生 ムェつア 昨日

＜昨日会った先生＞

(148) puokmaak cuop ms:;il m:;iJl 

友人 ムェつ- 昨日

＜昨日会った友人＞

(149) tajkoIJlaan cuop ms::,l m::iJl 

運転手 ムェつ- 昨日

＜昨日会った運転手＞
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(150) kruu (dael) dh n;'\v ceg muoj 

先生 住む 一緒に

＜一緒に住んでいる先生＞

(15 I) puokmaak dh ll;}V ce;i muoj 

友人 住む 一緒に

＜一緒に住んでいる友人＞

(152) tajkoIJlaan dh n�v ce;i muoj 

運転手 住む 一緒に

＜一緒に住んでいる運転手＞

(I 53) kruu khaan cuop muoj d:ijeg? peel 

先生 損なう 会う

＜久しぶりに会った先生＞

しばらく

(154) puokmaak 

友人

khaan cuop muoj rおjb? peel 

損なう 会う

＜久しぶりに会った友人＞

(I 5 5) ta jkol)laan 

運転手

しばらく

(dael) khaan cuop muoj d:ije;:i? peel 

損なう {
ノ会 しばらく

＜久しぶりに会った運転手＞

以上のように、 動詞的修飾要素は、 名詞に直接後続することも／dael／を介在させるこ

ともあり、 修飾要素と名詞との意味的関係は文脈によって解釈されると考えられる。

5 名詞句構成要素間の共起関係と語順

本章では、 複数の修飾要素の共起関係と語順による意味の違いについて、 修飾要素が二

つの場合、 三つの場合に分けて検討する。

5. 1 修飾要素が二つの場合

本節では、 二つの修飾要素が共起する場合の制限と語順について検討する。

まず、 モノを表す名詞について、 前章で述べた6種類の修飾要素が共起する組み合わせ

と入れ替え可能性を下記に示す。

く私のこの本＞

(156) si.ivphふv

本

kJlom nih 

私 これ
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く私の3冊の本＞

(15 7) sigvphふv

本

(158) sigvphふv

本

くこの 3 冊の本＞

(159) si.ivphぷ

kJlOffi b:>j 

私 3

kbaal 

冊

加j

3 

baj 

kbaal rお切h kJlOill 

冊 の物 私

kbaal nih · 

本 3 冊 これ

指示詞は、 修飾要素の末尾に位置する。（例160)は、 指示詞／naa/＜どれ＞によって

名詞句が終わったことが示されるため、 ＜彼のどの3冊の本＞という意味にはならない。

(160) sigvphgv bJj kbaal naa d::ib::ih bJt 

本 3 冊 どれ の物 彼

くどの3冊の本が彼のですか＞

く私の分厚い本＞

0 61) si;ivphぷ

本

(16 2) si;ivphぷ

本

くこの分厚い本＞

(163) sigvphぷ

krah kJ1om 

厚い 私

kJ1om krah 

私 厚い

krah nih 

本 厚い これ

（例160)と同じく、（例164)でも、 指示詞／naa/＜どれ＞によって名詞句が終わっ

たことが示されるため、 ＜彼のどの分厚い本＞という意味にはならない。 また、（例165)

の場合にも、 ＜彼の分厚いいずれかの本＞という意味にはならない。

(164) si.ivph::'iv krah naa rおb:ih k⑳t 

本 厚い どれ の物 彼

くどの分厚い本が彼のですか＞

(16 5) si;ivphぷ naa krah rおb:,h k⑳t 

本 どれ 厚い の物 彼

くどの本であれ、 分厚ければ、 彼のです＞
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く3冊の分厚い本＞

(166) si::ivphilv b9j kbaal krah 

本 3 冊 厚い

(167) si;)vph�v krah b;}j kbaal 

本 厚い 3 冊

く私の言語学の本＞

(168) siavphふv pheasaasaah kJ1om 

本 言語学 私

(169) * si;;,vphふv kJ1om phぬsaasaah

本 私 号ロ 圭日五口 序子

(170) si;:,vphふv k.J1om pnaek pheasaasaah 

本 私 分野 言語学

くこの言語学の本＞

(171) si�vph:}v pheasaasaah nih 

本 言語学 これ

く3冊の言語学の本＞

(I 72) si:)vph�v phわsaasaah baj kbaal 

本 言語学 3 冊

(173) si;lvph�v b3j kbaal pnaek ph⇔saasaah 

本 3 冊 分野 吾ロ 毎田口 た子

＜分厚い言語学の本＞

(17 4) si:;,vph3V phぬsaasaah krah 

本 言語学 厚い

(175) si::ivph;)v krah pnaek phぬsaasaah

本 厚い 分野 言語学

＜父がくれた私の本＞

(176) si:)vpMv kJ10m dael ?avp0k kJlom ?aoj 

本 私 父 私 与える

(177) * si::ivph�v dael ?:ivpok kJ1om ?aoj rお加h kJlom 

本 父 私 与える の物 私
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＜父がくれたこの本＞

(I 78) sigvphぷ dael 

本

く父がくれた3冊の本＞

(179) si;:,vphぷ dael 

本

(180) si:,vphぷ b;ij 

本 3 

く父がくれた分厚い本＞

(181) sigvphぷ krah 

本 厚い

(182) si::ivphぶ dael 

本

く父がくれた言語学の本＞

(183) si::ivphふv pnaek 

本 分野

?;ivpok kJ1om ?aoj mh 

父 私 与える これ

?:ivpdk kJ1om ?aoj 加j kbaal 

父 私 与える 3 冊

kbaal dael ?3VP0k kJ10m ?aoj 

冊 父

dael ?3Vp0k kJlom 

父 私
?;;ivpok kJlOffi ?aoj 

父 私 与える

phe;;isaasaah dael 

号に至叩五A子ム

私 与える

7.aoj 

与える

d33 krah 

［強調］ iり厚い

?gvp0k kJ10m 

父 私

?aoj 

与える

(184) sigvph切 dael ?.gvpdk kJ10ffi ?aoj pnaek phe::isaasaah 

本 父 私 与える 分野 圭仁］ 全ロ五ロ 序子

モノを表す名詞の修飾要素の語順の入れ替え可能性をまとめると下記の通りとなる。 〇

は入れ替え可能、 Xは入れ替え不可能、 △は制限付きの入れ替え可能を表す。 複数表現に

ついては、 4. 1に述べた通り、 複数を表わすというよりは、 集団や種類を表わすものと

考え、 入れ替え可能性の調査対象からはずした。

1 2 3 4 5 6 

1 複数 ＼ 
2 量化 ＼ 

3 所有 △ I\ 
4 指示 X X X ＼ 
5 名詞的 △ △ X ＼ 
6 動詞的 ゜ ゜ X △ ＼ 

モノを表す名詞の修飾要素の語順は、原則として、［名詞的要素＋所有表現＋動詞的要素

＋量化表現＋指示表現］が好まれると考えられる。 しかし、 3. 2で既述し、 5. 3でも後
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述するように、 この語順の原則は絶対的なものではなく、 名詞と修飾要素との意味的な関

係によって、 またその文脈によって、 異なる語順が選択されることもある。 指示表現以外

の修飾要素が共起する場合の語順は、 入れ替えが可能であるが、 名詞的修飾要素には

/pnaek/＜分野＞等の語を、動詞的修飾要素には／dm/ ［形容詞の強調］、 ／jaaIJ/<~

のように＞等の語を、 また修飾節頭には／dael／をというように、 それぞれの要素の役割

を明らかにする何らかの語を前置させるという制限が付くこともある。

次に、 ヒトを表す名詞について、 前章で述べた6種類の修飾要素が共起する組み合わせ

と入れ替え可能性を下記に示す。

く私のこの友人＞

(185) puokmaak kJlom nih 

友人 私 これ

く私の 3 人の友人＞

(186) puokmaak kJ1om bgj nぬk

友人 私 3 人

(187) puokmaak bgj nぬk r53b3h KJ10m 

友人 3 人 の物 私31i

くこの 3 人の友人＞

(188) puokmaak b3j negk nih 

友人 3 人 これ

く私の古い友人＞

(189) puokmaak cah (r53加h) kJ10m 

友人 古い （の物） 私

(190) puokmaak kJ10m cah 

友人 私 古い

「私の古い友人」という意味では、（例 189) の方が好まれ、 更に所有表現を明示する

/rお加h／を付加した方が自然な表現と感じられる。

くこの古い友人＞

(191) puokmaak 

友人

cah nih 

古い これ
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く3人の古い友人＞

(192) puokmaak 

友人

b::ij 

3 

nむk cah 

人 古い

(193) puokmaak cah baj neak 

友人 古い 3 人

（例192)では、 3人は老人であり、（例193)では、 昔からの友人と解釈される。

く私の金持ちの友人＞

(194) puokmaak nむk mぬn kJlom 

友人 金持ちの 私
(195) puokmaak kJ10m n的k mぬn

友人 私 金持ちの

（例195)は、 「何人か友人がいるうちの金持ちの方（が車を買った）」と解釈される。

くこの金持ちの友人＞

(196) puokmaak 

友人

く3人の金持ちの友人＞

(197) puokmaak 

友人

nむk mぬn

金持ちの

nむk mぬn

金持ちの

nih 

これ

加j

3 

nむk

人

(198) puokmaak baj nむk neak mean 

友人 3 人 金持ちの

＜古い金持ちの友人＞

(199) puokmaak neak mean cah 

友人 金持ちの 古い

(200) puokmaak cah neak mean 

友人 古い 金持ちの

（例199)は、 「金持ちの友人で前から親しくしている人」と解釈され、（例200)は、 「 旧

友たちのうち金持ちになった方（が家を買った）」と解釈される。

＜昨日会った私の友人＞

(201) puokmaak kJ10m 

友人 私

dael cuop 
ノ

ェつ
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(202) puokmaak dael cuop msgl mgJ1 rお加h kJlOill 

友人 ノ云 つ- 昨日 の物 私

＜昨日会ったこの友人＞

(203) puokmaak dael cuop ms;il m;iJ1 nih 

友人 ムェつ- 昨日 これ

＜昨日会った3人の友人＞

(204) puokmaak dael cuop ms::il m::iJl 加j nbk 

友人 工^ご
っァ 昨日 3 人

(205) puokmaak bgj ne:ik dael cuop msal maJl 

友人 3 人 ム
云

つ- 昨日

＜昨日会った古い友人＞

(206) puokmaak cah dael cuop ms;il m;iJ1 

友人 古い ム
云

つ 昨日

(207) * puokmaak dael cuop ms:il m:iJ1 dm cah 

友人 ノ工ご ご-） 昨日 ［強調］古い

＜昨日会った金持ちの友人＞

(208) puokmaak nぬk megn dael cuop ms:il m:iJl 

友人 金持ちの 、
云

つ- 咋日

(209) puokmaak dael cuop msal map ne:-ik me:-in 

友人 ム
コ

つ- 昨日 金持ちの

ヒトを表す名詞の修飾要素の語順の入れ替え可能性をまとめると下記の通りとなる。 O

は入れ替え可能、 Xは入れ替え不可能、 △は制限付きの入れ替え可能を表す。 複数表現に

ついては、 4. 1に述べた通り、 複数を表わすというよりは、 集団や種類を表わすものと

考え、 入れ替え可能性の調査対象からはずした。

1 2 3 4 5 6 

1 複数 ＼ 
2 量化 I\ 

3 所有 △ ＼ 
4 指示 X X X ＼ 
5 名詞的 ゜ ゜ X ＼ 
6 動詞的 ゜ ゜ X ゜ ＼ 
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ヒトを表す名詞の修飾要素の語順の原則も、［名詞的要素＋所有表現＋動詞的要素＋量化

表現＋指示表現］であると考えられる。モノを表す名詞の場合と同様に、 この語順の原則は

絶対的なものではなく、 名詞と修飾要素との意味的な関係によって、 またその文脈によっ

て、 異なる語順が選択されることもある。 指示表現以外の修飾要素が共起する場合の語順

は、 モノを表す名詞の場合よりも入れ替えが自由である。 しかし、 修飾節頭には／dael/

というように、 修飾要素の役割を明らかにする何らかの語を前置させた方が好まれる。

5. 2 修飾要素が三つの場合

本節では、 3つの修飾要素が共起する場合の制限と語順について検討する。

まず、 モノを表す名詞について、 前章で述べた6種類の修飾要素が共起する組み合わせ

と入れ替え可能性を下記に示す。

く私のこの3冊の本＞

(210) sigvphぶ b;;,j kbaal rお恥h k.)lOffi nih 

本 3 冊 の物 私 これ

＜私のこの分厚い本＞

(211) si;;ivphぷ krah r53加h kJ1om nih 

本 厚い の物 私 これ

＜私の3冊の分厚い本＞

(212) sigvphぷ krah b;ij kbaal (rお加h) kJ1om 

本 厚い 3 冊 の物 私

(213) si;:,vphぷ krah rおb3h KJ10m baj kbaal 

本 厚い の物 私 3 冊

(214) sigvphふv rおb3h KJ10m d33 krah bgj kbaal 

本 の物 私 ［強調］厚い 3 冊

くこの3冊の分厚い本＞

(215) sigvphぷ 加j kbaal d33 krah nih 

本 3 冊 ［強調］厚い これ

(216) si:ivphふv krah bgj kbaal nih 

本 厚い 3 冊 これ

（例 215) では、 動詞的修飾要素を強調する／d33／が付加される。（例 215) よりも（例

216) の方が一般的な表現と受け取られる。
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く私のこの言語学の本＞

く私の3冊の言語学の本＞

所有＋動詞的＋量化

所有＋量化＋動詞的

動詞的＋量化＋所有

動詞的＋所有＋量化

くこの3冊の言語学の本＞

く私の分厚い言語学の本＞

゜

゜

X 

X 

所有十動詞的十名詞的 〇

動詞的十名詞的＋所有 X 

動詞的＋所有十名詞的 〇

くこの分厚い言語学の本＞

く3冊の分厚い言語学の本＞

く父がくれた私のこの本＞

＜父がくれた私の3冊の本＞

＜父がくれたこの3冊の本＞

く父がくれた私の分厚い本＞

＜父がくれたこの分厚い本＞

＜父がくれた3冊の分厚い本＞

修飾節十名詞的＋量化

修飾節＋量化十名詞的

名詞的＋修飾節＋量化

名詞的＋量化＋修飾節

量化＋修飾節十名詞的

量化十名詞的＋修飾節

゜

゜

゜

゜

X 

゜

＜父がくれた私の言語学の本＞

く父がくれたこの言語学の本＞

＜父がくれた3冊の言語学の本＞

＜父がくれた分厚い言語学の本＞

修飾節＋動詞的十名詞的 〇

修飾節十名詞的＋動詞的 〇

名詞的＋動詞的＋修飾節 〇
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動詞的＋修飾節十名詞的

動詞的十名詞的＋修飾節

0
-

0

 

修飾要素が二つの場合と次の点では同じであると考えられる。 まず、 指示表現は、 常に

名詞句末に位置する。 指示表現以外の三つの修飾要素が共起する場合の語順は、 ①入れ替

えが可能な場合と、 ②制限を受ける場合がある。 後者②の場合には、 名詞的修飾要素には

/pnaek/＜分野＞、動詞的修飾要素には／d33/ ［形容詞の強調］、 ／jaaJJ/<～のように

＞等の語を前罹させたり、 修飾節頭には／dael／が必要となることもある。

修飾要素が二つの場合と異なる点としては、 所有者を表す名詞に、 ／rお加h／の前置が

必要となることが多い。 また、 量化表現と共起する場合には語順の入れ替えが許されない

ことが多い。

次に、 ヒトを表す名詞について、 前章で述べた6種類の修飾要素が共起する組み合わせ

と入れ替え可能性を下記に示す。

く私のこの 3 人の友人＞

(2 I 7) puokmaak b:ij ne::ik rお切h kJ1om nih 

友人 3 人 の物 私 これ

く私のこの古い友人＞

(218) puokmaak cah r53加h KJlom nih 

友人 古い の物 私 これ

く私の 3 人の古い友人＞

(2 I 9) puokmaak cah bgj nぬk rお加h kJ1om 

友人 古い 3 人 の物 私

(220) puokmaak cah b;:ij nbk kJ1om 

友人 古い 3 人 私 く私を含む 3 人の旧友＞

(221) puokmaak cah r33加h KJ10m bgj nbk 

友人 古い の物 私 3 人

(222) puokmaak rお恥h k.J1om d33 cah b:,j nぬK

友人 の物 私 ［強調］ 古い 3 人

（例220)は、 「私も含んで 3 人」と解釈される。 また、（例222)では友人は老人と解釈さ

れる見
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くこの3人の古い友人＞
(223) puokmaak b::ij 

友人 3 

nぬk

人

d33 cah 

［強調］古い
(224) puokmaak cah baj neak nih 

友人 古い 3 人 これ

nih 

これ

（例223)では、 動詞的修飾要素を強調する／d33／が付加される。（例223)よりも（例

224)の方が一般的な表現と受け取られる。

以上のことから、 修飾要素が三つの場合にも、 修飾要素が二つの場合とほぼ同じ結果で

あると考えられる。

5. 3 語順による意味の違い

本節では、 修飾要素の語順による意味の違いについて述べる。

複数の修飾要素が共起する場合、前節までに示したように、［名詞的要素＋所有表現＋動

詞的要素＋量化表現＋指示表現］という語順が好まれるが、 この語順の原則は絶対的なも

のではなく、 名詞と修飾要素との意味的な関係によって、 またその文脈によって、 異なる

語順が選択されることもある。 実際の発話では、 各種の要素が一つずつ現れるわけではな

い。 また、 複数の動詞的要素が現れることも多く、 指示表現が名詞句末に位置することだ

けは確定しているが、 それ以外の修飾要素については、 語順の可能性が複数存在する。 語

順の違いによって、どのような意味の違いがあるかについて、下記の例をもとに考察する。

まず、 前節でヒトを表す名詞の例として挙げた名詞句について、 修飾要素の語順を入れ

替えたものを（例225-226)に示す。 ある旧友を別の人に紹介する場合に、 最もふさわし

い語順は（例225)である。（例226)でも同じ意味を表せないことはないが、 ／cah／が

＜古い（友人） ＞ではなく、 ＜年寄り＞であるとも解釈され得るため、 紹介の場にはふさ

わしくないと感じられる。 これについては、（例225)のように／puokmaak cah/＜友人

＋古い：旧友／年寄りの友人＞が 「旧友」を表す場合には2語が直結している方が好まれ、

（例226)のように、 別の修飾要素／rおboh kJ1om/＜私の＞が介在してしまうと、 「年寄

りの友人」 という別の意味にも解釈されるのだと考えられる。

(225) k⑳t puokmaak cah rお切h kJ1om ne::ik mean 

彼 友人 古い の物 私 金持ちの

＜彼は、 金持ちの旧友だ＞
(226) k⑳t puokmaak · r却函h kJ1om cah ne::ik mean 

彼 友人 の物 私 古い 金持ちの

＜彼は、 年寄りで金持ちの親友だ／彼は、 金持ちの旧友だ＞
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自分の姪について説明する名詞句は、（例 227-228) のどちらの語順も可能である。 本研

究の調査によれば、 名詞句末の修飾要素となったもの、 即ち、（例 227) では「私の姪であ

ること」、（例 228) では「髪が長い姪であること」 が、 話者が最も強調したい部分である。

(227) kmuoj srnj kp:'ih s::,k v£El) lg麟

甥姪 女 高い 髪 長い 私

く背が高くて髪が長い払旦姪＞

(228) kmuoj srnj 

甥姪 女

kp:lh kJ1om � 

高い 私 髪 長い

く背が高くて髪が長い姪＞

また、 聞き手の教え子について説明する名詞句でも、（例 229-230) のどちらの語順も可

能である。 同じく本研究の調査によれば、 名詞句末の修飾要素となったもの、 即ち、（例

229) では「クメ ー ル語が上手に話せること」、（例 230) では「あなたの教え子であること」

が、 話者にとって最も印象深く、 強調したい部分である。

(229) kJlom cuop koon s;ih nE;ik kruu kp:3h s?aat m亭

私 会う 生徒 あなた（先生） 高い 美しい 話す

kmae cbah ti;it 

クメ ー ル（語） はっきり 更に

くあなたの教え子で、 背が高くて、 美しくて、 おまけにクメ ー ル語の上手な生徒

さんに会いましたよ＞

(230) kJlom 

私

cuop 
ム



ェつ

koon sgh 

生徒

kp:3h 

高い

s?aat niijぬj kmae 

美しい 話す クメ ール（語）

cbah d:,b:,h ne;::,k kruu 

はっきり の あなた（先生）

く背が裔くて、 美しくて、 クメ ー ル語が上手で、 あなたの＿l教え子である）生徒

さんに会いましたよ＞

3. 2では、 被修飾要素である名詞にとって、 その文脈で最も一般的な分類甚準と思わ

れる要素が名詞の直後に位置することを述べた。 このこととあわせて考えれば、 名詞句末

にある修飾要素が、 話者にとって最も印象が深く、 強調したい要素であると考えられる。

6 文法的要素の生起による意味の違い

本章では、 文法的要素／r33加h／や／dael／等の生起による意味の違いについて、 また、

複合語について述べる。
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文法的要素である／rお恥h/ (4. 3) や／dael/ (4. 6)は、 上述の修飾要素の語

順の原則から語順を入れ替える場合に多く用いられることを5章で述べた。 原則として望

ましい語順は、 （例 231) のように、［名詞的要素＋所有表現＋動詞的要素＋量化表現］で

ある。

(23 I) koo Jlll k_)lom kmav thorn muoj kbaal 

牛 雌 私 黒い 大きい 1 頭

く 1 頭の黒い大きな私の雌牛＞

（例 232) のように、 量化表現を先行させて［名詞的要素＋量化表現＋所有表現＋動詞

的要素］という語順にしたい場合には、 ／rお恥h／と／dael／が用いられる。

(232) koo jlii muoj kbaal d::ib::ih kj1om dael kmav thorn 

牛 雌 1 頭 の物 私

く 1 頭の黒い大きな私の雌牛＞

このように、 ／rお恥h／や／dael／といった要素を付加することで、 その修飾要素の語

順が比較的自由になると考えられる。

黒い 大きい

一方、 これらの要素が生起するかどうかで、 意味が異なるものもある。

4. 3で前述のように、 ／rお加h／は必ずしも所有関係のみを表わすわけではない。（例

233-234) は、 「子どもが所有する本」と 「子ども向けの本」の両方を意味し得る。（例 121)

のように 「子ども向け」であることを強調することもできる。

(233) si:ivphぷ ko?maa

本 子ども

＜子どもの本＞

(234) sigvphi\v rおb:ih ko'lmaa 

本 の物 子ども

＜子どもの本＞

（例 121) の再掲 si::ivph3v s:,mrap ko?maa 

本 ための 子ども

＜子ども向けの本＞

（例 235) のように、 所有関係を明示するために、 ／rお加h／が用いられることもある。

(235) si.ivphilv d:,b:,h 'laJl kom pah 

本 の物 俺 （禁止）さわる

＜俺の本だ、 触るな＞

また、 次の （例 236-238) でも、 ／rおb3h／の有無によって名詞句の意味が異なる。 名

詞句末の指示詞は、 原則として被修飾語である名詞を修飾する要素であるが、 ／rお加h/

を介在させた（例 237) 、（例 239) では、 指示詞が／rお加h／を前置させた名詞を修飾する。
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これらの例については、／koon proh/＜息子＞、／koon cmaa/＜子猫＞という複合語が、

/rお恥h／の介在によって、 それぞれ／koon/＜子＞と／proh/＜男＞、 ／koon/＜子＞

と／cmaa/＜猫＞という二つの名詞に分かれ、指示詞はより近い位置にある名詞を修飾す

る要素となったと考えられる。 しかし、 既出の（例 28) では、 ／rお加h／を前置させたも

のが代名詞／k⑳t/＜彼＞だったために、 名詞句が二つに分かれることがなく、 指示詞

/nuh/＜それ＞は被修飾語である名詞／koon sr:ij/＜娘＞を修飾したと考えられる。

(236) koon proh nih 

子ども 男 これ

くこの息子＞

(237) koon d:,b:,h proh nih 

子ども の物 男 これ

く 「この男」の子ども（男と、 その子どもと二人いる） ＞ 

(238) koon cmaa 

子ども 猫

＜子猫＞

(239) koon rおb:,h cmaa nih 

子ども の物 猫 これ

pontae koon rおb:ih cmaa 

s?aat tegJJわh

美しい 全部

nuh mmn s?aat S3h 

しかし 子ども の物 猫 それ ［否定］美しい 全く

く 「この猫」の生んだ子猫はかわいいが、 「その猫」の生んだ子猫は全く

かわいくない＞

（例 28) の再掲

koon srnJ pn 

子 女 2

く彼のその二人の娘＞

nぬk rぬ恥h k⑳t 

人 の物 彼

nuh 

それ

次に／dael／に関しては、 修飾節頭に／dael／が生起することによって対比的になると

考えられる。（例 240) は一般に 「淡水」を表わす表現であるが、（例 241) は、 必ず2種類

の水があり、 それを対比して述べようとしている場合に用いられる。

(240) trnk saap 

水 味の薄い

＜淡水＞

(241) trnk dael saap 

水 味の薄い

＜淡水（の方は～、 塩水の方は～） ＞ 
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また、 ／dael／の有無のみが異なる（例 242-243) に関しては、 名詞／koon/＜子ど

も＞は、（例 242) では動詞／ceJ1Cgm/＜養う＞の表わす動作をうけるものであるが、

/dael／を用いた（例 243) では動作主であると解釈される。

(242) koon ce11c:im 

子ども 養う

＜養子＞

(243) koon dael ce11c:im 

子ども 養う

く（誰かを）養っている子ども＞

同様に、（例 244-245) でも、 名詞／maasiin/＜機械＞は、（例 244) では動詞

/baoh s::im?aat/＜掃除する＞の表わす動作を行うものであるが、 ／dael／を用いた（例

245) では動作をうけるものだと解釈される。

(244) maasiin baoh s::im?aat 

機械 掃除する

＜掃除機＞

(245) maasiin dael baoh s::im?aat 

機械 掃除する

く（私が）きれいに掃除した機械＞

更に、 これらの要素の生起が許されない場合があり、 その場合には名詞句ではなく複合

語であると考えられる。（例 247) のように／r33加h／を用いた言い方はできず、 ＜足の皮

膚＞を意味する場合には、（例 248) のように、 足の部位を明示しなくてはならない。

(246) sbaek d;}l) 

皮 足

＜靴＞

(24 7) * sbaek d:,加h c53l) 

皮

足

(248) sbaek baat cぬn

皮

底 養う

く足の裏の皮膚＞

(249) saalaa ri;in 

建物 学ぶ

＜学校＞

(250) * saalaa dael ri;in 

建物 学ぶ
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以上のように、 ／rお加h／や／dael／等の文法的要素の生起は随意ではなく、 修飾関係

に影響を与え、 名詞句の意味に差異を生じさせるものと考えられる。

7 まとめ

以上、 クメ ー ル語の名詞句構造について、 名詞がモノを表わす場合とヒトを表わす場合

に分け、 名詞句中の修飾要素の語順とその用法について検討した。 その結果、 下記のこと

が明らかになった。

①指示表現は、 常に名詞句末に位置する。

②複数の修飾要素が共起する場合、 指示表現以外の修飾要素の語順の入れ替えは可能で

ある。 常にすべての修飾要素が現れるわけではない。 原則として、 名詞的要素、 所有

表現、 動詞的要素、 量化表現、 指示表現という語順が好まれる。

③上述の原則から語順を入れ替える場合には、 下記に示すような、 修飾要素の役割を明

確にするような語を前置する。

・修飾要素が所有者を表す名詞である場合には／r33加h／を前置する。

・修飾節頭には／dael／を付加する。

•名詞的修飾要素には／pnaek/＜分野＞等の語を前置する。

・動詞的修飾要素には／d33/ ［形容詞の強調］、 ／jaaIJ/＜～のように＞等の語を前

置する。

④モノを表す名詞よりヒトを表す名詞の方が、 その名詞の修飾要素の語順の入れ替えに

制限が少ない。

⑤修飾要素の語順を入れ替える場合には、 その文脈で最も強調される要素が名詞句末に

位置する。 しかし指示詞が共起する場合には、 指示詞が名詞句末に位置する。

⑥ ③に示した／rおb3h／や／dael／等の文法的要素の生起は随意ではなく、修飾関係に影

響を与え、 名詞句の意味に差異を生じさせる。

おわりに

本研究では、 名詞句構造について考察し、 修飾要素の語順に関する規則を検討した。 本

稿では、 主に単独の名詞句のみを調査の対象としたが、 問題となっている名詞句が主題の

位置にあるのか補語の位置にあるのかという文中の位置によって、 何らかの違いがあるか

もしれない。 また、 ／rおb3h／や／dael／などの文法的要素の生起について、 生起が許さ

れない複合語と名詞句の境界について、 また生起が随意である場合の意味の違いの有無に

ついても更に考察を深めることを今後の課題としたい。
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注

lクメ ー ル語は、 カンボジア語とも呼ばれる。 原語では、 ／kmae／と／kampu?ceg／の2

語が存在し、 民族名、 言語名等には前者を、 正式国名等には後者を使用する。 本稿では、
クメ ー ル語に統一した。 カンボジア王国の公用語であり、1993年制定のカンボジア王国憲
法には、 「公用言語及び文字は、 クメ ー ル語及びクメ ー ル文字とする」（第5条）「王国は、
必要に応じクメ ー ル語を擁護し、 発展させる義務を有する」（第69条） と記されている。
2クメ ー ル文字は、 南インドから伝えられた文字を独自に発展させた表音文字であるが、
本稿では、 坂本(1988:1479-1505)に従った音韻表記を用いる。 先行研究中の例は、 そ
れぞれの著者により異なる方法で表記されていたが、 本稿中に引用するにあたり、 すべて
坂本(I988)の表記方法に統 一した。
先行研究中でそれぞれの例文番号が付されているものもあったが、本稿に引用するにあた
り、 すべて例文番号を付け替えた。
4 「動詞」は「形容詞」とすべき かもしれないが、クメール語では、動詞 と形容詞を統語的な用法上
区別する必要がないので、本稿ではJacobに ならい「動詞」とする。
5 Jacob (I 968)では、／m3:inuh thorn／を 「背の高い人」と訳しているが、実際に は「 大人 、道理

のわかった人」の意味である。／mおnuh thorn thorn／ と 修飾要素が反復されていれば、 「 大柄

な 人」と解釈される。他に／mおnuh thorn／を 「 地位の高い人」という意味で使うこと も あるが、最

も頻度の高い用法は、 「大人」である。
6 （例13)は、 「他は大きい部屋ばかりなのに、 この部屋だけが小さくて変わっている」と
いう意味で使われる。修飾要素の語順を入れ替えた／b:intop rnuoj tooc／も可能であるが、
上述のような意味はなくなる。
7 （例14)は本研究の調査では不可能とすべき例である。句末の修飾要素／kJ10m/＜私＞に

所有を明示する／rぬ恥h／くのもの＞を前置させれば可能である。 （例14)のままでは、
一般に、 所有表現ではなくくあなたと私の2人＞と解釈される。 同様に量化表現と代名詞
が直接結合される例としては、 名詞句以外にも、 ／tぷpii nbk kJ1orn/＜行く＋2+人＋
私＞では、 「私と 2 人で行く」などもある。 注 36 も参照。
8 （例15)の末に指示詞の／nih／くこれ＞を付けると、 全体が名詞句と解釈されるが、

くこの3名の大柄な人＞と解釈するには不自然な言い方である。 多人数の集団の中から、
「体の大きい 人は～、体の小さい人は～」などと指定する場合には、 名詞／mおnuh/＜ 人

間＞ではなく、 名詞の代用である／？aa／くの＞を用いて、 ／？aa thorn／くの＋大きい：大

きいのは～＞とする。
9 （例 16) は、 句末の修飾要素／kJ1orn/＜私＞に所有を明示する／rう3加h／くのもの＞

を前置させれば可能である。
10特殊な 文脈がないと受け入れがたいとインフォー マントによって判断された文には、例文番号
に＊を付加した。句末の修飾要素／kJ1orn/＜私＞に所有を明示する／rぬ恥h／くの物＞を

前置させた／cav prarn negk rう3加hKJ10m/＜孫＋ 5 +人＋の物＋私＞は可能である。

11特定の文脈がない限り、（例 12) は名詞句ではなく、／trngj/＜新しい＞が述語である「大

きな家は新しい」という文であると解釈されやすい。（例 12) の修飾要素の語順を入れ替え

た／ptegh trngj thorn/＜大き く て新しい家＞は可能であるが、語順はどうあれ、．てつの修飾要

素の間に／hagj/＜そして＞が付加された方が自然だと受け取ら れる。

12 （例17) の口つの修飾要素の間に／hagj/＜そして＞を入れるか、もしくは、二つの修飾要

素のそ れぞれに／ph33n／くも＞を後置させることも多い。また、／ptegh trngj caeh／ とすれば、

必ずく新築の家＞ と解釈される。
13この／？ae tigt／を指示詞と分類すべきかどうかは検討の余地があるが、ここでは先行研
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究に従った。
14 本研究の調査では、 文脈がないとこの名詞句の意味は断定しがたい。
15（例24)は本件研究の調査では不可能な文である。修飾要素のうち、 ［色］と［大きさ］の語順を
入れ替えれば可能となる。
16また 、／r油恥h／を使うことで、 量化表現 を所有表現に先行させることもできる。

koo J1ii muoj kbaal rう::ib::ih kpom kmav thorn nuh 

牛 雌 1 頭 の物 私

くその大きな黒い私の1頭の雌牛＞

黒い 大きい それ

17 衣服に関する例を挙げる。
?aav soot kpom sdag!J kr:i:ih:i:,m muoj nuh 

シャツ 絹 私 薄い 赤い 1 それ
くその 1 着の赤い薄い私の絹のシャツ＞

1s Khin 0999)はくその彼の、 2 人の娘＞と訳しているが、 本研究の調査では、 この句は
そのような意味 をもたなかった。仮に、（例27)から／kねt/ ＜彼＞を／ proh/＜男＞にか

えて、
koon sr.ij r:i:,b:,h proh pii nbk nuh 

子 女 の物 男 2 人 それ
という文であれば、 ／ pii nbk/<2 人＞が／ proh/ ＜男＞を修飾しており、 「2 人の男の
それぞれの娘」と解釈される。
19（例27-28)の差異として、本研究の調査では、（例27)では娘は3人以上いて、 その中の
2人かもしれないが、（例28)では、 娘は2人のみと解釈される。
20 食物としての魚の集合を表わした い場合には、／trnj muoj c:,nli.ih/＜魚 ＋1 ＋串： 1串の
魚＞ なども用いられる。
21 この／klah／くいくつかの ＞については、他の名詞と対比する場合に用いられることが多く、

/t郊 tr.ij klah/＜買う 十魚＋いくつかの＞というと、 単に複数の魚を買ったのではなく、

他にも野菜や果物を買ったという、 対比的な意味になる。 また、 この／klah／を重複させ
た方が対比的な意味ではなく単に複数であること を表す次のような 例もある。

jぬk si.ivph切 klah mぬk

持つ 本 いくつかの 来る
＜本を2、 3冊（必ず）持って来い＞
jう:,k si.ivphさv klah klah mう3k

持つ 本 いくつかの 来る
く本を数冊は持って来い＞

22 他に、／caan kbaan／く食器の総称＞、／kaevk331J／く装身具の総称＞、／ pte.ih

s:,mbaeIJ/＜家財道具の総称＞などがある。
23 モノを表わす名詞であっても、／thorn kl.in tnam tnam／くにおう十にお い＋薬＋薬：薬＜

さい＞のように形容詞的に用いる場合には反復可能である。

しかし、同じ語／tnam / ＜薬＞を補語 の位置で、名詞として反復させた／leep tnam tnam / 

くのむ＋薬＋薬＞は不可能である。
24名詞と形容詞の双方を 反復させる用法もある。例を挙げると、可能なもの は、

srnj sr.ij s?aat s?aat く女＋ 女＋美しい＋美しい＞

?aav?aavKr33hmm kr33h33m くシャツ＋ シャツ＋赤い＋赤い＞

不可能なものは、
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s;,mnuo s;,mnuo pi?.baak pi?.baakく質間＋質問＋難しい＋難しい＞

mhoop mhoop CIJaJ1 CIJaJ1く料理＋料理＋おいしい＋おいしい＞

がある。＜シャツ＞はモノであるので単独では反復が不可能なのであるが、形容詞とともに反復で

きる理由については、今後の研究が必要である。
25 / mnegk/ < 1人＞は、 ／muoj negk/ < 1十人＞が1語になったもの。
26本研究のインフォーマントによれば、本節中の（例100·107)については、／r53加h／の有無
による意味の違いは感じられないとのことであった。
27 / sigvphぷ／＜本＞という名詞に言及する必要のない文脈であれば、／rお恥h kJ1om/

くの物＋私＞ということができる。
28 「 私が書いた本」であれば、／sigvphぷ r33加h kJ1om s;,;,see/＜本＋の物＋私＋書く＞とす
る方が誤解がないと考えられる。
29 タクシーのように一時的に雇っている運転手は指さない。
30 今回の調査では、 「例の」 を省略した。
31「日本人を教える先生」の意味にはならない。／kruu capon/＜先生十日本＞も、 「日本人

である先生」の意味となる。 「 日本人を教える先生」は、 ／kruu puok capon/＜先生＋集
団十日本＞も しくは、 ／kruu rお加h capon/＜先生＋の十日本＞となる。
32 「裕福な」を表す／negk megn/＜人＋持つ＞は 「も てる者」 であるため、 名詞的修飾要
素に分類した。
33この例で使用した／tajkoIJlaan/＜運転手＞は、雇われている運転手を指し、自家用車の運

転者は指さない。
34 「能力のない先生」は、／kruu?3n/＜先生＋弱い＞となる。
35 /d;,;,／は、 形容詞 に前置され、 形容詞の意味を強める。 例を挙げれば、 ／srnj s?.aat/ 

＜女＋美しい＞は一般的な美人だが、／srgj d;,;, s?.aat /＜女＋ ［強調］＋美しい＞は、並々
ならぬ美人を意味する。
36注7でも既述の通り、／tgv bgj nぬk kJ1om/＜行く＋3 +人＋私＞のように、［量化(3人）

＋所有（私）］が続いているように見える表現があるが、 これは所有表現ではなく、 「私と
3人で行く」の意味になる。
37 5. 3に後述。
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0 はじめに

一般にタイ語の名詞は単独で総称的(generic)に用いられる。 具体的な指示物について， 修飾語をお

きあるいは数を特定する場合には， 「名詞十名詞性修飾句」， 「 名詞＋状態表現」， 「名詞＋動詞性修飾

句」， 「名詞＋量化表現」（量化表現は数詞および類別詞からなる）あるいは 「名詞（＋修飾節）＋指示

詞」 の語順をとる。 これらの要素のうち， 名詞以外は必須の成分ではなく， 随意的に現れる。

三谷(1998:538-539)は， タイ語の本来の名詞類として， 名詞， 代名詞， 類別詞を挙げ， 便宜上これ

に指示詞と数詞を含めている。 類別詞 (classifier)は， 名詞の転用か， 名詞に起源をもつ準名詞である

が， 数詞十類別詞の形の数量詞における単位詞（助数詞）として用いられるほか， 類別詞十修飾語（複

数なら， 数詞＋類別詞＋修飾語）の形の名詞句において， 名詞代用語(noun substitute)として用いら

れる。 本来の類別詞は個体類別詞で， ものやことがらの具体的一個や一件を表す。 名詞が特定の類別詞

をとる場合以外として， 名詞自体を類別詞として用いるもの， 一群や一種として表すもの， 度量衡単位，

金額や時間の単位なども広義の類別詞に数えられる， とする。 本稿で後に検討する一群(phuak)や一種

(chanit)がこれに該当する。 また， 三谷は指示詞を用いた名詞句として， 「類別詞＋指示詞」， 「名詞＋

類別詞＋指示詞」， 「名詞＋指示詞」， 「指示詞強調形」， 「名詞＋指示詞強調形」 の5つのタイプを挙げて

いる。

本稿の目的は， 「名詞句構造調査の手引き 修飾要素のグループ分け」（澤田2003)に基づき， これら

の名詞句それぞれについて検討することである。

以下は， 澤田(2003)に従った名詞句構成要素の分類と， それぞれの例である。

グル ー プ1 : 複数表現 例：達， 等

グル ー プ2: 量化表現 例： 1冊の ・2冊の ・ 何冊の， ある ・ 全ての ・ ほとんどの， 数冊の ・ わずか

な ・ たくさんの（本）

グル ー プ3 : 所有者表現 例：私の•あなたの·彼の ・ 彼女の ・ 母の•その金持ちの ・ だれの（本）

グル ー プ4: 指示表現 例： この•その•あの ・ どの， これらの•それらの•あれらの ・ 例の（本）

グル ー プ5 : 名詞的修飾表現 例：外国の ・ タイ語の ・ 言語学の·子供向けの（本）・ ラオス人の【．

医者の】（友人）

グル ー プ6 : 動詞的修飾表現 例：【分厚い ・ 大きい ・ 高価な ・ 古い ・ ぼろぼろの】・ 難しい，昨日買っ

た·父がくれた ・ 机の上にある ・ まだ読んでいない（本）

グループ6の拡張として， 複数の語からなる以下のような修飾節を含める。
・ 背の高い ・ 裕福な【 ・ 親しい】・ 親切な【·良い ・ 悪い】・昨日会った ・一緒に住んでいる ・ しば

らく会っていない（友人）

なお， 上記の例のうち，【 】に入れたものは， タイ語においては別グループに属すると考えられるも

のである。 例えば【 ・ 医者の】は， グループ5の名詞的修飾表現ではなく， グループ6の動詞的修飾表

現に， グループ6の【分厚い ・ 大きい ・ 高価な ・ 古い ・ ぼろぼろの】は， グループ5の名詞的修飾表現

に含めるべきであろうが， 他の言語との参照の都合上， 手引きのグループ分けに従って記述し， その都

度他グループに属することを明示することにする。

タイ語のインフォ ー マントは， 太田ワランヤさん（タイ国スリン県生まれ）。 ただしワランヤさんの

母語はモン ・ クメ ー ル系のクーイ語(Kui, Suayとも呼ばれる）で， タイ語を母語とするといって良い

かは簡単に判断できない。 小学校から高等学校まではタイ語で教育を受け， タイ語とクーイ語の相違は

十分自覚している。 以下の調査内容についても， 厳密には純粋なタイ語母語話者の語感と比較する必要
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があるが， 今後の課題としたい。

タイ語概要

タイ語(Thailanguage)あるいはシャム語(Siameselanguage)はタイ国の公用語で， 言語系統はタ

イ・カダイ(Tai-Kadai)語族のタイ(Tai)諸語のうち， 南西タイ語群に属するとされる。 北タイ方言，

東北タイ方言（ラオ語）， 中央タイ方言， 南タイ方言の4つの方言に大別され， バンコク（現地名クルン

テ ー プ，Krungthep)を中心として用いられる方言が標準タイ語とされる。 標準タイ語は全国で通用し，

6千万人余りの国民のほとんどが標準語を理解すると思われる。

本稿では以下のような音韻表記を用いてタイ語を表す。

タイ語の声調表記

aa付加記号無し（中平調） 紐 （低平調） aa （不降調） aa（高平調） aa （上昇調）

タイ語の母音

前舌 中舌 後舌 二重母音

狭母音 I. ．， 11 ．． m, mm u, uu 1a, ma, ua 

半狭母音 e, ee a, aa o, 00 

広母音 C, cc a, aa 3, 33 

タイ語の子音

I 調音法／調音位置 I 唇 歯 硬口蓋 軟口蓋 声門 I
無気閉鎖音 p t C k ？ 

帯気閉鎖音 ph th ch kh 

有声閉鎖音 b d 
葬

声立日 m n n 

摩擦音 f s h 

流音 r, I 

接近音 w y 

タイ語の文法はいわゆる孤立語的であり， 基本語順は主語＋動詞＋目的語のSVO型， 被修飾語＋修

飾語のNA型である。

主語＋動詞＋目的語

chdn kin khaaw 

私 食べる ご飯
私はご飯を食べる。

被修飾語＋修飾語

pratheet thay 

国 タイ
タイ国
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1 グル ー プ1 ：複数表現

タイ語の名詞には形態上の単数・複数の区別はない。 複数に関連する意味を表す要素であって， 名

詞に前置されるものとして，philak ［隊， 類， 連中， 仲間］があるが， この語自体もまた名詞であり，
「philak十名詞」は， 一般的な名詞同士の形成する複合名詞の一種と考えられる1。philakは， 名詞の複

数の指示対象が同類のまとまりとして認識される場合に用いられる。 従って， philak ?aacaanは 「 先

生の 一 団」を指し， 「 先生とそれ以外の人たち」は指さない。philakは名詞であるが， 類別詞としても

機能する。 この場合， 名詞の指示対象は人間でも動物， 物でもよい。

(1) phuak { 1aacaan /meew /nausrirur} 

複数 先生 猫 本

先生方， 猫たち， 本［複数］

ただし，philakのついた名詞は， 後ろになんらかの修飾的な限定表現がないと， 表現として落ち着か

ない。

(2) phuak meew tua ph5:im ph5:im phuak nan ch5:ip khamooy plaa 

複数 猫 体 痩せた 複数 あの よく～する 盗む 魚

あの体がやせている猫たちは， よく魚を盗む。

上記は 「あの体がやせている」という状態の形容が名詞を限定している例である。

(3) philak na:gsri.rur kaw kaw 

複数 本 古い

古い複数の本

上記は 「古い」という状態の形容が名詞を限定している例である。 これらのように指示対象に対す

る限定修飾要素が加われば，phuakを用いることができる。

また，phuakは人称詞とともにも使える。

(4) phuak chan（聞き手以外の私達），phuakraw（聞き手を含む私達），phuak khaw（彼ら），

phuak man（それら），phuakthan（あなた達の尊敬形），phiiak khun（あなた達），phiiak

thaa（君たち），…。

phuakは， グルー プ4（指示表現）で見るように， 類別詞としても機能するが， この場合限定表現と

しての指示詞が必須となる。

(5) nausrirUI phuak nii 

本 複数 この

これらの本 （ただし， X naJJS由mphuak) 
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2 グルー プ2 :量化表現

2.1 量化表現の基本語順

タイ語では， 名詞の指示対象が個別的で， その具体的な個数を特定して言及する量化表現においては，

「名詞十数詞＋類別詞」が基本語順である。 数量を表現する場合には， 原則的に類別詞が必要である。

以下で見るように， 「 名詞十数詞＋類別詞」の量化表現では， 指示対象が物でも人でも基本的な意味

および構造は変わらない。

2.1.1 指示対象が物の場合

(6) naus由UI n匹lem

本 1 類別詞

一冊の本

(7) ndusrirm s5:Jりlem

本 2 類別詞

2冊の本

(8) navsmur sぬV siiam l細

本 2 3 類別詞

2, 3冊の本

(9) nausrirUI kii lem 

本 いくつ 類別詞

何冊の本（を買いましたか？）

2.1.2 指示対象が人の場合

(10) phriran m切khon

友人 1 類別詞

1人の友人

(11) ph由an s:5:JJJ khon 

友人 2 類別詞

2人の友人

(12) phriran s5:>.g saam khon 

友人 2 3 類別詞

2, 3人の友人

(13) ph由an kii khon 

友人 疑問詞 類別詞

何人の友人（がいますか？）

-93-



2.2 数詞を含まない量化表現

量化表現であっても． 個数を特定しない 「ある ・ 全ての ・ ほとんどの」などの場合は， 数詞に代わっ

てこれらの量化表現が用いられる。 この場合も原則的に類別詞を用いる。

2.2.1 指示対象が物の場合

(14) na-!JS由ur baa-!} lem 

本 ある 類別詞

何冊かの本

(15) n勾s由Ill tha-!] lem 

本 全て 類別詞

本一冊全部（を読んだ。）

(16)叫us如khr両l6m

本 半分 類別詞

本一冊の半分

(17) nays丘（k由ap) thuk lem 

本 （ほとんど） 全ての 類別詞

（ほとんど）全ての本

(18) na:gs由m lii,ay l6m 

本 たくさんの 類別詞

たくさんの本． 何冊もの本

(19) n勾s由m 比e la? lem 

本 それぞれ 類別詞

それぞれの本

ただし． 以下のような「全ての ・ ほとんどの·たくさんの」を含む量化表現の場合， 類別詞を用いない。

(20)叫:gs由UI {k由ap) tha:g mot 

本 （ほとんど） 全て 尽きる

（ほとんど）全ての本

以下のような数を特定しない量化表現では， 数量， 部分を表す名詞あるいは名詞代用語が類別詞とし

て機能し． それに量化を示す修飾語が後置されている。

(21) na{)S由m camnuan maak 

本 数量 沢山

沢山の本

(22) na{)S由UI suan {yay/maak／曲y/*lek}

本 部分｛大きい／多い／少ない／＊小さい｝

大部分／小部分の本（この図書館の大部分は寄贈だが， 一部は購入した。）
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2.2.2 指示対象が人の場合

指示対象が物か人か， という区別だけでなく， 指示対象の持つ個別の属性により， 量化表現になじむ

もの， なじまないものがある。 例えば本は個別に数えられるだけでなく， 読む対象として 「半分読む」

といった部分の表現が可能であるが， 人に関しては， 「人半分」というのはふつう使いづらい。 また， 人

であっても個人の場合と， 「友人」のように， 一般に複数存在すると考えられる対象では違ったとらえ

方をされることがある。

(23) ph由an baa.g khan 

友人 ある 類別詞

何人かの友人

(24) mii phriran y心u dilay thau khan 

ある 友人 いる 一緒 全て 類別詞

(1人の）友人が一緒にいる（から怖がらないで）。

*ph由an khr如khon （半分の友達）という表現は使わないが， 慣用的に， 以下のような表現は可能

である。

(25) khrriru phfi khr向khon

半分 幽霊 半分 類別詞

重篤で， 半分お化け， 半分人の 「半死半生」

一般に指示対象が「人」であれば， 数詞を伴わない量化表現は， 以下のような人の集合としての 「全

て」や， 個々の集合の成員 「それぞれ」に関する表現である。

(26) phriran (k由ap) thuk khan 

友人 （ほとんど）全ての 類別詞

（ほとんど）全ての友人

(27) ph由an laay khan 

友人 たくさんの 類別詞

たくさんの友人， 何人もの友人

(28) ph由an ti:e l炉 khon

友人 それぞれ 類別詞

それぞれの友人

上記のように， 「友人」の場合は， （20)の「本」の場合と違って， 類別詞を伴って現れるのが普通で

ある。 特に「ほとんど」という表現がある場合は？ph由an k由ap thal) mot 「ほとんど全ての友人」

とは言わないで， ph由an k由ap thuk khan 「ほとんど全員の友人」と表現するのが普通である生

ただし， 以下のような 「全ての ・ ほとんどの 。 たくさんの」を含む量化表現の場合， 類別詞を用いな

いのが普通である。

(29) {mii) phriran th勾叫t {kii khan) 

（いる）友人 全て 尽きる（疑問詞 類別詞）
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全ての友人（は何人いますか。）

(30) phman ph出an thau laay 

友人 友人 全体・全部の

全ての友人（友人諸君）

上記はthaJJ laayという表現を伴うためか， 「友人」ということばが反復され， 呼びかけを表すこと

になっている。

(31) than th勾laay

方（かた） 全体・全部の

全ての皆様方

上記は， 集会場などでの 「（ご出席の）全ての皆様」のような表現に用いる。

(32) bandaa manut 

全て 人類

全人類

(33) phriran s心an yay/maak/n涵／＊lek

友人 部分 大きい／多い／少ない／＊小さい

大半／少数の友人

2.3 「数詞＋類別詞」の語順の例外

「名詞十数詞＋類別詞」の基本語順に従わない例外として， 第一に， 数が1 の場合に限り， 「名詞＋類

別詞十数詞（ 一）」の語順も可能であることがある。

(34) naJJS由Ul lem m切

本 類別詞 1
一冊の本， あるいは 「 ある本」

第二に， 類別詞単独で， 数詞を伴わない場合は 「 ひとつ， ひとり」などを意味する。

(35) 7aw khay hay mfr j:J:JJJ sz" 

取る 卵 与える 母 類別詞［卵］ ［終助詞］

卵を［ひとつ］お母さん［私］にちょうだい

(36) kh5:J pay duay khon 

頼む 行く 共に 類別詞［人］

私にも一緒に行かせてください。

これは後述するように， 「 類別詞十指示詞」のみで， 数詞を伴わない表現が， 単数の対象を指すことと

平行する現象である。 一方， 一人でなく， 二人の場合の言い方であれば 「数詞十類別詞」の基本語順に

従う。
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(37) {kh5:J) hay raw S:J:J{} khon pay duay 

（頼む） ［使役］ 私達 2 類別詞［人］ 行く 共に

私達二人も一緒に行かせてください。

(38) kh5:J pay duay ?iik s5:J{} khan day may 

頼む 行く 共に さらに 2 類別詞［人］ 許可 ［疑問］

私達二人も一緒に行かせてください。

上記は． 例えば満員の乗り合いバスに， さらにあと二人乗せてほしい場合に用いる。

3 グル ー プ3 :所有者表現

「所有」という概念は， 典型的には有生物（特に人間）が何らかの具体物（普通は物体）を所有する場

合を指すと考えて良いのだろうが， 現実の社会においては， 「図書館の（図書館が所有する）本」のよう

に， 人間の運営する組織に物体が納められている場合や， 「机の脚」のように， 物体において本体部分

および周辺部分を構成すると見なされるものの間の関係も， 広い意味での所有と捉えられる。 さらには

「 自然の美」のような， 非具象物の備える抽象的属性も， 言語によっては所有関係であるかのように表

現される。 日本語では上記全ての場合で 「の」という助詞が使用できるだけでなく， 「友達の田中さん」

のような同格関係においても 「の」が使われる。

以下に見るように， タイ語においては同格関係を除く上記のそれぞれの場合において，kh5:>JJ [~ 

の， あるいは 「 品物」］を用いることができる。kh5:>JJを用いなくとも， 普通意味は変わらないが， 後述

するように必須の場合もある。

3.1 指示対象が物の場合

所有者が人で， 指示対象が物の場合， 所有者を示す人称詞を後置するか，kh⑳nを用いる。

(39) naus由UI (Kh53u) chdn 

本 の 私

私の本 （具象名詞十人間の所有者）

nins由rukh5:i!J chanあるいはnaJJS由UI chanのどちらを用いても， その意味は変わらない。

(40) nausmm (kh:5:Jり）mf:t: (kh:5:JU) chan 

本 の 母 の 私

私の母の本

(41) na.gsrirw kh:5:>.g khon ruay khon n卯

本 の 金持ち 類別 その

その金持ちの本

(42) nags由UI (khわg) khray 

本 ～の 誰

誰の本か？
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(43) ncius巾ur {kh:5J1J) mfr {kh:5J1J) khray 

本 ～の 母 ～の 誰

誰の母の本か？

以下のように，所有物が抽象的な「気持ち」であっても，kh⑳nを使うことができる。

(44) khwaam ruus由k {kh⑳u) khray 

気持ち (~の） 誰

誰の気持ちか？

以下は所有者が人間以外の「組織」の場合である。

(45) navsmm (kh5:JV) 

本 ～の

どの会社の本か？

b33r{sdt ndy 

会社 どの

(46) na-(]SUIUT {kh⑳-(]) h初sam心t nay 

本 ～の 図書館 どの

どの図書館の本か？

以下は所有者が人間ではなく無生物の「机」で，それを構成する部分と見なされる［脚」が指示対象

の場合である。

(47) khaa t炉 tua nay sfo y加

脚 机 類別詞 どの 壊れる いる

どの机の脚が壊れているか？

以下の場合，Kh53lJは必須である。

(48) khaa nay kh5:J.g t炉 s切 y加

脚 どの ～の 机 壊れる いる

机のどの脚が壊れているか？

以下は，非具象物の備える属性に言及する場合である。

(49) khwaam uaam kh5::iり ？aray

美しさ ～の 何

何の美しさか？

上記に対する答えとしては，たとえば「khwaam JJaam kh5::i1J thammachaat自然の美しさ」といっ

たものが想定できる。

kh5::i1Jしま，本来の名詞としての意味「品物」から離れて，所有や属性の関係を表す文法機能辞として

用いられていると言うことができよう。

3.2 指示対象が人の場合

所有者が人で，指示対象も人の場合，所有者を示す人称詞を後置するか，kh⑳IJを用いる。
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(50) ph出an {kh:5:JJJ) chan 

友人 （～の） 私

私の友人

(51) phriran (kh5:iu) m蕊(Kh53u) chan 

友人 （～の） 母 （～の） 私

私の母の友人

上記はkh⑳nを2箇所とも省略できる。 なお， 前だけ省略したph由anmi':c kh:5:JD chinよりも， 後

ろだけ省略したph由ankh:5:JD m紐chinの方がよく使われる凡

(52) ph由an kh:5:Jg khon ruay khon nan 

友人 ～の 金持ち 類別 その

その金持ちの友人

(53) ph由an (kh:5::ig) khray 

友人 （～の） 誰

誰の友人か？

(54) ph由an (kh5:JU) m蕊

友人 （～の） 母

誰の母の友人か？

3.3 kh5珂の有無と所有関係

{kh5:J{J) khray 

（～の） 誰

普通，Kh53nがあってもなくても意味は変わらないと述べたが， 以下のような場合， ニ ュアンスの違

いが出ることがある。

(55) na.gs由UI {khぬ.g) h5.g sam心t

本 の 図書館

図書館（所蔵）の本

この場合，Kh53nがないのが普通で， つけると 「図書館所蔵の本」と強調することになる。（図書館に

は当然本があるからか？）

(48)で見たように， 「 机のどの足が壊れているか」と尋ねる場合にはKh53oが必要だが， 以下のよう

に「机の脚」のみではKh5叩があると不自然になる。

(56) ?khaa kh:5:i.g t炉

脚 の 机

机の脚

(57) khaa t6 ? 

脚 机

机の脚 （具象名詞＋無生物所有者）
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kh四がある表現では明言化することによって所有関係を強調しているのに対し，kh5:)1Jがない表

現は， 「名詞十名詞」という 「被修飾語十修飾語」の一般的修飾関係，さらには複合名詞句に近い表現と

なっている。

4 グル ー プ4:指示表現

4.1 3種の指示詞

タイ語には，nii ［この］ nan ［その•あの］noon ［あっちの］の3種の指示詞がある。 これらは名

詞あるいは類別詞に後握され，これら共起する名詞類を修飾する形で用いられるが，これらと声調が異

なる指示詞強調形 nii ［これ］ nan ［それ•あれ］は， 単独でも用いることができる。

4.1.1 指示対象が物の場合

(58) nausrirur {{lem) nii /lem nan /lem noon /lem nay} 

本 （冊）この 冊その•あの 冊あっちの 冊どの

｛このIその•あのIあっちのIどの｝本

niiは単独で名詞を修飾できるが，n紐，noon,疑問詞 nayの場合は， 類別詞や名詞代用語が必要にな

る。noon（遠称）は，視野にある場合に使い，視野にない場合は使えないが，nanは先行指示で， その

場になくとも 「あの本， 例の本」のような 「 照応」の意味で使える。

(59) ＇ ntiusrirur nii (dii n炉）

本 この 良い ［終助詞］

この本はいいね（現物を指して）。

nausriIUI lem nii dii n炉(60)
＇ 

本 類別詞 この 良い ［終助詞］

この本はいいね。

上記に対応する疑問文は， 以下のようになる。

(61) naysrfIUI /em nay'? 

本 類別詞 どの

どの本ですか？

4.1.2 指示対象が人の場合

(62) phriran {khon nii /khon nan /khon noon /khon nay} 

友人 ｛類別この／類別その•あの／類別あっちの／類別どの｝

｛このIその•あのIあっちのIどの｝友人

ph由an 「友人」 の場合はIl3,IJS由Ul 「本」の場合と違って，類別詞がないと不自然になる。

(63) *phriran nii (dii naり

友人 この （良い 終助詞）

-100-



この友人はいいね。

4.2 指示詞が類別詞をともなう場合

類別詞は指示詞あるいは数量表現をともなって， 名詞の指示対象を限定する。 個体類別詞のみを用

い， 複数を明示する表現が含まれない場合， 指示対象は一般に単数である。

4.2.1 指示対象が物の場合

以下は， 「類別詞＋指示詞」の例である。

(64) nar,sriIUI lem {nii /nan /noon} {dii naり

本 類別詞 ｛この その•あの あっちの｝ （良いね）

｛この•その•あっちの｝本（単数）はいいね。

上記の場合は， 単数の本を指す。 あるいは， 同種の本がたくさん山積みになっている場合も指すこと

ができる。

以下は， 「複数を示す類別詞＋指示詞」の例である。

(65) nar,sriIUI law { ni,i ／n血｝

本 群・類 この その•あの

｛これらの／それらの•あれらの｝本 (liwn6onとは言えない。）

(66) nar,s丘phuak {nii /nan /noon} 

本 類 この その•あの あっちの

｛これらのIそれらの•あれらの／あっちの｝本。

以下のように， 「類別詞＋状態動詞」に 「類別詞＋指示詞」を組み合わせることもできる。

(67) nar,srfrm lem kaw kaw {phuak { nii /nan/ noon} /law { nii /nan}} 

本 類別 古い 類 このIその•あの／あっちの ／これら このIその•あの

｛これらのIあれらのIあっちの｝古い本

また， 「類別詞＋状態動詞」に「数詞＋類別詞」を， さらには「類別詞＋指示詞」を組み合わせること

もできる。

(68) nar,sriIUI lem kaw kaw saam lem {phuak {nii /nan/ noon} /law 

本 類別 古い 三冊 類 この／その•あの／あっちの ／これら

{nii /ndn}｝ 

このIその•あの

｛これらの／それらの•あれらのIあっちの｝三冊の古い本

下記は， ある花の現物を指して， 「この現物の特定の花は」という場合と， 「この種類の花は一般に」

という場合との両方に使える。

(69) d33kmday nii h53m dii nd ? 

花 この 香り 良い ［終助詞］
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この花は香りがいいね。

より明示的に現物指示と類指示とを言い分けるには． 以下のように表現する。

(70) dわkmiiay dわk m,i 加:im dii na? 

花 類別 この 香り 良い ［終助詞］

この花は香りがいいね（現物を指して「この一つの花」の意味）。

(71) d:J:Jkmaay chanit ni,i h5:Jm dii na? 

花 種類 この 香り 良い ［終助詞］

この花は香りがいいね（現物を指しながら「この種類の花は一般に」という場合）。

4.2.2 指示対象が人の場合

(72) phriran khon {nii /nan /noon} {dii nが）

友人 類別詞｛この その•あの あっちの｝ （良いね）

｛この／その•あのIあっちの｝友人［単数］はいいね。

? ph由皿law { nii /nan}は普通あまり言わないが，ph由皿を繰り返すと自然になる。

(73) ? phriran law { nii /nan} 

友人 群·類｛この その•あの｝

これらのIあれらの友人

(74) phriran phriran law {nii /nan} 

友人［複数］ 群 ・ 類｛この その•あの｝

これらの／あれらの友人

(75) phriran phuak { nii /n血 ／noon}

友人 類 ｛この その•あの あっちの｝

｛これらの／あれらのIあれらの｝友人達

(63)で示したように 「この友人」を表現するときは類別詞がないと不自然になるが， 特定したいと

きは以下のような言い方をする。

(76) ph由an khon ni,i srimrsdt dii nが

友人 類別 この 誠実 良い［終助詞］

この友人は誠実だね。

(77) phri.ran phuak nii way cay {may) day 

友人 類 この 信用する ［否定］ 可能

この類の友人は信用できる（できない）。

5 グルー プ5 :名詞的修飾表現

タイ語では， 一般に名詞的修飾語は被修飾語に後置される。 グルー プ5のうち「医者の友人」は， タ

イ語ではグルー プ6の動詞的修飾表現（名詞修飾節） となる。
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グルー プ6の動詞的修飾表現として分類されているものであっても， 動詞あるいは状態動詞（形容詞）

が直接に被修飾語である名詞を修飾せずに， 類別詞を介することで， 間接的に被修飾語を修飾するもの

は， 実はグルー プ5の名詞的修飾表現に分類すべきであろう。

5.1 指示対象が物の場合

(78) ndysrirur taaり-pratheet

本 外国

外国の本

(79)叫�srirru phaasaa thay 

本 言語 タイ

タイ語の本

(80) n勾s由UI (wichaa) phaasaasaat 

本 分野 言語学

言語学の本

以下のように， 被修飾名詞と修飾名詞との意味関係を明示するために， 前置詞を用いることがある。

(81) na:gs由m (siimrap) dek 

本 のための 子供

子供のための本

5.2 指示対象が人の場合

(82) khaw mii phri.ran khan laaw 

彼 いる 友人 人 ラオ

彼はラオス人の友人がいる。

なお， 上記と関係して， 以下のように， 動詞を含む名詞的修飾表現（あるいは関係節）で表現するこ

ともできる。

(83) khaw mii ph由an {thti} pen khan laaw 

彼 いる 友人 （関係詞） である 人 ラオ

彼はラオス人の友人がいる。

ただし， 関係詞はあってもなくてもよい。

以下のように「医者の友人」のような同格的な表現は， タイ語では「医者である友人」のように 関

係詞と状態動詞「である」を用いた， グルー プ6の動詞を含む修飾表現にする必要がある。

(84) khaw mii ph由an (thii} pen m5;:, 

彼 いる 友人 （関係詞） である 医者

彼は医者をしている友人がいる。
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6 グル ー プ6 :動詞的修飾表現

タイ語の動詞は， nik rian（者＋学ぶ＝学生），khon khap rot （人＋運転する＋車＝運転手）のよ

うに， 動詞単独または 「動詞＋補語」の形で名詞を直接修飾し， 動詞的修飾表現を形成することが可能

であるが， これらは 「名詞＋動詞（＋補語）」の複合名詞と考えることができる。 タイ語のいわゆる 「形

容詞」は， 状態動詞という動詞の下位区分と考えられるので， 上記と同様khondii （人＋良い＝善人）

もまた， 「名詞十状態動詞」の複合名詞と考えられる。

このように考えると， 以下の例のように， 動詞的表現が類別詞を伴って現れる場合， 類別詞は名詞類

に準じた機能を持つため， 「名詞＋類別詞＋動詞」からなる句は， 複合名詞よりも組み合わせの自由度

の高い名詞的修飾表現（つまりグルー プ5)と考えることができそうである。

6.1 指示対象が物の場合

6.1.1 類別詞を介した表現

動詞（状態動詞を含む）が名詞を修飾する場合， 直接 「名詞＋動詞」の構造をとるよりも， 以下のよ

うに 「名詞＋類別詞＋動詞」という構造をとるのが普通である。

(85) naJJSillUI lem naa 

本 類別詞 厚い

厚い本

(86) nags由UI lem ydy 

本 類別詞 大きい

大きい本

(87) navsrirm raakhaa pheev 

本 価格 高い

高価な本

raakhaa（価格）は名詞であるが， raakhaa phrr!Jで 「高価である」という述語となる。 これは 「高

い価値」が 「本」を修飾する名詞的修飾表現の一種と考えられる。

(88) nl.lJJSUIUI lem kaw 

本 類別詞 古い

新しく買った本と対比して， 以前に買った本（中古ではない） 一冊を示す。

このように， 類別詞が使われると， 対比的な意味を持つことが多い。

(89) ndJJs由UI lem kaw k如

本 類別詞 古い 古い

ぼろぼろになった本（一冊を示す。）

(90) na-!)srirm lem {thzi) {kaw kaw /soom soom} 

本 類別詞 関係詞 古い ぼろぼろ

古い（ぼろぼろの）本（ 一冊を示す。）
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上記のように類別詞が数詞を伴わずに用いられる場合は，単数を表す。

しかし， 以下の(91), (92)のように， 複数性を明示する表現， 例えばphilak（類）を付ければ， 複数

を表わす。

(91) navs由UI lem kaw phuak nii 

本 類別詞 古い 類 この

これらの前に買った本（古い本ではなく， 新しく買った本と対比して， 以前に買った本）

(92) na{]SUIUI (lem) (thii) {kaw kaw /soom soom} phuak nii 

本 類別詞 関係詞 古い ぼろぼろ 類 これらの

古い（ぽろぽろの）本

6.1.2 類別詞を介さない直接的な修飾表現

上記の類別詞を介した 「名詞的修飾表現」の他に， 以下のように， 動詞が直接名詞を修飾する表現も

ある。

以下の例では， 動詞ー語が名詞との複合名詞を形成しているため， 「中古本（キ古い本）」という， 文

字道理の意義を超えた指示対象を意味すると考えられる。

(93) nays由UI kaw 

本 古い

古い本（中古本）（一冊でも何冊かでも良い。）

動詞ー語が名詞と複合する上記に対し， 動詞の繰り返しが名詞を修飾する場合， 複合名詞とは考えら

れない。

(94) naysmur kaw kaw 

本 古い 古い

ぼろぼろになった本（一冊でも何冊かでも良い。）

この場合個別化を表す類別詞を伴わないので， 一冊以上の不定数， 一般的な指示対象を示す。

なお， 以下の 「難しい本」は， タイ語ではグルー プ6の動詞的修飾表現である。

(95) nagsrirur ?aan yaak 

本 読む 難しい

読むのが難しい本

タイ語では 「難しい本」のように， 「容易だ， 難しい」といった状態動詞を用いた評価判断の表現は，

行為を示す動詞が先行する動詞連続となるため， 「難しい」という状態動詞ー語だけを用いた動詞的修

飾ではなく， 「行為動詞＋判断の状態動詞」という二語による名詞修飾節となるのである。

6.2 指示対象が人の場合

6.2.1 類別詞を介した表現

類別詞を介した形？ph由an khon kaw 「古い友人」は普通言わない。
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しかし， 以下のように類別詞機能を持つkhon（人）を入れると， 単に個別化するだけでなく， 対比
的な意味をもつ。

(96) phw:an khon may kh5J:iJ t加a ch由m aray? 

友人 人 新しい 所有 君 名前 何
今度の新しい（一人の）友人は何という名前ですか？

上記は， 例えば「私という古くからの友人（この場合， 個別化された khonと対比される）がありな
がら， なぜ」という皮肉なニュアンスが生じる場合もある。

同様に， 以下のような表現が可能である。

(97) ph由an khon ｛枷n /l勾｝
友人 類別詞｛前 ／後｝

｛前／後｝の友人

上記は， 例えば列に並んでいる場合や， 時間的に前後している場合に， 対比的に使う。

(98) feen khon { kaw /kわn}
恋人 類別詞｛昔 ／前｝

｛昔／前｝の恋人

feenkhonkiw 「昔の恋人」は，fernkhon may「今の（新しい）恋人」と対比し， 特定する場合に
用いる表現である。 一方，feenmay「新しい恋人」は， 以前別の恋人がいたかどうかを問題にしない
場合の表現である。

6.2.2 類別詞を介さない直接的な修飾表現

(99) yaak caa phriran kaw 
～したい 会う 友人 古い
昔からの友人[ 1人］に会いたい。

上記のph由ankawは普通特定していない一人の昔からの友人を指すが， 複数の一般的な指示対象
を示す場合は， 下記のように動詞を繰り返す。

(100) yaak caa phriran kaw kaw 
～したい 会う 友人 古い 古い

昔からの友人［複数］に会いたい。

(101) phriran may 
友人 新しい

新しい友人

上記はむしろ複合語的かもしれない。
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6.3 名詞修飾節

関係詞thii (「所， 場所」という意味の名詞でもある）を用いる関係節は， タイ語では名詞的修飾表

現の拡張として捉えることができる。

6.3.1 指示対象が物の場合

以下は， 名詞「本」を修飾する名詞修飾節の例である。

(102) nausrirw thfi �r.frw m由awaan

本 関係詞 買う 昨日

昨日買った本

(103) naus由m thii ?aacaan khfon 

本 関係詞 先生 書く

先生が書いた本

以下では，thiiの他に，類別詞lemを使用してもよい。 使用した場合は， 本は単数になり， 対比的な

意味を持つことになる。

(104) na:us巾m {lem) thii ph5:J hay y心u thii nii 

本 類別詞 関係詞 父 与えた ある '-'-

父がくれた本はここにある。

類別詞を用いれば， 修飾関係が明らかになり，thiiを使わなくともよくなる。

(105) ' nansmm l6m ph33 hdy y心u thii nii 

本 類別詞 父 与えた ある ここ

父がくれた本はここにある。

上記の場合も類別詞があるので単数を表し， 対比の意味を持つ。

関係詞thiiは， 以下のような場合あってもなくても良い場合が多いが， 場合によっては文と名詞句と

の境界がはっきりしなくなる。

(106) na.usmm {thii yuu) bon ta? 

本 関係詞 在る 上 机

机の上にある本

naIJS由UI yuu bon tびだと， 「本は机の上にある」という文になってしまう。

(107) n勾呻UI thii ya:u miiy diiy ?aan 

本 関係詞 まだ 否定辞 得る 読む

まだ読んでいない本

上記に対し，thiiのない下記では， 修飾節ではなく， 文になってしまう。 逆に言えば， 文あるいは複

合語として解釈されるおそれがなければthiiがなくともよい。
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(108) na{}SUIW ya{} may day ?aan 

本 まだ 否定時 得る 読む

本はまだ読んでいない。

6.3.2 指示対象が人の場合

「 良い友人」を表現したいときは，ph由an thii dii (dii)やph由an khon thii dii (dii)と言うが，

ph由an khon diiは普通言わない。 これは， 数詞を伴わない類別詞が個別性， 特定の 「友人 一 人」を表

してしまい， 一般に複数を前提とする 「友人」の含意と合致しなくなるためかもしれない。

{109) ? ph由an khan dii 

友人 類別 良い

良い友人

(110) ph由an thfi diz (dii} 

友人 関係詞 良い

良い友人

(111) ph由an khon thzi dii (dii) 

友人 類別 関係詞 良い

良い友人

しかし， 以下のように自分の息子に愛情を表す表現としてluuk chaay khon diiは言える。

(112) luuk chaay khan dii kh5:JU mfr 

息子 類別 良い の 母

お母さん［私］の愛する息子

以下の 「医者の友人」のような同格的な表現は， タイ語では「医者である友人」のように， 関係詞と

状態動詞 「である」を用いた名詞修飾節にする必要がある。

(113) khaw mii phriran (thii} pen m5:J ... (84}の再掲

彼 いる 友人 （関係詞） である 医者

彼は医者をしている友人がいる。

以下は， 名詞「友人」を修飾する名詞修飾節の例である。

(114) khaw mii phriran {thii) pen khan ruay 

彼 いる 友人 （関係詞） である 人 金持ち

彼は金持ちの友人がいる。

(115) phriran thii ruay 

友達 関係詞 金持ち

金持ちの友達

以下のように 関係詞を用いないと， 「 文」として解釈される丸
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(116) ph由an ruay 

友達 金持ち

友達が金持ちだ。

(117) khaw mii ph由an sanit 

彼 いる 友人 親しい

彼は親しい友人がいる。

(118) khaw mii ph由an (thii) cay dii 

彼 いる 友人 （関係詞） 親切な

彼は親切な友人がいる。

(119) khaw mii phriran dii (diり

彼 いる 友人 良い （良い）

彼は良い友人がいる。

ただし， diiがひとつだと， 「良い友人を持っている」， diidiiだと， 「いい友人が複数いる」 という含

意がある。

(120) 0 raw pen phriran thii dii tわkan

私達 である 友人 関係詞 良い 互いに

私達は良い友人同土だ。（良い友人＝互いに助けあう。）

以下の場合， 上記の場合と同様に， thiiが必要である。

(121) X raw pen ph出an dii tわkan

私達 である 友人 良い 互いに

x私達は良い友人同士だ。

(122) khaw mii phman leew {leew) 

彼 いる 友人 悪い （悪い）

彼は悪い友人を持っている。

この場合，leewは一つでも二つでもいい。（ただし， 二つだと， 複数の悪い友人がいて， 彼もその影

響を受けやすい， かも。）

(123) ph由an khan thii . ph初 caa mma waan 

友人 人 関係詞 ～したばかり 会う 昨日

昨日会った友人

(124) phman (khan} thii chan caa m血a waan 

友人 （人） 関係詞 私 会う昨日

昨日私が会った友人

上記の場合，Khonがないといけない。khonは， 「数人の友人がいるうちで． 昨日会った特定の誰か」

という特定化に必要である。

従って， 類別詞のない以下はあまり良くない表現となる。
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(125)△phriran thii caa m[IIa waan 

友人 関係詞 会う 昨日

△昨日会った友人

(126) khaw khit thrir:g n:5:1:g khan thii taay pay lfrw 

彼 想う ～について 妹 人 関係詞 死ぬ 行く 完了

弟妹が2人以上いて， そのうち死んだ方を想っている。

上記のように，khonがある場合は個体化されており， 弟妹が2人以上いなくてはいけない。（死んだ

のは普通そのうち一人だけ。）

以下のようにkhonがないと， 弟妹が何人いるか不明となり， また死んだ人も何人か不明となる。

(127) khciw khit th四 n:5叩thii taay pay lfrw 

彼 想う ～について 妹 関係詞 死ぬ 行く 完了

弟妹が 1 人（か 2 人以上いて） そのうち死んだ方を想っている。

二人いて二人とも死んだ場合ならば以下のようにいう。

(128) khaw khit thrir:g n:5:1:g thii taay pay lfrw tha:g s:5:1:g khan 

彼 想う ～について 妹 関係詞 死ぬ 行く 完了 ともに 二 人

死んでしまった2人の弟妹を想っている。

(129) phriran {khan) thii y心u duay kan 

友人 （人） 関係詞 いる 一緒
一緒に住んでいる友人

上記では，khonがあれば， 友人は一人であり，khonがなければ 「いろんな友人がいて， そのうち
一緒に住んでいる友人（普通は一人）」というように特定化される。

(130) ph由an {khon) thfi may day caa naan lfrw 

友人 （人） 関係詞 否定 得る 会う 長い 完了

しばらく会っていない友人

この場合khonはあってもなくても良いが，khonがあると， 「一人」を指す。

以下は， 関係節であるが， 関係詞thiiがなくともよい。 関係詞がなくともtua si:iuJJ 「高い身体」が

名詞に相当し， 「名詞十名詞」の修飾関係が成り立っためと考えられよう。

(131) khaw mii phman (thfi) tua SUUIJ SUUIJ 

彼 いる 友人 （関係詞） 身体 高い 高い

彼は背の高い友人がいる。

この場合 友人は一人を指す。 また，SUU\)はこの場合， 二つあった方がいい。

(132) khaw mii ph由an (thfi) tua suuIJ sUUIJ laay khan 

彼 いる 友人 （関係詞） 身体 高い 高い 沢山 人

背の高い友人が何人もいる。
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7 2つの修飾要素の共起

タイ語の場合以下のような修飾要素の共起が可能である。

1 第1要素＼第2要素 II ア複数 I イ量化 I ウ所有者 I エ指示 I オ名詞的修飾 I 力動詞的修飾 I
ア 複数 ゜ ゜ X ゜ ゜

イ量化 ゜ ゜ ゜ ゜

ウ 所有者 ゜ ゜ ゜ ゜

工指示 ゜ ゜ ゜ X 

オ 名詞的修飾 ゜ ゜ ゜ ゜

力動詞的修飾 ゜ ゜ ゜ ゜

7.1 複数とその他の共起制限

（ア）複数は， 他の修飾要素（イ）量化，（ウ）所有者，（エ）指示，（オ）名詞的修飾，（力）動詞的修

飾と， 次のような共起関係にある。

(133) phuak naus由m siiam l細

類 本 3 類別詞

3冊の本［類］ （ア—イ）

(134) {phuak) naus由m (kh53o) chdn 

類 本 の 私

私の本［類］ （ア土7)

(135) X phuak naus如{lem) nii 

類 本 類別詞 この

私の本［類］ （ア—エ）

（ア）と（エ）は共起できない。 これは，（64)で見たように， lern直iは単数を含意するため， 複数を

示すphilakとの共起は矛盾すること， また(67)で見たように， 数詞を伴わないlernを複数を示す場

合に使うには， philak自体を類別詞として用いて後置するべきであるためであろう。

上記でなく， 以下のようにphilakを類別詞として用いるべきである。

(136) na:gs由w phuak n{i 

本 類 この

これらの本

(137) phuak na-!)S如(wichaa) phaasaasaat 

類 本 分野 言語学

言語学の本［類］ （ア—オ）

(138) phuak na-!)8由m lem naa-naa 

類 本 類別詞 厚い

厚い本［類］ （アカ）
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(139) phuak naus由m thfi ?aacaan khfan 

類 本 関係詞 先生 書く

先生が書いた本［類］ （ア—力）

7.2 量化とその他の共起制限

（イ）量化が， 他の修飾要素（ウ）所有者，（エ）指示，（オ）名詞的修飾，（力）動詞的修飾と共起する

場合， 相互の順序は入れ替えが可能である。

以下の「私の 3 冊の本」のような場合，（イ）量化と（ウ）所有者は順序の入れ替えが可能である。

(140) naus巾UI saam lem kh5:JU chan 

本 3 類別詞 の 私

私の 3 冊の本（イ—ウ）

(141) ntiusri.rur (kh5JU) chtin siiam lem 

本 の 私 3 類別詞

3 冊の私の本（ウーイ）

以下の「この 3 冊の本」のような場合，（イ）量化と（エ）指示は順序の入れ替えが可能である。

(142) nti:usrirm Saam lem (phuak) nii 

本 3 類別詞 類 この

この（これら） 3 冊の本（イ—エ）

(143) navs由UI phuak nii saam lem 

本 類別 この 3 類別詞

3 冊のこれらの本（エーイ）

以下の「 3 冊の言語学の本」の場合，（イ）量化と（オ）名詞的修飾は順序の入れ替えが可能である。

(144) naりSUIUI (wichaa) phaasaasaat saam lem 

本 分野 言語学 3 類別詞

3 冊の言語学の本（オーイ）

(145) navs由w saam lem wichaa phaasiiasaat 

本 3 類別詞 分野 言語学

言語学の3冊の本（イ—オ）

以下の「 3 冊の分厚い本」の場合，（イ）量化と（力）動詞的修飾は順序の入れ替えが可能である。

(146) nriusrirrrr saam lem thii naa naa 

本 3 類別詞 関係詞 厚い

厚い 3 冊の本（イ—力）

(147) na-!)SUIUI lem naa (naa) saam lem 

本 厚い 3 類別詞

3 冊の厚い本（カイ）
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以下の「先生が書いた3冊の本」の場合，（イ）量化と（力）動詞的修飾は順序の入れ替えが可能で

ある。

(148) navsrirur saam lem thfi ?aacaan khian 

本 3 類別詞 関係詞 先生 書く

先生が書いた3冊の本（イーカ）

(149) na.gs由m thfi ?aacaan khfon saam lem 

本 関係詞 先生 書く 3 類別詞

3冊の先生が書いた本（力—イ）

7.3 所有者とその他の共起制限

（ウ）所有者が， 他の修飾要素，（イ）量化，（エ）指示，（オ）名詞的修飾，（力）動詞的修飾と共起す

る場合， 相互の順序は入れ替えが可能である。

前節§7.2で見たように，（イ）量化と（ウ）所有者とは順序の入れ替えが可能であった。

以下の「これらの私の本」の場合，（ウ）所有者と（エ）指示は順序の入れ替えが可能である。

(150) nagsriim {kh5:Jg) chan phuak nii 

本 の 私 類別 この

これらの私の本（ウ—エ）

(151) nagsrirm phuak nii kh5:Jg chan 

本 類別 この の 私

私のこれらの本（エ—ウ）

以下の「私の言語学の本」の場合，（ウ）所有者と（オ）名詞的修飾は順序の入れ替えが可能である。

(152) naJJS由ur (kh5:JJJ) chan w{chaa phaasaasaat 

本 の 私 分野 言語学

言語学の私の本（ウ—オ）

(153) naJJSUIUI (w{chaa) phaasaasaat (kh5JJJ) chan 

本 分野 言語学 の 私

私の言語学の本（オ—ウ）

ただし，（154)のように， 分野という語がない場合には非文となる。

(154) X naJJS由Ul (kh5JJJ) chan phaasaasaat 

本 の 私 言語学

言語学の私の本（ウ—オ）

以下の「私の分厚い本」の場合，（ウ）所有者と（力）動詞的修飾とは順序の入れ替えが可能である。

(155) na-!)S由m kh5:J-!) chan lem thii naa-naa 

本 の 私 類別詞 関係詞 厚い

厚い私の本［単数］ （ウ—力）
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(156) naJJSlliUI lem naa kh⑳JJ ch卯

本 類別詞 厚い の 私

私の厚い本［単数］ （力—ウ）

7.4 指示とその他の共起制限

（エ）指示が， 他の修飾要素，（イ）量化，（ウ）所有者，（オ）名詞的修飾，（力）動詞的修飾と共起す

る場合， 動詞的修飾の場合を除いて， 相互の順序は入れ替えが可能である。

§7.2で見たように，（イ）量化と（エ）指示とは順序の入れ替えが可能であった 。 また，§7.3で見た

ように，（ウ）所有者と（エ）指示とは順序の入れ替えが可能であった。

以下の 「 これらの言語学の本」 の場合，（エ）指示と（オ）名詞的修飾とは順序の入れ替えが可能で

ある。

(157) naus巾w phuak nii wichaa phaasaasaat 

本 類別 この 分野 言語学

これらの言語学の本（エ—オ）

上記はまた， 「 これらの本は言語学分野のものです。」という文とも解釈される。

(158) nagsrirm (wichaa) phaasaasaat phiiak n{i 

本 分野 言語学 類別 この

これらの言語学の本（オ—エ）

(159) nags由m (wichaa} phaasaasaat nii 

本 分野 言語学 この

言語学の本というのは，．．．

上記の場合， philakが ないと， niiは， 指示ではなく， 主題化されたように感じられる。

以下の 「 これらの厚い本」の場合，（エ）指示と（力）動詞的修飾とは（力—エ）の順序でしか現れない。

(160) X ?na.gsrirrn phuak n{i lem thfi niia niia 

本 類別 この 類別詞 関係詞 厚い

これらの本のうち， 分厚い本（エーカ）

上記のように指示（エ）の後に 動詞的修飾（力）が来るとおかしい。 これは， （67)で見たように， 数

詞を伴わないために， 単数を含意する類別詞l6mを用いつつ， 複数を指示するためには，phuak niiを

後置させなければならないためと考えられる。

(161) nal]SUIW lem 叫a naa phiiak nii 

本 類別詞 厚い 類別 この

これらの厚い本（カーエ）

(162) naIJS由UI thfi ?aacaan khian phuak nii 

本 関係詞 先生 書く 複数 この

これらの先生が書いた本（力—エ）
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(163) naIJSUIUI phuak n{i thfi ?aacaan khfan 

本 複数 この 関係詞 先生 書く

先生が書いたこれらの本（エ—力）

7.5 名詞的修飾とその他の共起制限

（オ）名詞的修飾が， 他の修飾要素，（イ）量化，（ウ）所有者，（エ）指示，（力）動詞的修飾と共起す

る場合相互の順序は入れ替えが可能である。

§7.2で見たように，（イ）量化と（オ）名詞的修飾とは順序の入れ替えが可能であった。 また，§7.3

で見たように，（ウ）所有者と（オ）名詞的修飾とは順序の入れ替えが可能であった。 さらに，§7.4で見

たように，（エ）指示と（オ）名詞的修飾とは順序の入れ替えが可能であった。

以下の「先生が書いた言語学の本」の場合，（オ）名詞的修飾と（力）動詞的修飾とは順序の入れ替え

が可能である。

(164) nalJS由w (wichaa) phaasiiasaat thfi ?aacaan khfon 

本 分野 言語学 関係詞 先生 書く

先生が書いた言語学の本（オーカ）

(165) naus由ur thii ?aacaan khi:an wichaa phaasaasaat 

本 関係詞 先生 書く 分野 言語学

言語学の， 先生が書いた本（力—オ）

7.6 修飾節同士の順序

以下の「先生が書いた分厚い本」の場合，（力）動詞的修飾の拡張である修飾節同士は順序の入れ替え

が可能である。

(166) phuak naJJS由m lem niia niia thii ?aacaan khfan 

複数 本 類別詞 厚い 関係詞 先生 書く

先生が書いた厚い本［複数］ （カーカ）

(167) phuak naJJSUIUT thii ?aacaan khian lem naa naa 

複数 本 関係詞 先生 書く 類別詞 厚い

厚い先生が書いた本［複数］ （カーカ）

8 類別詞について

ここでタイ語の類別詞使用の特徴に関して簡単に触れておくことにする。 それぞれの問題についてな

お十分な検討を行うべきであるが， 今後の課題としたい。

8.1 類別詞の有無

類別詞は， それぞれの名詞について， 必須の要素ではない。 以下のように， 名詞が類別詞をともなわ

ない場合もある。
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(168) baan nH 

「この家族」

上記では， 家から， その内部の 「家族」へと意味の拡張があるため， 適当な類別詞がないのかもしれな

い。 建物を指す場合には，baanlan nii （この家［一軒］）という。

(169) kh西p khrua n{i 

家族 この

この家族

khr5:>p khrua 「家族」という場合， 類別詞はkhr5:>pkhruaである。

(170) muubaan nii mii kh西p khrua ? aasay yuu sip kh心p khrua 

集落 この 在る 家族 住む いる 10 家族

この集落には10 家族が住んでいる。

ただし，khr5:,pkhrua khr5:,p khrua niiと繰り返しては， 普通言わない。

抽象名詞の場合も， 類別詞（というより一般名詞）を使うこともできる。

(171) khwaam ruusuk {btep) nii 

気持ち 様式 この

このような気持ち

「類別詞十数詞」の位置に現れる名詞は， 一種類とは限らない。

(172) khdy m切｛知u/luuk/bay}

卵 1 類別詞｛あぶ＜／丸いもの／葉•平たいもの｝

ひとつの卵（どの類別詞でもいい）

8.2 数量詞の出現位置について

以下のように， 数量表現は， 名詞直後ではなく， 動詞句末の位置に置かれることもある。 数量表現が

ある場合， 数量に情報の焦点がある場合が多いが， 句末がその位置にあたるためかもしれない。

(173) mii khi:ek maa k屁e siiam khon 

いる 客 来る ～だけ 3 人

お客さんは三人しか来なかった。

(174) mii khtek (X thfi) maa haa khun saam khon 

いる 客 （関係詞） 来る 訪ねる あなた 3 人

三人のお客さんがあなたを訪ねて来た。

上記では， thiiは使ってはいけない。 「 過去の留守中に来客が3人あった」という意味である。
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(175) mii khi:ck haa khon maa thii 

いる 客 5 人 来る ［関係詞］

maa hiia khun mii siiam khon 

来る 訪ねる あなた いる 3 人

b;:i;:irisdt, t紐

来る しかし

五人のお客さんが来たが， あなたを訪ねて来たのは三人だ。

次例ではthriがあってもよい。

thii tan cay 

［関係詞］ わざわざ

(176) mii khf:ek (thii) yaak ca maa haa khun saam khan 

いる 客 （関係詞） ～したい 来る 訪ねる あなた 3 人

これからあなたを訪ねたい客が3人いる。

(177) mii khi:ek maa haa khun saam khon 

いる 客 来る 訪ねる あなた 3 人

あなたを訪ねて来たお客さんが 3 人いた。

(178) mii khtek thii maa haa khun khf:e saam khon 

いる 客 関係詞 来る 訪ねる あなた ～だけ 3 人

あなたを訪ねて来たお客さんが3人だけいた。

上記では，（例えば会社への来客が全部で十人いたとして， そのうち） 「あなたを訪ねてきたのが」と

いう意味である。 このように， 一部を取り出して特定化するのにthiiを用いると， kh註もまた必要

になるといえるかもしれない。

9 まとめ

本稿では， タイ語の名詞句の構成要素について， 複数表現， 量化表現， 所有者表現， 指示表現， 名詞

的修飾表現， 動詞的修飾表現の場合を検討してきた。

タイ語の名詞句構成においては， 類別詞の使用が特徴的である。 類別詞が名詞類の一つであるため

に， 類別詞を伴うことによって， 量化表現， 指示表現， 名詞的修飾表現， 動詞的修飾表現が用いられる

際の独立性を高めることができる。 結果として， 「名詞十類別詞＋その他の表現」は， 「名詞十名詞」と

同等に近い出現の自由度を得ることになる。

類別詞は他に数量に関する表現を伴わずに用いられる場合， その指示対象が単数であり， 個別の存在

であることを含意する。 この個体性から， 類別詞を伴わない表現と対比した場合における 「対比・対照」

のニュアンスを獲得することになる。

また， 所有者表現も本来純粋な機能語ではなく， 「 品物」という一般名詞であるため， 高い独立性を

持つ。

結果として， タイ語名詞句内部のそれぞれの出現要素の共起関係や出現位置は， 「単数性， 複数性」の

ような意味的な矛盾を生じない限りにおいて， かなり自由であるといえそうである。
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注

1 phuak に類似する語として， camphuak （類， 種類）があり， 以下のような例で使われる。

sらt camphuak khaaukhaaw （動物＋類＋コウモリ）＝「コウモリの類の動物」。

2 n匂s由UI cam.nuan maak 「多数の本」が言えるのに対し，？ph由an camnuan m紐k 「多数の友

人」は普通言わない。

3前だけ省略したものは終助詞， 例えば ？eeu をつけるとより落ち着く。

ph由an mee kh53n ch釦 ？eeu

友人 母 ～の 私 ［終助詞］ （私の母の友人よ）
4 「金持ちの友人」の場合には， 「 文」と解釈されるのに対し， ph由an dii 「良い友人」の場合は， 文

ではなく名詞修飾と解釈される。 どちらも名詞を状態動詞が修飾する構造であるので， 両者の違いは語

の意味結合に起因すると考えざるを得ない。
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はじめに

本稿は、ラオ語における名詞句の構造について検討することを目的とする。 具体的には、

名詞にさまざまな修飾要素を付加した場合の形式とその形式が示す意味を検討する。

1. ラオ語概要

1. 1 系統・分布・話者数

「ラオ語」はラオス人民民主共和国（以下 「ラオス」と呼ぶ）の公用語であり、 同国の

使用においては独自の文字を持つ。 現地語に従って「ラー オ語」、 あるいは国名をとって

「ラオス語」ともいう。 系統は現在のところ、 タイ ・ カダイ語族タイ(Tai)諸語の南西タ

イ語群に属するというところまで認められている。

分布域は主にラオス国内と東北タイである。 話し手は、 ラオス国内に約 521 万人］と言

われているが、 この中には日常会話は他の固有の言語を話し、 ラオ語を母語としない民族

も含む。 また、 東北タイで話されているタイ語東北タイ方言 「イサ ーン方言」は、文字を

持つラオス国内のラオ語とは若干の違いはあるものの、 同じ言語の方言であり、その話し

手は約1800万人と言われる。

1. 2 音韻

ラオ語は単音節声調言語で、 音韻体系、 語彙ともに地域差が著しい。 本稿のラオ語は、

ラオス国内でもっとも標準的な発音であるとみなされている首都ヴィエンチャン方言のこ

とをさす。 音韻表記は上田(1995)と鈴木(1999)に従う。 以下に音韻体系の概略を述べ

る。

1. 2. 1 音節構造

音節は、頭子音を Cl、母音を短母音は V、長母音あるいは二重母音は VV、末子音を C2、

声調をTとすると、 一般に次のように書き表せる。 「 ／T」は音節全体に声調がかかるとい

う意味である。

C1VC2/T または ClVV(C2)/T 

母音が短栂音であるときは末子音を必ず伴うが、母音が長母音あるいは二重母音である

ときは末子音は任意である。
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1. 2. 2 子音音素

子音は20である。 以下に音素一 覧を示す。

両唇音 歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音

無声無気閉鎖音 p t C k ？ 

無声有気閉鎖音 ph th kh 

有声閉鎖音 b d 

鼻音 m n Jl IJ 

摩擦音 f s h 

両側音

弱摩擦音 w y 

これらの子音は、 全て頭子音としてたちうるが、 末子音は/p,t,k,?,m,n,IJ,W,YIの9つであ

る。

1. 2. 3 母音音素

母音は基本母音は9つで、 各々長短の別がある。 他に二重母音が3つある。

(1) 短母音 (2) 長母音

e

e

 

m

9

a

 

u

o

3

 

e

e

 

e

e

 

・

1

・

1 UHil 

aa 

aa 

uu 

00 

33 

(3) 二重母音

ia ma ua 

1. 2. 4 声調

声調は次の5つである。 ただし全昇調の音節に後続音節がある場合は、 実際は上がりき

らないで、 低いままであるという特徴がある。

(1) /ゾ 全昇調：全昇型で、 次低域2に始まり、 次高域あたりまでゆるやかに上昇

する。 5段階表記で概略[25]と表記できる。 ただし切れ目なしに後続音節が続く位置では

低平型[22]と低昇型[23]が自由変異的に現れ、 低平型[22]であることが多い。

例）/khiiaJJ/ [khaaJJ 25] 「火にあぶる」

/liil]khaa/ [laJJ 22 khaa 34] 「屋根」
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(2) / '／ 高昇調： あまり高くない高昇型で、 次の(3)の！ ！と同じ中域に始まり、

次高域までわずかに上昇する。[34]。

例）／khaaIJ/ [khaaIJ 34] 「あご」

(3) / / 中平調： 中平型で、 やや高めの中域に始まり、 そのまま平らに持続する。

例）／khaaJJ/ [khaaJJ 33] 「オナガザル」

(4) /'/ 低降調：低降型で、 やや低めの中域ないし次低域に始まり、 低域までゆる

やかに下降する。 付随的特徴として、 休止の前では、 音節の末尾に喉頭の緊張を伴う。

例）/khaaJJ/ [khaaJJ 21] 「傍ら ・ 面」

(5) /
A

I 全降調：全降型で高域から次低域あたりまで一気に下降する。 休止の前で

の音節末尾の緊喉は、 あまり顕著ではない。

例）／khaaJJ/ [khaaJJ 52] 「泊まる ・ 突き刺す」

1. 3 文法

1. 3. 1 基本的語順

ラオ語は形態論的には孤立語である。 文の語順は、 基本的にはいわゆる「主語＋動詞＋

目的語」の語順をとる。 例えば「私はご飯を食べる」という文は、 語形変化もしなければ、

日本語の助詞「は」 「を」に相当する語もないので、 次のように「私十食べる＋ご飯」と

いう語順に語を置く。

「私はご飯を食べるJ :「私＋食べる十ご飯」

khうy k1n khaw 

また句は 「被修飾語＋修飾語」の順である。 例えば 「 赤い花」は「花＋赤い」という語

順をとる。

「赤い花」 ：「花十赤い」

d:,:,kmay deeIJ 

付属語は自立語の前に置く。 例えば 「家に」は「～から＋家」という語順をとる。

「家から」

1. 3. 2 名詞句について

：「から＋家」

caak huian 

前節で示したように、 ラオ語の修飾関係は、 「被修飾語＋修飾語」の語順をとる。 した
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がって名詞句は「名詞＋修飾要素」と表せる。 例えば、 次の例(1)に示すように「大きい

ネコ」は、 被修飾語である名詞「ネコ」の後ろに修飾語である修飾要素「大きい」を置く。

(1)「名詞＋修飾要素」

meew J1ay 

ネコ 大きい

「大きいネコ」

このように修飾要素を名詞の後ろに直接置く場合もあれば、 名詞と修飾要素との間に類

別詞（例2) や関係代名詞（例3) などの連結要素を介在させる場合もある。

(2)「名詞＋類別詞十修飾要素」

m紐w toojlay 

ネコ（類別詞）大きい

「大きいネコ」

(3)「名詞＋関係代名詞＋修飾要素」

meew thii Jlay 

ネコ（関係代名詞）大きい

「大きいネコ」

名詞句において、 どのようなときに類別詞や関係代名詞などの連結要素を必要とし、 ど

のようなときに必要としないか、 またその際、 両者の間に意味の違いはあるのか、 という

ことについては後で詳しく検討する（第6章）。

2 インフォ ー マント ・ 資料

2. 1 インフォ ー マント

インフォ ー マントとしてアルン ・ シーラタナクン氏にご協力いただいた。 氏はラオス人

民民主共和国ヴィエンチャン特別区郊外の南ホム村生ま れ、 同村育ちで、 現在 48 歳、 男

性である。 母親も南ホム村出身で、 父親は北ホム村出身である。 氏は16歳までを同村で

過ごし、 17歳よりラオス国立大学があるヴィエンチャン特別区ドンドーク村で暮らす。 2003

年4月よりラオス国立大学文学部副学部長を休職し、 東京外国語大学外国語学部客員助教

授として2年間東京に在住した。 現在はラオスに帰国し、 ラオス国立大学学務部部長であ

る。 氏には、 インフォ ー マントとしてご協力いただくと共に、 貴重なアドバイスもいただ

いた。 長時間にわたるご協力に心よりお礼申し上げる。
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2. 2 資料・使用語彙

本稿における用例のほとんどは、 インフォ ーマントの作例によるものである。 その際、

無生物である 「モノ」の名詞として 「p直m （本）」 を、 生物である 「 ヒト」の名詞として

「?aacaan（先生）」3 を主に使用した。「ヒト」以外の生物の名詞として「m紐w （ネコ）」

を用いるなど、 他の名詞の場合についても必要に応じて適宜言及することにする。

修飾要素については、 「名詞句構造調査の手引き：修飾要素のグルー プ分け（暫定版）」

（澤田2003) をもとに、 下記の7つの項目に分けて検討した。

1)複数表現

2) 量化表現

3) 所有者表現

4) 指示表現

5)名詞的修飾表現

6) 動詞的修飾表現

これらのうち、 所有者表現の所有者は、 名詞的成分であるので (3) は (5) に含まれ

ると考えられる。 しかしながら (3) の所有者、 即ち修飾要素は、 所有もしくは所属を表

す「khわn」という語 を名詞と修飾要素の間に連結要素として使用する場合があるので、

特に別の項目 をたてることにする。

3 先行研究

ラオ語の名詞句の構造について論じた論文はない。 文法書や学習書に若干の記述がある

が、 名詞句について詳しく記述されているものはない。

4. 修飾要素が一 つの場合

本章では、 先の2. 2で示した修飾要素が、 一つのみ使用される場合の名詞句について

検討していく。主として名詞は 「モノ」の名詞 「pwm（本）」を使用し、 「 ヒト」の名詞「？liaclian

（先生）」や他の名詞については、 「pwm （本）」の場合と異なる結果がある場合にのみ、

言及する。

4. 1 複数表現

名詞に直接付加される複数表現については、 次の例(4)に見るように、 単数の場合も複

数の場合も同じ語 を使用するということができるので、 ラオ語の名詞は一般には原則とし

て単数と複数の区別 をしないと言ってよい。
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(4) ku'rap thuk � nay patheet luantEE mii � 

殆ど 全～ 先生 ～の中 国 全て ある 免許状
「 国中の殆ど全ての先生は皆、免許状を持っている」

例(4)は 「殆ど全ての先生」とあることから 「先生」は複数であり、また 「 全ての先生

にある免許状」も、先生が複数であることから複数枚であることは明らかである。 しかし

ながら、 「 先生」に当たる 「？aacaan」も 「免許状」に当たる「bay pakaat」も、複数を表

す特別な語を付加したりすることはなく、 単数の場合と同じ形である。

ただし、複数のとき、 「 camphuak, phuak, sum」を名詞の前に置くこともある。 いずれ

も複数あるものをひとまとめに分類する場合に使用するようである。 これらは次のような

違いがある。

「camphuak」は構成員全員が同じカテゴリ ーに属することを前提とするが、 「 phuak」

は同じカテゴリ ーに必ずしも属さなくてもよい。 例えば、 次の(5a)は、フォ ー を食べに行

くのは全員 「先生」であるが、(5b)はフォ ーを食べに行くのは全員 「先生」とは限らない。

(5a) �'laacaan pay k'in偽a namk血

(5b)世革？aacaan pay k'in偽a nimkan 

先生 行く食べるフォ ー 一緒に
「先生達は一緒にフォ ーを食べに行く」

「先生」を個人名である 「 オレ ー」にすると、より明確で、(6a)が非文なのは、全員が

オレ ーにはなり得ないからである。 一方の(6b)は 「 オレ ーと他の人々lがフォ ーを食べに

行くということであるから、事実として成立し、非文とはならない。

(6a)＊埠mphaak ?6olee pay k1n釦namkan

(6b) 国醇？oolee pay k'in釦namkan

オレー 行く 食べる フォ ー 一緒に
「 オレ ー達は一緒にフォ ーを食べに行く」

また一 般に 「 camphuak」は原則としてヒト以外の名詞に使用し、 「 phuak」はヒトを表

す名詞に使用するという傾向がある。

(7a) camphuak pwm 

本
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(7b) camphuak m紐w

ネコ

(7c) camphuak ?aacaan · · ·あまり言わない

先生

(7d) *camphuak caw 

あなた

(Sa) *phuak p直m

本

(Sb) *phuak mfrw 

ネコ

(Sc) phuak'laacaan 

先生

(8d) phuak caw 

あなた

「sum」は暫定的ではあるが、 「 ～団」というような特定集団をさす場面でよく使用する

傾向がある。 例えば、 次の例 (9) は、 先生の集合写真を見てその中の一 部のグルー プを指

す場合に使用する。

(9)並m ?iiaciian n11 mii tee haay 

先生 この ある ～のみ 怒る

「 この先生達は怒ってばかりいる」

また 「sum」はヒトを表す名詞にのみに使用できる。

(lOa) *sum p直m

本

(10b) *s血mfrw

ネコ

(10c) sum雑acaan

先生

(1 Od) sum caw 

あなた
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上述の複数表示「camphuak, phuak, s血l」は名詞の前に位置する。 これらは名詞を修飾

する修飾要素ではなく、 実は「camphuak, phuak, sum」が「名詞＋修飾要素」の 「名詞」

部分であると考えられる。 なぜならば、 次の例 (lla~c)で示すように「名詞（複数表示）

＋修飾要素（名詞） ＋類別詞（複数表示と同じ語） ＋指示詞」という形が可能であるから

である。

(11) 「名詞（複数表示） ＋修飾要素（名詞） ＋類別詞（複数表示と同じ語） ＋指示詞」

(lla) � pwm � n1i 

本 この

(11b)辿旱？aacaan辿旱n1i

先生 この

(llc) s血？aacaan並n1i

先生 この

上述の 指示詞「n1i（この）」は、 必ず名詞あるいは類別詞の後ろに位置するものである。

例 (lla)(llb) (11c)の場合、 指示詞の直前の複数表示は、 句頭に同じ 複数表示の語がある

ので、 名詞ではなく、 類別詞であり、 句頭の語が名詞であると考えられる。 従って先に挙

げた複数表示は実は名詞であるということができる。

従って名詞の前に位置する複数表示は、 一見、 ラオ語の 名詞句構造「名詞十修飾要素」

とは矛盾する構造をとるように見えるが、 実は、 名詞句頭に位置する複数表示が名詞で、

用例で挙げた「pwm（本）」や「？aacaan（先生）」などは、 複数表示を修飾してい る要素で

あり、 句構造の例外ではないと言うことができる。 ただし、 これら複数表示は単独では使

用することはなく、 後ろになんらかの限定表現を必要とするという特徴がある。 これは何

が複数なのか、 後続要素で言及しないと内容が空虚であるからである。

4. 2 量化表現

量化表現は、 具体的な個数を言及する場合は、 原則として「名詞十数詞＋類別詞」の語

順をとる。 ただし「1」のときは類別詞と数詞を入れ替えて「名詞＋類別詞十数詞」とし

てもよい。 名詞がヒトを表す場合も 同様である。

(12a) ptiim n叩hiia

本 1 elf. 5 

(12b) ptiim hiia IlWlJ 

本 elf. 1 

「一冊の本」
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(13) prnm s5:,IJ hua 

本 2 elf. 

「二冊の本」

(14) ptfrm cak Ma 

本 いくつ elf.

「何冊の本」

特に 「唯一」と言うときは数詞は 「 1 」ではなく、 「名詞＋類別詞十diaw」を使用する。

(15) pmm hua diaw, 

本 elf. 唯一

「たった一冊の本」

一方、 具体的な数量ではなく、 概数を表す場合は 「 名詞十概数表示十類別詞」もしくは

「概数表示十名詞」の語順をとる。 ただし「概数表示十名詞」はあまり使用しない。

(16a) p直m biiaIJ hiia 

本 ある elf.

「ある本」 「数冊の本」

(16b) biialJ prnm • · ·あまり使用しない

ある 本

「ある本」 「数冊の本」

(1 7 a) pwm krnap (mM) thuk hua 6 

本 殆どの（尽きる）全て elf.

「殆どの本」

(17b) ku'rap (m;}t) thuk p直m·_. . あまり使用しない

殆どの（尽きる）全て 本

「殆どの本」

(18a) pwm (mgt) thuk hua 

本 （尽きる） 全て elf. 

「全ての本」
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(18b) (m::St) thuk p直m· . .あまり使用しない

（尽きる）全て 本

「全ての本」

名詞がヒトの場合も「概数表示十名詞」はあまり使用しない。 特に、 ヒト以外の生物の

場合は殆ど使用しない。

(19a) baaIJ蹄acaan. . .あまり使用しない

ある 先生

「ある先生」「数人の先生」

(19b) *baaIJ m姪w

ある ネコ

「あるネコ」「数匹のネコ」

(19c) *bliaIJ plia 

ある 魚

「ある魚」「数匹の魚」

(20a)畑ap (mat) thuk ?aacaan • · ·あまり使用しない

殆どの（尽きる）全て 先生

「殆どの先生」

(20b) *k由ap (mM) thuk mEEW 

殆どの（尽きる）全て ネコ

「殆どのネコ」

(20c) *ktiiap (mM) thuk paa 

殆どの（尽きる）全て 魚

「殆どの魚」

(21a) (m.St) thuk'lliaclian • • ·あまり使用しない

（尽きる）全て 先生

「全ての先生」
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(21b) *(m;jt) thuk m紐w

（尽きる）全て ネコ

「全てのネコ」

(21c) *(mgt) thuk paa 

（尽きる）全て 魚

［全ての魚J

概数表示の一 つである 「bandaa」は 「 概数表示十名詞」の形のみを使用する。 次の例

(22a) (22b) (22c) (22d)に見るように、 「bandaa」は(22b) 「（m;}t) thuk （全て）」と共起でき

るが、 (22c) 「kmap (m;}t) thuk （殆ど）」や具体的な数詞 (22d) 「s5:,IJ (2) 」を使用した表

現と共起できないことから、 「bandaa」は「全ての～類」といった、 「名詞」で表している

共通の特徴によって、 一 つのカテゴリ ーにまとめ、 それらに含まれる要素全てを表す場合

に使用すると考えられる。

(22a) bandaa prnm 

本

(22b) bandaa (m5t) thuk p直m

（尽きる）全て 本

(22c) *bandaa 皿ap (m5t) thuk p直m

殆どの（尽きる）全て 本

(22d)＊証ndaa p直m s5::iIJ hua 

本 2 elf. 

また 「bandaa」は原則として人称代名詞には使用しないが、 例外的 に二人称代名詞

「thaan」（丁寧体） と使用でき 、 「皆々様」という演説などの呼びかけに使用する場合があ

る。

(23a) bandaa *caw 

あなた

(23b) bandaa thaan 

あなた（丁寧）

「皆々様（呼びかけ）」

一方の「laay」は「名詞十概数表示＋類別詞」の形のみを使用する。
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(24a) p直m laay hua 

本 沢山の elf.

「沢山の本」

(24b) *laay pwm 

沢山の 本

「沢山の本」

これは、 日本語でも「沢山の本があります」と言うよりも、 「本が沢山あります」と、

動詞を修飾する形の表現をよく使用するが、 ラオス語でも同様のことが考えられる。

次の例も名詞を直接修飾する表現(25a)(26a)もあるが、 動詞を修飾する動詞句的表現

(25b) (26b)の方を使用する方がよいとされる。

(25a) khaay p直mthaIJ mM • • ·あまり使わない

売る 本 全て

「全ての本を売る」

(25b) khaay p直mm5t

売る 本 尽きる

「本を売り尽くす」

(26a) khaay pmm thaIJ laay · 。 •あまり使わない

売る 本 沢山

「沢山の本を売る」

(26b) khaay prnm laay 

売る 本 多い

「本を沢山売る」

次の例の名詞を直接修飾する表現(27a) (28a) (29a)はほとんど使用せず、 実際には動詞

を修飾する動詞句的表現(276)(286) (296)の方をよく使用する。

(27 a) mi
i 

pmm ca 
a mll pmm eamnua n nUIIJ • ・ ・ほとんど使わない

あ る 本 数 1 

「数冊の本があります。」
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(27b) mii pmm d瞑

ある 本 ある程度

「本が数冊あります。」

(28a) mi i  prum ca mii pmm carnnuan n33y.．．ほとんど使わない

ある 本 数 少し

「 わずかな本があります。」

(28b) mii ptiim n:iynrnlJ 

ある 本 少し

「本が少しあります。」

(29a) mii p直m camnuan laay · ·．ほとんど使わない

ある 本 数 多い

「多くの本があります。」

(29b) mii ptfrm laay 

ある 本 多い

「本が沢山あります。」

名詞がヒトを表す「？aacaan（先生）」 の場合も同様で、 名詞を直接修飾する表現よりも

動詞を修飾する動詞句的表現の方をよく使用する。7

以上のことから、 ラオ語では、 名詞を直接修飾する概数表現はあるにはあるが、 実際に

はあまり使用せず、動詞を修飾する動詞句的表現を好んで使用するということができる。

換言 すれば、 ラオ語では、 数量を表す語句は一般には名詞ではなく、 動詞を修飾する形を

使用すると言うことができる。

4. 3 所有者表現

所有者表現は「名詞十kh531)十所有者」または「名詞＋所有者」の語順をとる。 「kh531)」

は「～のもの」「～に属する」という所有、 あるいは属性を表す語である。 例えば、

(30) prnm kh:5::iIJ khうy

本 ～の 私

「私の本」
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(31) ?aacaan kh5:iIJ khうy

先生 ～の 私

「私の先生」

どのようなときに「kh53n」を必要とするかを以下に述べる。

名詞が具象名詞で、 所有者が有生物であるときは一般には「名詞＋所有者」を使用する。

(32) pmm khうy

本 私

「私の本」

名詞が具象名詞で、 所有者が無生物であるときは、 「Kh53I)」がある方がよい。

(33) p直mkh玩b詞isat

本 ～のもの 会社

「会社の本」

ただし次の(34)(35)は例外で、 「Kh53I)」を入れてはいけない。 これらは修飾要素が名詞

と意味上切り離して存在すると考えられにくいという特徴を持っている。

(34) khaa t6? 

脚 机

「机の脚」

(35) thul) saat laaw 

旗 国家 ラオス

「ラオスの国旗」

名詞が「感情」や「美しさ」というような抽象名詞であるときは、 所有者が有生物であ

っても無生物であっても「khめn」がある方がよい。

(36) khwaam Mus直k kh531J khうy

感情 ～のもの 私

「私の気持ち」

(37) khwaam JJaam kM::iJJ saaw laaw 

美しさ ～のもの 娘 ラオス

「ラオス女性の美しさ」
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(38) khwaam IJilam kh玩baan ki'lat 

美しさ ～のもの ふるさと

「ふるさとの美しさJ

このように名詞によって多少、 Kh53n の必要性が異なるが、 kh53n ある方がよい場合で

も、 特に所有者を述べたい場合は、 「名詞十kh53lJ十所有者」の形を使用する。

例えば、 誰の本か所有者を捜している場合、 例 (39a) のように khぬn のある形を使用す

る。

(39a) ptilm kh玩phay

本 ～の 誰

「誰の本ですか？」

また、 (39a) の回答文 (39b) も所有者を述べたい文であるはずである。 したがって kh53IJ

のある形を使用する。 しかもこのとき、 「何についての所有者」か、 文脈から明白である

ので、 「 何」の部分を述べる必要はなく、 「 何」に当たる 「名詞」を省略して 「khぬn ＋所

有者」の形を使用する。

(39b) kh5::iIJ laaw 

～の 彼女

「彼女のです。」

また先の例 (35) で例外とした 「 ラオスの国旗」も 「旗を持ってどの国の旗を表してい

るのか、 国名を尋ねる場合には、 「名詞十khぬn ＋所有者」を使用する。

(40) thu!J kh5::>1J saat day 

旗 国家 どの

「どの国の旗ですか？」

以上のことから、 所有者を特に言いたい場合には「名詞十kh53n ＋所有者」を使用する

ということができる。

4. 4 指示表現

ラオ語の指示詞は近称 （話し手から物理的・心理的に近いもの） は 「n1i」（この）、 遠称

（話し手から物理的・心理的に遠いもの） は 「nan」（その•あの）、 不定称は 「diij」（どの）
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の語を使用する。 また、 目に見えるもので、 遠称 「nan」よりもさらに遠くに存在する場

合は 「 (yuu) phfin」、 「 (yuu) phun」よりもさらに遠い場合は 「 (yuu) phuun」を使用す

る。

名詞によって次のような形をとる。

可算名詞の場合は 「名詞十類別詞十指示詞」または 「 名詞＋指示詞」の語順をとる。 特

に一 つのものを限定して指し示したい場合には、 「 名詞＋類別詞＋指示詞」を使用する。

また、 何を指しているか明らかな場合は「名詞」を省略して 「類別詞＋指示詞」を使用す

る。 例えば、

(41) p直m (hua) n1i 

本 elf. この

「この本」

(42) pmm (hua) nan 

本 elf. その•あの

「その •あの本」

(43) ptfrm (hiia) daj 

本 elf. どの

「どの本」

(44) ptfrm (huatyuu phun 

本 elf. むこうの

「むこうの本」

(45) ptilm (hua) (yuu) phfiun 

本 elf. ずっとむこうの

「ずっとむこうの本」

抽象名詞・物質名詞・集合名詞・固有名詞のような不可算名詞の場合は、 「 名詞＋指示

詞」の形を使用する。 これらはもともと一 つのものとして捉えているものであるか、 数え

る必要がない、 数えられない、 分割できない、 という名詞の意味上の性質に拠る。 例えば、

(46) khwaam hilus直k n1i 

感情 この

「この気持ち」
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複数指示表現は一般には 「 名詞＋指示詞」の形を使用するが、 先の4. 1節で示 した 「複

数のものを表す類別詞＋指示詞（この／その）」、 即ち 「camnuan n1i/nan, camphuak n1i/nan, 

phuak n1i/nan, sum n1i/nan 」や 「 law n1i/nan 」 8 を 名詞の後に置くことも ある。 ただし、 一

般に 「camphuak 」はモノの名詞に使用することが多く、 逆に 「 phuak 」はヒト を表す名詞

に使用することが多い。 また、 「 sum 」はヒトを表す名詞にのみに使用するという、 4. 1 

節と同様の傾向がある。

(47a) prnm camnuan n1i/nan 

本 これらのIそれらの

(47b) ?
a

ac
a
an c

a ベ ・
＾ 

aacaan camnuan nn/nan 

先生 これらのIそれらの

(48a) pmm camphuak n1i/nan 

本 これらのIそれらの

(48b)(?)?aacaan camphuak n1i/nan · · ·あまり使わない

先生 これらのIそれらの

(49a) *pwm phuak n1i/nan 

本 これらのIそれらの

(49b) ?iiaciian phuak n1i/nan 

先生 これらのIそれらの

(50a) *p直m sum n1i/nan 

本 これらのIそれらの

(50b) ?aacaan sum n1i/nan 

先生 これらのIそれらの

(51a) p直m law n1i/nan 

本 これらのIそれらの

(51b) ?aacaan law n1i/nan 

先生 これらのIそれらの

4. 5 名詞的修飾表現

修飾語が名詞的成分である場合、 原則として名詞がモノの場合もヒトの場合も 「 名詞＋

修飾語」の形を使用する。
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(52) p直m taaIJ patheet 

本 外国

「外国の本」

(53) p直m phaasaa laaw 

本 言語 ラオス

「ラオス語の本」

(54) p直m phaaslia saat 

本 言語学

「言語学の本」

ただし、(55)のように「名詞＋修飾語」では、 「子どもが所有している本」か、 もしく

は 「子供向けの本」という、 複数の意味にとれる場合は、 修飾の意味が分かるような適切

な前置詞を修飾語の前に入れる方がよい。

(55) pwm dek nおy

本 子供

「子供向けの本」または 「子供が持っている本」

(55a) p血samlap dek n5::iy 

本 ～向けの 子供

「子供向けの本」

(55b) pu'.im kh5::>1J dek n5::,y 

本 ～の 子供

「子供が持っている本」（所有）

(55a)の「s血lap」は用途を表す前置詞で、(55b)の「khぬn」は所有を表す前置詞であ

る。

名詞がヒトの場合も同様で、 「名詞＋修飾語」という形では複数の意味にとれる場合、

修飾の意味が分かるような適切な前置詞を入れたり、 節にして表現する。 名詞がモノの場

合と若干異なり、 節にして動詞的成分として修飾する方がよく使われる。 特に名詞と修飾

要素が意味上、 同格であるような場合には、 節にして名詞を修飾する形を用いる。
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(56)'laacaan kh6n wiat 

先生 人 ベトナム

「 ベトナム人である先生」

または 「ベトナム人のための（＝ベトナム人に教える） 先生」

(56a) ?aacaan phuu thii pen kh6n w1at 

先生 elf. 関代 である 人 ベトナム

「 ベトナム人である先生」

(56b)'laacaan samlap kh6n wiat · • ·あまり使わない

先生 ～向けの 人ベトナム

「ベトナム人のための先生」

(56c)'laacaan phuu thii s5:in hay kh6n w1at 

先生 ～向けの 人ベトナム

「ベトナム人に教える先生」

(57) ?aacaan thaanm5:i ・ ・ •あまり使わない

先生 医者

「医者の先生（＝ある医者に教えている先生）」

(57a) ?aacaan phuu thii pen thaanmfo 

先生 elf. 関代 である 医者

「医者である先生」

(57b) ?iiaciian s5:,n hay thaanm5:, 

先生 教える あげる 医者

「医者に教えている先生」

4. 6 動詞的修飾表現

修飾語が動詞的成分の場合、 「名詞＋修飾語」の他に 「名詞＋類別詞＋修飾語」、 「名詞

＋類別詞＋関係代名詞＋修飾語」、 「名詞＋関係代名詞＋修飾語」や 「名詞＋修飾語＋修飾

語」という、修飾語部分を 「 2 回繰り返す」形を使用する。 例えば、例 (58)と (59)では(58)

の方が 「名詞＋修飾語」の形を使用し、 (59)の方が 「名詞＋類別詞＋修飾語」の形を使用

する方が自然だというインフォ ー マントの答えを得た。 これは、 (58)の 「本」と 「 古い」
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は、 (59) の 「本」と 「破れる」より事象として発生、 あるいは存在しやすい、 もしくは常

識的に現象として捉えやすいので 「名詞十修飾語」の形を使用する。 一 種の複合名詞的な

ものであると考えられる。

(58) ptfrm kaw 

本 古い

「 古い本」

(59) p直m Ma khaat 

本 elf. 破れる

「ぼろぼろの本」

例 (58) のような、 事象として発生、 あるいは存在しやすい、 もしくは常識的に現象とし

て捉えやすいことを 「 関連度が高い」と言うことにし、 一 方の例 (59) のような、 事象とし

て発生、 あるいは存在しにくい、 もしくは常識的に現象として捉えにくいことは 「関連度

が低い」と言うことにする。

換言すれば、 先の述べた形のうち、 関連度が高い場合は、 「名詞＋修飾語」の形を使用

し、 関連度が低い場合は、 両者の間に 「類別詞Jや 「関係代名詞」を連結要素として入れ

る。 「名詞＋類別詞＋修飾語」、 「名詞十類別詞＋関係代名詞＋修飾語」、 「名詞＋関係代名

詞＋修飾語」の順でよく 使用するようである。 また、 「名詞十修飾語十修飾語」という、

修飾語部分を 「 2回繰り返す」形は、 修飾語の表す意味の度合いが強くなることもあるが、

「類別詞」や「関係代名詞Jを連結要素として介在させる形 (60b) よりもより自然だ (60a)

という場合が多かった。 これは、 修飾要素が動詞的成分であるために、 「名詞＋動詞」と

いう文ではなく、 修飾句であるという、 表示のような役割を果たすためであると思われる。

(60a) ptiim naa naa 

(60b) p直m hiia naa 

本 elf. 分厚い

「分厚い本」

また、 「名詞十修飾語」のとき、 何の誤解もなく理解できる場合は一種の複合名詞であ

ると考えられるが、 名詞や修飾語によっては別の意味に解釈できる場合や修飾語が何を持

ってそのような状態、 あるいは結果となるのか明らかではない場合は、 適切な類別詞や関

係代名詞を修飾語の前に入れて関係節にし、 「何（名詞）がどう（修飾語）なのかJを明

らかにするように述べる。 例えば例 (61) の 「本十難しい」の場合のように 「名詞＋修飾語」

では、 「 内容が難しい本」と 「 手に入れることが難しい本」という複数の意味にとれる場
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合は (61a) あるいは (61b) のような形の方がよいとされる。

(61) ptfim Jliiak 

本 難しい

「難しい本」

(61a) p直m thii ?aan J1iiak 

本 関代 読む 難しい

「 （内容が ）難しい本」

(61b) pwm thii haa Jlliak 

本 関代 探す 難しい

「（手に入れるの が）難しい本」

例(61a) は 「Jlaak （難しい）」の前に 「？aan （読む）」を 、 また例(61b) は 「Jlaak （難しい）」

の前に 「haa （探す）」を 入れることによって、前者は 「内容が難しい」、 後者は 「手に入

れるの難しい」という意味であること が明らかにな る。

名詞がヒトの場合も同様である。 例えば、 「 友人十古い」は関連度が高く 、 いわば「 旧

友」という複合語のように捉えられるので 「名詞＋修飾語」の形 をよく使用するが 、 「 友

人＋高い」は関連度が低いため、 「名詞＋修飾語」の形(63e)よりも名詞と修飾語の間に連

結要素を介し た形(63a) (63c) (63d) や 「名詞＋修飾語十修飾語」という修飾語を二回繰り

返す(63b) の方 を使用する。 どの表現も背の高さは同じであり 、 (63a) から(63e) の順によ

く使用するそうである。

(62) khうymii muu kaw 

私 いる 友達 古い

「私には古い友人がいる」

(63a) khうymii � 

(63b) khうymii � 

(63c) kh?>y mii � 

(63d) khうymii muu thii suun 

(63e) khうymii�

「 私には背の高い友達がいる」
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次の例は、修飾要素と被修飾部分である名詞との関連度が明白では ない場合、どの部分

を修飾しているのか明らかにする必要がある例である。 この場合、被修飾要素と修飾要素

との間に連結要素などを入れて関係節にし、修飾関係 を明らかにする必要がある。

(64) kh:,y mii soo固lotdam 

私 いる 運転手 黒い

「私には肌の黒い運転手がいる」また は 「私には黒い車の運転手がいる」

上例(64)では、 「soofilalot（運転手）」の後ろに「dam（黒い）」をそのまま置くと、 「soofilalot

（運転手）」全体を修飾して 「黒い肌の運転手」なのか、直前の 「lot （車）」を修飾して 「黒

い車の運転手」 なのかわから ない。 ところが次のように、それぞれ適切な語(64a)や類別

詞を入れる(64b)ことによって、何が黒いか明らかになるのである。

(64a) kh切mii soo固lot沖'lli'dam

私 いる 運転手 肌 黒い

「私には肌の黒い運転手がいる」

(64b) khうy m1i S00釦lotkM:g dam 

私 いる 運転手 車のelf. 黒い

「私には黒い車の運転手がいる」

修飾要素が節の場合になると、 「名詞十修飾節」のような、何も介さず名詞の後ろに直

接置く形は あまり使わない。 これは、修飾要素が長くなると、文中においてどこからどこ

までが修飾要素であるか理解しにくい、もしくは誤解が生じやすいためであると考えられ

る。 一般に両者の間に 「類別詞」や 「関係代名詞」 を 連結要素として入れる。 「名詞＋類

別詞＋修飾節」、 「名詞＋類別詞＋関係代名詞＋修飾節」、 「名詞＋関係代名詞＋修飾節」の

順でよく使用する。 類別詞を使用する 形の方が使用度が高いのは、どの名詞にどの類別詞

を使用するか、決まっているので、類別詞を述べることによって修飾する名詞がわかるか

らであると考えられる。 また修飾節の最後にポー ズをとることもある。

^ • 

(65) p直m (hua) （th..） 
＾ ＾ 

II SUIUI mwuwaannl1 

本 elf. 関係代名詞 買う 昨日

「 昨日買った本」
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(66) ptfim (hua) (thii) ph:,:, ?aw hay 

本 elf. 関係代名詞 父 くれる

「父がくれた本」

(67) p直m (hua) (thii) yuu th匈t6?

本 elf. 関係代名詞ある～の上机

「机の上にある本」

(68) pdim (hua) (thii) b:,:, than day'laan 

本 elf. 関係代名詞否定辞間に合う得る読む

「 まだ読んでいない本」

4. 7 名詞句と複合語

ラオ語では統語レベルにおいても語レベルにおいても 「被修飾語＋修飾語」の語順をと

る。 従って、 「名詞十名詞的成分」あるいは「名詞十動詞的成分」の場合、 名詞句である

のか、 複合語ー語であるのかわからないことがある。

本節では名詞に修飾要素が一つある場合、 名詞句と複合語の違いの判断基準はどこにあ

るのか、 ということについて検討したい。 具体的には、 名詞と修飾要素との間に置くこと

のできる連結要素の必要性について検討する。 なぜならば、 名詞句ならば連結要素を置く

ことができ、 反対にいかなる場面でも連結要素を必要としないものは、 複合語というー語

であると捉えることができると考えるからである。

まず、 名詞と修飾要素との間に連結要素を入れてはいけない例には、 次のようなものが

ある。

(69)paa taay 

魚 死ぬ

「死んでいる魚」

(70)khrnaJJ kaw 

もの 古い

「古いものJ

(71) s5:J khaaw 

鉛筆 白い

「チョ ー ク」
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(72)khふn taa 

毛 眼

「眉毛」

(73) sぬIJ yaa 

封筒 薬

「薬袋」

(74)kh£cW maakIJ紐

歯 （果実の一種）

「八重歯」

(75) tuu p直m

棚 本

「本棚」

(76) l);}ll sot 

お金 なまである

「現金」

(77) ffiOOIJ kaan 

時計 仕事

「勤務時間」

(78) nam kおn

水 凍る

「氷」

(79)kham nam 

言葉 導く

「巻頭挨拶」

(SO)phaak n直a

部分 北

「北部地方」
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(8l)thol] muiw 

袋 手
「手袋」

(82)kaan m直aIJ

～すること 国

「政治」

(83) withli kh1an 

方法 書く

「書き方」

これらは、 修飾要素が物理的にも心理的にも名詞に必ずといっていいほど付随する特徴

で、 名詞と分離することができなかったり、 修飾要素が名詞が表すものの下位分類であっ

たりするものである。 前の名詞だけでは、 「何のコト」あるいは 「何のモノ」なのか、 意

味が不明で、 後続要素があって初めて意味が完結する場合である。 換言すれば、 これらは

名詞と非常に関連度が高い語であると言うことができる。 即ち、 関連度が非常に高い語は、

いかなる場合でも連結要素を両者の間に入れてはならず、 これらは複合語ー 語として捉え

られるのである。

実は関連度が「高い」 「 低い」の価値判断は曖昧である。 例えば次の (84) (85) における

名詞と修飾語の関連度と (86) (87) における名詞と修飾語の関連度の差異を論理的に説明す

るのは極めて難しい。 前者は、 修飾語と被修飾語は包含関係にあり、 いかなる場合でも連

結要素を両者の間に入れてはいけないものである。 極めて強い疑固性を備えた結合である

と捉えられるが、 その根拠は事象として発生、 あるいは存在しやすい、 もしくは常識的に

現象として認識しやすいということ以外に説明がつかない。 即ち、 名詞と修飾要素との関

連度については文法外の 「事実」として認識しやすいか否か、 といった、 常識や慣習に依

拠するところが大きいということできる。

(84) p直m ?aan 

本 読む
「 （読）本」

(85) ptitm khfan 

本 書く

「ノー ト」
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(86)*pwm SWUI 

本 買う

「買った本」

(87)*p曲m khaay 

本 売る

「売り本」

次の3つの例の差異にいたっては、 論理的に説明するのは非常に困難であり、 常識や慣

習に依拠するとも言い難い。

(88) phuu IJilam 

人 美しい

「美人」

(89a) phuu SUUl) • • ·あまり使わない

(89b) phuu SUUl) SUUl) 

人 高い

「背の高い人」

(90a) *phuu tfiy 

(90b) phuu tfiy tfiy 

(90c) phuu thii tfiy 

人（関係代名詞）太っている

「太っている人」

また一般には「名詞十修飾要素」の形を使用し、 間に連結要素を入れることができない

ため、 ー語と見なされているものでも、 修飾要素を特に言いたい場面では、 連結要素を入

れた「名詞十連結要素＋修飾要素」の形を使用する場合がある。 例えば、

(9l)t6? m6n 

机 丸い

「円卓」

使用場面： pa:}t kぬ1J pasum !fil_IBQ!! 

開ける 会議 机 丸い

「円卓会議を開催する」
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(92) t6'1 thii m6n m6n 

机 関係代名詞 丸い

「丸い形をした机」

使用場面：a:t6? day 

机 関係代名詞 丸い

「 どの机ですか？」

b: t6? thii m6n m6n han 

机 関係代名詞 丸い あの

「あの丸い形をした机です。J

(93)kh6n khaay p1i 

人 売る 切符

「切符売り場の人」

(94) kh6n thii khaay p1i 

人 関係代名詞 売る 切符

「切符を売っている人」

(91)や(93)は 「 円卓Jあるいは 「 切符売りの人」といった既成の存在として承認済みの

ものであるのに対し、 (92)と(94) は「机」あるいは 「人」の状態や様相を描写し、 その

存在を明言化している。 このことから、 連結要素は後続の修飾要素を特に言いたい場合に

使用するものであると言うことができる。 そしてこの場合は、 複合語ー語ではなく、 名詞

句なのである。
一方、 名詞と修飾要素の関連度が非常に高い複合語、 即ち、 二つの成分から成る複合語

ー語であるならば、 後述する修飾要素が複数個ある場合の規範的語順の 「名詞十名詞的成

分＋動詞的成分＋所有＋修飾節十数量＋指示」に一 見、 反するような語順でも、 なんら矛

盾がないわけである。 例えば、 下記の例(95)は「名詞＋動詞的成分十名詞的成分」から成

り、 上述の名詞句の規範的語順に反するように見えるが、 実際は自然な表現とされる。

(95) pmm kh'ian phaasaalaaw 

本 書く ラオス語

「 ラオス語のノ ー ト」

これは、 実は 「名詞＋動詞的成分十名詞的成分」ではなく、 「名詞＋動詞的成分」部分
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は複合語ー語で、 全体は「名詞（複合語） ＋名詞的成分」であるからである。

複合語か否かということは、 常識に依存することが極めて高いわけであるが、 少なくと

もいかなる場合においても、 名詞と修飾要素との間に連結要素を介在させることができな

い語は複合語であるということができる。 このことは即ち、 二つ以上の成分から成る強い

凝固性をもったー語であるということを示すことに他ならないと考えられるのである。

5 修飾要素が複数の場合

5. 1 修飾要素が2つの場合

「父がくれた • この • 3冊の 。 私の 。 分厚い 。 言語学」のうちの2つの要素が「本」を

修飾する場合、 原則として「本＋言語学十分厚い＋私の十父がくれた十3冊の十この」の

順のうちから2つの要素を並べる。 即ち名詞句は「名詞十名詞的成分＋動詞的成分＋所有

＋修飾節十数量＋指示」の順に並ぶ。

「名詞十名詞的成分＋動詞的成分＋所有＋修飾節十数量＋指示」

「本十言語学十分厚い＋私の十父がくれた十3冊の十この」

pu1m+phaasaasaat +naa+(kh5�IJ) kh:,y+(hua) ( thii) ph��'law hay+saam hua+n1I 

本 言語学 分厚い 所有 私 elf. 関係代名詞 父 くれる 3 elf. この

属性を表す名詞的成分の修飾語は常に名詞の直後である。 指示表現は常に最後で、 量化

表現も指示表現をのぞいた最後の位置に置くのが普通である。 また、 修飾関係を示す連結

表示がいずれの修飾要素にも付かない修飾要素のみの形を2つ並べる形はあまり使わない。

また、 同じ要素に属する語彙を2つそのまま 並べる形もあまり使わない。

以下に上に挙げた要素の中から二つ修飾要素がある名詞句の語順をそれぞれ挙げる。

(96) 「私のこの本」

(a) p直mkhうy (hiia) n11 

(b) *prum (hiia) n11 khうy

(97) 「私の 3 冊の本」

(a) p直mkhうy saam hua 

(b) pul.m saam hua kh:\:,IJ kMy ・ ・ ・ 「私の」を特に言いたい場合

(98) 「この 3 冊の本」

(a) pim saam hua n1I 

(b) ＊pim n1I Saam hua 
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2つの要素の入れ替えについては、 所有表現と修飾節同士の入れ替えは不可能である。

他の要素同士は一応入れ替え可能であるが、 入れ替えて、 本来前に置くべき要素を後ろの

位置に置く場合、

1) 「名詞的成分」の前には適切な類別詞あるいは適切な前置詞を

2) 「動詞的成分」前には適切な類別詞あるいは関係代名詞を

3) 「所有者」の前には必ず「Kh53n」を

4) 「修飾節」の前には必ず関係代名詞を

必ず伴って後ろに置く。

本来の語順ではなく、 語順を入れ替えた形を使用する場面は、 敢えてつけたすなど、

後ろに位置させた修飾要素を特に言いたい場合に限るようである。

(99) 「私の分厚い本」

(a) ptiim nlia (kh5。IJ) khうy. . . kh玩ある方がよい

(b) p直m(kh5:>IJ) khぅy hua nlia 

(100) 「この分厚い本」

(a) ptiim naa (hiia) n11 

(b) * pwm (hiia) n11 naa 

(101) 「 3 冊の分厚い本」

(a) P直mnaa s紐mhua

(b) *P直msaam hua naa 

(102) 「私の言語学の本」

(a) pwm phaasliasaat (kh5::iIJ) kh?>y • • • kh玩ある方がよい

(b) p直m(kh5。IJ) khうy kiawkap phaasliasaat • • • kiawkap は「～について」。

(103) 「この言語学の本」

(a) p直mphiiasliasaat (hua) Ill! 

(b) *puim (hua) n11 phiiasliasaat 

(104) 「 3 冊の言語学の本」

(a) p直mphaasaasaat saam hua 

あまり言わない。

(b) ptfim saam hua kiawkap phaasaasaat • · ·あまり言わない。
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(105) 「分厚い言語学の本」

(a) p直m phaasaasaat (hiia) naa · · · huaある方がよい

(b) prum (hua) naa kiawkap phaasaasaat · · ·あまり言わない。

(106) 「分厚い難しい本」

(a) pwm Jlaak hiia naa · · 。naaを言いたい。

(b) pwm naa hiia Jli'iak · · · Jlaakを言いたい。

(c) pwm Jlaak lE'Z naa . . .  Jlaakとnaaの両方を言いたい。

(d) pwm Jli'iak naa naa · · · naaを言いたい。

(e) pwm naa Jlaak Jlaak · · · Jlaakを言いたい。

(106)より修飾語が同じ動詞的要素の場合、 「動詞1十類別詞＋ （関係代名詞＋）動

詞2」という形にして片方を節にするか、 または 「動詞1十接続詞＋動詞2」という

形にして 一つの修飾要素として修飾する。 あるいはまた、 「動詞1十動詞2を2回繰

り返し」の形にし、 ここまでは修飾要素であると言うことを明らかにする。

(107)「父がくれた私の本」

(a) pu1m khうj thii ph:,:, ?aw hay 

(b) *pu1m thii ph:,:, ?aw hay kh詞kMy

(108) 「 父がくれたこの本」

(a) pim thii ph33 ?aw hらy (hua) n1I 

(b) * pmm (hua) lllI thii ph:,:,筏w hay

(109) 「 父がくれた3冊の本」

(a) p直m thii ph<><> ?aw hay saam hua 

(b) p直m saam hua thii ph<><> ?aw hay · · ·あまり言わない。 付け足し。

(110) 「 父がくれた分厚い本」

(a) pmm (hua) naa thii ph:,:, ?aw hay 

(b) pmm thii ph:,:, ?aw hay Ma naa 

(110b) において動詞的要素である修飾語を修飾節の後ろに置く場合、 「類別詞」を

必要とするということは、 言い換えれば 「名詞＋修飾節1十修飾節2」の形にしてい

ると言える。 このとき、 同じ連結要素の使用は避ける。 修飾節の場合も2つまで名詞
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を修飾できるようであるがあまり言わない。

(111) 「父がくれた言語学の本」

(a) p直mphaasliasaat thii ph:,:,蹄whay

(b) pwm thii ph:,:,'law hay kiawkap phaasliasaat • · ·あまり言わない。

5. 2 修飾要素が3つの場合

修飾要素が3つの場合、 原則として修飾要素が2つの場合と同じ語順をとるが、 何をど

こからどこまでが修飾しているのかわかりにくいようで、 あまり言わないようである。 た

だし、 指示表現が最後に来る「名詞十修飾要素1十修飾要素2十指示詞」の形の場合はよ

く使用する。 これは「私の 3 冊の本、 これは～」のような「名詞（本） ＋修飾要素 1 （私）

＋修飾要素2 (3冊）」を「指示詞（これ）」で言い換えた形かもしれない。

(112) 「私のこの 3 冊の本」

pmmkhうy saam hua llll 

(113) 「私のこの分厚い本」

pwm naa (kh5:iIJ) kh?>y (hua) nu · · · kh玩ある方がよい

(114) 「この3冊の分厚い本」

p直mnaa saam hua n11 

(115) 「私のこの言語学の本」

p直mphaasaasaat (kh5oIJ) kh�y (hiia) n1I • • · kh玩ある方がよい

(116) 「この3冊の言語学の本」

p直ID phaasaasaat saam h証nil

(117) 「この分厚い言語学の本」

pmm phaasaasaat naa (h証）nu• . . あまり言わない。

pmm phaasaasaat naa naa (hua) ni1 ・ ・ ・ 動詞的成分を2回繰り返せばよい。

(118) 「父がくれた私のこの本」

ptfim khうy thii phoo ?aw hay nu 
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(119) 「父がくれたこの 3 冊の本」

ptfrm thii ph:,:, ?aw hay saam hua n11 

(120)「父がくれたこの分厚い本」

(a) p直m naa thii ph:,:, ?aw hay nil 

(b) ptiim naa Ill! thii ph:,:, ?aw hay . . .あまり言わない。 付け足し。

(121)「父がくれたこの言語学の本」

(a) p直m phaasaasaat thii ph:,:,'law hay n1i 

(b) pwm phaasaasaat n1i thii ph:,:,筏w hay · · ·あまり言わない。 付け足し。

5. 3 修飾要素が4つ以上の場合

修飾要素が3つの場合と同様に、 何をどこからどこまでが修飾しているのかわかりにく

いようで、 あまり言わないようである。 また、 もし言うとしても、 連結要素を入れずに修

飾要素のみをそのまま並べる形は避ける。 しかしながら、 例えば、(122)のように名詞と

修飾要素の関連度が高い場合は連結要素がなくてもよい、 というインフォ ー マントの作例

を得た。

(122)「名詞十名詞的成分＋動詞的成分＋所有＋指示」

lot thiip sii deeIJ kaw Jl)ihぷ3 pees6o n1I , 

自転車 赤色 古い メ ーカ ー プジョ ー この

「このプジョ ー製の古い赤色の自転車」 ・

5. 4 修飾要素が複数個ある場合のまとめ

修飾要素が複数個ある名詞句について次のようにまとめることができる。

修飾要素が複数個ある場合、

1)原則として「名詞十名詞的成分＋動詞的成分＋所有＋修飾節十数量＋指示」

の語順をとる。

2) 1) のうち、 属性を表す名詞的成分の修飾語は常に名詞の直後である。 指示表現は

常に最後で、 量化表現も指示表現をのぞいた最後の位置に置くのが普通である。

3) 修飾関係を示す連結要素がいずれの修飾要素にも付かない修飾要素のみの形を並べ

る形はあまり使わない。

4) 2つの要素の語順入れ替えについては、 所有表現と修飾節の入れ替えは不可能であ

る。 他の要素は一応入れ替え可能であるが、 本来、 前に置くべきものを入れ替えて後ろの

位置に置く場合、 次のような形をとる。 また、 下記のいずれの場合も、 敢えて付け足すな
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ど、 後ろに位置させた修飾要素を特に言いたい場合に限るようである。

4. 1) 「名詞的成分」の前には適切な類別詞あるいは適切な前置詞を

4. 2) 「動詞的成分」の前には遥切な類別詞あるいは関係代名詞を

4. 3) 「所有者」の前には「k:h53n」を

4. 4) 「修飾節」の前には関係代名詞を

必ず伴って後ろに置く。

6. まとめ

本稿で明らかになったラオ語の名詞句の特徴は以下のとおりである。

1)名詞句の語順は、 「名詞＋修飾要素」である。 ただし修飾要素を特に言いたい場面で

は、 連結要素を修飾要素の前に置く形を用いる。

2)修飾要素が複数個ある場合は、 「名詞十名詞的成分＋動詞的成分＋所有＋修飾節十数

量＋指示」である。 ただし、 修飾関係を示す連結要素がいずれの修飾要素にも付かない

修飾要素のみの形を複数個並べる形はあまり使わない。 また、 ある修飾要素を特に言い

たい場面では、 連結要素を伴って名詞句の最後に位置させることが多い。

3)また、 2)のうち、 同じ種類の修飾要素が複数個になる場合、 どちらかを節にする

などして、 同じ形を複数個並べる形は避ける。

4) 2つの要素の語順入れ替えについては、 所有表現と修飾節の入れ替えは不可能であ

る。 他の要素は一応入れ替え可能であるが、 本来前に償くべきものを入れ替えて後ろの位

置に置く場合、

4. 1) 「名詞的成分」の前には適切な類別詞あるいは遥切な前置詞を

4. 2) 「動詞的成分」の前には遥切な類別詞あるいは関係代名詞を

4. 3) 「所有者」の前には 「kh53n」を

4. 4) 「修飾節Jの前には関係代名詞を

必ず伴って後ろに置く。

おわりに

以上、 ラオ語における名詞句の構造について検討した。

しかしながら、 本稿で用いた名詞句のほとんどは、 名詞が「本」か 「 先生」の場合に限

られているということ、 さらにはほとんどの場合がこれらを用いた名詞句単独の形での検

討であり、 文中の位置（文頭か文中か文末か）における差異については全く検討しなかっ

た。 これらの点や名詞句と複合語との境界については今後の課題としたい。
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注

l国立統計局(National Statistical Centre)、 2000年の資料に拠る
2 [ ］内の数字は音域を表す。 1が低域、 2が次低域、 3が中域、 4が次高域、 5が高域を
表す。
3 「友人」の意味である[muu]は、「群・類」という類別詞の意味もあり、 名詞句全体の意
味をとらえにくいため、 ヒトの名詞として「先生」の意味の[?aacaan]を使用する。

4 ＊は非文を表す。
5 「elf.」は「類別詞」のこと。
6 この場合、 thukを省略してm5tのみを残しても可能であるが、 下記のように意味が異な

ってしまう。
p直mm�t hiia 

本 尽きる elf.
「一冊の最初から最後まで」

p直mkwap m;St hua 

本 殆どの 尽きる elf.
「一冊の本の殆ど」

7ただし、 数量を表わす語句が補語を修飾する場合も動詞を修飾する場合もいずれの場合
にも補語の後にくるわけであるから、 数量を表す語句は動詞を修飾すると考えても補語を
修飾すると考えてもかまわないのかもしれない。

8 「law」も名詞で「群」という意味を持つが、 4. 1節のような複数表示としての使い方

はない。

， この場合も動詞的成分の前に類別詞 (khan)を入れるか、 動詞的成分を2回繰り返す形の

方がよい。

lot thlip s'ii dEElJ kMn kaw jl)iM:, pees6o n11 

lot th‘iip s'ii dEen kaw kaw炉ih ぬ pees6o n1I 

自転車 赤色 古い メ ーカ ー プジョ ー この

「このペソ ー製の古い赤色の自転車」 ＂

ラオスでプジョ ー製の赤い自転車といえば、 約50年前からあるヒット商品で、 誰もが知
っているそうである。
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言語的研究会』口頭発表資料，東京外国語大学アジア ・ アフリカ言語文化研究所

三上直光 1999「タイ語における連結形式と意味の関係について」『慶応義塾大学言語

文化研究所紀要』31 : 209-223,慶応義塾大学言語文化研究所
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現代口語ビルマ語の名詞句の構造

岡野賢二

1はじめに

1.1ビルマ語概要

1.2 インフォ ーマント・書記資料

1.3 先行研究

2修飾要素が一 つの場合

21グルー プ1 複数表現

2.2 グルー プ 2 量化表現

2.3 グルー プ 3 所有者表現

2.4 グルー プ4 指示表現

2.5 グルー プ 5 名詞的修飾表現

2.6 グルー プ 6 動詞的修飾表現

2.7まとめと補足

3複数の名詞修飾要素が共起する場合

注

3.1 グルー プ 3 （所有者表現）とグルー プ4 （指示表現）

3.2 グルー プ 3 （所有者表現）とグルー プ 5 （名詞的修飾表現）

3.3 グルー プ4 （指示表現）とグルー プ5 （名詞的修飾表現）

3.4 グルー プ 6 （動詞的修飾要素）とその他の被修飾名詞の前に現れる要素

3.5 グルー プ2 （量化要素）とグルー プ6 （動詞的修飾要素）の動名詞、 複数表示

3.6 基本的な名詞修飾構造と三つ以上の修飾要素が現れる場合

参考文献

1 はじめに

本稿は現代口語ビルマ語(colloquial Burmese ;以下特に断らない限り「ビルマ語」とのみ記す）の名

詞句構造についての観察ならびに考察である。 東南アジア諸言語研究会共通のく調査票＞に基づいてイ

ンフォ ーマント調査をし、 その結果をまとめた上でビルマ語の名詞句構造についての一般化を試みる。
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1.1 ビルマ語概要

1.1.1 音声表記

筆者の音韻解釈の概略は拙稿『現代口語ビルマ語の「行く ・来る」』(2002)に示してある。本稿にお
ける音声表記は基本的にそれに従っているが、歯間閉鎖音を “T-(D-)"から “!-(f)"へ、また有気音
の出気の表記を℃h-“から℃凡 “へと、一部変更してある。概略は以下の通りである。

頭子音 (1) ：阻害音
両唇歯 間 歯茎歯茎硬口蓋軟口蓋声門

無声無気 p-
！
一 t- s- c- k 

無声有気 p凡 th- s
h- c

h- K凡 h-

有 圭p b- (1-) d- z- j- g-

頭子音(2)：共鳴音
両唇歯 間 歯茎歯茎硬口蓋軟口蓋声門

鼻 音 m… n- 11y-
lJ

— 

無 声化 hm- hn- hny- 皿—

その他 w- 1- y- (r-) 
無 声化 hw- hl- f-

単母音 二重母音
即�， 舌 中 舌 後 舌 月

し

I
9」 後

狭 ロ -I -u 広～ 狭 -ai -au 

半狭ロ -e -0 半狭～狭 -el -OU 

半広口 -C -3 

広 口 -a 

末子音 声調
声門閉鎖 鼻母音化

I低-平
a_

調高-平a:
調 下降調 無声調

-N -a. -a 

1.1.2 文法概略

ビルマ語の語は自立語（内容語）である名詞(N)・動詞(V)と、付属語（機能語）である助詞(P)
の三種に大別される。付属語は自立語の前に現れるものと後ろに現れるものとがあるが、おおむね前に
現れるのは限定的、後ろに現れるのは関係・機能の表示の働きをするといってよかろう。ごくわずかな
ケ ー スを除いて活用、曲用といった語形変化はなく、膠着的な言語だといえる。

文の必須要素は述語のみで、これは常に文末に現れる。述部には動詞（句）が述語となる動詞文と、
それ以外の語や句が述語となる非動詞文とがある。それ以外の句や節は標識(marker)を伴って現れる。
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動詞文 動詞文の述部は動詞に動詞文であることを表す助詞 、動詞文標識 (VERB SENTENCE MARKER; 
VSM)が付くことによって作られる。動詞文標識は文の種類（ 非要求文(declarative)、要求文(imperative))

を表すとともに話し手の態度を表す法助詞としての役割を併せ持つ。主な動詞文標識に以下のようなも
のがある（括弧内に示した形式は弱化形）。

表1:口語ビルマ語の動詞文標識

確 定
非 要 求

未確定 生 起
肯定

I
―tc_（-g) |-mc_ （-ma) | -pi_ （-pa) 

否定 —p畑

要 求

＃ 

-11£. 

それぞれの動詞文標識の表すところを簡単に述べておく。—te_（騒）（VSMris)は「話し手が事実だと信
じている」こと（《確定》realis)、-mr_ (-ma) (VSMirls)は「話し手が事実かどうか確信がない」こと

（《末確定》irrealis)を表す。

(1) py:>:-tL 
言う—VSMrls
言った《過去における1回の事態》／言う《現在繰り返し起こっている事態》

(2) py:i:-mt:_ 
言う — VSMirls
言う《近未来》／言うだろう《推量》／言っただろう《過去の推量》

非要求文の否定は動詞に否定を表す接頭辞m社が前接し 、 動詞文標識が— p%：となる。肯定文における
「話者が事実であることを信じている」かどうか 、 という対立は、否定文では中和されてなくなってし

まう。言い換えると—te_も-me＿も 、その対応する否定の形式は— phu：である。

(3) mふpy:i噌u:
NEG—言う — VSMneg
言わなかった《過去における1回の事態》／言わない《現在繰り返し起こっている事態》

(4) mふpy3:—炉u:
NEG—言う—VSMneg
言わない《近未来》／言わないだろう《推量》／言わなかっただろう《過去の推量》

-pi＿は「発話時点において、動詞の表す事態が生起する（ ことに話し手が気付く）」こと（《生起》
mchoative)を表す。

(5) la_-pi_ 
来る— VSMinch
来た。〈接近するのに気付いた時の発話〉

この— pi＿には対応する否定がない。以上が非要求文をマ ー クする動詞文標識である。
次に 要求文であるが、これをマ ー クする動詞文標識は-#（ゼロ形態） と—nr.で、＃（ゼロ形態） が肯

定、—ne．が否定の形式である。 要求文には大きく分けて命令、勧誘、許可求めの3種類 が含まれる。
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(6) py:i:-# 

言う—VSMimpA

言え。

(7) mふpy:J:-n£.

NEG— 言う-VSMimpN

言う な。

(8) twa: (-ca.)-so.-# 

行く(-《相互》）ー《勧誘》—VSMimpA

行こう。 ＜勧誘＞

(9) m科wa: (-ca.)-so. -ne. 

NEG— 行く(-《相互》）ー《勧誘》-VSMimpN

行かないことにしよう。 ＜勧誘＞

(10) twa:-paya.ze--# 

行<-《許可求め》-VSMimpA

（私に）行かせて下さい。

(11) ma-twa:-paya.ze_-ne. 
n 

NEG— 行<-《許可求め》-VSMimpN

（私に） 行かせないで下さい。

非動詞文 上述の通り、 ビルマ語には「動詞＋動詞文標識」が述語となる動詞文の他に、 それ以外の要

素が述語となる非動詞文がある。 非動詞文の述語になり得るのは名詞、 名詞句(noun phrase) 1、 名詞

節(nominal clause)、 従属節(dependent clause)、 引用節(quotation) などである。

(12) C紐:J_ cauN:-s陥ya_

[Im] 学校洗生

私は学校の先生だ。 ＜名詞＞

(13) C知:J_ ya凡gouN_-ka

[lm] ヤンゴン-ABL

私はヤンゴンからだ／ヤンゴン出身だ。 ＜名詞句＞

(14) mauN皿aUN_-ko_ py:i:-ta_ 

[pn]-ACC 言う—NCMrls

マウンマウンに言ったのだ。 ＜名詞節＞

(15) shaya_-ka. 'E:-dL-Jo_ py:i:-lo. 

先生-NOM そのー ～よう 言う—《理由》

先生がそのようにいったからだ。 ＜従属節＞

(16) ze: twa:-mふlo.

市場 行<-VSMirls-《引用》

市場に行こうと（思って）。 ＜引用節＞
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動詞文の述語の拡張 最小限の動詞述部は動詞と動詞文標識によって成り立つが、 この動詞述部は他の

要素と結びついて、 意味的により多様な拡張をすることができる。 藪 (1992:570-1) によれば、 この拡

張された動詞述部の構造を図式化すると次のようになる。

(17) Iv· V-Vaux-Vpp-vsm-Vpf 

Iv ；挿入動詞、 V; 主動詞、 Vaux ；助動詞、 Vpp; 終助詞 (vsm に先行）、 vsm ；動詞文標識、

Vpf; 終助詞 (vsm に後続） ： 「・」は開いた連結、 「ー」は閉じた連結を表す

(18) she'-脚--khaiN:-se妙恥pa_!e:-tc_-ie_

～続ける—学ぶー～させるー 《使役》 ー 《願望》 ー 《丁寧》 ーまだ—VSMrls- 《高圧的》

引き続きまだ学ようにさせたい。

名詞の分類と格 さて述部以外の文の要素は格助詞・接続助詞などの助辞類が後接して他の要素との関

係を表す。 場所や時間の句を除いて、 主語は一般にそれ以外の要素に先行する。 主な口語の格助詞は以

下の通り。

表2:ビルマ語の格助詞

形式 ヒ 卜 モ ノ 位 置

-ka. 主 格 主 格 奪 格・過去の時
NOMinative NOMinative ABLative. PAST time 

＃ 主 格 対 格 （向格）
NOMinative Accusative ALLative 

-ko_ 対 格 対 格 向 格
Accusative Accusative ALLative 

-hma. （於格） 2 於 格
Locative 

-ye. 属 格 属 格
GENitive GENitive 

-ne. 共 格 共 格・具 格 共 格
COMitative COMitative · INSTRumental COMitative 

ヒト名詞の場合、 主格は＃と＿ka. によって標示される。 一般に＃がノ ーマルであり、 ＿ka. は対比的な文

脈において出現する。

(19) a. ga_-# pyo：ーに

[l]-NOM 言う—VSMrls

私が／は言った。

b. ga_-ka. pyo:-te_ 

[1]-NOM 言う—VSMrls

（他の人ではなく）私が言った。

主格の＃と＿ka. はともに非動詞文の主語となる。

(20) a. da_-# c血o.-nyL-le:

これ—NOM [l'］—弟-dmn

これは／が私の弟だ。
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b. da_-ka. cam.-nyL-le: 

これ-NOM [1'］-弟-dmn

（他ではなく）これが私の弟だ。

対格に＃と-koーの二種類があるが、 一般にモノ ([-animate])が＃で、 人 ([+human]）が-koーで標示さ

れると考えてよい。モノが—koーで標示される場合は、 対比的である。

移動の着点を現す向格助詞ばko＿で、これは対格助詞-ko＿と同形である。しかしこれは名詞の意味素性

により厳密に区別される。-koーがマー クする名詞が 「場所」であれば向格すなわち着点であり、 「モノ」あ

るいは 「人」であれば対格すなわち対象である。なお場所であれモノや人であれ、指示性(referenciality)

が低いとkoーが現れないことがある。

(21) lu__-ko_ ta'-te_ 

人—ACC 殺す-VSMrls

人を殺す。

(22) lu_＃炉'-tc-

人＃ 殺す-VSMrls

人殺しする。

(23) cauN:-ko_ t←te_ 

学校-ALL 上る-VSMrls

学校へ通う。

(24) cauN:-# t←tL 

学校＃ 上る-VSMrls

通学する。

なお、 以下では主格や対格を表していな＃については、 音声形式が存在しない理論的な形式であるこ

と、そしてそれをすべて表記すると例が繁雑で読みにくくなるため、原則これを表記しないことにする。

動詞文標識の＃は表記する。

1.1.3 名詞の分類

本稿で用いる語彙の具体例は、 関連の箇所で適宜例示されことになるが、 論を進める前に若干の語彙

についての説明をしておこう。

ビルマ語の名詞は、 その意味や文法的な振る舞いから大きく三種類に分類できる。ここではヒト名

詞、 モノ名詞、 位置名詞と呼ぶことにする。

ヒト名詞は主語や対象の語になることのできる名詞で、 他動詞文において格助詞＃ （ゼロ形態）で標

示されると主語となる。典型的には人物を指示する名詞がこれに当たる。このヒト名詞はさらに人称名

詞、 人物指示名詞、 それ以外の三種類に下位分類できるであろう。

モノ名詞は主語や対象の語になることの名詞である点でヒト名詞と同じだが、 他動詞文において格助

詞＃で標示されると対象の語となる。なおこのヒト名詞、 モノ名詞という分類は、 名詞が備えている素

性によって一義的に決まるものではない。たとえ有生物、 有情物であってもモノ名詞であることはあり

うる。
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位置名詞は主語や対象の語になることができない名詞で、 文内では常に空間的・時間的な位置を示す

語として現れる。

(25) C紐3--#di_g如e.-# you'fiN_-# ci.-rnc_ 

[Im]＃ 今日＃ 映画＃ 見る—VSMirls

私は今日映画を見る。

(26) Ill血e.-ka. �--ka. s賤ya..ma.-sh i_-ka. pai'shaN_-#•Ch i:-ti;_ 

昨日ーPAST [3]-NOM 先生—ところ—ABL お金＃ 借りる—VSMrls

昨日彼／彼女は先生（のところ）からお金を借りた。

この名詞の素性に基づく下位分類は、 本稿のテ ー マである名詞句の構造にも多少なりとも関係する。

下にこの名詞の下位分類と主な格助詞との分布について概略を示す。

表3：名詞の下位分類と格助詞の分布関係

ヒト名詞 モノ名詞 位置名詞

-ka. 主語 主語 起点

＃ 主語 対象 着点

-ko_ 対象 対象 着点

-hma- （所有者） X 位置

1.1.4 略号等

以下に本稿で用いた略号を挙げる。

動詞文標識 (verb sentence marker) 
• VSMrls 動詞文標識・陳述／確定； verb sentence marker, realis 
• VSMirls 動詞文標識・陳述／未確定； verb sentence marker, irrealis 
• VSMneg 動詞文標識・陳述／否定； verb sentence marker, negtive 

• VSMinch 動詞文標識・陳述／生起； verb sentence marker, inchoative 
• VSMsspc 動詞文標識・陳述／疑念； verb sentence marker, suspicious 
• VSMimpA 動詞文標識・要求／肯定； verb sentence marker, affirmative-imperative 

• VSMimpN 動詞文標識・要求／否定； verb sentence marker, negative-imperative 

限定節標識 (attributive clause marker) 
• ACMrls 限定節標識・確定； attributive clause marker, realis 
• ACMirls 限定節標識·未確定； attributive clause marker, irrealis 

名詞節標識 (nominal clause marker) 
• NCMrls 名詞節標識／確定； nominal clause marekr, realis 
• NCMirls 名詞節標識／末確定； nominal clause marekr, irrealis 

格助詞 Cease marker) 
• ACC 対格； accusative

• ABL 向格； allative
• COM 共格； comitative

• GEN 属格； genitive

• INSTR 具格； instrumental
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• LOC 於格； locative

• NOM 主格； nominative

• PAST 過去の時；past time 

• ＃ ゼロ格； zero case 

助勤詞類(auxiliaries) ※主なもののみを挙げた
• 《勧誘》 聞き手に話し手とともに行動をすることを求める

• 《許可求め》 聞き手に対して話し手もしくは第三者の行為実行の許可を求める
• 《相互》 相互動作；mutual
• 《丁寧》丁寧さ；politeness

• 《移動》 現在位置への移動
• 《無意識》

指示名詞類

• [I] 話し手

• [2] 聞き手
• [3] 第三者
• [-f] 女性用語
• [-ml 男性用語
• [-'] 下降調化した形式([-]は下降調化していない形式を表す）

接辞類(affix)

• NEG 否定（前接）辞；negative(affix) 
• dmn 指小辞；diminutive
• augm 増大辞；augmentative

• plrl 複数接尾辞；plural

• plrlAPPRNT 擬似的複数；apparent plural 

• NMLZ 名詞化接辞；nominalizer

その他

• clsfr 助数詞；classifier
• cntrst 対比

o 《理由》 理由を表す従属節標識
• 《引用》 引用節標識
• 《疑問》 疑問文を表す文末助詞

1.2 インフォ ー マント ・ 書記資料

本稿を執筆するにあたり、 東京外国語大学ビルマ語専攻非常勤講師のDaw Yin Yin May氏（女性・40

歳代）にご協力をいただいた。 氏はビルマ(Burmese、 Barnar)族ではなくパラウン(Palaung)族で、

パラウン語ナムサン (Nam Hsan) 方言が母語である。 しかしながら幼い頃からミャンマー第二の都市

マンダレ ーに住み、 基礎教育から大学まで一貰してビルマ語による教育を受けただけでなく、 氏自身が

ミャンマー の大学の教員として長くビルマ人に対する日本語教育に携わっておられ、 ほとんど母語同様

の言語的な能力を有していると考えられるため、 ビルマ語のインフォ ー マントとして協力をお願いした

次第である。 ただし例文についての本稿における責任の一切は筆者自身にある。

また書記資料については、 特に積極的な利用はしていないが、 いくつかの用例は筆者のコ ーパスから

引かれている。 筆者のコ ーパスについても岡野 (2002) をご覧頂きたい。
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1.3 先行研究

名詞句の構造についてのまとまった先行研究は、 拙論『現代口語ビルマ語における名詞限定構造の記

述(1)』（2000年） を除けばほとんどなく、 あるとしても辞書類や総合的な文法研究論文、 文法書等にご

くわずかに触れられている程度である。

拙論の内容はほぽ本稿に踏襲されているため、 ここに詳しくは述べない。 またその他の文献に散見さ

れる記述についても、 関連する箇所でその都度言及することにする。

2 修飾要素が一つの場合

ビルマ語の名詞を限定する要素については、 とりあえずチェック表に従って次の6種類に分類して

おく。

• グルー プ1 複数表現

•グルー プ2 量化表現

• グルー プ3 所有者表現

• グルー プ4 指示表現

• グルー プ5 名詞的修飾表現

• グルー プ6 動詞的修飾表現

上の分類はあくまでも暫定的なものであり、 本章でビルマ語の名詞限定要素を銀察した後、 本章第7

節で分類を見直すことにする。

2.1 グルー プ1 複数表現

このグルー プに属する形式は以下の二つである。 いずれも名詞主要部に後接する接尾辞である。

• -twe- 《複数》 plrl
• -to. 《擬似的複数》 apparent plural 

(27) sa_'ou'-twe_ 

本＿plrl

本（複数）

(28):ga--to. 

[l]-plrlAPPRNT 

オレたち

-twe_3はいわゆる純粋なる複数を表す名詞接尾辞で、 指示する名詞の数が 2 つ以上の場合に義務的

に現れる（グルー プ 2 「量化表現」との共起関係については後述）。 指示されるのは＿twe＿が後接する名

詞 N が二つ以上含まれる集合である。 言い換えると表現
‘‘

N-twe_’' が表す集合を構成する要素はすべて

Nである。

一方-to. は純粋な意味での複数ではなく、 N を代表とする漠然とした多数（《擬似的複数》 apparent

plural) を表すと考えられる。 言い換えると表現
‘

'N-to.’' が表す集合は、 集合を構成する二つ以上の要

素のうちひとつ以上のNを含むことになる。
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よって＿twe＿はもちろんのこと、-to. も論理的に N のみの集合であることも許す。 そのため表現

"N-twe_" と “N-to." の両方とも、 その表す集合が N のみからなる、ということはあり得る。

(29) a. s晴ya_-twe_ = {s陥ya_l,Shaya_2,…, s陥ya_nJ

b. s湘ya--to. = {shaya_1, 轟ya_2,...,shaya_n} 

上の例のようにa.と b.とが同一の集合を表すとしても、やはりそれぞれの「意味」が若干異なる。a.

は ‘‘轟ya＿という属性を持つ entry の集合
” であるのに対し、b.は ‘‘s湘ya＿と話し手が呼ぶ人物を代表と

する集合” である。 つまりb.の方がより個別性が高いといえる。

また＿twe＿は それの付く名詞が複数であることを表すので、特定の人物を指示する人称名詞に付くこと

はできない。 人称名詞の複数は必ず—to. が使われることになる。

(30) * JJa_-twe_ 

[1]-plrl 

逆に—to. は指示性や 個別性の低いものには用いることができないようである。

(31) * sa_'ou'-to. 

本plrlAPPRNT

なお ‘‘do." 「我々」という名詞は接尾辞—to. 《擬似的複数》から派生されたもの、あるいは少なくとも

同一語源であると考えられる。 この点も興味深い。

後述するが、グルー プ 2 の量化表現のうち、数名詞を伴う数表現との共起関係において—to. と＿twe＿に

違いが見られる。 -to. は数名詞を伴う数表現と共起するが、＿twe＿は共起しない。

上記の形式の他に-mya：というものがあるが、これは主に文語において用いられるものである。 -mya:

は口語体の＿twe＿の同等物と考えられる。 よって本稿では特に取り扱わない。

(32) sa_'ou'-twe_「本（複数、口語的）」 ＝ sa_'ou'-mya: 「本（複数、文語的）」

2.2 グルー プ 2 量化表現

く調査票＞でグルー プ2に分類されているのは以下の表現である。

a. 1冊の、2冊の、何冊の（本） ／1人の、2人の、何人の（友人）

b. ある、全ての、ほとんどの（本） ／ （友人）

c. 数冊の、わずかな、たくさんの（本） ／数人の（友人）

まずは a. の表現をみてみよう。

(33) sa_'ou' ほ'ou' / bna-'ou' / bi:血ふ 'ou'

本 1-clsfr / 2-clsfr ／いく～一clsfr

本 1 冊、1 冊の本／本 2 冊、2 冊の本／本何冊、何冊の本

(34) 胆｝£_jiN: ほyau' /bnふyau' /bE血ふyau'

友人 1-clsfr / 2-cls_け ／い< ~-clsfr 

友人 1人、1人の友人／友人 2人、2人の友人／友人何人、何人の友人
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いずれの場合も「名詞＋数詞＋助数詞」の順となる。ただし1の位が0の場合(IOを除く）は 「（名

詞＋）助数詞＋数詞」または「名詞＋（助数詞＋）数詞」となる。

(35) sa_'ou' （（'社） ＇ou') hnふsh-e_ / (sa_'ou') （'ふ） ＇OU' 血ふsh-e_

本 （冊） 2-十 ／（本） 冊 2-+

本 20 冊、 20 冊の本／（本）20 冊、 20 冊（の本）

(36) �e_jiN: （（'社）yau') hnふSh心／（批｝e_jiN:) （'ふ）yau' hna-sh-e_

友人 （人） 2-十 ／ （友人） 人 2-+ 

友人 20 人、 20 人の友人／（友人）20 人、 20 人（の友人）

次に b. の表現を見てみよう。

(37) sa_'ou' ほ'ou'-'ou'

本 1-clsfr-clsfr

ある（ひとつの）本

(38)ほcho. sa_'ou' / sa_'ou' 滋d'o.
一部 本 ／本 一部

ある（一部の）本

(39) 批］E-jiN: ほyau'-yau'

友人 1-clsfr-clsfr 

ある友人

(40)ほd'o. !aIJ吋iN: ／批)E-jiN: ほCh
。•

一部 友人 ／友人 一部

ある（一部の）友人

(41) sa_'ou' 'a:louN: / sa_'ou' 油nya:zu.

本 全て ／ 本 ほとんど

全ての本／ほとんどの本

(42) sa_'ou'！亨jiN: 'a:louN: / 'a:!oUN: '血ya:zu.

友人 全て ／ 友人 ほとんど

全ての友人／ほとんどの友人

「ある N 」には二つの意味が考えられる。ま ず不定の 「ある ～ 」の場合は、 「 l ＋助数詞＋助数詞」と

いう形式をとり、 それが N に後続して現れる。もうひとつは不特定多数の部分集合の場合で、 これは

湘砂o." 「一部」という形式をとる。 喰砂o.’' は通常 N の前に現れるが、 後ろに現れる場合もある。「全

てのN」「ほとんどのN」は “'a:louN:" 「全ての ～ 」吋mya:zu." 「ほとんどの ～ 」にあたる形式がNに

後続する。

最後にC.について見てみよう。

(43) a. sa_'ou'!ouN:-le:-ga:-'ou'(-lau') 

本 3-4-5-clsfr(-about)

数冊の本 (3~5 冊の本）
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b. sa_'ou' !oUN:-'ou' ga:-'ou'(-lau') 

本 3-clsfr 5-clsfr(-about) 

数冊の本(3~5冊の本）

(44) a. 匝g£_jiN: t!oUN:-le:-ga:-yau'(-lau') 

友人 3-4-5-clsfr(-about) 

数人の友人(3~5人の友人）

b. 批｝LjiN: !ouN:-yau' ga:-yau'(-lau') 

友人 3-clsfr 5-clsfr(-about) 

数人の友人(3~5人の友人）

(45) sa_'ou' n£:n£:(le:) / sa_'ou' b_d:>皿ya:mya:

本 わずか ／本 たくさん

わずかの本／たくさんの本

(46) sa_'ou'典］LjiN: n£:n£:(le:) / sa_'ou'抱］吋iN: t3-d3皿ya:mya:

友人 わずか ／ 友人 たくさん

わずかの友人／ たくさんの友人

「数冊のN」 「数人のN」にあたる表現は、厳密に言うとビルマ語にはない。 日本語の 「数冊／ 数人」

に相当するものを敢えて挙げるなら、上記の表現a．や b.となるであろう。 ただしこれらの表現はa. 「3

~5冊／人J、b. 「3、5冊／人」という数 を明示したものであるから、厳密には 「数冊／数人」ではな

い。 これらの表現における数 の組合せは自由であるが、a.では 「3、4、5」や「4、5、6」などというよ

うに三つの数 を並べ、b.では「3、5」や 「4、6」などのように偶数 、奇数 で揃えるのが一般的である。

もちろん「3、4」という二つの並んだ数でも構わない。 なお数表現の後ろに現れる—!au' 「約 ～、おおよ

そ」は随意的である。

、、n£:n£:(le:)" 「わずかの～」、“ t3_d3皿ya:mya:" 「たくさんの～」は b.でみた 「全ての～」 「 ほとんど

の～」と同様にN に後続する。

以上の観察から、ビルマ語の量化表現は “tacho." 「一部」を除き、その内部構造の如何に関わらず名

詞の後ろに現れる、と言える。

さらに量化表現は統語的に独立性が高いという特徴がある。 ここに挙げた全ての量化表現は、それが

修飾する名詞を 「省略することが可能」である。

(47) (sa_'ou') t社'ou' w心kh£_-t£_

（本） 1-冊 買う—《移動》—VSMrls

（本） 一冊買った。

(48) (sa_'ou') bt:Jma-'ou'thou'—抵lc:

（本） 幾舟廿 発行する—VSMrls-q.s.

thou'-pa--tr_ 

発行するー《丁寧》-VSMrls

何部発行しましたか？ ー 千部発行しました。
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(49) (cauN：�a:) 'a:louN:-ko_ phye_-khaiN:-ti:_ 

（学生） 全て-ACC 答えな《使役》 -VSMrls

（学生）全てに解答させた。

なお文語特有の表現として量化表現が名詞の前に現れるパタ ー ンが存在する。 文語の名詞修飾節標識

や：を介して前から後ろの名詞を修飾する。

(50) touN:-yau'や噸IJLjiN:

3 -clsfr-ACMrlふ友人

三人の友人

(51)'a:louN:-j:J.,＃位IJl:_jiN:

全て—ACMrls—友人

全ての友人

(52)'acho.-J:J..-!珈-jiN: ／ 滋cho．位胆jiN:

一部-ACMrls-友人 一部—友人

一部の友人

このような表現は文語にのみ見られるものであるため、 本稿では扱わないことにする。

2.3 グルー プ 3 所有者表現

く調査票＞でグルー プ3に分類されているのは以下の表現である。

•私の、 あなたの、 彼の、 彼女の、 母の、 その金持ちの、 誰の（本）

ビルマ語には「私」「あなた」に相当する語彙が複数存在し、 話し手の性別や聞き手との親密度などに

より使い分けされる。 ここでば性別の如何に関わらず用いられる !Ja- 「私、 オレ」と miN: 「あなた、 お

前」を用いることにする。

(53) 1Ja_-yr.-sa_'ou' / lJ正yr.-sa_'ou' / * 1Jむsa_'ou' / IJa.-sa_'ou' 

[l]-GEN—本 [l']-GEN—本 [l]—本 ［I']-本

私の本

(54) 1J知yr.—1iilJLjiN: / 1Ja.-yr.＿1ii!Je_jiN: / * IJa--典J£_jiN: / IJa.＿131J£_jiN: 

[l]-GEN—友人 [l']-GEN—友人 [I]—友人 [l'］—友人

私の友人

(55) miN:-ye.-sa_'ou' / miN.-ye.-sa_'ou' / mi殴sa_'ou' / miN.-sa_'ou' 

[2]-GEN—本 [2']-GEN—本 [2]—本 ［2']-本

あなたの本

(56) miN:-ye.＿匝JLjiN: / ? miN.-ye．一回f_jiN: / miN咄切LjiN: / ? miN.-！切叶iN:

[2]-GEN—友人 [2']-GEN—友人 [2]—友人 ［2']-友人

あなたの友人
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:g a_ 「私」の所有者表現には 3種のタイプが観察される。 属格助詞 —ye.を用いるタイプ、所有者名詞の

声調が変化するタイプ、 そしてこの二つが同時に現れるタイプである。 声調変化は低平調から下降調ヘ

変化する。 声調変化が起きず、かつ属烙助詞が現れないものは構成素をなさず、所有者表現とは解釈で

きない。 これに対してm.iN: 「あなた」の場合、声調変化のあるなしに関わらず、後ろに現れる名詞を修

飾する解釈が可能である。 ただし声調変化が起きるパタ ーンはあまり多くなく、 「あなたの」を特に強

調する場合に限られるようである。

(57) ru--ye.-sa_'ou' / ru.-ye.-sa_'ou' / * j!L-sa_'ou' / tu.-sa_'ou' 

[3]-GEN—本 [3']-GEN—本 [3]ー本 [3'］ー本

彼／彼女の本

(58)但-ye.-ra:ge_jiN: / ru.-ye.—抱］e_jiN: / * jIL租郡—jiN: / ju．位耶—jiN:

[3]-GEN—友人 [3']-GEN—友人 ［3］—友人 [3'］—友人

彼／彼女の友人

ビルマ語には 「彼」 「彼女」の区別はなく、いずれもP-を用いる。 所有者表現のパタ ーンとしては上

で見た :g a... 「私」とまったく同じで、属格助詞タイプ、声調変化タイプ、属格助詞＋声調変化タイプが

ある。

次に 「母のN」を見てみよう。

(59) 油ne_-ye.-sa_'ou' / 油ne.-ye.-sa_'ou' / ＊ 'ame_-sa_'ou' ／ 'ame.-sa_'ou'

母—GEN—本 ［母']-GEN—本 母—本 ［母']—本

母の本

(60) 油ne_-ye.＿典］e_jiN: ／ 油ne.-ye.—批］e_jiN: / * '血e_—!a:ge_jiN: / '釦e.—世］e_jiN:

母—GEN—友人 ［母']-GEN—友人 母—友人 ［母']—友人

母の友人

やはり :g a_ 「私」やP- 「彼／彼女」のパターンと同じになる。

ただし 「母のN」の場合、 それぞれの形式が表す意味は微妙に異なっているようだ。 インフォ ーマン

トによると声調変化を伴うタイプ、すなわち声調変化タイプと属格助詞＋声調変化タイプの場合、どち

らかといえば 「 目の前にいる自分の母親」を指している気がする、という。 これに対し声調変化を伴わ

ないタイプ、 つまり属格助詞のみのタイプの場合は 「誰か他人の母親」だと感じるということである。

ビルマ語は日本語などと同様に親族名称を人物を指示する語として用いる。 ここで挙げた油ne_ 「母」

は、 「母親」という属性を持つ人間を総称する語であるとともに、 「母親」の属性を持つ特定の人物を指

示する語でもある。 言い替えると油ne_ 「母」は話し手が『お母さん』と呼ぶ人物を指す。

ということは、声調変化を伴うタイプは、 その指示内容からしてむしろ 「あなたのN」に近いと言え

るだろう。 とはいえ声調変化のあるなしに関わらず、総称的である場合と指示的である場合とがあり

うる。

次に 「 その金持ちの～」を見てみよう。 ビルマ語には名詞の形式として定、不定の区別が明示されな

い。 1:::ト名詞であればほとんどの場合、 そのままで人物指示的(person-referencial)に用いることが可

能である。 ゆえに下に挙げる�the: 「金持ち」は一般名詞であるとともに人物指示的でもあることに注意

されたい。
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(61) 呵e:-ye.-sa_'ou' / * iathe.-ye.-sa_'ou' /?＊置e:-sa_'ou' / *！甜e.-sa_'ou'
金持ち—GEN—本 ［金持ち']-GEN—本 金持ちー本 ［金持ち＇ l-本
（その）金持ちの本

(62)騒the:-yr.-!句c_jiN: / * tathe.-yr．租IJLjiN:
金持ち-GEN—友人 ［金持ち']-GEN—友人
（その）金持ちの友人

/ * ！甜e..-！切LjiN: / ＊阿e．一向吋iN:
金持ち←友人 ［金持ち ＇l-友人

ただし!athe:「金持ち」が人物指示的に用いられるといっても、その下降調形!ilthe. 「 ［金持ち']」が許
されない点が油ne-「母」などとは異なっている。'ame_「母」が聞き手に対する呼びかけ語(address

word)としての機能を持っているのに対し、位the:「金持ち」にはそのような使い方ができないことと、

下降調に変化した形式の有無とは関連しているであろう。
なお下降調にならない形式の (62) taれe:-！切叫iN: は「金持ちである友人」の意味になるが 、(60)

'iimec—典］C―j訳：は「母である友人」の意味にはならない。
最後は 「誰の～」である。

(63) b叫u_-yr.-sa_'ou' / b叫u.-yr.-sa_'ou' / * b叫u_-sa_'ou' /barfu.-sa_'ou' 

［誰]-GEN—本 ［誰']-GEN—本 ［誰］ー本 ［誰’ 卜本

誰の本

(64) b叫U--y心典Jf_jiN: / b叫u.-yr.＿!iluLjiN: / * b狙止勘r_jiN: / b迎U-！切吋iN:

［誰]-GEN—友人 ［誰']-GEN—友人 ［誰］—友人 ［誰']—友人

誰の友人

ba血「誰」は不定の指示詞bc-「どのJと名詞!u-「ひと」からできている複合的な名詞である。上で

見た料 「彼／彼女」はもともとこの!u-「ひと」である。よってこの二つの表現は全く同じ形式的な分布
をする。

以上が本節の観察だか、ここで所有者表現のタイプをその形式からまとめてみよう。

2.3.1 下降調化

上で見たように所有者表現では一部の名詞がその末尾音節が下降調に変化することにより所有者であ

ること、言い換えると後続の名詞を修飾していることを表す。下降調化は全ての名詞で可能なのではな

く、音声的、意味的に条件づけられている。
まずは音声環境について観察しよう。 ビルマ語にある三つの声調の例を見てみる。

(65) ga.-sa_'ou' 

[I']-本
私の本

(66) miN:-sa_'ou' / miN.-sa_'ou' 

[2]ー本 ［2']-本
あなたの本
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(67)'a ama.-sa_ou 

［姉］ー本

姉の本

低平調は義務的に下降調になるが、 高平調は下降調に変化する場合と、 変化せずに高平調のままの場

合とがある。 下降調のものは表面的に音声的な変化はない。 涵na. 「姉」はそれ自体の末尾音節の声調が

下降調であり、 下降調が別の声調に変化することはない。 潜在的に下降調に変化しているのであろう。

高平調の場合、 下降調に変化してもしなくても、 それが後続する名詞を修飾している。 換言すると高

平調は下降調への変化が随意的である。

次に、 下降調化しうる名詞的素性について考える。 下降調化しうる名詞はいわゆるヒト名詞相当語で

ある。 とはいえ、 たとえヒト名詞であっても、 指示性 (referenciality) が低いものの場合は下降調にな

りにくいようである。

下降調への変化は基本的にヒト名詞にのみ見られる現象であるが、 ヒト名詞でなくともこの変化が観

察されることがある。 ヒト名詞相当と見なされているのかもしれない。 もちろん lu- 「 人間」はここで

は典型的なヒト名詞とは見なされない。

(68) my血a.-yiN_ce:hmu. cf. myama.- 「 ミャンマ ーの」 ＜ 

ミャンマ ーの文化

ミャンマ ーの文化

(69) Ju戎酎WiN.aye: cf. Ju.- 「人間のJ < lu_- 「人間」

人間の—権利

人権

myama_ 「 ミャンマ ー」

下降調への声調変化という現象について二点ほど補足しておきたい。 ひとつは声調変化した形式はい

わば斜格とでも言うべきもので、 下降調化した形式そのものは属格と言うべきものではない、 というこ

とである。 対格を表す助詞—ko＿や於格の助詞-hmaーと結びつく場合にもこの声調変化が起きる。

(70) C釦:>.-ko_ < c血;:i_ + -ko_ 

[lm']-ACC [Im] ACC 

(71) tu.-hma_ < !u— +  -hma_ 

[3']-LOC [3] LOC 

ふたつめはこの声調変化という現象は助辞にも見られるという点である。 動詞文であること標示する

-te_や-me＿は、 名詞を限定する修飾節となるとき、 下降調に変化する。

(72) C血3_-#sa_'ou' -#p%’―固

[lm]-＃ 本＃ 読む-VSMrls

私は本を読んだ。

(73) C釦;)_-# p知t£. -sa_'ou' 

[Im]＃ 読む—ACMrls-本

私が読んだ本
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(74) m細喩aNー！拘叫iN:-nE. twe.-m£_ 

明日 友人-COM 会う-VSMirls

明日友人に会う。

(75) m細？Ph皿twe.-m£_—血£_jiN:

明日 会う-ACMirlふ友人

明日会う友人

名詞修飾節についてはグループ7「名詞修飾節」 で扱う。

2.3.2 属格助詞—yE.

属格助詞—yr. 4は基本的にヒト名詞とモノ名詞につくが、 位置名詞とは共起しない。

(76) ga_-yi:.-pyi'si: 

[1)-GEN物

私のもの

(77) dL-sh aiN_-yi:.-pyi'si: 

この—店-GEN—物

このお店の（所有する）もの

(78) she:-yi:．俎n邸．

薬—GEN—臭い

薬の臭い

ga＿はヒト名詞、S%：はモノ名詞である。 ここでのsh aiN_ 「 店」 は位置名詞ではなくヒト名詞相当と言

えるであろう。 というのは次のような表現とは異なり、 文字どおり「店」 が「所有者」だからである。

(79) dL-sh aiN_-ka.-pyi'si: 

この—店-ABL-物

このお店（から）のもの

この表現では奪格助詞—ka．が用いられている。 「 この店に由来する～」という意味であり、“Nl-ka.-N2"

という形式はそれ全体でひとつの大きな名詞句を構成する。 このような用法は主格助詞の—ka.にはない。

(80) * ga_-ka.-pyi'si: 

[1)-NOM物

（私のもの）

よって “Nl-ka.-N2" のNl はヒト名詞やモノ名詞ではあり得ず、 位置名詞である。

2.3.3 下降調化＋属格助詞

末尾音節が低平調であるヒト名詞の場合、 下降調化と属格助詞を用いる二つの形式の他に、 この二種

類のタイプが同時に現れる場合もあった。
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(81)滋ph e_-ye.-'eiN_

［父]-GEN— 家

父の 家

滋炉e.-yc.-'ei 凡 ＝ ほjie.-'eiN_

［父']-GEN-家 ［父 ＇]-家

(Allott and Okell, 2001, pp.188) 

Allott and Okellによれば、 この三つの表現に違いはない、 ということだが、 上で見たように下降調化

をする場合は会話参加者もしくはby-standerであることを強く示唆する。 これに対して下降調化が起こ

らずに属格助詞のみを用いた場合はそうではない含みがあると考えられる。

2.4 グルー プ4 指示表現

く調査票＞でグルー プ4に分類されているのは以下の表現である。

• この、 その、 あの、 どの（本）

• これらの、 それらの、 あれらの（本）

指示表現は名詞の前に現れる。 指示表現は直示用法と 照応用法とがあり、 直示の場合は基本的に近称

と遠称の二項対立となる。 照応の場合、 文脈において活性化されたものと活性化されていないものとい

う対立となる。 また不定の形式も指示表現に含めてよいであろう。

• dL-《近称》《前方照応（既活性） ／後方照応》「この」

e.g. di_-sa_'ou'この本 < di_— この＋sa_'ou'本

• ho_-《遠称》《前方照応（未活性）》「あの、 その」

e.g. ho_-sa_'ou'あの本 < ho_— あの＋sa_'ou'本

• be-《不定》「どの」

e.g. br_-sa_'ou'どの本 < bc_— どの＋sa_'ou'本

di＿ーは直示用法としては《近称》「この」を表す。 照応用法としては《前方照応》と 《後方照応》とがあ

る。 前方照応として用いられる場合、 発話時点の文脈において既に話題として了解されているもの（＝

活性化されている） 「この」を表す。 これに対し ho ＿ ーは直示用法としては《遠称》「あの、 その」を表す。

照応用法としては《前方照応》のみを表す。 ただし di_—の前方照応とは異なり、 会話参加者の間に過去

において既出のものであっても、 発話時点での文脈においてまだ話題となっていないもの（＝活性化さ

れていない） 「あの」を表す。 この二つの形式が指示表現の基本形である。

(82) ho_-'ou'sa_-Je: 

ho_—もの -dim

え ー と•• （言いよどむ時の表現）

この二つの基本形に前接して意味を補足する形式が二つある。 一 つは直示の意味を、 もう 一 つは照応

の意味を付け加える。

• h::i:-《視界内》

· h::i:-di_-《近称（視界内）》「この」 < h3:-《視界内》十di_《近称》

e.g.加：dL-sa_'ou'この本

· h:>:-ho_-《遠称（視界内）》「あの」 ＜ h加《視界内》十ho_《遠称》

e.g.加：ho_-sa_'ou'あの本
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•'c:-《前方照応》

·'c:-dL-《前方照応》 「その」 < 'c:-《?》+ di_《近称》

e.g.'c:di_-sa_'ou' その本

·'c:-ho_-《？》 「その」 < 'c:-《？》 +ho_《遠称》

e.g.'c:ho.-sa.'ou' あの本

加： ーは直示的な意味を拡張する。 di_-、 hoc—ともに話者からの心理的な遠近を表すが、 h工が前接する

ことで、 視界内にあることを明示する。 特に h::i:-dLーは、 話し手の手の届く範囲にある場合に用いられ

る。 また加：ho＿ーは話し手からかなり離れた位置にあるけれども、 「それが見える」場合に用いられる。
一方'c ：ーは照応であることを明示する機能があると考えられる。 'c:-diーーは直前に活性化されたものに照

応することはほぼ間違いないであろう。 とはいえ前方照応は di_—のみで表しうるので、 実質的に'c:-di_

と di＿ーとが同じであることもある。 ただ'c:-di_—となると前方照応であることが明示的となる、 といえる。

もう一つの組み合わせである'c:-ho＿ーについてはその詳細はわからなかった。 インフォ ー マントに尋ね

ると、 確かに ’岱ho_—という形式はあるということであったが、 どのような状況で用いられるのかは特定

できなかった。 筆者が収集することのできた用例は以下の三例のみであるc

(83)'e:-ho_-hnふyau'-ka.-b. cu_JiN_-lr: yu_-tr_ 

'r:-ho_- 2 -clsfr-NOM-《対比》塾～も 取る—VSMrls

その二人はというと、 塾にも通っている。 （岡野 2000: pp.6) 

(84)'E:-ho_-ha_ br_-lo_ ne_-lr: 

'r:-ho_—もの どのー～よう居る—《疑問》

あれはどう？あなたに似合うと思う。

niN_-nr. lai'-rnr_ th恥tc-

[2]-COM 似合う—VSMirls 思う—VSMrls

(85) kale:rna.-ka. dL-lu_ji:-ko_-hma. rnふcai'-ta_ '1::ho_-yau'ca:-nr.

女の子—NOM このー大人-ACC—さえ NEG—好きだ—NCMrls 'r:ho_—男—COM

lai'-twa:-ta_ 
n 

h h s"r_-yr'-lau' ca_-pno.-tr. 

従う—行 <-NCMrls ＋千I-ほど 経つ—ため—伝聞

女の子はこの大人を好きではないのだ、 十日ほど前にあの男について行ってしまったそうだ。

(Allott and Okell 2001 : pp.264) 

（同上）

上で見たように hoーーは活性化されていないものを指示する機能を持つのに対し、 'c ：ーは直前に活性化

されているものを指示する機能を持つのであるから、 この観察が正しいのなら＇位hoーーはその機能におい

て矛盾する。 今後の課題としたい。

加： ーと'c:—について補足をしておく。
“
Myanmar-English Diction紅y" では、 この二つの形式をいずれ

も間投詞 (interjection) と分類している又また Allott and Okell (2001) にも、加：ーは
“
evidently from 

[h3:-］“hey!” ’
' （同書 pp.252) とあり、 またほについても

“
perhaps originally from ['r:-] "er" "（同書

pp.264) とされている。 筆者が以前調査したときのインフォ ー マントも h叩については間投詞であると

いう回答を得ている。 diーーや ho�ーと結合した形ではもはや間投詞と考えることはできないが、 語源とし

てそうであることは十分にありえよう。

もう一点だけ付け加えておく。 上で挙げたものの他に指示表現的なものに ho:ga.—という形式がある。

これは 「ずっと向こうの～」といった意味で、 ho_—よりはるかに遠いものを指示する。 ho:ga.—という形

式は先行文献の記述の中には一切見られないもので、 極めて口語的な表現である。

(86) ho:ga.-rneiN:gale: 「ずっと向こうの女の子」
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ho:ga．ーは “ho:+-ka.’' と分解できるのであろう。 ―ka. は恐らく奪格助詞の-ka. である。ho：が何かはわ

からないが、ho..:—と関係があると思われる。 実際インフォ ー マントによれば、ho:ga．ーは指示詞hoーーの強

調のような感じを受けるという。‘‘ho: Je:Je:douN:-ka." 「むかしむかし」（昔話の導入の言葉）や次の例

も同じものかもしれない。

(87) ho:-fe.-ka. yei'-yei'-yei'-yei'-ne. lu_-pe: thiN_-pa_-ye. 

ho：ー前ABL 影ー影凜月診COM 人間—～のみ 思う《丁寧》-VSMsspc

ずっと先には影がたくさんある、 人間だと思うのだが。 (Allott and Okell : 2001, pp.253) 

ho:ga．ーの ga.が奪格助詞-ka.であるなら、 この場合のho：は指示名詞のho..:—から変化したものではな

く、 指示詞のhoーーと同形の場所指示名詞ho- 「あそこ」 から変化したものと考えなければならない。 そ

うであるならho:ga．ーは純粋な指示表現ではなく、 「位置名詞＋奪格助詞」 という、 グループ2の所有者

表現でみたタイプと同じということである。

以上をまとめると次の表のようになるであろう。

表4：名詞の下位分類と格助詞の分布関係

基本形式 di—― ho_-

用法 直示 照応 直示

基本的な意味 話し手から近い 前方（既活性） 話し手から遠い

後方

+ho: ＋視界内 X ＋視界内

+'e: X 前方（既活性） X 

2.5 グルー プ5 名詞的修飾表現

グループ5の名詞的修飾表現として挙げられるのは次のようなものである。

•外国の ・ タイ語の ・ 言語学の ・ 子供向けの（本）

• タイ人の ・ 医者の（＝医者である）（友人）

(88) naiN..g邸＿ja:-sa_'ou'

外国—本

外国の本

(89) na恥g邸＿ja:-ka.-sa_'ou'

外国ABL—本

外国の本

(90)'訳：g狙ei'-sa_'ou'

イギリス人—本

英語の本

(91) ba-�a_be_da.-sa_'ou' 

言語学—本

言語学の本
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(92) k賭le:-sa_'ou'

子供—本

子供のための本、子供向けの本

(93) k噸le:-'atwi:'-sa_'ou'

子供ー～ためー本

子供のための本、子供向けの本

(94) thaiN:-t切叫iN:

タイ（人）ー友人

タイ人の友人

(95) shaya_wuN_ lou'-tc.—典J!:_jiN:

医者 する—ACMrls—友人

医者の友人

(96) * s瀦ya_wuN_ phyi'-tc.＿典｝i:_jiN:

医者 ～である—ACMrls—友人

（医者の友人）

く調査票＞で名詞的修飾表現とされたもののうち、まず 「医者の友人」は名詞修飾節構造をなしてお

り、次節で扱う動詞的修飾表現に含まれるものである。

上記 「医者の友人」を除いた例を見ると、修飾要素と非修飾要素との間にA． マー カーがあるもの（外

国の、子供向けの）と、B． マーカ ーが現れないもの（英語の、言語学の、 タイ人の）との2種類がある

ことがわかる。 言い換えると 「マー カ ー を伴う名詞」が修飾要素である場合と、 「マー カ ー を伴わない

名詞」が修飾要素である場合とがある。

2.5.1 マ ー カ ー を伴う名詞

「マー カ ー を伴う名詞」にどのようなものがあるのか、例を見てみよう。

(97)'eiN_-ka.-sa_ 

家-ABL-手紙

家からの手紙、個人的手紙

(98) myr'hrnaN_-n£.-meiN:ma. 

メガネ-COM—女性

メガネの女性

(99) iu.-lo_-!u_(-myo:) 

[3']-～ような人間(-種類）

彼／彼女のような（類の）人

上に挙げた例はいずれも (1) 「名詞＋ マー カ ー 」の形式を取り、(2) 「名詞＋ マー カー」部分が節の直

接構成素ともなりうるもの、という特徴を持っている。 マー カー は格助詞もしくは格関係相当の機能を

持つ名詞である。

-175-



(100) a. 'eiN_-ka. sa_-ko_ mふyu_-khe.-mi.-phu:

家ABL 手紙ACC NEG諏る—《移動》ー《無意識》—VSMneg

手紙を家からうっかり持って来なかった。

b. 'e恥ka.-sa--Ko- Pha'-ne--ta--pa_

家ABL手紙-ACC 読むー～ている—NCMrls-《丁寧》

家からの手紙を読んでいたのです。

(101) a. k団e:-'atwe' sa_'ou' we_-pe:-me_

子供ー～ため 本 買う—与える—VSMirls

子供のために本を買ってあげる。

b. khale:-'atwe'-sa_'ou'-ko_ ye:-ne_-te_ 

子供ー～ため—本—ACC 書<-～ている—VSMrls

子供のための本を書いている。

マ ー カ ーを伴う名詞と、 それに続く名詞が大きな要素を構成しているかどうかは、 それの意味すると

ころからしか決定できない。 言えるのは、 二つの要素がより大きいひとつの構成素を成す場合には、 換

言すればその二つが「限定ー被限定」の関係にあるのなら、 音声的に明らかなポー ズを置くことができな

い、 ということである。 ただしポー ズがないからといって「限定—被限定」の構造であると断言すること

はできない。

2.5.2 マ ー カ ー を伴わない名詞

マ ー カ ーを伴わない名詞とはいわば裸の名詞である。 二つの名詞が何のマ ー キングも持たずに、 単に

線状に出現する。 これについても、 他の例を見てみよう。

(102) a. peュ乙貝葉<pe_「多羅椰子」＋sa_「手紙、 文書」

b. cau'sa_「碑」<cau'「石、 岩」＋sa-「手紙、 文書」

(103) a. jap姻_-sa_'ou' 日本（語）の本<japa凡「日本人」＋sa_'ou'「本」

b.'iN:g珈i'-sa_'ou' 英語の本<'iN:galei'「イギリス人」＋sa_'ou'「本」

このマ ー カ ーを伴わない名詞と、 それに続く名詞が果たして語彙的に複合しているのか、 それとも結

合は統語的（臨時的）なものであってその度合いが緩やかなものであるのか、 といった判断は非常に難

しい。

結合の強さを判断する基準として、 後続する要素の頭子音が有声化するかどうか、 という特徴を上の

例で言うと(102)aでは “ peュa_"「貝葉」の後ろの名詞 “ sa-’'「手紙、 文書」が有声化していることか

ら、 結合の度合いはかなり高いと考えられる。(102)b. "cau'sa_"「碑」では前の名詞が声門閉鎖音 ‘'-’’’

で終わっているため、 結合の強さいかんにかかわらず、 後ろの名詞の初頭子音は有声化を起こさない。

しかし aと同じ複合であると予想できるので、 強い結合であると考えてよかろう。(103)の場合であ

るが、 a. "japaN_-sa_'ou"'「日本（語）の本」では有声化が起こる可能性のある環境であるにもかかわ

らず、 有声化が起こっていない。 よって(103)よりは結合の度合いが低いといえるかもしれない。 b.

“'訳：g狐ei'-sa_'ou"'「英語の本」はやはり a. "jap邸—-sa_'ou'’' と並行的であると考えられる。
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いずれにしてもこれらの名詞限定の機能は二つの名詞が隣接していることのみによって保証されてい

ると考えられる。 特に後ろの要素の頭子音が有声化する場合は前の要素との間にポー ズ等の音声的な切

れ目はない。

2.6 グルー プ6 動詞的修飾表現

グループ6の動詞的修飾表現としてく調査票＞に挙げられているのは、 以下のものである。

•分厚い ・ 大きい ・ 高価な·古い ・ ぽろぼろの ・ 難しい ・ 昨日買った ・ 父がくれた 。 机の上にある ・

まだ読んでいない（本）

0 背の高い ・ 古い ・ 裕福な ・ 親しい 。 親切な・良い ・ 悪い ・ 昨日会った ・ 一緒に住んでいる ・ しばら

く会っていない（友人）

動詞的修飾表現は基本 的に a．名詞化接頭辞 (nominalizer ; NMLZ)'ふ＋動詞が被修飾名詞の後ろに

現れるタイプ('ふVタイプ）、 b.動詞の繰り返しによって形成される動名詞が被修飾名詞の後ろに現

れるタイプ（畳語タイプ）、 C．名詞の後ろに動詞が結合するタイプ（複合タイプ）、 d．名詞修飾節標識

(attributive clause marker ; ACM)により前から後ろの名詞を修飾するタイプの 4 種類に分類できるであ

ろう。 ここではその分類にしたがって例を挙げる。 まずは「（分厚い 。 大きい ・ 高価な ・ 古い ・ ぽろぼろ

の 。 難しい） 本」の例である。

(104) a. sa_'ou' 'ふt韮

本 NMLZ—厚い

分厚い本

b. sa_'ou' thu_-du_ 

本 厚いの（畳語）

分厚い本

c. sa_'ou'-thu_ 

本ー厚い

分厚い本

d. thu_-t1:.-sa_'ou' 

厚い—ACMrls—本

分厚い本

(105) a. sa_'ou' '恥i:

本 NMLZー大きい

大きい本

b. sa_'ou' ci:-ji: 

本 大きいの（畳語）

大きい本

, ___, _. c. sa_ ou -c1: 

本ー大きい

大きい本
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d. ci:-tr.-sa_'ou' 

大きい-ACMrls—本

大きい本

(106) a. sa_'ou' ze: '恥i:

本 値段 NMLZ-大きい

高価な本

b. * sa_'ou' ze: ci:-ji: 

本 値段 大きいの（畳語）

（高価な本）

c. * sa_'ou'-ze:-ci: 

本4直段ー大きい

（高価な本）

d. ze: ci:-tc:.-sa_'ou' 

値段大きい-ACMrls—本

高価な本

(107) a. sa_'ou' 'ふha\lN：

本 NMLZ—古い

古い本

b. sa_'ou' hauN:-hauN: 

本 古いの（畳語）

古い本

c. sa_'ou'-haUN: 

本オ古い

古い本

d. hauN:-te.-sa_'ou' 

厚いACMrls—本

古い本

(108) a. sa_'ou' 'ふsou'

本 NMLZ破れる

ぼろぼろの本

b. sa_'ou' sou'-sou' 

本 破れたの（畳語）

ぼろぼろの本

c. sa_'ou'-sou' 

本ー破れる

ぼろぼろの本
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d. sou'-tr.-sa_'ou' 

破れる—ACMrls—本

ぼろぼろの本

(109) a. ?* sa_'ou' 'a-khi:' 

本 NMLた難しい

（難しい本）

b. ?* sa_'ou' khe'-khe• 

本 難しいの（畳語）

（難しい本）

c. ?* sa_'ou'-khe• 

本項難しい

（難しい本）

d. k怜'-tr.-sa_'ou'

難しい-ACMrls—本

難しい本

まず 「分厚い」「大きい」「古い」「ぼろぼろの」はa~dのいずれも可能である。 dは一般には言わな

い。 次のように動詞的要素以外の何らかの要素がある場合でないと不自然である。

(110) dL-the• thu--tr.-sa_'ou' 

このより 厚い-ACMrls—本

これより分厚い本

またa~cの意味は微妙に異なっているようだ。 a.は、 それが指示する対象物のほかに、 それとは異

なる性質を持つ同種のものの存在が暗示される。 つまりsa_'ou’ 'ふthu_ 「分厚い本」という表現には、 例

えばsa_'ou’ 'ふpa: 「薄い本」の存在を暗示させ、 それと対比的に ＇ふthu_ 「分厚い（方の）もの」と限定し

ているニュアンスを持つのである。 b.はa.と同じような場合もあるが、 特に対比的でない場合にも用い

られる。 あるいは目の前にあるものを見たときの印象や感想を述べる場合に用いられる。 C．の場合はb

と同様に対比的でない場合、 印象や感想を述べる場合に用いられる。 ただ、 「古い」のように、 カテゴ

リ ー化をする場合もある。 これは全てのケ ースでそうなるわけではないが、 これはa.やb.には見られ

ない機能といえるであろう。 次に 「 高価な」の場合だが、 ビルマ語の 「 高価だ」は名詞ze:「値段」と

動詞ci：ー「 大きい」とからなる成句動詞である。 「名詞＋動詞」型の動詞はa~cの形式は取ることがで

きない。 ゆえにd.だけが可能である。 「難しい」の場合、 構造的にa~dのいずれも可能であるが、 a~c

は使われない。 理由はよくわからないが、 「分厚い」「大きい」「古い」「ぼろぼろの」が外見的にすぐに

分かる特徴であるのに対し、 「難しい」が瞬時に把握することができない特徴だと考えられる。 つまり

外見的な特徴を現す場合、 他のものとの区別が容易であるのに対し、 一見してわからない特徴を現す場

合、 他のものとの違いが捉えにくいため、 カテゴリ ー化、 差別化の表現となじまないのかもしれない。

次に 「（昨日買った・父がくれた・机の上にある・まだ読んでいない）本」を見よう。 これらは動詞要

素のみで成り立つものでない（「 まだ読んでいない」を除く）ため、 上で挙げたa~cの形式は取りえな

い。 ゆえに下にはdのタイプだけを挙げる。
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(111) mane.ga we--te.-sa_'ou' 

昨日 買う-ACMrl←本

昨日買った本

(112)'射e_ pe:-te.-sa_'ou' 

父 与える-ACMrls— 本

父がくれた本

(113) zabwe:-po_ -hma_ Ji.-te.-sa_'ou' 
机ー～上-LOC ある— ACMrlふ本

まだ読んでいない本

(114) m社pha'-te:-te.-sa_'ou'

NEG-読むまだ— ACMrlふ本

昨日買った本

名詞修飾節標識を用いる場合、 動詞や節の内容と被修飾名詞との間にほとんど制限らしい制限はない

と言えるであろう。

次に「 友人」を被修飾名詞とする場合について見る。 まずは「（背の高い ・ 古い ・ 裕福な ・ 親しい ・ 親

切な ・ 良い ・ 悪い）友人」である。

(115) a. ＊拘］e_jiN:'aya' 冴-myiN.

友人 身長 NMLZー 高い

（背の高い友人）

b. ?批］e_jiN:頃ya' myiN.-myiN.

友人 身長 NMLZー 高いの（畳語）

背の高い友人

C． ＊ 典］C—j訳： 送ya'-my訳．

友人 身長ー 高い

（背の高い友人）

(116) a. �E―jiN:'a-haUN: 

友人 NMLZ-古い

古い友人

b. 批JE_j訳： haUN:haUN:

友人 古い（畳語）

古い友人

C. 勁E—jiN:-hauN:

友人—古い

古い友人

d. hauN:＿柁．惇耶—j訳：

古い-ACMrlふ友人

古い友人
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(117) a. （該当する形式なし）

b． ＊ 四e＿j訳： ch卵：jaN:�-�a-

友人 裕福だ（畳語）

裕福な友人

C. *向e_jiN:-ch邸：也

友人ー裕福だ

裕福な友人

d. ch邸：�a逸．—勁e_j訳：

裕福だ-ACMrlふ友人

裕福な友人

(118) a. 典｝e_jiN: 頃-y訳：—a-hni:

友人 NMLZ—親しい

親しい友人

b. 批)E-jiN: yiN:y訳：hni:hni:

友人 親しい（畳語）

親しい友人

C. （なし）

d. y訳：hni泄．我ge_jiN:

親しい-ACMrlし友人

親しい友人

(119) a. 詢e_j加：\)ab:i:'a-kaUN:

友人 性格 NMLZー良い

親切な友人

b. 批］C＿j訳：\)ab:i:-kaUN:gaUN:

友人 性格ー良い（畳語）

親切な友人

C. 典］e_jiN: 11ib:i:-kaUN: 

友人 性格ー良い

親切な友人

d. 祖b:i: kaUN:-te.—批Jt-jiN:

性格 良い—ACMrlふ友人

親切な友人

(120) a. !切£_jiN: 'a-kaUN:

友人 NMLZー良い

良い友人
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b. !aりLjiN: kauN:gauN: 

友人 良い（畳語）

良い友人

C. !aJJLjiN:-kauN: 

友人ー良い

良い友人

d. kauN:-tt:.—典｝LjiN:

良い-ACMrlふ友人

良い友人

(121) a. !拘LjiN: 'a嬰o:

友人 NMLZ悪い

悪い友人

b. 匝JJLjiN: sho:zo: 

友人 悪い（畳語）

悪い友人

C. 回i:_jiN:-sho:

友人悪い

悪い友人

d. sho:-ti:.—典］i:_jiN:

悪い—ACMrls—友人

悪い友人

ここで分かるのは、2音節動詞の場合にはa．名詞化接頭辞やb．畳語が修飾要素になりにくい、 という

ことであろう。

(122) m紐e.-ka twe.-tE.-！切吋iN:

昨日—PAST 会う —ACMrls—友人

昨日会った友人

(123)'atu_(du_) ne--tE租叩iN:

一緒 住む—ACMrls—友人

一緒に住んでいる友人

(124)'ataN_IJL ID紅we.-ya.-tE.—典JLjiN:

暫くの間 NEG—会う — 《不可避》 -ACMrlふ友人

しばらく会っていない友人

この場合、 名詞修飾節を用いるので、 「本」が被修飾要素の場合とほとんど同じである。

名詞限定節について若干の補足をしておく。 名詞限定節を形成する名詞限定節標識 (attributive clause 

marker; ACM) は非要求の動詞文標識に由来すると考えられる。 意味的に対応する 2 種類の動詞文標識

（低平調）の声調が下降調に変化した形式が名詞限定節標識である。 ちょうど所有者表現における声調

変化と現象的に一致している点は興味深い。
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(125) V-tE.-N「V した／するN」

(126) V-mE.-N「V する（であろう）N」

(127) m知 e.-ka.twe.-tE.-!u_ 

昨日 -PAST 会う— ACMrlsー人

昨日会った人

(128) m細'ph aN_twe.-mE.-Ju_ 

明日 会う— ACMirls—人

明日会う人

cf. V-te- 「V する／した。」

cf. V-mr_ 「V する（だろう）。 」

また、 名詞限定節は関係節ではない。 限定節内にギャップがあろうとなかろうと、 全く同じ形式を

取る。

(129) C血:i_ mane.-ka. ia'-tr.-sa_'ou' 

私 昨日 読む— ACMrls—本

私が昨日読んだ本

(130) C紐3- m血 e.-ka.sa_'ou'ph a•-tr這k虹

私 昨日 本 読む— ACMrls—とき

私が昨日本を読んだとき

動詞的修飾要素についても補足しておこう。 「マ ー カ ーを伴う名詞」の場合と同じように 「マ ー カ ー

を伴う動詞」が動詞的修飾素として現れることがある。 ここで 「マ ー カ ーを伴う動詞」と呼ぶものは、

(1) 「動詞＋マ ー カ ー」の形式を取り、 (2) 「動詞＋マ ー カ ー」部分が節の直接構成素となりうるものとす

る。 名詞限定節標識はこれに含まれない。 具体的にマ ー カ ーとは名詞化節 (nominalclause) を形成す

るものである。 したがって 「マ ー カ ーを伴う動詞」というよりは 「マ ー カ ー に導かれる節」と言うほう

がよいかもしれない。 ここでは代表的な2種のマ ー カ ーを挙げる。

(131) a. ph a'-pi:1a:-sa_'ou' 

読む -NCM本

読み終えた本

b. dL-sa_'ou'c血:i_ ph a• -pi:1a:-pa_ 

この—本 [Im] 読む -NCM- 《丁寧》

この本は私はすでに読み終えたものです。

(132) a. ph a•-ph o .-sa_'ou' 

読む -NCM-本

読むための本

b. dL-hma_ k咽le:ph a•-ph o. ba_-hma. m吋i.-phu:

ここ -LOC 子供 読む—NCM 何ー～も NEG-ある—VSMneg

こには子供が読むためのものは何もない。
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このタイプはa．のように直後の名詞を限定する場合と、b．のように単独で節の直接構成素となる場合

とがある点で前節の 「 マ ー カ ーを伴う名詞」の場合と非常によく似ている。 ただし 「動詞＋マ ー カ ー」

の場合はそれ自体が名詞相当語句である点に注意したい。(131)の ‘‘V-pi：位：’'が単独で現れる場合、 「～

し終えたもの」という、 具体的な指示物が存在しうる場合に限られるのに対し、(132)の “V-p ho.’' は
「 ～する（ための）もの」という、 指示物が存在しうる場合と、 「～するために」という指示物がありえ

ない場合とがある。 具体的指示物がありうる場合は前節の 「 マ ー カ ーを伴わない名詞」相当であり、 具

体的指示物がありえない場合は 「 マ ー カ ーを伴う名詞」と並行的だと考えるのがよいかもしれない。

2.7 まとめと補足

2.7.1 動名詞と複合

本稿で動名詞(deverbal noun) と呼ぶものは次の 2種類である。 上で見たように、いずれの動名詞も

被限定要素である名詞の後ろに現れる。

•名詞化接頭辞 ’ふを用いるタイプ

•動詞の繰り返し（畳語redup lication タイプ）

(133) sa_'ou ’ 'ふt hu＿ 分厚い本 く 名詞化接頭辞 ’ふ ＋t hu_- 「分厚い」

(134) sa_'ou' t h匹 t韮分厚い本 < t hu_- 「分厚い」＋t hu＿ー 「分厚い」

被修飾要素の名詞の後ろに現れる動名詞は、 そのままの形式で単独では現れにくいなど、統語的な自

立性は若干低いけれども、単独の名詞である6と考えられる。

(135) (sa_'ou') 'ふt hu_-ci:-ko_ yu..-mふla_-c niN_-p nu:

（本） NMLZ—分厚い-augm-ACC 取る—NEG-来る— 《願望》-VSMneg

（本の）分厚いのを持って来たくない。

(136) (sa_'ou') pa:ba:-le:-ko_-pe: twe.-te_ 

（本） 薄い（畳語）-dim-ACC-～のみ 見つける-VSMrls

（本の）薄いのしか見つからなかった。

二つの自立性の高い名詞が並立し、 かつ一方が他方を修飾しているとするならば、 この二つの要素は

同格構造を持っていると考えるのが相応しいであろう。

2.7.2 マ ー カ ー を伴わない動詞

さらに マ ー カ ーを伴わない動詞が名詞を直接修飾しているとみなされる例がある。 動詞が名詞の後ろ

に現れるものと、 前に現れるものとがある。

(137) sa_'ou'-t韮

本ー分厚い

分厚い本
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(138) pha•-sa_ 

読むー文書

読み物、 読本

動詞が名詞の後ろに現れるタイプ まず動詞が名詞の後ろに現れる(137)の例であるが、 これは前節で

扱った名詞化接頭辞による動名詞とが複合してしまったものであると考えられる。 というのは、 上の例

でははっきりしないが、 後ろの要素の初頭子音が条件が揃っていればほとんどの場合有声化するからで

ある。

(139) ]u_-gauN:善人 <lu_ 「人」＋kaUN:- 「 よい」

(140) ye_-!aN.ミネラルウォ ー タ ー <ye_ 「水」＋抑N.- 「 清潔だ」

また、 名詞化接頭辞＇かによって派生された名詞が他の要素と複合する場合、 やはり’かが脱落する現象

が多々見られる。

(141) ]u_-hmu.-ye: 社会 <lu_ 「人」＋ ’a-hmu. 「 問題、 件」＋ ＇ふye: 「 問題、 課題」

(142) yiN_ce:-hmu.文化 <yiN_ce:- 「上品だ」＋ ’a-hmu. 「 問題、 件」

「名詞＋動名詞Jとこの複合の形式とでどのような違いがあるかといえば、 「 名詞＋動名詞」タイプ

は、 ある文脈の中で対比されカテゴリ ー 化されているのに対し、 複合タイプは文脈のいかんにかかわ

らず既にカテゴリ ーとして確立したものを示すのだと考えられる。 例えば “lu-,狙-kaUN:" 「よい人」は

「人」の集合の中から「よい種類のもの」を他とは差別化して取り出そうとする表現であるのに対し、

"]u_-gauN:" 「善人」はそのような臨時的なカテゴリ ーではなく、 説明不要のカテゴリ ーとして社会的に

認知されているものである。

動詞が名詞の前に現れるタイプ 動詞が名詞の前に現れるタイプの例は非常に限られており、 生産的な

ものであるとは考えづらい。 複合と考えるのがよいだろう。 ただしなぜ名詞の前に動詞要素が現れるの

かは問題である。 カテゴリ ー 化しているという点で、 「 名詞＋動詞」タイプの複合と代わりはないから

である。

また面白いことにこのタイプでは動詞要素の前に更に名詞が現れるものもある。

(143) cauN叫ouN:-sa_'ou'教科書 <cauN: 「 学校」＋!OUN:- 「使う」＋sa_'ou' 「本」

(144) nai凡gaN_-gu:-lr'hma' パスポー ト <nai 応ga凡 「 国」＋ku:- 「渡る」＋IE'hma' 「証明書」

ただやはりこのタイプはいずれも語彙的な複合であるとみなす方がよいであろう。

3 複数の名詞修飾要素が共起する場合

本章では名詞を修飾する要素が複数現れた場合について、 その現象を観察することにする。 このうち

グループ1の複数表現は（一部の名詞修飾要素との共起制限を除いて）他の要素との共起関係に影響を

与えず、 指示対象の名詞の 「数」に応じて表れると考えられるため、 特に項目を立てて検討することは

しない。 ただし関連する箇所においてその都度言及をする。

共起という現象を考えるとき、 その構造的な制約、 言い換えると位置あるいは順序の問題と、 意味的

な制約、 すなわち意味的選択制限の問題があるといえよう。 まずは構造的な制約から観察することに

する。
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構造的共起制限は、 すなわち 被修飾名詞の前に出る要素同士、 あるいは後ろに現れる要素同士に生じ

る可能性がある。 まずは被修飾名詞の前に出る要素であるグループ3 （所有者表現）、 グループ4（指示

表現）、 グループ5 （名詞的修飾表現）のうちのマーカ ー を伴う名詞 、 グループ6 （動詞的修飾表現）の

名詞修飾節タイプの共起関係について 、 その次に 被修飾名詞の後ろに現れる要素であるグループ2 （量

化表現）、 グルー プ6 （動詞的修飾表現）の同格タイプの共起関係について見よう。

なお前章で述べた語彙的複合と見なされる修飾表現（マー カ ー を伴わない名詞 、 マー カ ー を伴わない

動詞）は扱わない。

3.1 グルー プ3 （所有者表現）とグルー プ4 （指示表現）

「グループ3 （所有者表現）—グループ4（指示表現）— 被修飾名詞」 という順序 が 一般的である。

(145) a. :ga.-dL-sa_'ou' 

[1'］—この本

オレのこの本

b. :ga.-ye.-di..sa_'ou' 

[l']-GEN—この本

オレのこの本

(146) a. * m訳：ーdi_-sa_'ou'

[2]—この昇こ

（おまえのこの本）

b. miN:-ye.-di_-s釦'ou'

[2]-GEN —この一本

おまえのこの本

属格 が現れる場合と現れない場合があり 、 どちらも同じ意味である。 ただ所有者の名詞の声調が変わ

らないタイプの場合、 属格の現れないものは非文法的 となる。

「グループ4（指示表現）ーグループ3 （所有者表現）ー名詞」の順序も可能である が 、 グループ4と

グループ 3 との間にポー ズが入るようだ。 自然さ (well-formedness) も「グループ 3 ーグループ 4 —名詞」

よりも低いもの と思われる。

(147) a. di_-ga.-sa_'ou' 

このー［1']-本

オレのこの本

b. di—―ga.-ye.-sa_'ou' 

このー[l']-GEN一本

オレのこの本

なお声調の変化しない所有者名詞の場合、 この順序では属格助詞 が現れなくても容認可能である。

(148) a. dL-miN:-sa_'ou 

このー[2]—本

おまえのこの本
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b. di_-miN:-ye.-sa_'ou' 

この-[2]-GEN—本

おまえのこの本

油ne_「母」のような名詞は、 指示対象が話し手との関係において「母」と呼ばれる人物である場合

と、 一般に「母」という属性を持つ人物である場合とでは、 振る舞いが異なっている。

(149) a. 油ne.-dL-sa_'ou'

［母']二の—本

母のこの本

b. 油ne.-ye.-di_-sa_'ou'

［母 ']-GEN—この—本

母のこの本

(150) a. ＊ 油ne_-di_-sa_'ou'

［母']—こか本

母のこの本

b. 油ne.-ye.-di_-sa_'ou'

［母 ']-GEN- この一本

母のこの本

滋me-「母」のような特徴を持つ名詞が「グルー プ 3 — グルー プ 2 名詞」の順序で現れる場合、 グルー

プ3 （指示詞）のスコ ー プに違いが現れる。

(151) a. di一―油ne.-sa_'ou'

このー［母 ＇]-本

この｛母の本｝

b. di—―油ne.-ye.-sa_'oil'

このー［母 ']-GEN—本

この｛母の本｝

(152) a. ? di--'血e_-sa_'ou'

この—［母]-本

この｛母の本｝

b. dL雑me_-ye.-sa_'ou'

この—［母］—GEN—本

この｛母の本｝

以上から、 基本的な順序は「グルー プ3 （所有者表現）— グルー プ4 （指示表現）—非修飾名詞」がもっ

とも自然な順序であると考えられる。 またグルー プ3 （所有者表現）は修飾する名詞句に隣接していな

い場合、 声調変化もしくは属格助詞の生起という明示的な標示がほぼ必須であるという現象も観察さ

れた。
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3.2 グルー プ3 （所有者表現）とグルー プ5 （名詞的修飾表現）

この章の初めに述べたように、 ここでのグルー プ5 （名詞的修飾表現）とは、 マー カ ーを伴う名詞を

指す。「グルー プ3 （所有者表現）—グルー プ5 （名詞的修飾表現）—被修飾名詞」という順序が一般的で

ある。

(153) a. JJa.-yE.-naiN_ga凡ja:-ka.-sa_'ou'
[1']-GEN—外国—ABL—本
オレの外国の本

b. naiN_ga凡ja:-ka.-Da,-yr.-sa_'ou'
外国ABL-[l']-GEN—本
外国のオレの（執筆した？）本

(154) a. Da,-yE.-myE'lnnaN_-IlE．騒胆'jiN:

[1']-GEN—メガネ-COM—友人

オレのメガネをかけた友人

b. * myr'lnnaN_-nE.-Da,-yE.-！切L'jiN:

メガネ-COM-[1']-GEN—友人

（メガネをかけたオレの友人）

(155) a. Da,-yr.-k峙Je:-'atwr'-sa_'ou'
[l']-GEN—子供ー～ため—本
オレの子供のための本

b. k咽le:-'atwE'-Da.-yr.-sa_'ou'

子供ー～ためー[1']-GEN—本

子供のためのオレの本

(156) a. ? Da.-yE.—匝lo_—拘］L'jiN:

[1']-GEN-[3'］-～ような友人

オレの彼／彼女のような友人

b. ? !u,-lo—―Da,-yE．租胆'jiN:

[3'］-～ようなCOM-[1']-GEN—友人
彼／彼女のようなオレの友人

いずれの場合もあまり自然な表現とは言いかねる。 これは構造的な問題というよりも意味的な問題か

もしれない。 被修飾名詞が「本」の場合、 所有者表現を名詞修飾節「～が所有する」にするほうが自然
である。

(157)りa.-s吋＿＿1nna- f' i.-tr.-naiN_gaN_ja:-ka.-sa_'ou 

オレのー～ところ —LOC ある—ACMrls—外国-ABL—本

オレの外国の本
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3.3 グルー プ4 （指示表現）とグルー プ5 （名詞的修飾表現）

やはりここでのグルー プ 5 （名詞的修飾表現）とは、 マ ー カ ーを伴う名詞を指す。 「グルー プ4 （指示

表現） —グルー プ5 （名詞的修飾表現）—被修飾名詞」という順序は可能だが、 その逆の順序では容認さ

れないようだ。

(158) a. di_-nai凡g!IN＿ja:-ka.-sa_'ou'

この—外国ABL—本

この外国の本

b. ?* na恥g邸_ja:-ka.-di_-sa_'ou'

外国ABL—この—本

この外国の本

(159) a. dL-mye'hm邸ユ詑．惇胆jiN:

こかメガネ-COM友人

このメガネをかけた友人

b. * myc'hma応nc.-di—―勁f_jiN:

メガネ-COM—この—友人

（メガネをかけたこの友人）

(160) a. dL-kh拙e:-'atwc'-sa_'ou'

この子供～ため—本

この子供のための本

b. ?* k咽le:— ’atwc'-di_-sa_'ou'

子供—～ため—この—本

（子供のためのこの本）

(161) a. dL-tu.-lo—―批JLjiN:

この—[3'］-～ような—友人

この彼のような友人

b. tu.-lo--di_—批｝f_jiN:

[3'］-～ようなこの—友人

彼のようなこの友人

(161) を除いて「グルー プ5 （名詞的修飾表現）—グルー プ4 （指示表現）舟皮修飾名詞」は許されない。

ただし、 たとえ 「グルー プ4 （指示表現）—グルー プ5 （名詞的修飾表現）—被修飾名詞」であっても、 指

示表現の後ろには若干の音声的な切れ目、 ポー ズがあるようだ。 これはグルー プ5が 「名詞＋マ ー カ ー」

という構成であるため、 ポー ズがないと 「 ｛指示表現十名詞｝ ＋マ ー カ ー」の解釈の可能性を生むからで

あろう。 これは指示表現と所有者表現の場合と同じである。 「グルー プ5 （名詞的修飾表現）ーグルー プ

4 （指示表現）—被修飾名詞」の場合、 グルー プ5 （名詞的修飾表現）がもはや被修飾名詞を修飾してい

るとは見なせないのであろう。 というのも、 そもそもマ ー カ ーを伴う名詞は、 単独で文の構成素となり
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うるのであり、被修飾名詞句と隣接していないと、 後続する名詞句との修飾—被修飾という関係を持つこ

とが不可能なのであろう。 この点でマー カ ー を伴う名詞も、 より語彙的な複合に近い修飾要素であると

考えられる。

3.4 グルー プ6 （動詞的修飾要素）とその他の被修飾名詞の前に現れる要素

グループ 6 （動詞的修飾要素）は名詞修飾節タイプと、 マー カ ー を伴う動詞の 2 種類があり、 それぞ

れ分けて検討するのがよいであろう。

3.4.1 マ ー カ ー を伴う動詞とその他の被修飾名詞の前に現れる要素

マー カ ー を伴う動詞は前章でも見たとおり、 マ ー カ ー を伴う名詞と非常に近い性質を持っているの

で、 その分布がそれと類似することが予測される。 まずはグループ3 （所有者表現）との組み合わせに

ついて観察する。 マー カ ーを伴う名詞との組み合わせでは「グループ3 （所有者表現）—グループ5 （名

詞的修飾表現）—被修飾名詞」であった。

(162) a. ga.-yE.- k陪le: pha•-pho.-sa_'ou' 

[1']-GEN 子供 読む—～ため—本

私の、 子供が読むための本

b. khaJe: pha•-pho.- ga.-yE.-sa_'ou' 

子供 読む—～ためー[l']-GEN—本

子供が読むための私の本

(163) a. ga.-yE.- pha'-pi:9a:-sa_'ou' 

[1']-GEN 読む—NCM—本

私の、 すでに読み終えた本

b. * pha'-pi：他：ー IJa.-yr.-sa_'ou'

読む—NCM- [l']-GEN—本

（すでに読み終えた私の本）

次にグループ4 （指示表現）との組み合わせについて観察する。 マー カ ー を伴う名詞との組み合わせ

では「グループ4 （指示表現）—グループ5 （名詞的修飾表現）—被修飾名詞」であった。

(164) a. dL- k湘le: pha•-pho.-sa_'ou' 

このー 子供 読む—～ため—本

この、 子供が読むための本

b. k晴le: pha咽o.- dL-sa_'ou' 

子供 読むー～ため— この—本

子供が読むためのこの本

(165) a. di_- pha'-pi:9a:-sa_'ou' 

この— 読む-NCM-本

このすでに読み終えた本
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b. ph a'-pi:1a:- dL-sa_'ou' 

読む-NCM- この—本

すでに読み終えたこの本

最後にグルー プ5 （名詞的修飾表現）との組み合わせである。 マ ー カ ーを伴う名詞とマ ーカ ーを伴う

動詞との組み合わせになる。

(166) a. * 'eiN_-ka. kh ale: ph a•-pho.-sa_ 

家-ABL— 子供 読む—
～ためー手紙

（家からの／個人的子供が読むための手紙）

b. k賭le: ph a'-pho.- 'eiN_-ka.-sa_ 

子供 読むー～ため— 家-ABL-手紙

子供が読むための個人的手紙

これは3.2、 3.3で見たようにマーカ ーを伴う名詞は、 それが修飾する名詞の直前に現れる強い傾向が

ある。 これはマ ー カ ーを伴う動詞との関係においても、 その強い傾向が維持されている。

ここまでをとりあえず纏めると

(167) （指示表現＋）所有者表現＋指示表現＋動詞的修飾表現-marker 十名詞的修飾表現-marker 十名詞

という順序が妥当なところであろう。

3.4.2 名詞修飾節とその他の被修飾名詞の前に現れる要素

名詞修飾節は、 最も生産性の高い修飾形式であると考えられる。 意味的、 あるいは形式的な制限がほ

とんどない。 これまでに検討した、 被修飾名詞の前に現れる修飾要素が何らかの位置的制限があるのに

対し、 名詞修飾節はそのようなものがない。 位置的制限とは隣接する位置に生起するかどうかであり、

被修飾要素より前に現れる要素にあっては、 それは被修飾要素の直前ということになる。 よって名詞修

飾節がそれよりも位置的に自由であるということは、 すなわち他の修飾要素より前に現れることができ

る、 ということ他ならない。 結論から言えば果たしてその通りである。

(168)'aphe_ pe:-te. JJa.-(yr.-)sa_'ou' 

父 与える—ACMrls [!']-(GEN-）本

父がくれた私の本 （グルー プ3と）

(169)滋p兄pe:-te. dL-sa_'ou' 

父 与えるACMrls この吋こ

父がくれたこの本 （グルー プ4と）

(170)冴p兄pe:-t£. nai凡ga凡j a:-ka.-sa_'ou'

父 与える-ACMrls 外国 -ABL—本

父がくれた外国の本 （グルー プ5と）

(171)滋phe_ pe:-t£. k陥le: ph a•-phpo.-ka心a_'ou'

父 与える-ACMrls 子供 読む—
～ためー本

父がくれた子供が読むための本 （グルー プ6と）
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ただし指示表現は基本的には所有者表現の後ろでマ ーカ ーを伴う動詞も前の位置に現れるが、 上で見

たように、 所有者表現より前に現れることもある。 また名詞修飾節の前に現れることがある。 このよう

な表現は自然な会話においてしばしば見られる。

(172) dL '射e_ pe:-te.-sa_'ou' 

この 父 与える—ACMrls—本

この父がくれた本

これはいわゆる「言い直し」（あるいは別の限定要素の「言い足し」）のようである。 本来は所有者表

現の直前が指示詞の基本的位置といえるが、 先に指示表現を言ってしまった後で、 所有者表現や名詞修

飾節を言い足している、 ということではないかと思われる。 このことについての確定的な証拠はない

が、 傍証として、 前に現れる指示詞の後にほぼ必ずポー ズが置かれることや、 本来の位置に指示表現が

言い直しとして繰り返されることが挙げられよう。

(173) di一 'ap兄pe:-te. dL-sa_'ou' 

この 父 与える-ACMrls この—本

この父がくれた本

さて、 では二つ（以上）の名詞修飾節が現れる場合はどうか。 これについては未だ十分な調査はでき

ておらず、 結論を出す段階に至ってはいないが、 次のような事情が仮説として考えられるであろう。 ひ

とつには意味的な関連性である。 名詞修飾節以外の名詞修飾要素の中では物の形状などのように、 修飾

される名詞との関連が強い概念ほど、 修飾される名詞に近い位置に現れる傾向が強い。 ということは同

じ名詞修飾節であっても、 修飾される名詞の属性などの方が、 それ以外よりも名詞に近くなる。

(174) a. m細e.-ka. twe.-te. 'iiy邸： c％：-tt. me訳：g狙e:

昨日 会う—ACMrls やたら すべすべだ—ACMrls 女の子

昨日会った、 とても綺麗な女の子

b. 頃y邸： Ch:l:-tE. mane.-ka. twe.—tt. meiN:g珈：

やたら すべすべだ—ACMrls 昨日 会う—ACMrls 女の子

とても綺麗な昨日会った女の子

もうひとつは修飾をする要素の中に情報量が多ければ多いほど、 修飾される名詞より遠い位置に現れ

やすい、 という傾向である。 これは上の点と裏表の関係にあるともいえるが、 付加する情報が多いとい

うことは、 それだけ修飾される名詞の周辺的な情報である傾向が強いのではないかと考えられる。

(175) a. mahni'-ka. y皿goUN_te'g碍o_-ka. C血3_-to.—tt'g碍o_-ko_ pyaUN:-Ja_-k応te.

昨年—PAST ヤンゴン大学—ABL [lm]-plrlAPPRNTー大学—ALL 移る—来るー《移動》 —ACMrls

my血la..韮maiN: 'adi.ka. le.la_-ne_-tt. 轟ya_-ci:

ミャンマ ー—歴史主要 学ぶ— ～ている—ACMrls 先生-augm

昨年ヤンゴン大学から我々の大学へ移ってきた、 ミャンマ ー史を専門に研究している大先生

b. my血a_—脚naiN: 'adi.ka. le.la_-ne--te. m油ni'-ka. ya凡gouN_tE'g碍0--ka.

ミャンマ ー歴史主要 学ぶ— ～ている—ACMrls 昨年

-192-

ヤンゴン大学—ABL



cam--to.-tr'gago_-ko_ pyauN:-Ja_-k0r.-t£. 轟ya_-ci:

私—plrlapprnt-大学-ALL 移るー来る—《移動》-ACMrls 先生-augm

ミャンマ ー 史を専門に研究している、 昨年ヤンゴン大学から我々の大学へ移ってきた大先生

上の例はいずれも不自然である、 という程度で、 完全に容認不可能というものではない。 いずれにし

ても修飾要素が複数現れた場合のその順序を決定するものは、 構造的な要因だけにとどまらず、 意味的

な関連性も考慮に入れざるを得ないと思われる。 この点は今後の課題としたい。

3.5 グルー プ2 （量化要素）とグルー プ6 （動詞的修飾要素）の動名詞、 複数表示

グルー プ2 （動詞的修飾要素）は動名詞はいずれも名詞の後ろに現れる点で、 他の修飾要素と著しく

異なっている、 といえるだろう。 いずれもが「被修飾要素である」はずの名詞、 言い換えれば構造的に

主要部であるはずの名詞を欠いても文法的であることから、 同格構造をとっていると考えるのが妥当で

あろう。 この二つの後置要素は必ず「名詞＋動名詞＋量化表現Jの順になる。 逆の順番になることは決

してない。

(176) a. sa_'ou' 'a-t韮 touN:-'ou' 
n 

本 NMLZ—厚い 3-clsfr

分厚い本3冊

b. * sa_'ou'!ouN:-'ou' '註u_

本 3-clsfr NMLZ厚い

（分厚い3冊の本）

なお量化表現と複数表示—twe＿は決して共起しない。 擬似的複数を表す—to.は量化表現と共起する。

(177) a. * sa_'ou'-twe_ !ouN:-'ou' 

本—plrl 3-clsfr 

（本3冊）

b. shayaAo. touN:-yau' 
n 

先生-plrlAPPRNT 3-clsfr 

先生たち3人

3.6 基本的な名詞修飾構造と三つ以上の修飾要素が現れる場合

以上をまとめるとビルマ語の名詞修飾構造は次のようになっていると考えられる。

(178)ビルマ語の名詞修飾構造

Vacm-Ngen-dnstr-Vmk-Nmk-N Ndvrb Nqntfr 

· Vacm:名詞修飾節

· Ngen:所有者表現

· dnstr :指示表現

· Vmk:マー カ ーを伴う動詞

· Nmk:マー カ ーを伴う名詞

. N:名詞主要部（被修飾名詞）
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同じグルー プに属する要素で二つ以上同時に現れる可能性について考えよう。 まず被修飾名詞より前

に出る要素だが、 所有者表現や指示詞が同時に二つ以上現れることは意味的にありえない。 マー カ ーを

伴う名詞は二つ以上現れる可能性があるが、 その例は今のところ見出せていない。 マーカ ーを伴う動詞

は、 構造的に二つ以上現れることを制約するものではないであろうが、 実際のところ意味的に共起する

ことはないであろう。 動名詞も2つ以上現れる例があるが、 それら全てが名詞を限定しているかどうか

は疑問である。 やはり名詞修飾節がもっとも自由に同じ名詞を同時に修飾することが可能であると考え

られる。 ただし、 一つの名詞句内に現れうる名詞限定節のは最大数は二つのようである。 三つ以上にな

ると構造が複雑になりすぎて理解が困難になるためか、 非常に容認しづらい表現になるということで

ある。

注

1 ここでは格助詞のついた名詞句のこと。

2 -hma＿は、 いわゆる存在文においてのみ、 ヒト名詞に付いて於格を標示する。

3 いわゆる rapid speech で介子音—W— が脱落して—te＿となる場合がある。

4 -ye. は、 先行する形態素の末尾が声門閉鎖音[-']（［？]）で終わっているとき、 必ずしも義務的で

はないが、 -ke. となることがある。 頭子音yーが声門閉鎖音の直後でK—に変化するというこの現

象はビルマ語には広く観察されるものであるが、 この点に関して筆者が質問するとインフォ ー

マントの Daw Yin Ym May 氏は 「絶対に変化しないし、 聞いたこともない。 恐らくよく知ら

れていない小さな方言ではないか。」と否定した。 筆者の観察では Daw Yin Yin May 氏にこの

現象は確かめられなかったが、 他のネイティブ・ スピ ー カ ーではしばしば耳にしている。 また

Allott and Okell (2001) にもこの変化についての言及がある。 ただこの変化は完全に義務的と

いうわけではなく、 音声環境が整っていても変化しないこともあることから、 本稿では—ye. と

のみ表記することにする。

5 'e ：ーは助辞 particle となっている (pp.615) が、記述の内容
‘‘

[colloq] word interposed when groping 

for words (equivalent to'er','um', etc.)." からして間投詞の誤りであろう。

6 これらの動名詞形が単独で現れる場合、 接尾辞の—ci:《増大辞》 (augmentative) や士賭le:~-le:

《指小辞》 (diminutive) が付加されるのが普通である。 これは動名詞のみではやや具体性に欠

けるためではないかと考えられる。 なお親族名称を表す名詞のうち、1lyi-「弟」や hnama. 「妹」

などが人物指示名詞として用いられる場合に指小辞が必ず付加されるのと並行的な現象である

のかも知れない。
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ロンウォ ー語の名詞句構造

澤田英夫

1 ロンウォ ー語

1.1 話し手と言語の概況

1.2 音韻論

1.3 文法範疇

1.4 文法的に条件付けられた声調交替 (tonal altemation:TA) 

2 調査協力者

3 先行研究

4 名詞句に現れる要素の分類

4.1 グループ1 ：複数表示

4.2 グループ2:量化表現

4.3 グループ3 :所有表現

4.4 グループ4:指示表現

4.5 グループ5 :名詞的修飾表現

4.6 グループ6 :動詞的修飾表現

5 名詞句を構成する要素の共起と相対的順序

5.1 主名詞に後続する要素

5.2 主名詞に先行する要素

5.3 主名詞に先行する要素と後続する要素の共起

注

参考文献

略号

＆ … 動詞等位接続子， ABL … 奪格標識， ACC … 対格標識， ATIR… 名詞修飾標識， CLFR•••類別

名詞， COM …共格標識， COPULA ・ ・ ・ コピュラ， DMN… 指小辞， IRL·••文標識：情報授受．肯定・

非現実， LOC … 位格標識， NEG… 文標識：情報授受・否定， NPRF… 名詞化前接辞， PLR … 名詞

の複数表示， RA …肯定現実の陳述文における場所埋め (placeholder)／名詞修飾節における繋辞

(linker), RDPL••重複， RLS ・ ・ ・ 文標識：情報授受．肯定・現実， TOP·••話題表示

-197-



1 ロンウォ ー語

1.1 話し手と言語の概況

ロンウォ ー Lhaovo llQJJF voFI はミャンマー （旧ビルマ）連邦のカチン州 ・ シャン州北部、 お

よび中華人民共和国雲南省徳宏1泰族景頗族自治朴1に居住する民族である。 近隣に居住するジン

ポー Jinghpaw ・ ラチッ Lacid （ラシ Lashi) ・ ツァイワ Zaiva （アツィ Atsi) などの民族などと

共に、 「カチン」と呼ばれる文化的集団の成員をなす。 人口は、 中国に約 5000 人＼ミャンマー

に約 10 万人である2。 なお 「ロンウォ ー」は自称であり、 ビルマ語 ・ ジンポー語による名称は

マル Maru である。

ロンウォ ー語はチベット ・ ビルマ語派 (Tibeto-Burman)、 ロロ ・ ビルマ語群 (Lolo-Burmese)

ビルマ語系 (Burmish) に属す。 Nishi(1999) では母音に緊喉性の対立が見られるかどうかを基

準にして、 ビルマ語系を Burmic と Marnie に下位分類し、 ロンウォ ー語を、 ラチツ語 ・ ツァイ

ワ語などと共に Marnie に含めている。

1.2 音韻論

ロンウォ ー語音韻論の概略を示す。

1.2.1 音節構造

ロンウォ ー語の音節構造は次のとおり。

C(C)V(C)/QT 

C＝子音，V＝母音，Q＝緊喉性素性［士creaky], T＝声調

1.2.2 頭子音

(1) LABIAL DENTAL ALVE OLAR PALATAL VELAR GLOTTAL 

NASAL m 

STOP/ unasp. p ts 
AFFRICATE aspirated ph tsh 

FRICATIVE f,v s 

LATERAL 

FLAP 

APPROXIMANT 

n 
~
n
 

t 
th 

C 
ch 

n

k

kh

 

？
 

ろ

S x,y fi

 

r
 

y
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1.2.3 介子音とそれを含む連続

my, py, phy, ky, khy 

1.2.4 母音

(2) FRONT CENTRAL BACK 

CLOSE 

MID 

OPEN 

e

 

り

a

 

u 

゜

au 

1.2.5 末子音（および母音との組み合わせ）

(3) a au e 

-y ay auy ey 

1} 狙 aUIJ e1J 

-k ak auk 

-? a? e? 

-n an 

-t at 

-m am 

-p ap 

¢

 

゜ u

 

uy 

。IJ UJJ 

uk 

紺 o?

in un 

it ut 

0m 

1.2.6 緊喉性素性

[-creaky](V) 声帯の緊張を伴わない。 時に息混じりの音

[+creaky](Y) 声帯の緊張を伴う。 きしんだ音

1.2.7 声調

Falling(F)、 Low(L)、 High(H) の 3つ。

1.2.8 音節弱化

弱化して固有の声調を失った音節をCVで示す。

1.3 文法範疇

ロンウォ ー語の文法範疇は、 名詞類(N)・動詞類(V)および辞類 (p) の合わせて3つに大き

く分かれる。
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名詞類の下位分類の中で、本稿で扱う名詞句構造を語る際に有意な閉じた類として、 人
称名詞 (personal nouns) ・ 指示名詞 (demonstrative nouns) ・ 数名詞 (numeral nouns) ・ 類別名詞
(classifier nouns) ・ 数量名詞 (quantifier nouns) などを挙げておく。

1.4 文法的に条件付けられた声調交替 (tonal alternation:TA) 

ロンウォ ー語には、文法的に条件付けられた声調交替の現象がある。 これは、 ある特定の文
法的環境で、動詞 ・ 助動詞 ・ 名詞の声調が次のように交替するというものである。

(4) F→L;L→H;H→ H 

声調交替が起こる環境の主なものを次に挙げる。

1.肯定 ・ 現実法の陳述文の核となる動詞（＋助動詞）の最終音節
2. 名詞修飾句 ・ 名詞修飾節の核となる名詞 ・ 動詞（＋助動詞）の最終音節
3. 動詞連続を成す動詞のうち、最終以外の各動詞の最終音節
4. 具格標識-y叩Fの直前

上記l.—3.のいずれについても、 声調交替の存在自体が特定の節や句のタイプの標識、 ある
いは動詞等位接続子 (verb coordinator) として機能するものと分析し、 声調交替を引き起こす
抽象的な小辞 TA を仮定する。 この分析は、見かけ上声調交替の起こらない、基本調が H であ
るケ ー スにもそのまま適用されるものとする。3 一方、 4. については具格標識自体が持つ特異
性と考えるより他なさそうである。4

2 調査協力者

本稿の研究に協力しデ ー タを提供していただいたバムウォ ー ＝コンナン Bamvo Khao 

Nan"/pamF voF kho.gF nanH,／女史は、1958 年 11 月 15 日にミャンマ ー連邦シャン州北部の
クッカイ Kutkai に生まれた。 高等学校まで同地で過ごし、タウンジー ＝カレッジを経てヤン
ゴン教育大に進み、学位を取得した後、故郷で高校の教師をした経験を持つ。 1993 に来日して
現在に至る。

3 先行研究

藪 (1992) および載 ・ 徐 (1992) に本稿で扱う形式のうちいくつかについての記述が散見する
が、名詞句の構造のまとまった記述は未だない。

4 名詞句に現れる要素の分類

本節では、p.？？で示した分類に従い、 ロンウォ ー語の名詞句に現れる要素を観察する。 これ
ら要素のうちあるものは主名詞から独立した句要素とみなされ、またあるものは主名詞の一部
であるとみなされる。
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4.1 グルー プ1 :複数表示

ロンウォ ー語の複数表示には、 以下に示すような形式がある。 いずれも名詞に後接する。

(5) -cgmF 

-pamF 

-yeF （人間名詞のみ）

-cg,mFは名詞acg,mF「組・セット・団体」の文法化したもので、 名詞が人間を表すか否かに

かかわらず用いられる。

(6) pyinFcho:gL-cg,mF 

遥theH-cg,mF

友人たち

金持ちたち

lguFvoF-cg,mF ロンウォ ー人たち

mukFsukHpgy,kH-cg,mF本（複数）

ygmF-cg,mF 家（複数）

-pamFは名詞 「山 ・ 堆稽」の文法化したもので、 人間名詞につく場合、 各成員が「識別され

ている」特定性の高い集団を表す。 yo.uL「彼·彼女」に付くことも ある。 民族名などの集団名

称にはつかない。

(7) pyinFcho砂pamF友人たち

遥theH-pamF 金持ちたち

* lg-!]FvoF-pamF 

人間以外を表す名詞につく場合、 — pamFは複数を表さず、 「 …の集積、 …の山」の意味合いを

持つ。（！はその形式が不適格ではないものの、 意図された以外の意味に解されることを示す。）

(8) !mukFsukHpg,y,kH-pamF本の山／＊本（複数）

*yg,mF-pamF 

-yeFは人間名詞一般につく。 民族名にもつく。

(9) pyinFchoりL-yeF

遥theH-yeF

畑FvoF-yeF

*mukFsukHpg,y,kH-yeF 

*yg,mF-yeF 

友人たち

金持ちたち

ロンウォ ー人たち
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4.2 グループ2:量化表現

ロンウォ ー語の量化表現を構成する要素は、 文法範疇としては名詞類に属する。 数名詞（お

よびkhongL「いくつ」） ＋類別名詞からなるものと、 そうでないものとがある。

4.2.1 数名詞十類別名詞

数名詞と結びつく類別名詞の主なものを、 量化表現によって量化される名詞の例と共に挙

げる。

(10) pyuF ta-yaukF 人間1人 cf. yaukFkaiF男

n四L ta-tauL 牛1頭 cf. kau.uFtauL胴体

sak'lH(ke-17F) ta-keJJF樹1本
voL tふkeuF 竹1本

siL ta-che'lH 果物1個
moLtoL tふche'lH 車1台

khuk?H tふlamL コップ1個

t四Hpgy,kH ta-pg巫kH本1冊

yg,mF tふyg,mF

voF tふvoF

遥litF ta-k!;?H 

se-!JF ta-pyouF 

myrlamF tふphauL
laL ta-phauL 

touL ta-khf?JmL 

:ug,y,yHthf!F ta-tauF 

mayF ta-khye?H 

thouL ta-khyauuL 

mayF ta-t叩L

tgy,yL ta-cheuH 

家1軒

村1村

葉巻1本

刀1振り

鉄砲1丁
弓1張り

言葉1言

歌1曲

ロンジー 1枚

薪1本

cf. seりFpyouF剣

cf. cg,四Lmg?Hkhfl)mL祈りの言葉

cf.蹄tho?HtauF上部

ロンジー 1巻き く V

紐1巻き

厳密には類別名詞でないが、 数名詞と結びついて何らかの量化の機能を果たす名詞として

は、 次のようなものがある。

(11)容器などによる計量

yitF ta-khukH水1杯
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yitF ta-k{JmF 水1コップ

yitF ta-mg,tH水1柄杓

(12)動作の結果としての計量

soL ta-khyiH 肉1切れ

shokyg,y,kH ta-ce?F 乾肉1切れ

tsoF ta-kakH 飯1包み<V

tsotshりmL tふcg,ykHおかず1包み

(13)対

khyitFtsg,y叫ta-tsamHサンダル1足

(14)その他

証pamL 1部分

ta-caL 1種

ta-namF 1種

数名詞と結びつく名詞には他に、度量衡や暦などの単位を表す名詞や、位取りの名詞がある。

(15)度量衡

筵thuF 長さの単位(=0.25yard=22.86cm)

筵tau�H長さの単位(=0.5yard=45.72cm)

筵 le�F 長さの単位(=2yard=182.88cm) 

ta-pyeL 容量の単位(=0.2557104241)

ta-ky52'lH貨幣の単位

(16)暦

ta-tsinF 1年

ta-khye'l H 1月

ta-panF 

筵paL

(17)位取り

ta-tsheF + 

ta-yoF 百

1週

1日
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ta-tg,四F 千

絨ー地kF 万

ta-kyjtF 百万

証極kF 千万

数名詞を含む数量表現は、 必ず量化される名詞句に後続する。

(18) a. mukFsukHpg'.!!,kH ta-pg,ykH 

b. *ta-pg,ykH 

本

mukFsukHpg,ykH 

1-CLFR 

(19) a. mukFsukHpg巫kH khongH-pg,世kH

本 いくつ-CLFR

b. *khongH-pg,叫kH mukFsukHpg,ykH 

4.2.2 数名詞を含まないもの

数名詞を含まない数量表現としては、 次のようなものがある。

(20)数量の多寡に言及するもの
taFcitH(-tsoL戸 少し

myoLふo？附 多く

myoLmyoL 7 多く

(21) 全体に対する比率に言及するもの
myoL-phyo叫 ほとんど

紐lg,pH 全て

taygりL ~ tahfJJL あるもの

1冊の本

何冊の本？

これらの数量表現のほとんどは、 量化される名詞句の後に置かれ、 前には置かれない。
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(22) a. mukFsukHp叫H taFcjtH(-tsoL) 

本 少し(-DMN)

b. *taFcjtH(tsoL) mukFsukHpgykH 

(23) a. mukFsukHpg,ykH myoLso?H 

本 多く

b. *myoLso'lH mukFsukHpg,巫kH

(24) a. mukFsukHpg,巫kH myoL-phyouL 

本 ほとんど

b. *myoL-phyouL mukFsukHpg,巫kH

(25) a. 

b. *'lalg,pH 

(26) a. 

b. *tah§JJL 

mukFsukHpg,ykH'lalg,pH 

本 全て

mukFsukHpg,盛H

mukFsukHpg,巫kH tah�:uL 

本 あるもの

mukFsukHpg,盛H

4.3 グルー プ3:所有表現

数冊の本・わずかな本

たくさんの本

ほとんどの本

全ての本

ある本

所有表現は、 名詞句に名詞修飾標識—reH/-nQL を後接させて作られる名詞修飾句のー用法に

数えられる。 8

(27) a. cheL saFtheH-reH mukFsukHpg!!kH 

この 金持ち-ATTR 本

この金持ちの本

b. cheL saFtheH-ngL mukFsukHpg!!kH 同上

この 金持ち-ATTR 本

youL 「彼·彼女」· kho-yaukF 「誰」． pyuF tふyaukF 「 一人の人」など人間を指示する一部

の名詞句は、 名詞修飾句として用いられる際、 最終音節が声調交替を起こす。 (cf.1.4) これら

の名詞句は—reH/-ngL を後接させることなく名詞を修飾することができる。

(28) yo叫L-TA mukFsukHpg,巫kH 彼（女）の本

yo叫;.TA-reH mukFsukHpg,y,kH 同上

yo.gL-TA-ngL mukFsukHpg,y,kH 同上
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(29) khoyaukF-TA mukFsukHpg,y,kH 

khoyaukF-TA-reH mukFsukHpg,y,kH 

誰の本？

同上

khoyaukF-TA-nQL mukFsukHpgykH 同上

りoF 「私」． no叫F 「あなた」は、 それぞれ名詞修飾旬専用の形式 :gaH 「私の」． niH 「あなた

の」を持ち、 -reH/-ngL なしに名詞を修飾することができる。

(30) りaH mukFsukHpg,巫kH

JJaH-reH mukFsukHpg,ykH 

JJaH-ngL mukFsukHpg,ykH 

4.4 グルー プ4: 指示表現

私の本

同上

同上

事物を直示的あるいは照応的に指示する名詞には、 次のようなものがある。

(31) cheF 近称「これ」（直示 ・ 照応） pl. cheF-pamF / cheF-cg,mF 

th¢F 中称「それ」（直示） pl. th¢F-pamF / th¢F-cg,mF 

?ayF 中称「それ」（直示 ・ 照応） pl. ?ayF-pamF / ?ayF-cg,mF 

khoF 不定称「どれ」，

これらに対応する名詞修飾要素には、 4つの形式がある。

4.4.1 名詞修飾形

名詞の前に付加される。

(32) 基本形名詞修飾形

cheF cheL~che 

th¢F th¢L~thi 

?ayF ?ayL~?ay 

khoF khoL~kho 

(33) cheL pyuF この人

この 人

th¢L lakhaL その犬

その 犬

?ayL ？必函L その果実

その 果実

?khoL mukFsukH どの紙10

どの 紙
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4.4.2 名詞修飾形＋類別名詞

名詞の後に付加される。 不定称のkhoL~khoにはこの形式はない。11

(34) pyuF che—yaukF この人

人 この-CLFR

励haL thi-tauL その犬

犬 その-CLFR
？麻iL 'lay-che'lH 

果実 その-CLFR

4.4.3 名詞修飾形十—ruF

その果実

名詞修飾形cheL~che I thりL~th¢ I'layL~？初と-ruF「もの」との組み合わせは、 それぞれ

cheF /th¢F /'layFと同じ意味で用いられる。

(35) ?ayL-ruF p�H 
そのもの 何

それは何？

(36) che—ruF-tho?H kayF-TA-raH 
このものより 良い-RLS-RA

これよりも良い。

これらが名詞の修飾要素となる場合、 名詞の後に付加される。

(37) pyuF che—ruF 

人 このもの

lakhaL th¢-ruF 

犬 そのもの
？麻iL ?ay-mF 

果実 そのふの

mukFsukH kho-ruF 

紙 どのもの

4.4.4 指示名詞の基本形

この人

その犬

その果実

どの紙

前項の形式と同様に、 名詞の後に付加される。khoL~khoはこの形式で用いられない。
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(38) pyuF cheF この人

人 これ

lakhaL th¢F その犬

犬 それ

？麻iL 'layF その果実

果実 それ

4.5 グルー プ5:名詞的修飾表現

疑いなく名詞的修飾表現と扱ってよいものに、 名詞句と格標識からなる句がある。 また、 属

性を表す派生名詞が他の名詞に後続するケ ー スも、 名詞的修飾表現として扱ってよいであろ

う。 もう一つ、 一見名詞的修飾表現に見えるものとして、 名詞が他の名詞に先行するケ ー スが

ある。 以下順に述べる。

4.5.1 名詞句と格標識からなる句

確かに名詞的修飾表現であると言えるのは、 名詞句と格標識あるいはそれに相当する働きを

持つ要素からなる句である。 12

名詞句と奪格標識-me叫Hからなる句は、 起点だけでなく、 ものが存在する場所を表すことも

ある。

(39) kamaJJL-meJJH-TA pyinFcho址

他の13 国-ABL-ATTR 友人

他の国からの友人・外国の友人

cf. cheL pyinFchoIJL-fi.aF kiimaIJL-me.uH loF-TA-raH 

この 友人-TOP 他の国-ABL 来る—RLS-RA

この友人は、 他の国から来た。

(40) tsaFp¢H-toJJF-me.gH-TA mukFsukHpg1JkH 

机ーJ:.-ABL-ATTR 本

机の上の本cf.(76)

次の例は、 本来「前」という意味を表す名詞yjtHが所有表現を取り、 さらにそれが奪格標

識meuHと合わさったものであるが、 実質的には四tH-meuH全体で例外的に所有表現を取る

格形式として働いている。

(41) tsoLs。JJF-TA yitH-meuH-TA mukFsukHp@kH 子供のための本

子供-ATTR ため-ABL-ATTR 本

cf. tsoLfoJJF-TA yjtH-meuH mauH tsauyL-TA-raH 子供のために働く

子供-ATTR ため-ABL 仕事 する-RLS-RA
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次の例のように、 格標識ではなく、 特定の意味役割を表す名詞が句を形成することもある。

(42) cheーruL-TA mukFsukHp@kH このような本

このよう-ATTR 本

cf. che—ruL kqtH-TA-raH このようにした

このようする＿RLS-RA

4.5.2 属性を表す派生名詞など

属性を表す名詞のうち最も一般的なものは、 前接辞蹄による動詞からの派生名詞である。

紐による派生の入力となる動詞のほとんどは状態あるいは変化といった無意志的な事象を表

すものである。

蹄による派生名詞が動詞の補語として用いられる例を下に挙げる。

(43)'lakayF-reF kqtH-yaukF 

NPRF良い-ACCする—人

良いことをする人

(44) niinqgりH-JiaF niinqg卯 yiiphoH-nqL'lave'lF'lasamH-reF

あなたがたTOP あなたがたの 父-ATTR ふるまい-ACC

kgtH -cho:gH-naL-?ii杓H

すな従う—いなPLR

あなたがたは、あなたがたの父のふるまいに従っている。

属性を表す名詞は、 被修飾名詞の後に置かれる。

(45) mukFsukHpgykH'layukL 難しい本cf.(61)

本 NPRF難しい

(46) mukFsukHpgykH'latshukH 古い本

本 NPRF古い

(47) mukFsukHpgykH'lacatF ぼろぼろの本

本 NPRF破れる

(48) mukFsukHpgykH'lathauFl'lapoL(-tsoL) 

本 NPRF厚い/NPRF薄い(-DMN)

(49) myaIJFkhaL'latauyF 生きた虎

虎 NPRF生きている

(50) lQ{]FmauyF 'layiL 

蛇 NPRF大きい

大きな蛇
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次の例は、 動詞luF「薄い」の重複と名詞ruFの組み合わせによる、 属性を表す複合名詞の

例である。

(51) ？吋o7H luFluF-tsaL-TA ruF14 ひらひらした葉っぱ

葉 薄いRDPL-［限定］ーATTR もの

(46) の蹄tshukHの反義語である？asakF「新しいもの」は、 対応する動詞 ＊sakFを持たな
し‘

。
15

(52) mukFsukHp@kH ?asakF 新しい本

本 新しいもの

cf. che mukFsukHpqykH ?iisakF p¢H-TA-raH この本は新しい。

この 本 新しいもの なる＿RLS-RA

cf chど mukFsukHpf!1JkH ?asakF 即tF-TA-raH この本は新しい。

この 本 新しいもの COPULA-RLS-RA

これらの例は、 構造的には属性を表す名詞とそれに先行する名詞とが同格の関係にあると考

えられる。 しかし、 前接辞蹄が脱落しない点と16、 全体の意味が部分の意味から正しく予測で

きる点を考慮し、 これも名詞的修飾表現の一種として扱う。

4.5.3 名詞

一見、 名詞的修飾表現のように見える要素に、 次の各例で太字で表された名詞要素がある。

(53) mayFkanF-mukFsukHpg!!kH 

外国"-本

外国の本

(54) mukH-kygL-pyuFmyuH I yitF-kygL-pyuF I maJJL-kygL-pyuF 外国人

地方ー異なる—人種 ／水—異なる—人 ／国ー異なる—人

cf. maJJL-kygL-mukH I yitF-kygL-mukF I mukH-kygL-mukH 外国

国ー異なな地方 ／水ー異なる—地方 ／地方ー異なる—地方

(55) caFpg,nF-pyinFchouL 

日本人］8_友人

日本人の友人

(56) phaukH (voF)-mukFsukHp@kH ジンポー語の本

ジンポー語！9_本
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(57) pha'l FciL (-khyoF) mukFsukHpg!!;kH 

教育 (-事柄）一本

教育の本

これら太字の要素と、 後続する名詞との間の意味的関係は、 言語外的要因から推し量らなけ

ればならない。 また、 これら太字の要素と後続する名詞との間に、 他の要素を介在させること

はできない。

(58) gaH pha?FclL mukFsukHpgykH (59) cheL pha?Fcj_L mukFsukHpg!!kH 

私の 教育 本

私の教育の本

*pha?Fcj_L JJaH mukFsukHpg11kH 

この 教育 本

この教育の本

*pha?Fcj_L cheL mukFsukHpgykH 

以上のことから、 ここで見る名詞ー名詞の配列は、 広い意味での複合語と考えるべきである。

4.6 グルー プ 6: 動詞的修飾表現

明らかに動詞的修飾表現であると考えてよいのは、 名詞修飾節である。 一見動詞的修飾表現

に見えるものとして、 属性を表す動詞が名詞に直接後続する例がある。

4.6.1 名詞修飾節

名詞修飾節の構造は次のとおり。

(60) 現実 ・ 肯定 […•• V* 20 (-AUX) -TA -TA21 ](-raH) 
RLS ATTR 

現実 ・ 否定22 [….. mふV* (-AUX)-¢ -TA ](-raH) 
NEG ATTR 

非現実 [….. （mか）V* (-AUX)-neりH-TA ] 
IRL ATTR 

(61) yukL-TA-TA(-raH) mukFsukHpgf!kH 

難しい＿RLS-ATTR(-RA) 本

cf. che mukFsukHpqykH評kL-TA-raH

この 本 難しい＿RLS-RA

難しい本

この本は難しい。

(62) mygJJF-TA-TA-raH pyinFchoIJL 

高い-RLS-ATTR-RA 友人

背の高い友人
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(63) ?asakH yiL-TA-TA-raH pyinFcho叫 年配の友人

歳 大きい-RLS-ATTR-RA友人

(64) ?asakH yiL-vaH-TA-TA pyinFcho�L 年を取っている友人

歳 大きいー［認識］ーRLS-ATIR 友人

(65) satheH uatF-TA-TA-raH pyinFcho址

金持ち COPULA-RLS-AT TR-RA友人

金持ちの（＝金持ちである）友人

(66) {ng,tH) kyaJJH-TA-TA-raH pyinFcho:gL 親切な友人

（心） 賢い＿RLS-ATTR-RA友人

(67) {ng,tH) yoL-TA-TA-raH pyinFchoJJL 怒りっぽい友人

（心） 怒る＿RLS-ATTR-RA友人

(68) kayF-TA-TA-raH pyinFchoIJL 

良い-RLS-AT TR-RA友人

良い友人

(69) m砂ayF-¢-TA-raH pyinFchoIJL 

［否定］ー良い-NEG-ATIR-RA友人

cf. '1ayL pyinFchoIJL ma-kayF-,t, 

その 友人 ［否定］ー良い-NEG

良くない友人

その友人は良くない。

もちろん、 名詞修飾節は陳述文と同様に補語を取ることができる。

(70)りauyF-hg,JJF yoH-TA-TA-raH pyinFchoIJL 金持ちの友人 cf.(65)

銀金 得る—RLS-AT TR-RA友人

(71)'laiiiHne'lF vayF-TA-TA-raH mukFsukHpgykH 昨日買った本

昨日 買う-RLS-ATTR-RA本

cf. ?iifiiHne?F ?ayL mukFsukHpgykH-reF vayF-TA-raH 

昨日 その 本 買う—RLS-RA

昨日その本を買った。

(72) ?aFiiiHne?F cgH-hy,kH-TA-TA-raH pyinFchoJJL 昨日会った友人

昨日 互いにー会う-RLS-ATTR-RA友人

(73) uaH-phoH pyitL-TA-TA-raH mukFsukHpgykH 私の父がくれた本

私の父 与える—RLS-ATTR-RA本

(74)紐phoH ma•u§?H渕L-rp-TA-raH mukFsukHpgykH 

父 ないー読むーまだ-NEG-ATTR-RA本

父がまだ読んでいない本
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(75)窪phoH ma-pinF-TA-u§'lH-siL-<f>-TA-raH mukFsukHpg�kH 

父 ないー終わるー＆読むーまだ-NEG-ATTR-RA 本

父がまだ読み終わっていない本

(76) tsaFpfJH-touF-meuF co?F-TA-TA-raH mukFsukHpg�kH 

机-上-LOC ある-RLS-ATTR-RA 本

机の上にある本

cf. tsaFp9>H-toyF-me加mukFsukHpq1&kH co?F-TA-raH 

机上—LOC 本 ある-RLS-RA

(77) takaH naF-TA-TA-raH pyinFcho:yL(-cqmF) 
一緒に 住む＿RLS-ATTR-RA 友人 (-PLR)

一緒に住んでいる友人（たち）

cf. cheL pyinFchoyL(-cqmF)-fie?H takaH naF-TA-raH 

この 友人 (-PLR)-COM 一緒に 住む-RLS-RA

この友人（たち）と 一緒に住んでいる。

机の上に本がある。

-raH は動詞句にしか付かないわけではない。 以下の例では、 —raH が 2 つの補語の組に付い

ている。

(78) kan�JJH-meJJH-TA 'lanaH-cf}Hso'lH-raH pyinFcho1JL 

昔-ABL 今まで-ATTR-RA 友人

昔から今に至るまでの友人

cf. cheL pyinFcho.yL-fiaF kan�.yH-me咀？aFnaH-c9>Hso?H cgH-paF-TA-raH I 

この 友人-TOP 昔-ABL 今ーまで 互いに—知る＿RLS-RA

この友人は昔からずっと知り合いだ

cheL pyinFcho址-fiaF紐n�祉l-meJJH ?aFnaH-c,>Hso ?H-raH 

この 友人-TOP 昔-ABL 今まで＿RA

4.6.2 属性を表す動詞

属性を表す動詞が、 名詞に直接後続する例が見られる。

(79) pyinFchoIJL-kayF 

友人浪い

(80) lQIJFmauyF-yiL 

蛇ー大きい

良い友人 cf.(68)

大きい蛇 cf.(50)
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(81) mukFsukHpg!!kH-tshukH 

本ー古い

古い本cf.(46)

否定辞つきの動詞は、 名詞に後続することはできない。

(82) *pyinFchoIJL-ma-kayF cf.( 69) 

友人ー［否定］ー良い

(79) に限らずこれらの例は、 いずれも4.5.2に挙げたような属性名詞を含む構造にパラフ

レー ズすることが可能である。

派生名詞でない？asakF「新しいもの」も、 ？dなしで名詞に後続する例が見られる。

(83) mukFsukHpg1J:kH-sakF 

本一新しいもの

新しい本cf.(52)

これらの例は、 いずれも前接辞蹄を持つ名詞が前の名詞と複合して、 ？dが脱落した例であ

ると考えられる。 というのも、 複合に際して紐が脱落する例は広く見られるからである。

(84) ?atu叫「穴 ・ ロ」；ngFtu.uL「鼻の穴」，thukH?atuりL「出口」

紐keりF「立ち木」；myo?Fke.uF「草」，voke.uF「竹」

？句goH「階級」； pyuF]四H「人の身分」，？oLjg.uH「下級」

5 名詞句を構成する要素の共起と相対的順序

これまで見てきた要素の共起および相対的順序に関しては、 未だ十分な調査を行っていな

い。 以下ではこれまで得たデー タの中からわかる点についてのみ述べることにする。

5.1 主名詞に後続する要素

主名詞に後続する要素には、 グルー プ1の複数表示(4.1)、 グルー プ2の量化表現(4.2)、 グ

ルー プ4の指示表現の最初のものを除く3つ(4.4.2,4.4.3, 4.4.4）、 グルー プ5のうちの属性を

表す派生名詞(4.5.2)がある。

5.1.1 複数表示と量化表現

一般に、 複数表示は数名詞を含む量化表現とは共起しない。 一方で、 数名詞を含まない量化

表現とは共起する。
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(85) mauHtsoH-cqmF'la仰H 全ての仕事

仕事PLR 全て

(86) lauLte'lL-yeF tahg:qL ある大人たち

大人-PLR ある

(87)叩L-myo'lF-pauH-nauH-cqmF tacitHtsoL 

魚ー且飛び出る—子供-PLR 少し

5.1.2 後置される指示表現

わずかな出目魚の子

いずれも、 複数表示 ・ 量化表現と共起しない。 言い替えれば、 複数表示 ・ 量化表現と共起で

きるのは、 前置される指示表現 (4.4.1)に限られる。

5.1.3 属性派生名詞と他の要素との共起

属性派生名詞は、 複数表示とも量化表現とも共起する。

(88)四H che'JH-myj_H'liiyqnL-cqmF 結合字母23

文字ー母 NP R F 合わせる PLR 

(89) lqJJFmauyF？勾iL tii-tauL 大きな蛇 1 匹

蛇 大きいもの 1-CLFR

5.2 主名詞に先行する要素

主名詞に先行する要素には、 グルー プ 3 の所有表現 (4.3)、 グループ 4 の指示表現のうち最初

のもの (4.4.1)、 グルー プ 5 のうちの名詞句と格標識からなる句 (4.5.1)およびグルー プ 6 のう

ちの名詞修飾節 (4.6.1)がある。

5.2.1 共起・順序に影響を与える要因：主名詞となり得る要素の介在

これら主名詞に先行する修飾要素類の間には、 特に共起制限は存在しない。

(90) a.？碑iHne?F cqH-h�kH-TA-TA-raH ?ay pyinFchoJJL 昨日会ったその友人

昨日 互いに会う＿RLS-ATTR-R A その 友人

b. ?ay ?aniHne?F cqH-h�kH-TA-TA-raH pyinFchoJJL 同上

(91) a.'laiiiHne?F cqH地kH-TA-TA-raH mukH如L mukH-meりHTA

昨日 互いに会う-RLS-ATTR-R A外国ABL-ATTR

pyinFchoI]L 

友人
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昨日会った外国人の友人

b. mukHkyQLmukH-mel)H-TA ?afi.iHne?F cQH-地kH-TA-TA-raH pyinFcholJL 

同上

次のように、 2つの名詞修飾節が共起する例もある。

(92) a. ?afiiHne ?F cQH-hykH-TA-TA-raH ?aFsakH yiL-TA-TA-raH 

昨日

pyinFchoリL

友人

互いに会う＿RLS-ATTR-RA 歳 大きい＿RLS-ATTR-RA

昨日会った年配の友人

b. ?aFsakH yiL-TA-TA-raH ?afiiHne?F cQH畑kH-TA-TA-raH pyinFcho址同上

ただし、 修飾要素が完全に自由に共起し配列されるわけではない。 修飾要素の共起あるいは

その順序に影響を与えるのは、 当該修飾要素を承けることができる要素、 言い替えれば「主名

詞となり得る要素」が、 当該修飾要素と主名詞の間に介在するかどうかである。 この問題が最

も生じやすいのは、 指示表現とその他の要素の間である。

(93) a. mukHky払mukH-megH-TA ?ay pyinFchogL 

外国- ABL-ATTR その 友人

b. ! ?ay mukHky払mukH-megH-TA pyinFcho叫

その（外）国から来た友人／＊外国人であるその友人

外国人であるその友人

名詞が、 その意味的要因によって、 あるいはイディオムの 一部であることによって、 「主名詞

となり得ない」場合にはこの限りではない。

(94) a. ?afiiHne?F cQH-hykH-TA-TA-raH lay pyinFchoIJL 

昨日 互いに会う＿RLS-ATTR-RA その 友人

昨日会ったその友人

b. lay ?afiiHne?F cQH-hykH-TA-TA-raH pyinFchoIJL 同上

(95) a. ?ay ?aFsakH yiL-TA-TA-raH pyinFcho�L 

その 歳 大きい＿RLS-ATTR-RA 友人

b. ?aFsakH yiL-TA-TA-raH ?ay pyinFcho址 同上
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5.2.2 明示的な名詞修飾標識を伴わない所有表現

主名詞に先行する要素の中で唯一、 著しく生起位置が制限されるのは、 uaH, niH, YOJJL-TA 

などの明示的な名詞修飾標識を伴わない所有表現である。 これは名詞の直前に僅かれる。

(96) ?ay niH tsoL そこにいるあなたの息子

その あなたの 息子

(97) yqmF-khukF-me:gH-TA yoJJL-TA tsayF 

家中-ABL-ATTR 彼-ATTR 財産

家の中にある彼の財産

(98) ?iiiiiHne?F CQH-hykH-TA-TA-raH JJaH pyinFcho:gL 

昨日 互いにー会う＿RLS-ATTR-RA 私の 友人

昨日会った私の友人

(99) _gaHphoH lg四H-tgH-TA-TA-raH niH moHkho加

父さん24 いつも—話す-RLS-ATTR-RA あなたの 一番上の伯父

父さんがいつも話していたお前の一番上の伯父

5.3 主名詞に先行する要素と後続する要素の共起

主名詞に先行する要素と後続する要素との間にも、 とりたてて言うべき共起制限はない。

(100) mukHky払mukH-m吋H-TA pyinFcho批cgmF

外国-ABL-ATTR 友人-PLR

外国からの友人たち

(101) :gaHphoH pyitL-TA-TA-raH mukFsukHpgykH samF-pgykH 

私の父 与える-RLS-ATTR-RA 本 3-CLFR 

私の父がくれた本3冊

主名詞に先行する指示表現は、 主名詞に後続するものと異なり、 複数表示や量化表現と共起

する。

(102) cheL mukFsukHpqgkH-cg,mF 

この 本-PLR

(103) ?ayL pyuF shidF-yaukF 

その 人 2-CLFR 

これらの本

その3 人の人

あえて言うならば、 主名詞に先行する指示表現と後続する指示表現が共起することはない。
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注

1戴・徐(1992):p.3.

2 A short iriformation about Lhaovo people:p.1. 

3 1.のケ ー スでは動詞（＋助動詞）の直後に小辞-raHが現れる例が多く見られること、また

2.のケ ー スでも核となる名詞の直後に名詞修飾標識ーreHが、動詞（＋助動詞）の直後に-raH

が現れる例が多く見られることを考えると、抽象的な小辞TAを立てる分析は奇妙に思われる

かもしれない。 しかし、これらの小辞が義務的とは言えないのに対して声調交替は（こと基本

調がF,Lの場合は明らかに）義務的であるという事実を考慮して、声調交替を標識と、明示的

な小辞を補充的な要素と、それぞれみなす。

4 一見すると、2.の名詞修飾句の核となる名詞の場合に準じて考えられそうに思えるが、 2.

の名詞がほとんど人間を指示するものに限られるのに対し、— ya.uFの直前ではあらゆる名詞に

声調交替が起こる。

5 -tsoLは指小辞。

6 -§o?Hは「 … まで」を表す派生名詞接辞。

7多くのロロ＝ビルマ系言語と同様、この言語でも重複は派生名詞形成の 1手段である。

8 -ngLはカチン州方言では用いられないようである。

9いずれも、位格標識-me.uFI向格標識-khyoF/奪格標識-me叫Fと共に使われ、場所を指示

する。

10今回調査に協力してくれたシャン州出身の話者はこの形式を許容しなかったが、1997年に

カチン州で調査を行った際の協力者は許容した。 方言差なのか個人差なのかはわからない。

11 khふyau kF「誰」は単独でならば用いることができる。

12このような句を何と呼ぶかについては検討の余地がある。 このような句とそこに含まれる

名詞句の間の関係は、例えば従属節と動詞句の間の関係と並行的に捉えられる。 しかし不幸に

して「節」のような確立した名称をこのような句は与えられていない。 これらの句を例えば

「格標識つきの名詞句」と呼ぶことは、 特定の事物を指示する言語形式と、事物の指示にとど

まらず他の言語形式に対する関係の表示までも含んだ言語形式との間の区別をぼやけさせるこ

とにつながり、望ましいことではないと考える。 筆者は仮に「格句」という名称を提案する。

13 ka-はいくつかの名詞について「他の…」の意味を表す前接辞であるが、 すべての名詞に自

由につくわけではない。

14 ruFを伴わない形式 luFluF-tsaLは、名詞を修飾する後置要素となれない。 コ ピュラを

伴って述語となることはできる。
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a. *C各ruF ?afo?H luFluF-tsaL 

これ 葉 薄い RDPL-［限定］

b. Cも-ruF ?afo?H luFluF-tsaL-TA 

りatF-TA-raH

COPULA-RLS-RA 

四F uatF-TA-raH 

薄い RDPL-［限定]-TA もの

これはひらひらした葉っぱだ。

c. ceL-？吋o?H

この葉

luFluF-tsaL 

この葉っばはひらひらしている。

d. ceL-7afo7H luFluF-tsaL-TA 

この葉っぱはひらひらした葉っぱだ。

りatF-TA-raH

ruF .gatF-TA-raH 

15この紐sakFは、 同じく対応する動詞を持たないビルマ語のほTi?/ 「新しい」と同源の形式

である。

16この点については、 4. 6.2を参照。

17ジンポー語maiLganMの借用。

18 caFpg,nFは第一義的に 「 日本人」を表す。 「 日本」という国を表すには、 後にmu:gH 「国」

を付加しなければならない。 他の民族についても同じことがあてはまる。

19 一般に、 民族名はその民族が話す言語の名前としても用いられる。

20＊は複数個の生起を許すことを表す。 つまり、 動詞連続が可能であるということである。

動詞連続の場合には、 前述の通り、 要素間にTAが入る。

21 1つ目のTAは肯定・現実の文標識であり、2つ目のTAは名詞修飾標識である。 ちなみ

に、TAは直前の音節に対してしか働かず、 従ってTAの列の効果はTAIつと変わらない。

22動詞文の場合、 肯定で見られる現実：非現実の対立が否定においては中和されるが、 名詞

修飾節の場合には否定でもこの対立が保持される。

23ラテン文字によるロンウォ ー 語正書法で、 1つの音素を表すアルファベット2字以上の組

のこと(Lhao Tung" Mho" Hhid Paug'(Lhaovo Primer)(l973)からの用例）。

24征phoH 「父」の前接辞をりaH 「私の」で置き換えた形で、 子が自分の父に言及する際に

用いるのが普通だが、 ここでのように父親が自分の子に対して自分自身に言及する場合にも用

いられる。 他の親族名称にも同様の形が見られる。
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東南アジア大陸部諸言語の名詞句構造

三上直光

目次

はじめに
1 グル ー プ1 ：複数表現
2 グル ー プ2 :量化表現
3 グル ー プ3 :所有者表現
4 グル ー プ4:指示表現
5 グル ー プ5 :名詞的修飾表現
6 グル ー プ6 :動詞的修飾表現
7 名詞句構成要素間の共起関係と位置関係
おわりに
注

参考文献

はじめに
本稿では、 本書に収められている6篇の論文を参考にして、 東南アジア大陸部6言語の

名詞句構造を比較対照し、 言語間の類似点と相違点を大まかに整理する。 まず、 各言語の
系統と文法的特徴の概略を以下に示しておく。

ベトナム語Iクメ ール語 タイ語 I ラオ語
系統 モン ・ クメ ー ル系 タイ ・ カダイ系

形態特徴 孤立語的

基本語順
svo 

被修飾要素＋修飾要素

ビルマ語 I ロンウォ ー語
チベット ・ ビルマ系

膠着語的
sov 

修飾要素＋被修飾要素

系統関係を考慮せず、 文法的観点から6言語を眺めると、 ベトナム語、 クメ ー ル語、 タ
イ語、 ラオ語のグルー プとビルマ語、 ロンウォ ー語のグルー プに大きく2分される。 本稿
における記述も、 グルー プ内での対照が先行している点で、 この分類を反映した内容にな
っている。 以下、 言語名は、 各言語のカタカナ表記の頭文字をとって（べ）（ク）（夕）（ラ）
（ビ）（口）で示すことにする。
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1 グル ー プ1 ：複数表現

〔名詞に直接付加される（随意的な）複数表示〕
一般に印欧語は、 数(number)を文法範疇としてもつ。 名詞の指示対象が単数か、 複数

かによって、 名詞や動詞などの語形が変化する。 ここで扱う6 言語にはそのようなかたち

での数概念の表出はない。 名詞は裸のままで、 文脈によって単数にも複数にも理解されう

る。 しかし、 複数概念を表す形式が全く存在しないというのではない。6言語における複数

表現の意味合いは印欧語のそれとは異なるが、 以下に挙げる形式も複数を表す形式の一種

とみなすことができるだろう 1)。 それらは、 必要に応じて、 名詞に付加され、 その名詞の指

示対象が複数であることを含意する形式（以下、 複数表示形式と呼ぶことがある）である。

ベ cac十名詞 cac:漢語「各」に由来する漠越語

nh血g＋名詞

ク Kはmnぬ十名詞 komnぬ：「堆積、 山」

VOOIJ＋名詞 VOOIJ :「群れ」

puok十名詞 puok:「集団」

夕 phuak十名詞 phuak:「集団」

camphuak十名詞 camphuak:「類」

ラ camphuak十名詞 camphuak:「類」

phuak十名詞 phuak:「集団」

s血＋名詞 s血：「集団、 軍団」

ビ 名詞ーtwe-

名詞—to.

ロ 名詞—c�mF ←ac�mF「組、 セット、 団体」

名詞—pamF ←pamF「山、 堆積」
名詞—yeF

複数表現を言語別に概観する前に、 次の2点に注意しておこう。 上掲の複数表示形式を

全体として見るならば、 そこには名詞としての意味・機能を保つものから接辞的に用いら

れるものまで、 様々な性格のものが含まれているという点、 およびそれらの形式と名詞と

の結合には一定の意味的制約があるという点である。

それでは、 言語ごとに見ていこう。（べ）（ク）（夕）（ラ）では、 複数表示形式は等しく

名詞に前置されている。 しかし、（ク）（夕）（ラ）と（べ）では、 複数表示形式それ自体の

意味および［複数表示形式十名詞］の構造と意味に違いがある。 すなわち、（ク）（夕）（ラ）

の形式はいずれもある種の集まりを意味する名詞であり、 その後に名詞を伴った表現は、

構造的には［被修飾要素＋修飾要素］として分析される一種の複合名詞と考えられる。 そ
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して、 結合全体の意味は、 単に複数の事物を指示するというのではなく、 複数の事物の集

まりを指示するものである。 一方、（べ）のcac（漢越語「各」）とnh血g は名詞ではなく、

つねに名詞を伴って用いられる拘束形式であり、 それが後続の名詞を限定するという関係

で複数表現が形成されていると考えられる。 （夕）のphilakの用法に少し触れておくと、 そ

の後に名詞を置いただけではすわりが悪く、それを限定する要素を加える必要がある。（べ）

のnh血g の使用にも同様の制約が課される。

（ビ）の複数概念は、 名詞への接尾辞添加によって表現される。［名詞—tweー］が表す集合

の成員はすべてその名詞の類に属するものであるのに対して、［名詞—to.]の場合は必ずし

もそうでなくてもよい。（口）のc�mFとpamFは元来の名詞が文法化したものと考えられて

いる。

以上のほかに、 日本語の畳語（「人々、 国々、 山々」など）のように、 単語の反復によっ

ても複数の意味が表される言語がある。 （ク）（夕）がそれである。 しかし、 このプロセス

はすべての名詞に適用されるわけではなく、 一部の特定の名詞に限定される 2)
0

2 グル ー プ2 :量化表現

〔1冊の、2冊の、 何冊の〕〔ある、 全ての、 殆どの〕〔数冊の、 わずかの、 たくさんの〕

個体として数えられる事物の数量を表現する場合、 形式上、 数詞と名詞がそれだけで直

接結びつく言語もあれば、 他の要素の介在が要求される言語もある。 後者のタイプの言語

において、 他の要素とは、 類別詞ないしは助数詞と呼ばれる要素である。6言語はいずれも

この要素を用いるのを原則とする（ここでは、 類別詞という用語を助数詞を含めた意味で

用いる）。

名詞句が名詞、 数詞、 類別詞の 3 要素で構成される場合、 6 言語における基本語順は次の

ようになる。

ベ 数詞＋類別詞十名詞

ク

夕
数詞が「1」の場合：［名詞＋類別詞十数詞「1」]も可能

ラ 名詞十数詞十類別詞

ビ 1 の位が 0 (10 を除く）の場合：［名詞十類別詞十数詞「O」]

ロ

（べ）は［被修飾要素＋修飾要素］の語順を原則とする言語であるが、 量化表現におい

ては、その原則に従っていないかにみえる語順［被修飾要素＋修飾要素］をとる。（夕）（ラ）

（ビ）については、 上記の基本語順に反する場合もある。 （夕）（ラ）では、 数詞が「1」の

場合には［名詞＋類別詞十数詞「1」]も可能である。 また（ビ）では、 1 の位が 0 (10 を除

く）の場合には［名詞＋類別詞十数詞「O」]が用いられる。
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上に示した語順は、 各構成要素がすべて現れた場合のそれであって、 類別詞の 「重み」

は考慮されていない。（ク） は類別詞を有する言語ではあるが、 他の5言語に比べれば、 類

別詞の数も少なく、 また使用頻度も高くない。 類別詞により程度差はあるものの、 量化表

現におけ る類別詞の存在はそれほど強く要求されるものではない。

次に、 名詞、 数詞、 類別詞を構成要素とする名詞句の構造について考えてみよう。6言語

とも、 これらの構成要素の結合の仕方が同じであるとは断定できないようである。 名詞の

指示対象が聞き手にも了解される場合には、 名詞のない［数詞＋類別詞］だけでも使うこ

とができるが、 この事実は名詞と［数詞＋類別詞］から成る句とする分析を支持する根拠

になるかもしれない。 しかし、（べ） のように、［数詞＋類別詞］のほかに［類別詞十名詞］

も独立して用 いられる言語にはこの基準は適用できない。（べ） を除く言語においては、 類

別詞と名詞の結合だけでは発話されることがないため、 構造分析の可能性は名詞と［数詞

＋類別詞］の結合ということになるであろう。 そうであるとすれば、 次に考えるべき問題

は、(1)［数詞＋類別詞］が名詞を修飾する構造になっているのか、(2)名詞と［数詞＋類

別詞］が同格的な構造になっているのか、（3)構造的にあいまいなのか、 という点である。

（ク）（夕）（ラ） の例（日本語に置き換えた例）で言うなら、 「彼＋殺す＋友達＋3＋人」

という文は、 上記（1) の構造で 「彼は 3 人の友達を殺した」と解釈されるのか、 (2) の構

造で 「彼は友達を 3人殺した」と解釈されるのか、 意味的にあいまいなのか、 という問題

がある。（ビ）では、 名詞と［数詞＋類別詞］の結合は同格関係にあると解釈するのが適当

であろう。

数量を表す語には、 数詞のほかにも、 「すべての、 おのおのの、 ほとんどの、 多くの、 い

くつかの、 少しの、 ある」などの意味を表す語がある（これらの語と数詞を含めて、 数量

詞 (quantifier) と呼ばれることがある）。 これらの語のなかには、 数詞の位置に現れるも

の、 数詞以外の位置に現れるもの、 類別詞を伴わずに名詞と共起するもの、 などがあり、

また文中におけ る機能も語によって異なる。

類別詞はグルー プ 4（指示表現）で見るように、（ビ）を除き数詞のない環境にも現れる。

3 グル ー プ3 :所有者表現

〔私の、 あなたの、 彼の ・ 彼女の、 母の、 その金持ちの〕

［被修飾要素＋修飾要素］の語順をとる（べ）（ク）（夕）（ラ）では、 ［所有物を表す名

詞＋所有者を表す名詞］（以下、 所有物、 所有者と略記） の語順になり、 逆に［修飾要素＋

被修飾要素］の語順をとる（ビ）（口）では［所有者＋所有物］の語順になる。 また、 いず

れの言語にも所有者と所有物が直接結合する表現（直接結合と呼ぶ）、 所有者と所有物の間

に相互の関係を表す要素を介在させた表現（間接結合と呼ぶ） がある。
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ベ a. 所有物＋所有者

b. 所有物＋cua十所有者 cua:「財産」

ク a. 所有物＋所有者

b. 所有物＋ r切切h十所有者 rお切h:「物」

夕 a. 所有物＋所有者

b. 所有物十khる3n＋所有者 kh四：「物」

ラ a. 所有物＋所有者

b. 所有物十khぬn＋所有者 kh玩：「～の」

ビ a. 所有者— ye.＋所有物 -ye.：属格助詞

b. 声調変化 下降調への変化、 一部の名詞句

c. 上記aと bの併用

ロ a. 所有者--reH/-n叫＋所有物 -reH/-n叫：名詞修飾標識

(-ngLはカチン州方言では用いられない）

b. 声調変化 一部の名詞句

まず（べ）（ク）（夕）の（b)形式を見よう。 所有物と所有者の間に置かれている要素は

実質的な意味をもつ名詞としても用いられるものである。（べ）cu.a は「財産」を、（ク）rぬ切h、

（夕）kh珂はいずれも 「物、 品物」 を意味する名詞である叫このことは、（べ）［cu.a十所

有者］、（ク）［ r切切h十所有者］、（夕）［khぬn＋所有者］ が単独でも機能しうる（指示対象

の名詞を表現する必要のない場合などに用いられる）ことと無関係ではないであろう。

（べ）（ク）（夕）（ラ）の4言語の所有者表現で問題にすべきは、(a)(b)両形式の違い

である。 大雑把な言い方をすれば、 所有者に重点を置いて、 所有物と所有者の関係を明確

に述べる場合には(b)形式が、 そのような意味的強調の必要がない場合（所有の関係が正

しく解釈される場合など）には（a)形式が用いられるということになろうか。 さらに、 4

言語における(b)形式の意味について言えば、 それは単に所有の意味のみを表すわけでは

ない。 日本語の［名詞＋の十名詞］ が表す意味は多様きわまりないが、 4言語でも様々な意

味関係が（b)形式で表現される。 同じことは（a)形式についても言えることであり、(a)

形式と（b)形式の意味的な相違はさらに検討すべき課題である。

（ビ）と（口）については両言語とも、 所有者名詞に助詞を付加する形式と所有者名詞

の声調変化による形式をもつ。 後者の形式は人を表す名詞句の一部に見られる。 （口）には

さらに名詞修飾句専用の形式をもつ人称代名詞もあり、 この場合助詞の使用は随意的であ

る。
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4 グル ー プ4 :指示表現

〔この、 その、 あの、 どの 〕〔これらの、 それらの、 あれらの 〕

名詞が指示詞によって限定される場合、6言語とも指示詞と名詞が直接結びつくことがで

きるが、（べ）（夕）（ラ）（口）においては、 その他に類別詞が介在することもある。（ク）

の類別詞は指示表現においてもあまり使われることはなく、 名詞が直接、 指示詞と結びつ

くのが一般的である。 また、（ビ）では他の5言語と異なり、 類別詞の使用が数詞の存在を

前提とするため、 指示詞が直接、 名詞と結びつく形式のみが可能である。（べ）（ク）（夕）

（ラ）では、 名詞の指示対象が聞き手にも了解される場合には、 類別詞と指示詞のみの結

合も用いられる。

ベ a. 名詞＋指示詞

b. 類別詞十名詞＋指示詞

ク
a. 名詞＋指示詞

夕
b. 名詞＋類別詞＋指示詞

ラ

ビ 指示詞十名詞

ロ a. 指示詞（名詞修飾形）＋名詞

b. 名詞＋指示詞（名詞修飾形）＋類別詞

c. 名詞＋指示詞（名詞修飾形）一ruF ruF:「もの」

d. 名詞＋指示詞（基本形） 「どの」を除く

特に（べ）（夕）（ラ）では類別詞の有無による違いが問題となる。（a)と(b)の両方の

形式が同 一物を指示する場合があるからである。 ここで類別詞の個別化機能に着目したい。

この機能は、 単一の個体を表すというものであり、 そこから他のものとの対比という意味

合いが生まれる。 したがって、 類別詞を伴った(b)形式は、 指示対象の個体を際立たせ、

対比的意味を強調した表現ということになる。 一方、 類別詞のない［名詞＋指示詞］は、

そのような意味合いを含まず、 個体（単数、 複数）も、 類も指示することが可能である。

（ビ）では［指示詞十名詞］が唯一の可能な形式であるのに対して、（口）ではその他に

3種の形式がある。 この事実は、（ビ）と（口）の系統関係（の近さ）を考え合わせると興

味深い。

5 グル ー プ5 :名詞的修飾表現

〔外国の、 タイ語の、 言語学の、 子供向けの（本）〕〔タイ人の、 医者の（友人）〕

ここでは名詞的修飾語が名詞を修飾する場合を扱う。 所有者表現も形式としてはこれに

含まれるが、グルー プ3として別に取り上げたので、 ここではそれ以外の場合を検討する。
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ベ

ク a. 名詞十名詞

夕 b. 名詞＋前置詞十名詞
修飾関係は 「後から前へ」

ラ

ビ
a. 名詞ー格標識十名詞

b. 名詞十名詞
修飾関係は「前から後へ」

6言語とも、 名詞と名詞が直接結びつく形式と名詞と名詞の関係を示す要素が介在する形

式とがある。（べ）（ク）（夕）（ラ） では、 それぞれの言語における修飾関係の原則に従い、

名詞的修飾語は主要名詞に後置され、（ビ）（口） では、 逆の語順になる。 「外国の本、 タイ

語の本、 言語学の本」などの表現では、 名詞と名詞は直接結びつくことができる。 この結

合形態は、 各論文での分析でも示されている通り、 一般に意味的な結合度の強さに対応す

る。 複合名詞はふつうこの形態をとる。 「子供の本」のように意味的に不明瞭な表現は、 名

詞と名詞との意味的な関係を明示するような要素が用いられることがある。 なお、 用例の

中で、 「 医者の友人」の 「医者の」の部分は、 名詞的修飾表現ではなく、 動詞的修飾表現の

かたちをとる言語が多い。

要点を繰り返すならば、 名詞と名詞の直接結合は構成要素が緊密に結びついており（典

型例は複合名詞）、 ひとまとまりとして解釈される傾向があるのに対して、 間接結合は個々

の構成要素の意味の総和として解釈される。 直接結合の成立には間接結合よりもはるかに

厳しい制約が課される。 以上述べたことは、 系統関係を離れて、6言語に等しく当てはまる

ことである。 しかし、 両結合形態の関係はきわめて微妙であり、 その違いについては言語

ごとにさらに検討する余地が残されている。

6 グル ー プ6：動詞的修飾表現

〔分厚い、 大きい、 高価な、 古い、 ぼろぼろの、 難しい、 昨日買った、 父がくれた、 机

の上にある、 まだ読んでいない（本）〕

〔背の高い、 古い、 裕福な、 親しい、 親切な、 良い、 悪い、 昨日会った、 一緒に住んで

いる、 しばらく会っていない（友人）〕

ここで言う動詞的修飾表現には動詞のほかに、 いわゆる形容詞も含まれる(6言語におい

ては、 少なくとも統語的にはそれらを区別する根拠はない）。 動詞を含む要素が名詞を修飾

する場合の形式としては、 名詞と動詞的修飾語が直接結合する場合と名詞と動詞的修飾語

の間に修飾語であることを示す標識が置かれる場合がある。 後者の場合の代表的な標識を

各言語で示せば、（べ）ma（ク）dael（夕）thii（ラ）thii（ビ）寸ekme.（口） —TAが挙げら

れる。 それらの統語環境は次の表の通りである。
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ベ a. 名詞＋動詞

b. 名詞十ma+…動詞…

ク a. 名詞＋動詞

b. 名詞十dael+…動詞．．

夕 a. 名詞＋動詞

b. 名詞＋thii+…動詞．．

ラ a. 名詞＋動詞

b. 名詞＋thii＋…動詞…

ビ a. 名詞＋？a-動詞 ？a：名詞化接頭辞

b. 名詞＋動詞の反復

C. 名詞＋動詞 ［名詞＋？i-動詞］ の？aが脱落

d. 名詞修飾節（①I②)＋名詞

①動詞—te. ①確定（←動詞文標識—te_)

②動詞-me. ②未確定（←動詞文標識-me_)

ロ a. 名詞＋？a-動詞 ？缶：名詞化接頭辞

b. 名詞＋動詞 ［名詞＋？a-動詞］ の？aが脱落

c. 名詞修飾節（①I②)＋名詞

①動詞—TA-TA(-raH ) ①現実

②動詞-netJH-TA ②非現実

標識の有無による違いについての検討が求められるのも、 名詞と名詞が結合する場合と

同様である。 まず、（べ）（ク）（夕）（ラ）について言えば、 ここでも、 名詞と名詞が結合

する場合と同様のことを指摘することができる。 すなわち、 直接結合は、 構成要素間の意

味関係が密接であり、 表現全体がひとまとまりとして（被修飾語の類別として）解釈され

る傾向がある（複合名詞はこの形式をとる） 4)。 他方、 構成要素間に修飾関係を示す要素が

介在する間接結合では、 意味の重点が修飾語に置かれ、 動詞的修飾語は名詞を限定、 特定

する。 名詞句全体の意味は、 各構成要素の意味の総和として理解される。 表現の成立に厳

しい制約が課されるのが直接結合である点も、 名詞と名詞の結合について述べたことと同

じである。

（ビ）の動詞的修飾表現は、(a)名詞＋ ［？a-動詞］、（b)名詞＋ ［動詞の反復］、（c)名詞

＋動詞、(d) 修飾節十名詞、 などの形式が区別される。 この中で名詞と動詞が直接結びつ

いた (c) が複合化の度合いが強い点、 および名詞修飾節標識（動詞文標識が声調変化した

形式）を伴う(d)が制約の少ない、 生産的な表現である点は、 それぞれ（べ）（ク）（夕）

（ラ）の(a)、（b)と並行的な特徴とみなすことができる。 また（ビ）の(a)については、

（べ）（夕）（ラ）などの類別詞を伴った表現と類似した特徴を有している。 つまり、 いず

れも個別のものを指示し、 対比的に用いられる。（口）にも（ビ）の (a)(c) (d)に対応
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する3種の表現がある圧（ビ）との比較で興味深いのは、 「難しい本」のように、 外見だけ

では判断できない属性形容詞は（ビ）では（ a) 形式は用いられないが ((b) (c) も不可）、

（口）の（ a) 形式ではこれが可能であることである。

標識を伴う修飾節については、 修飾要素の資格の問題がある。 まず、（べ）（ク）（夕）（ラ）

の4言語では、 （ク）（夕）（ラ）の（b) 形式は、 動詞的修飾語が動詞（ 形容詞）ー語から

成る修飾要素であっても成立するが、（べ）の (b) 形式はそのような場合には成立しない。

（べ）の（ b) 形式の成立条件は現段階では明確に述べることができないが、 修飾節が主述

構造を含む場合に使われるのがふつうであることからも、 修飾節には限定度を高めるよう

な、 ある程度の複雑性を備えた内容が要求されるのであろう。（ビ）の(d)についても（べ）

の場合と類似した制約がある。

7 名詞句構成要素間の共起関係と位置関係

名詞句構成要素間の共起関係についての詳細は個々の論文に譲ることにして、 ここでは

位置関係に関して簡単に整理しておきたい。 本書では（べ）（ク）（ラ）（ビ）について、 構

成要素の全体的な位置関係が示されているが、 それは以下のごとくである。 なお、 表中の

Nは主要名詞を表す。 修飾語句の名称は個々の論文に従った。

ベ 量化表現＋N+名詞的修飾表現＋動詞的修飾表現＋所有者表現＋指示表現

ク N十名詞的要素＋所有表現＋動詞的要素＋量化表現＋指示表現

ラ N十名詞的成分＋動詞的成分＋所有＋修飾節十数量＋指示

ビ 名詞修飾節十所有者表現＋指示表現＋マ ー カ ーを伴う動詞＋マ ー カ ーを伴う名詞＋

N十動名詞＋量化表現

上記の語順は、 各論文でも述べられているように、 基本語順とでも言うべきもので、 決し

て固定したものではない。 特に修飾語句であることを示す標識がある場合には、 他の語順

の可能性も生ずる八

まず、 どの言語にも共通する特徴として指摘できるのは、 主要名詞の属性を表す要素（ 名

詞的修飾表現、 動詞的修飾表現）が主要名詞に隣接する位置を占めるということである。

これは主要名詞と修飾語句との意味的な緊密度の形式面への反映として説明することが可

能であろう。

次に、［被修飾要素＋修飾要素］の基本語順をとる言語（（べ）（ク）（ラ））では、 指示詞

を名詞句の末尾に置くという点が共通している。 指示詞が名詞句の区切りを示す役割を担

っていると考えられる。 また、［修飾要素＋被修飾要素］の基本語順をとる（ビ）には、 修

飾節が他の修飾語句よりも前に置かれるという一般的特徴が認められる。

最後に、 情報の重要度という要因も語順の決定に強く働いていることを付け加えておこ

う。
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おわりに

以上、 東南アジア大陸部6 言語の名詞句構造を概観した。 その中でも指摘したように、

構成要素の連続についての単位認定の問題、 修飾標識を伴う場合と伴わない場合の意味的

相違の問題などは、 今後さらに追究する必要がある。 構成要素の連続性の問題は、 6言語と
もに、 名詞句のみならず動詞句においても存在し、 これらの言語の特質の解明に深く関わ

るものである。 それはまた同時に人間言語一般に対しても投げかけられるべき重要な問題

でもある。 その問題を考える上で、 東南アジアの言語が貴重な材料を提供することは間違

いない。

注

1) ここで取り上げた形式を単純に比較対照することに問題がないとは言えない。 比較対

照するにふさわしい形式が選ばれるような基準を定めるべきであろう。

2)（ク）（夕） の反復現象の意味機能についてはなお不明な点が多い。（べ） にも名詞の反
復現象が存在する。 いずれの言語においても、 さらに詳細な検討が必要である。

3)（ラ） kh53IJしま（夕） kh53IJと同源語と考えられるが、（ラ） では「物」の意味ではなく、
「～の」の意味で用いられる。

4) このことは、 修飾語句が比較的単純な構造をもつ場合にはある程度当てはまるが、 構

成が複雑な場合 （たとえば、 修飾語句が主語と述語を含む場合） も含めた説明としては不

十分であろう。

5)（口）の（a)形式は、澤田論文では「グルー プ5：名詞的修飾表現」に含まれているが、

（c) 形式との関連性を考え、 便宜上ここで扱う。

6)タイ語、 ラオ語などでは、 類別詞の生起によっても語順入れ替えの可能性は広がる。
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